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一叉

三ノ丸肋に旧博物館を解外して新館を建築することになったため、昭和58年度に発掘調

査を実施 し、昭和59年度にその報告書作成の作業を行ってきたものでありますが、此度こ

こにその報告書を刊行することができました。

仙台城は伊達政宗によって築かれた城であり、また築城に伴って縄張りされた町並は、

現在の仙台市の基礎をなしたものと位置付けられています。そうした意味においても仙台

城跡は仙台市のシンボルとして重要な歴史遺産です。しかしながら成辰の役以来、建造物

の保存のみならず、仙台城域も積極的に保存されてきたとは言えなく、貴重な文化遺産も

散逸したり、破壊されてきました。

こうした中にあって、最近にわかに、仙台城跡のこれ以上の破壊を止め、後世に伝える

べく指定保存の問題がクローズアップされてきました。この時期に三ノ丸跡の調査が実施

され、また、そこから貴重な資料が多数発見されたことは、単に三ノ九跡の実態を把握で

きたのみならず、仙台城全体の研究を進めるうえからも、指定問題を進展させるうえから

も、重要な布石となりえたものと確信しています。

さて、この報告書は、多くの方々のご助力をもって刊行し得たものであります。近世考

古学研究はまだまだ日が浅く、内容に関しましては不安なところも多々ありますが、これ

が学兄諸氏の研究の一助となれば幸甚のいたりであります。また今後とも諸氏のご助言を

賜わりますようにVD・願い中し上げます。さらにまた、仙台城の調査・研究、また他の近世

遺跡の調査等において新しい発見が積み重ねられ、そこから歴史の空白を埋めるような事

実が把えられることと思いますので、広く皆様からのご教示を、重ねてお願い致すもので

あります。

最後になりましたが、市民各位の文化財保護行政への変わらぬご理解とご協力をお願い

申し上げます。

昭和60年 3月

仙台市教育委員会教育長 藤 井   黎
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1.本書は仙台市博物館の新築に先行して行った仙台城三ノ九跡の発掘調査の報告書である。

すでに公表された速報 (考古学ジャーナル237、 1984)等 に優先するものである。

2.本書中の上色については、「新版標準土色帳 (小山・竹原 :1973)」 を使用した。

3.本書に使用した地形図は、 2千 5百分の 1の仙台市都市計画図を教育委員会で合成作成し

たものを縮小 して使用したほか、営繕課が作成した 5百分の 1の地形測量図を使用した。

4.I～ V区のグリットラインはN-4°一E、 Ⅳ区はE-32°一Sである。

5.本書における方位は全て磁】しで示してある。仙台市においては、磁耳B逹割ヒから 7° 2併西に

偏している。

6.図面中の水糸レベルは海抜高を示す。

7.陶磁器、土師質土器等で、中心線が一点鎖線で図示されているものは、図上復元したもの

である。

8.遺物の実測図のトレースにあたっては、スクリーントン、鉛筆、ロットリングインク、墨

汁によって文様、炭化部分等を表現したが、それらは薬釉の種類、色、カーボン等の区別を

示すものではなく、あくまで濃淡関係を表現したものである。

9.報告書作成のための整理・編集は結城慎一、佐藤洋が担当した。

10.本文の執筆担当は次のとおりである。

第 1章、第 2章、第 3章第 3・ 4節、第 4章第 6～ 10節、第 5章第 3,4・ 5節

……結城慎一

第 3章第 1・ 2節、第 4章第 1～ 5節、第 5章第 1・ 2節。……佐藤洋

付章 1……金森安孝

付章 2……茂原信生、小野寺覚

付章 3・……高橋理

付章 4・……茂原信生、馬場悠男

付章 5'……星川清親

11.発掘調査及び遺物整理において多数の方々のご協力を賜わったが、第 2章第 2節でご紹介

する。

12.調査時においては地区ごとに遺構名を付した。またネーミングにおいてもその遺構名を使

用した。本報告書の作成にあたり、全地区を通した遺構名に改称しているので、次に記録し

ておく。

I区 第 1号土墳 ―→ 第 1号土墳  第 2号土獲 ―→ 第 2号土獲

伊J



K-19土羨 ―→ 第 3号土墳

第 1号溝 ―→ 第 1号溝  第 2号溝 一  第 2号溝

I・ 」-23.24溝 ―→ 第 3号溝  I-19溝 ―→ 第 4号溝

第 1号暗渠 ―→ 第 1号暗渠  第 2号暗渠 ―→ 第 2号暗渠

H-19暗渠 一  第 3号暗渠

墓渡 一  墓竣  池跡 ―→ 池跡  石敷 一→ 石敷

Ⅱ区 第 1号土羨 ―→ 第 4号土羨  第 4号溝 ―→  第 5号土獲

第 2号溝 ―一→ 第 6号土羨  第 2号土壊 ―→ 第 7=土墳

第 5号溝 ―→ 第 8号土羨  第 1号竪穴 (R-17.18)一→  第 9号土渡

第 3号土墳 ―→ 第10号土壊  0-16土 壊 ―→ 第11号土獲

O-15土壊 ―→ 第12号土壊  西拡部上竣 1 - 第13号土羨

西拡部上竣 2 -→ 第14号土残  O-18土 竣 1 -→ 第15号土渡

O-18土羨 2 -→ 第16号土壌

第 1号溝 ―→ 第 5号溝  第 3号溝 ―→ 第 6号溝

第 6号溝 ―→ 第 7号溝  第 7号溝 ―→ 第 8号溝

Q-16溝 ―→ 第 9号溝  P-19溝 ―→ 第10号溝

第 3号竪穴遺構 ―→ 第 1号竪穴遺構  P-17土壊 一→ 第 2号竪穴遺構

第 1号竪穴遺構 (0,P-18.19)一 →  第 3号竪穴遺構

第 2号竪穴遺構 ―→  第 4号竪穴遺構

石敷 ―→ 石敷通路  杭列 ―→ 杭列

Ⅲ.Ⅳ区 西溝 ――→ 第11号溝  東溝 ―→ 第12号溝

H.I-8溝 ―→ 第13号溝 H-7溝 ―→ 第12号溝

L-8暗渠 一→ 第 4号暗渠 L.M-7排 水溝 ―→ 第 5号暗渠

D-7暗 渠 ―→ 第 6号暗渠

通路 ―→ 通路  基壇 ―→ 基壇

その他、建物跡、ピットについては変更はない。

調査により出土した遺物は、仙台市教育委員会で一括保管している。
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第 1章 はじめに

第 1節 伊達氏について

伊達氏の始祖は藤原山蔭の子孫朝宗といわれ、常陸国 (茨城県)真壁郡伊佐庄中村を領して

いたが、文治 5(1189)年の奥州の役で平泉言寸伐軍に加わり、戦後の論功行賞として源氏ゆか

りの紋章引両と伊達郡 (福島県)を拝領し、高子岡に城を築いて移住、はじめて伊達氏を名の

った。

以来、伊達氏は東北南部の有力な豪族に成長し、 7世行宗は建武中興の際、南朝に味方し、

多賀国府に出任して睦奥式評定衆となった。高子岡を拠城としていた伊達氏は、天授 6(1380)

年、 8世宗遠の時に、長井 (大江)時広が領有していた米沢城 (山形県)を奪取し、天正19(1591)

年、伊達政宗が秀吉によって岩出山 (宮城県)に移封されるまでの211年間、拠城とした。14

世植宗は大永 2(1524)年頃、室町幕府から陸奥国守護に任ぜられ、15世晴宗、16世輝宗の 3

代で戦国大名としての勢力を確立し、内政的には塵芥集 〔14世植宗が天文 (1536)年 に制定し

た分国法〕を制定し、権力の組織化を図った。

伊達氏17世 (藩祖)政宗は永緑10(1567)年 8月 3日 、16世輝宗の長男として米沢城で生を

うけた。伊達氏 9世政宗の名をもらい受けたものである。

天正 9(1581)5月 、父輝宗と共に政宗は伊具郡 (宮城県)に出陣した。相J焉義胤が亘理郡

に戦いをしかけはじめたためである。このころ全国統一は織田信長から豊臣秀吉によってなさ

れつつあった。天正12(1584)年 、政宗18歳で伊達家の家督を譲られ、伊達氏の頭領としての

活躍がはじまる。天正13(1585)年 、大内定綱の去就をめぐって伊達と芦名、二本松との戦い

があり、二本松城主畠山義継が投降する。この年11月 、政宗は安達郡人取橋において佐竹、声

名氏らの連合軍と戦い幸くも勝利する。更に天正17(1589)年 6月 5日 、長年の宿敵であった

声名氏を磐梯山麓摺上原に破 り、 6月 11日 黒川城 (会津)に入り、伊達氏最大の領地がここに

形成されたのである。天正18(1590)年、秀吉は北条氏を討つため、自ら小田原に出陣した。

秀吉からの再三の呼び出しにも応じなかった政宗は、ついに参陣を決意する。政宗、人生最大

の転換期であった。

小田原以降の政宗は近世大名としての政宗であった。秀吉、家康と続く支配者の下で近世大

名への脱皮を図った。天正19(1591)年 、秀吉により岩出山に移された政宗は、慶長 5(1600)

年、城を岩出山から仙台へ移し、この地を仙台藩62万石の政治、経済、文化の中心地としたの

である。

政宗以降の藩主は次のとおりである。



2代忠宗一寛永14(1637)年

5代吉村一宝永 4(1707)年

8代斎村一寛政 5(1793)年

11代斉邦一天保 6(1835)年

3代綱宗一万治 3(1660)年

6代宗村―寛延 3(1750)年

9代周宗一文化元 (1804)年

12代慶邦―弘化 3(1846)年

4代綱村一寛文 4(1664)年

7代重村一安永 3(1774)年

10代斉義一文政 3(1820)年

第 2節 仙台城について

仙台城の位置は、国鉄仙台駅からまっすぐ西へ約 2 km、 広瀬川を渡った通称青葉山東端にな

る。かつて国分氏の居館・千代城があったと見 られているところである。

慶長 5(1600)年 12月 24日 、徳川家康の許可を得て、仙台城普請の縄張を行い、翌年正月11

日、仙台城普請を開始 した。慶長7(1602)年 5月 、仙台城は一応の完成を見、翌 8(1603)年

8月 、政宗は岩出山より仙台城に徒 り、わたましの式を行っている。現在言われている本丸部

分の一応の完成であり、本九大広間が完成するのは慶長15(1610)年 正月のことである。

慶長16(1611)年 、完成間もない仙台城を訪れたイスパニアの使節セバスチャン・ビスカイ

ノは、『金銀島探険報告』に、「城は彼国 (日 本)の最も勝れ、又最も堅固なるものの一にして、

水深 き川に囲まれ、断崖百身長を越えたる巌山に築かれ、入口は唯一つにして、大いか江戸と

同じうして、家屋の構造は之に勝 りたる町を見下し、ヌーレグワを距てて数レグワの海岸を望

むべ し」と仙台城の状況を書 き残 している。

ビスカイノも書き残 しているように、本丸

は青葉山の東端、標高約115mの ところに築か

れその西側には天守台と称される標高約140m

の高台があったため、特に天守間を必要とし

なかったと言われる。また、その前面には仙

台平野が広がり、太平洋まで見通せるように

なっている。本九の東は高い崖になっており

城下とは広瀬川で画されている。また南側は

滝ノロと言われる深い谷である。西側は樹木

におおわれていて「馬足口十わざる」ところで

あったが、尾根続 きであったため、堀切 りを

設けてある。ただ北側が比較的傾斜がゆるや

かであるため、本九に通じる通路があるとと

もに、石垣、門、櫓などの防備が完備されて

第 1図 位 置 図



いた。

元和元 (1615)年 の大坂夏の陣以後、泰平の世になり、城も軍事的要素よりは居館としての

要素が濃 くなってくる。平時には不便となった本丸にかわって三ノ丸の造営が計画され、寛永

15(1638)年 、幕府は 2代忠宗にニノ丸普請の許可を下 した。ニノ九は本丸の北麓で、東西172

第 2図 仙台城地形図



間 (313m)、 南北111間 (202m)、 本九よりも27間 (49m)低い。9月 4日 、ニノ九鍬立普請を

開始し、12月 14日 、若林城より焼火之間、虎之間、桧之間等をニノ丸に移し上棟、16(1639)

年12月 20日 までに御座之間、寝所、大書院、大広間などが上棟された。 6月 25日 には忠宗、三

ノ九のわたまし式を行っている。

このように仙台城は中世的な本九部分と、近世城郭としてのニノ丸、三ノ丸から成る平山城

と位置付けられるものである。

仙台城の終末は、実質的には慶応 4(1868)年の成辰役で、仙台藩降伏、開城した時点であ

る。その後は勤政庁、東北鎮台、仙台鎮台、そして陸軍第二師団がおかれ、太平洋戦争以後は

進駐軍が駐留した。仙台城建物群も火災や戦災にあい、また解体され、現存するものはない。

第 3節 三ノ丸について

三ノ丸は米蔵と言われており、本丸の北東麓、ニノ九の南東に造営された。

正保 2(1645)年の『奥州仙昌城絵図』 (斎藤報恩会蔵)力朔 存する絵図では最古であるが、

そこでは現在「三ノ丸跡」とされているところが「蔵屋敷」と記載されている。寛文 4(1664)

年、 9(1669)年の『仙魯御城下絵図』『仙魯城下絵図』 (各々宮城県図書館蔵)には両者とも

「御米蔵」と記されている。天和 2(1682)年 の『卿 |ヽ 1仙曇城並城下絵図』 (宮城県図書館蔵)に

よれば「東九」となっており、これは本九南西に西ノ丸増設がなされたのに対する呼称と思わ

れる。

『仙曇藩封内神社佛閣等作事方役所修繕二属スル場所調―寛文延宝貞享定書共』 (宮城県図書

館蔵)の中に三ノ丸の建物配置を示した図面があるが、そこには「三之御丸御米蔵」と記載さ

れており、元禄 4(1691)の 筆書きも見られる。初めて「三ノ九」の名称があらわれたもので

ある。

元禄年間と考えられている『御修覆帳』 (宮城県図書館蔵)と 宝永 7(1710)年の墨書がみら

れる『御修覆帳』 (東北大学工学部蔵)では「三丸御米蔵」となっている。また享保15(1730)

年の『陸奥国仙魯城普請窺』 (宮城県護国神社蔵)によれば、再度「東丸」と使用されている。

これから三ノ九は、「蔵屋敷」「御米蔵」→ (「東丸」)→「三之丸」と呼称されたものと思われる。

明治年間の陸軍第二師団作成の『仙曇城 (一名青葉城卜玄フ)之固』では「律,米蔵 三之九←
名東九)」 と、機能、名称、通称の全てが知られるような記載の仕方となっている。

規模、構造については以下のように概説できる。

『仙台市史』に「仙曇御城覺書」 (安倍定橘氏蔵)が載せられている。巻末に享保八癸卯八月

甘八日の日付があるが、内容的には正保の頃のもので、正保の『奥州仙畳城絵図』の記載事項



を写し取ったものと考えられているものである。それによると

一 蔵屋敷、東西八十間、南北六十五間、本九より汁二間低 し。

南の方清水門より東留りまで塀長さ五十間、西塀下土手高さ五間。

一 蔵屋敷の南脇、清水三階門、墓石垣高さ三間、長さ二十七間打廻し。

一 同門より巽の問まで塀長四十間打廻し、堀長廿間、日人間、岸高五尺。

一 東方堀、巽の三階門腸より子の方午形門長さ百四十間、堀口十五間、深さ二間

半。

一 岸高、西岸、巽の問脇にて五間、子の問にて七間半、東岸二間。

― 】ヒの堀、長さ五十七間、口十七間、深さ三間。

一 岸高南jlr五間、西にて十五間、東北にて二間二尺。

となっている。

ここに記されているように、三ノ丸は北と東に五色沼と称されている堀と土塁、長沼と呼ば

れている堀と土塁が現在も見られ、北東と南東端に子の問と巽門があった。巽門は木造三階建、

棧瓦葺、切妻屋根を有し、 1階梁間17尺 1寸 4分、桁行43尺 6寸 1分、 2階は梁間19尺 3寸 6

分、桁行43尺 6寸 1分、総素木造り 1980:小倉強)の ものが知られていたが、昭和20(1945)

年、仙台空襲により焼失した。西側は山手になり、南側は清水門と巽門を結ぶ塀で画されてい

たようである。

三ノ九内部の建物群については前節でも紹介した 2種の『御修覆帳』と『・……場所調』がそ

の内容を示すものであり、『・……場所調』図面中にある「御帳蔵」を除いては、全て萱葺屋根で

あったらしい。詳しくは第 5章第 4節 を参照されたい。

三ノ九についての文献は非常に少なく、よってその造営年代も断定できないが、「蔵屋敷」

「御米蔵」としての三ノ丸の造営は、ニノ九造営間もない正保の『奥州仙曇城絵図』に見られ

ることから、ニノ九造営と同じ寛永15(1638)年 ころと考えられている。



第 4節 地形・地質について

仙台城は青葉山が天瞼の地であるというだけで選ばれたものではない。地理的にみて、領地

のほぼ中央に当ること、奥州街道沿いで交通の便が良いこと、仙台平野を控えて、都市発展の

可能性が大きいことがあげられる (1967:伊東信雄)。 また古代から陸奥国分寺、同尼寺がおか

れ、多賀城に南接するという歴史的環境の中にも、政治、経済、軍事的にも仙台が要地であっ

たことが伺えるのである。

仙台城の原地形は段丘地形であり、海抜115～ 140mの丘陵性台地の面は本九、天守台に、30

～78mの河岸段丘面は三段の平坦面に区分されていて、それぞれ原地形をいかして三ノ九、三

ノ九、追廻′弓場に利用された。段丘地形は広瀬川沿いに広く分布しているが、立体的に面と崖

が適当に配置されているところは仙台城周辺以外には認めがたい。仙台城は、このような自然

地形を利用して構築したものであり、短期間に完成したようであるが、築城に必要な土地造成

や防備上の工事は、かなり能率的かつ経済的に行い得たものと思われる。

仙台城周辺の地盤をみると、表層は粘土、ローム、砂礫からなる土層で、その下の基盤岩は

亜炭層をはさむ凝灰岩ないし泥岩類の軟岩である。仙台城は広瀬川の侵食、堆積作用でできた

自然地形を利用して構築されたもので、本丸、ニノ九、三ノ丸の建物の基礎地盤は段丘礫層 (第

4紀洪積世)で、城壁石組の基盤は大年寺層の軟岩 (第 3紀鮮新世の凝灰質泥岩～砂岩)にな

っている。このように段丘面下に礫を主にした砂礫層が分布していたことは整地作業を容易に

した。しかしながらこの砂礫層上部は軟弱なローム層を主としているので、造成時の削平が不

十分な箇所は、大雨や地震などによる亀裂が生じやすく、土砂崩れをおこす原因でもある。仙

台城の石垣や壁などが、そのような自然災害によって再三損害を被ったことは文献に認められ

るところである。

仙台城は湧水、地下水に恵まれている点でも特徴があって、平時はもちろん、籠城時にも用

水をまかなうのに十分な湧出量をもっていて、外堀 (五色沼、長沼)の水源は沢の湧水を流入

させて作った中鳴池の余水でもあった。かって広瀬川が三ノ丸直下を流れていた時代に淵とし

て残された低湿地が現在の五色沼、長沼と呼ばれているものであり、その低湿地をうまく利用

して堀としたものである。当時は水量に恵まれていたと推察され、防備面はもちろん、景観面

からも有意義な存在であったと考えられる (1967:奥津春生 )①



第 2章 調査の経緯

第 1節 調査に至る経過

昭和32年 11月 、ニノ丸跡地等は進駐軍 (米軍)よ り返環された。三ノ丸跡地は昭和35年、排

水、地均し工事を行い、翌年、仙台市博物館を建設する一方、子ノ門石垣を修理、土塁全域を

整備した。昭和36年 に完成した博物館は884す とあまり広くなかったため、昭和38年 に244∬、

昭和43年に879だ、昭和46年に405ポ の増築をくりかえした。昭和50年 には文化財保護法第48条

による国宝・重要文化財公開館として指定されたが増大する収蔵物と、増築をくりかえしたた

め、展示機能などの点で不便となってきた。これに対応するため、昭和57年の仙台市議会 9月

定例会において新博物館基本設計に要する経費が議決され、昭和58年 3月 には仙台市博物館基

本設計が完成した。

この基本設計を基にして、建築工事担当の建設局営繕課と教育委員会との具体的協議を開始

した。この協議に当っては、必要以上の切土を行わないこと、現状で残存している三ノ九の施

設 (土塁、石垣)を一部でも崩さないことを基本に話し合った。

まず設計図面上、クーリング置場が、】ヒ側土塁の西端裾部を切るようになっていたため、設

計変更をもとめ、屋上に設置することになった。

また新館前面の整備に関して、東側土塁の裾部を盛土整備したい旨の打診があったが、土塁

の外観に変更を来すので拒否した。

調査を担当する文化財調査係からの要求としては、事前に遺構面の深さを探る調査を一部に

入れること、図面を提出すること、樹木の移転に伴う抜根に調査員が立ち会 うこと、博物館の

解体にも調査員が立ち会うことを申し入れた。

第 2節 調査経過

調査は昭和58年 8月 23日 より開始 した。調査区は I区からV区まで、基本的に、旧博物館の

建築において破壊 されている部分を除外 し、新博物館予定範囲に設定 した。調査面積の合計は

約2,165ゴ であった。

調査区設定は、新博物館建設工事を担当する仙台市営繕課が事前に地形測量するため打った

杭を利用し、全体に 5mメ ッシュを配した。南北方向ラインはN-4°一 E、 南から】ヒヘ、A、

B、 C、 D、 ……・、東から西へ、 1、 2、 3、 4・……とアルファベットと番号をふった。 5m

四方の各グリットはC-6、 F-22、 R-19と いうように呼称 した。
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第 3図 仙台城三ノ丸跡・地形 。調査区配置図



I区は原則 として手掘 り、コ区、Ⅲ、Ⅳ区は表土、攪乱上の排土にバックホーを使用、 V区

は手掘りで調査を行った。

調査に入いる前、旧博物館解体及び樹木の移転に立ち会った際に土層の観察 を行ったが、地

山までの深さ80cm前 後、その間に 2～ 3層の整地層があるという認識をもった。 しかしながら

調査の結果、各々の地点で旧表土、地山までの深さが異なっており、 I区では盛土でテラス状

になっているC～ F区 などは約 lm、 テラス状になっていないG～ K区は約50cm、 Ⅲ区は約40

cm、 皿、Ⅳ区は 2m～ 3m、 V区は約50cmの深 さがあった。このことから、三ノ九の旧地形は、

北西から南東側に自然傾斜 していたことがわかった。

調査の進行は、予想外の上量、雨、湧水、二師回、進駐軍による攪乱などにより遅れ気味で

あった。また、旧博物館を解体 して土砂を埋め込んでおり、その位置が敷地のほぼ中央という

こともあり、ダンプカーによる土砂移動にも制約があった。結局次のような日程で作業が進行

した。

バックホー、ダンプカーによる土砂の掘削、移動 :8月 23日 ～ 9月 21日

I区の精査 :8月 23日～12月 20日

Ⅱ区の精査 :10月 5日 ～12月 28日  (昭和59年 9月 4日 ～22日 )

Ⅲ、Ⅳ区の精査 :8月 31日 ～12月 10日

バックホー、ブルドーザ、ダンプカーによる土砂の埋戻し :12月 23日 ～28日

8月 23日 から12月 28日 までの調査の結果、溝、暗渠、土壊などの遺構多数、陶磁器、漆器、

箸、下駄、硯、砥石、煙管、瓦などの遺物が平箱で約80箱出土 した。瓦の出土量は非常に多い

ので、文様瓦以外は袋に収納する段階で選択 した。

遺物の水洗い、ネーミングは調査 と並行して現場で実施、それに引き続いて昭和59年 二月 5

日～ 3月 23日 まで水洗い、ネーミング、接合作業を当市高砂遺物収蔵整理室で行 う。 4月 16日

からは新年度事業として遺物整理、図面整理を再開。また新館工事現場北西部の盛切に関して

若千の計画変更があったため、 9月 4日 から22日 までⅡ区西側を約65♂拡張するような追加調

査を実施 した。

調査及び整理体制は次のとおりである。

追 跡 名  仙台城跡 (C-501)

調 査 名  仙台城三ノ九跡発掘調査 (仙台市博物館新築工事に伴 う事前調査 )

所 在 地  宮城県仙台市川内三ノ丸跡

調査主体  仙台市教育委員会

調査担当  仙台市教育局教育部社会教育課文化財調査係

担当職員  結城慎一、佐藤 洋



調査期間  昭和58年 8月 23日 ～12月 28日  昭和59年 9月 4日 ～22日

整理期間  昭和59年 1月 5日 ～ 3月 23日 、 4月 16日 ～昭和60年 3月 31日

調査対象面積  約5,200∬

調査面積  約2,165だ

調査参加者 (五十音順・敬称略)

五十嵐康洋、石井多賀子、遠藤忠明、及川一郎、大河内圭子、大崎れい子、大田勉、大田は

るよ、大津典子、大槻明美、小笠原ふみ、川越友子、管野春枝、車塚 くに子、小山八郎、佐

々木慎一、佐々木美枝子、笹平克子、佐藤永一、佐藤正造、佐藤チヅ子、佐藤敏幸、佐藤正

志、宍戸とみ子、宍戸光枝、六戸やす子、庄司信一、鈴木雅文、高橋清子、高橋幸次、高橋

義明、只野宗一、千葉よし子、檜野一子、富士しずえ、松坂浩、九山伝、毛利貴洋、森昭二、

森まきい、吉田俊一

整理参加者 (五十音順・敬称略)

相沢史子、安喰真由美、砂金よしえ、石井多賀子、大槻明美、小野恵子、金沢君代、神尾糸己

以子、熊谷信一、佐々木慎一、佐々田弥生、佐藤幸子、須佐文恵、平照子、只野宗一、田中

敦子、松坂浩、毛利貴洋、吉田康子、若生恵美子 (旧姓神尾)

また、発掘調査及び遺物整理等にあたって、以下の方々 (機関)か ら協力、指導 。助言を賜

わった。記して感謝の意を表したい。 (五十音順・敬称略)

井上喜久男 (愛知県陶磁資料館)、 鵜飼幸子 (仙台市博物館)、 大橋康二 (佐賀県立九州陶磁

文化館� 野ヽ寺覚 (獨協医科大学研究員澪Б司勇夫・小林博 (日本銀行金融研究所 )、小林清治 (福

島大学教授)、 佐々木隆 (仙台市科学館)、 佐藤巧 (東北大学教授)、茂原信生 (獨協医科大学講

師)、 庄司駒男 (東耳ヒ大学技官)、 鈴木友也 (東京国立文化財研究所)、 高橋理 (東耳ヒ大学院生)、

田代秀人 (相馬焼窯元)、 千葉景― (東北歴史資料館)、 中里壽克 (東京国立文化財研究所)、

檜崎彰― (名 古屋大学教授)、 藤沼邦彦 (宮城県文化財保護課)、 馬場悠男 (獨協医科大学講

師)、 廣川吉之助 (東北大学金属材料研究所教授)、 星川清親 (東北大学教授)、 光谷拓実 (奈

良国立文化財研究所)、 吉岡一男 (宮城県図書館)、 追廻親和会 (会長・永澤勁)、 仙台市建設

局営繕課、仙台市博物館

なお、中国陶磁器の一部は、東北大学文学部助手の佐川正敏氏を介して、北京社会科学院・

徐草薫、浙江省文物考古研究所・牟永抗各氏の御教示を得た。



第 3章 層序と発見遺構

層序については三ノ丸跡全体が盛土整地 されているため、各地区とも異なった状況 を呈 して

いる。よって、このことについては以下の各節において、地区ごとの層序説明として扱 うこと

にする。

発見遺構 としては、溝が14、 土渡が16、 竪穴遺構が 4、 暗渠が 6、 通路 1、 基壇 1、 池跡 1、

建物跡 8を数えるほか、柱穴列、杭列、石敷通路、間知石列、墓墳、ピットがある。各遺構の

詳述は以下の各節において行 う。

ここで、第 5章第 3節の内容とも重複する部分もあるが、これから述べる各節の内容を理解

仕易くするため、調査成果から考えられた三ノ丸跡の変遷について事前にふれておきたい。

仙台城三ノ丸跡の変遷

仙台城三ノ九跡の変遷は、調査の成果と絵図等の文献記録から5時期の画期 を指摘 し得ると

考えられる。

〔I期〕慶長 6(1601)年～寛永14(1637)年

仙台城の築城は慶長 5年 に徳川家康により許可がTD・ り、翌慶長 6年より普請が開始された。

同15年の大広間の完成をもって終了する。従来、城内において伊達政宗と直接関連する曲輪は、

本丸部分のみと考えられてきた。しかし、今回後述するように元和年間の木簡 を伴 う遺構が

検出されたことにより、政宗時代の遺構の存在が明確となった。したがって、 I期の開始は、

慶長 6年 とみてよいであろう。一方、終末については、寛永13年に政宗の死去、同14年には広

瀬川の氾濫によって、この地に隣接 した花壇橋の流失などの被害にあっている。これらの事件

が、同15年にこの地に三ノ九が造営された直接のきっかけであったのであろう。終末について

は、三ノ丸造営以前の寛永14年 としたい。

〔工期〕寛永15(1638)年 ～天和年間 (1680年代)こ ろ

三ノ九すなわち米蔵の造営は、『伊達家治家記録』によればニノ九造営と共に寛永15(1638)

年に開始された。したがって、この年をⅡ期の開始としたい。調査成果とも矛盾 しない。一方、

コ期の終末については、後述するⅢ、Ⅳ区より検出された三ノ丸内部の区画施設を覆 う整地層

中により、17世紀後半ころの唐津の製品 (三島手の大鉢など)が出土していることから、このこ

ろに求めることが可能である。文献的にも、天和 2(1682)年に製作された仙台城絵図および、

それ以後の絵図には三ノ九の内部施設である塀が描かれなくなり、考古学的成果とよく一致し

ている。さらに、寛永～貞享年間に製作使用された絵図 (第91図)と 元禄年間ころに製作され

た絵図 (第92図)と を比較すると内部構造にも変化を生じている。したがって、Ⅱ期の終末と

皿期の開始を推定する資料としても貴重なものである。
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第 4図 仙台城三ノ丸遺構配置図



箪冒テし珠晶影1犬震舌栞   〔Ⅲ期〕元禄年間
～文化・文政年間 (およ

平坦面のもの。    そ18世紀初頭～19世紀初頭)

土羨

A

断面は、逆台形状で、下

瑞ラインが明確、底面か

平lH面 のもの。

C tl面 は、開いた逆台形で、
下端ラインが明確、底面

が、凹】犬のもの。

D 断面は、U字状で、下瑞
ラインが不明確、底面が、

強い凹】犬のもの。

h端 ,下端ともに円形で、

断面は、長軸が舟底形、

短軸が開いた鍋底形のも

の 。

上端 下瑞ともに脩円形
で、断面は、長短軸とも

鍋底形のもの。

■瑞 下瑞ともに長格円
形で、 4r面 は、長軸が開

いた鍋底形、短軸が舟底

形のもの。

D L瑞  下端ともに隅丸方
形で、 ll面 は、長短軸と

も鍋底形のもの。

Ⅲ期の開始については、先述の絵図などか

らほぼ元禄年間ころと考えられる。先の内部

構造を示す絵図から、この時期には米蔵 など

が
'曽

改築されたことが知られ、三ノ九が最も

その機能を発揮 した時期であろう。三ノ丸の

全体の平面形態も先の天和 2年の絵図以後変

化している。終末については、これを具体的

に示す文献資料がない。ところが、考古学的

には、終末期を推測することが可能である。

すなわち、 I区 において、三ノ丸内部 を区画

する溝 (1号溝)が埋没する途中で構築され

た溝 (2号溝)か ら文化年間の木簡が出土 し

た。これらの溝が埋没 した後に溝上にテラス

が形成される。すなわち、テラスの形成によ

って、若干規模が縮少されたものと考えられ

る。 したがって、テラス形成以前にその画期

を求めることが可能であろう。先の木簡の年

代が示す、文化年間あるいは、その直後の年

代を想定しておきたい。

〔Ⅳ期〕天保 6(1835)年 ころ～明治10年

代

Ⅳ期の開始年代は、先のテラスの形成 をも

ってその開始とすることができよう。盛土に

よるテラス形成以前に先述の 2号溝が埋没す

る過程で、大型の河原石 (石垣に使用か)が

多量に出土した (F-21区中心)。 この河原石

の出土については、人為的なものとは考えに

くく地震等の災害によるものと推測される。

文化年間あるいは、その直後の災害記録 をみ

ると、天保 6(1835)年に地震が起ったこと

＼
溝・土墳形態分類図



が知られる。したがって、テラスの形成はその時の修復と理解したい。このことは、テラスの

盛土中より19世紀前半の遺物が出上していることからも天保 6年ころに開始時期を求めることが

妥当なものと言えよう。終末期については明確にできない。幕藩体制崩壊後も建物跡が残って

おり、考古学的に区別することは困難である。明治15年にニノ九が全焼し、それまであった東

北鎮台が、同19年に陸軍第二師団として編成され、三ノ九跡に経理部糧林庫が建設される。し

たがって、一応終末については、ほぼ明治10年代としておきたい。

〔V期〕明治19年～昭和20年

陸軍第二師団時代から、昭和20年の仙台空襲までとすることができる。調査時に焼夷弾の弾

頭の出土によって確認することができる。また三ノ九に最後まで残った巽問も、昭和20年の仙

台空襲の際に焼失した。V期の終末は昭和20年であり、文字どおり仙台城の終焉でもある。

なお、この編年は現状では仙台城三ノ九跡に限って使用したい。



第 1節  I区

1.I区の層序
I区については、様相が複雑であるため、地点別に述べたい。

a地点 (第 6図①)

1層は、黒褐色粘質シルトで、現在の表土である。極めて有機質で、常に湧水があり、保水

性に富む。こうした状況は、他の地点のテラス部でも同様である。

2～ 4層は、粘質シルトを主体とし、C-20区 4層から煉瓦など新しい遺物が出土している

ことから、明治以後の盛土層と考えられる。この盛土はさらに、 bγ d地点および c地点の 1

部に及んでいる。おそらく、江戸時代のテラス面を拡大する目的でなされたものであろう。C

-22区では江戸末期の土壊 (ゴ ミ穴)が 2基 (未調査)認められる。

5～ 8層は、考古学的成果から、19世紀前半ころに形成されたテラス形成のための盛土層で

ある。瓦等が多量に含まれている。

9層は、テラス形成以前の旧表土である。鉄分が多く砂質である点でこの当時もかなり湧水

による地表流が豊富であったことを物語っている。17世ネ己の遺物も出土する点で、かなり長期

間地表であったことが理解できる。

10層 は、礫を多量に含む無遺物層である。この層の上面より後述する 1、 2号土壌が確認さ

れ、したがって、前述の 9層は仙台城造営以後に主体的に形成されたものとなろう。

また、西側には石垣がある。野面積みの 5段で高さ約6.6尺 (2m)を測る。底面は確認でき

なかったが10層 をさらに掘り込んで構築されているc

b地点 (第 8図⑥)

1～ 2層 は a地点から続く明治以後に形成された層である。特に1層は未分解の植物が多量

に包含されている。 2層 は盛土によるものである。 3,4層 は、 a地点の 5～ 8層 に対応する

層である。 3層はさらに8層 に細分され、続く4層 と様相を異にしていることから多少時間幅

が存在することが予想される。このことは、先の a地点での盛土 (5～ 8層 )についても言え

そうである。 5層は、旧表土で、18世紀代の遺物がこの上面で出土している。また、西側では、

円礫が比較的多く出土している。 6層は、 a地点の10層 と同じものである。

ところで、この地点では、岩盤を加工して石垣が構築されている。5～ 6段で高さ8.4尺 (2.55

m)を測る。石垣底面は、岩盤 (第二紀の広瀬川凝灰岩)を考1り 貫いて構築されている。

c地点 (第 6図②)

1～ 4層 は明治以後の堆積土である。1層は、斜面からの崩落土と考えられる。2層は a・

b地点と同様明治以後の盛土層である。 3。 4層 は、 3号溝の埋土であり、4層 より古いタイ



①

プのコンクリー ト製のヒューム管が出土している。 5層 は三ノ九当時の表土である。 6,7層

は、円礫や亜角礫を多く含む粘土層で、他の地点と同様段丘堆積物の一部であろう。これらは、

無遺物層である。

これまで述べてきた石垣も、この地点付近から存在しない。これは調査の結果、岩盤が前に

迫り出してくるためか後述する路地との関わりで石垣を構築しなかったものであろう。

d地点 (第 7図④・⑤)

ここでは,ヒ壁セクションと共にe地点の南壁セクションについても述べることにしたい。

2～ 4層 は、明治以後の盛土でテラス面の拡大を目的としたものと考えられる。 2層上面の

石は、テラスの縁石である。これらの層に対応するc地点側の層序は 1～ 3層である。 6～ 9

遺構名 層 土 色 土   性 備 考

1 10V R% 黒 色 粘質シル

2 10Y R党 褐 色 粘 質 酸化鉄、瓦片を混入。

3 10C Y% 緑 黒 色 粘 質 グライ化、酸イヒ鉄夕湿入ハ
4 10G Y/ 暗 緑 灰 色 砂 質 グライ化、験化鉄、流木を混入。
5 10Y Rラ

`

にな い黄 橙 色 粘 質 酸化鉄 を混入。            テラス盛土

10Y R,ス 褐 色 粘質シル 酸化鉄、瓦片 を混入。          テラス盛土

6 10Y R% 明 黄 掘 色 *占質 炭化物、瓦片を混入。          テラス盛土

10Y R% 灰 黄 褐 色 粘質シル グライ化、酸化鉄、瓦片 を混入。    テラス盛土
8 10Y R% 明 黄 褐 色 粘質シル 酸化鉄、瓦片、流木を混入。       テラス盛土
9 10Y% オ リー ブ灰 色 砂質 グライ化、酸化鉄、瓦片、流本 を混入。 テラス盛土
IO 10Y/ 灰 色 砂質シル グライ化、駿化鉄、混入。       旧地表

A土鑑 10Y R% 黄 褐 色 粘質

B上媛 と2 10 Y R9κ 贅 褐 色 粘質 酸化鉄、瓦片、小石 を多量に混入。

遺構名 層 土 色 土  性 備 考

1 10Y R% 黒 掘 色 粘 土

2 10Y R% 褐 色 粘 土 酸化鉄 を混入。

3号濤 3 10Y R% 黒  褐  色 粘質シル ト グライ化、酸化鉄 と礫 を多量に混入。

4 10YRI% 黒 色 粘質シル ト

10Y R% 暗  褐  色 粘 土 酸化鉄、炭化物 を少量混入。

10Y R% 暗  掲  色 土 少 しグライ化、酸化鉄 を混入。

7 10G Y% 緑  灰  色 土 グライ化、酸化鉄 を混入。

③ 遺構名 層 土 色 土   性 傭

I 10Y R% 灰 黄 褐 色 炭化粒、礫、瓦片 を混入。

10Y R% 褐 色 炭化物、礫、瓦片 を混入。

10Y R% 暗  褐  色 酸化鉄、炭化物、礫 を混入。

Ⅱ 10Y R% 明 黄 褐 色 酸化鉄、礫 を混入。

d tOY R% にぶ い 黄掲 色 酸化鉄、礫、明黄褐色上をブロ ック】夫にrIR入。

10Y R% にな い 黄褐 色 砂質ンル 酸化鉄、炭化粒、礫 を多量に混入。

IV 10Y R% 暗  掘  色 酸化鉄、炭化物、礫 を混入。

P it 10Y Rラィ にな い 黄褐 色 酸化鉄、炭化物、礫 を混入。

10Y R% ぶ い黄 褐 色 酸化鉄、炭化物、礫 を混入。

2 10Y R% にな い 黄 視 色 酸化鉄、炭化物、礫、黄褐色土を斑状に混入。

3 10Y R% 灰 黄 fEI色 酸化鉄、炭化物、際 を混入。

1号溝 4 10Y R% にな い 黄褐 色 酸化鉄、礫、瓦片を混入ハ

Pit 5 10Y R% 褐 色 酸化鉄、炭化粒、礫 を混入 n

暗  渠 6a 10Y R% 灰 黄 褐 色 酸化鉄、炭化粒、礫、瓦片 を混入。

10Y R% 暗 fEI 色 酸化鉄、瓦片、大部分 を占める礫。

P it 7 10Y R% 褐 色 酸化鉄、炭化粒、瓦片 を混入。

8 loY R% 鶴 色 酸化鉄、炭化粒、瓦片 を混入。

9 10Y R% 褐 色 酸化鉄、炭化粒、礫、黄偶色上を斑状に混入。

10Y R% にな い黄 褐色 駿fr鉄、礫 ,混入^
11 10Y R% にな い 黄褐 色 シ  ,レ 酸化鉄、礫 ケ多量に混入、

10Y R% 褐 色 砂貰ンル

10Y R% 褐 色 砂質シル 酸化鉄、礫 を多量に混入。

10Y R% tF」 色 枯質ンル 酸化鉄を混入。
10Y R% 黄  棚  色 ン 'レ 酸化鉄、礫 を混入。

14 10Y R% 暗  掘  色 酸化鉄、炭化粒、礫 を混入。

第 6図 土層誰記表



① C-20～ 23南壁セクション図 (a地点)

② 」-24～ 26耳し壁セクション図 (C地点)

⑥ K-19～ 22】ヒ壁セクション図 (e地点)
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1
7 
5V
RI
身
黒

色
粘
質
シ
ル
ト
東
側
に
行
く
に
従
っ
て
、
暗
褐
色
上
に
変
化
す
る
。

2
10
Y 
R%

褐
色

粘
質
ル
ト
黒
色
土
、
明
黄
褐
色
上
を
少
量
混
入
。

7 
5G
Y%
暗
緑
灰
色

粘
質
ル
ト

10
Y 
R
%
黄
  
褐
  
色

粘
質
ル
ト
少
量
の
酸
化
鉄
、
礫
と
黄
橙
色
土
を
斑
状
に
混
入
。

10
Y 
R%
暗
 
褐
  
色

粘
質

酸
化
鉄
を
混
入
。

10
Y 
R%
に
な
い
黄
褐
色

粘
質

酸
イr
鉄
、
黄
袴
色
上
″
斑
状
に
混
入
。

10
Y 
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褐

色
絶
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ル
ト
酸
化
鉄
を
混
入
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黄
  
掲
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粘
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シ
ル
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酸
化
鉄
、
明
黄
褐
色
上
を
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
混
入
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Y 
R%

褐
色

粘
質
ル
ト
暗
灰
褐
色
上
を
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
、
明
黄
褐
色
上
を
斑
状
に
混
入
。

10
Y 
R
%
掲

色
粘
質
ル
ト
暗
灰
黄
色
上
を
ブ
ロ
ノ
ク
状
に
混
入
。

4
25
V%

Ⅱ 士
灰
黄
色

粘
質

酸
化
鉄
、
黄
橙
色
上
を
斑
状
に
混
入
。

5
7 
5G
Y%
暗
緑
灰
色

砂
質

酸
化
鉄
、
礫
を
混
入
。
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層は、テラス形成時の盛上である。 e地点南壁セクションの 4～ 6層 がこれに相当する。 5層

および10～ 13層 は前述の盛土を削平した後に堆積した層であるが、その理由は不明である。 c

地点狽」では認められない。15層、17～ 18層は、三ノ丸造営時 (Ⅱ期初頭)に対応する堆潤蕃(整

地層か)である。ここからは、わずかに陶磁器片や瓦片・中国銭が出土している。一方これに

対応するe地点 (G-20区 )の 8～ 16層 では、円礫や瓦が数多く出土している。特に2号暗渠

の西側では、敷詰めたごとくである。こうした状況は、F-20区では全く認められない。一方、

d地点では、 2号溝に並行するように軽い段差がある。 2号溝とは直接関係はなく、 I期かⅡ

期初頭のものと考えられる。

両セクションを比較するとe地点F-21区北壁では、 3号溝の断面が確認されたが、G-21

区南壁では認められない。また、 2号溝の断面もG-21区南壁では認められない。 e地点南壁

でみられる6層以下の層で構成される高まりのあるような堆積状況は、 d地点の】ヒ壁では全く

存在しない。このような堆積状態の差については、充分に説明できない。

e地点 (第 6図③)

I層 は、明治以後の整地層で小礫やゴミが多量に混入している。

Π層は、やや赤味のある4g」色シルトを基調とした層で、さらに3層
｀
1こ細分される。Ⅱa層は

c地点の東端に分布する。この層中には比較的偏平な石が多量に混入している。ちょうど後述

するⅡ区の石敷遺構と類似した状況を呈する。充分に確認できなかったが、Ⅱ区の石敷遺構と

同様の性格をもつ遺構であったのかもしれない。Ⅲ層は、Ⅲ区の西側にも分布している。この

Ⅱ層の形成は、出土遺物から判断してほぼ18世紀以前の整地層と考えられる。整地時期の上限

は明らかではないが、三ノ九造営後である。

Ⅲ層は黄掲色砂質シルトを基調とする整地層で、さらに細分される。この層の上面から三ノ

九造営以前の屋敷跡に伴 う遺構が検出される。ただ、三ノ九造営時のものと考えられる2号暗

渠等も同一層面より検出される。したがって、三ノ丸造営以前の生活面として限定できない。

Ⅲ層およびⅣ層以下の層は、初代政宗時代の屋敷造営に先立って行われた整地層である。屋敷

造営以前の地形は、 e地点のほぼ中央から東側に広がる沢となっており、これを埋め立てて建

物等を構築したものである。池跡も埋め立て後、掘られたものである。この整地の下位には、

a地点等にみられた礫を多く含む無遺物層が続く。



2.発見遺構
(1)建物跡

第1号建物跡 (第 12図 )

e地点 I・ 」-20区に位置する掘立柱建物跡である。明確に判断できないがⅢ層上面より掘

り込まれたものと考えられる。 2× 2間の建物跡で、ほぼ 1辺が12.3尺 (3.75m)で ある。東

辺 (池側)は 13.3尺 (4.04m)と やや長い。柱間寸法は 6尺 を基調とするが不揃いである。柱床

は、直径40～ 50cm程で、深さは上部が削平されているが、約50cmあ ったものと考えられる。ま

た、北東と南東の隅の柱穴には、六角形に面取された柱が残っている (第 187図 2)。 この建物

は、 2号暗渠に切られるが、 3号建物跡との新旧関係は明らかではない。また、南東隅の妻柱

が池跡の中にある。遺物の出土はない。この建物跡は、南東隅の柱が池跡の中にある点で極め

て特徴的である。この特徴から建物の性格を推定することが可能である。すなわち、庭園の中

¬  
「

¬  の休息所である四阿等が考えられる。

第 2号柱列跡 (12。 13図 )

」・K-19区 に位置する南北に伸びる掘

立柱列である。 1号建物跡と同様Ⅲ層上面

から掘り込まれたものと考えられる。長さ

は、 3間分 (20,9尺 、6.35m)が確認され

た。柱穴は、直径40～ 50cm、 深さ60cm前後

を側る。また、池跡を挟んで南側にも1間

分確認され、さらに南に続くものと考えら

れる。出土遺物は、中国磁器 (皿)1点で

ある。また、調査時の混入品として幕末の

鉄銭がある。この柱夢Jは、 1号建物跡は東

辺とそろっており、 1号建物跡に付属する

塀あるいは、垣根であろう。

第 3号建物跡 (第 12・ 13図 )

」・K-19・ 20区 に位置する掘立柱建物

跡である。明確ではないが、Ⅲ層上面より

掘り込まれたものと考えられる。梁行 1間

(総長12.5尺、3.80m)、 桁行 3間 (19.4尺、

5,90m)以上の南北棟建物跡である。柱間

寸法はほぼ 6～ 7尺である。柱穴は、直径
10層上面

第 9図 遺構配置図(1)
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20～40伽 と不揃いであり、深さはいずれも20cm代で比較

的浅い。 1号、 5号建物跡および 2号柱列跡と重複す

るが新旧不明である。

第 4号建物跡 (第 12・ 13図 )

K-21区に位置する掘立柱建物跡である。皿層上面

より検出された。梁行 1間 (総長 7尺、2.10m)、 桁行

2間 (13.2尺、4.Om)あ るいはそれ以上の小規模な南

北棟建物跡である。柱間寸法は 6～ 7尺である。柱穴

は直径30～ 40cm、 深さ約20m前後である。 5号建物跡

と重複するが新旧は不明である。出土遺物はない。南

西の妻柱の西側には、直径約70cm、 深さ17cmで皿状を

呈する浅い土墳がある。内部には、細砂 (単層)が堆

積している。

第 5号建物跡 (第 12・ 13図 )

K-19～ 21区に位置する掘立柱建物かである。東西

方向 3聞 (総長32.6尺、9.9m)で、南北不明の建物跡

である。柱間寸法は10。 2尺 (3.lm)を基調とする。柱

穴は直径30～ 50cmで、深さは20cm代であるが、東端の

卜 I  tt  」
第11図 遺構配置図13)
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妻柱は直径約50cm、 深さ68cmと 大きい。また隣接して打ち込んだ杭跡がある。これは、傾斜が

ややきつくなり、その補強のためであろうか。

2号柱列跡、 3号、 4号建物跡と重複するが、新旧は不明である。出土遺物はない。

まとめ

建物跡 4棟 と柱列 1条が検出された。このうち、 1号建物跡と2号柱列跡は、検出状況から

考えて池跡と一体となって機能していたものである。したがって、これらは三ノ丸造営以前の

屋敷 (I期)に伴って構築された庭園内の施設と理解できよう。特に、 1号建物跡は前述した

ように四阿と考えられる。 3号～ 5号建物跡については、年代や性格が把握できない。しかし、

Ⅱ期に造営された米蔵とは考えられないことから、I期に属する施設、(例 えば 4号建物跡は露

地の待合を想定することも可能である。)あ るいは、I期の屋敷かⅡ期の米蔵造営時の作業小屋

のような性格が想定できるが、前者を指示したい。
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を
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色
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鉄
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化
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、
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。
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暗
 
褐
 
色
シ
ル
ト
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化
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、
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化
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、
礫
を
混
入
。
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1
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色
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化
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化
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、
礫
、
陶
器
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色

酸
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炭
化
物
、
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(2)溝跡

第 1号溝跡 (第 14図 )

E-21区からK-22区 に南北に伸びる溝であるが、D・ E-21区において、東側に曲がり、

E-19区まで確認できる。南部では、 a地点の層序の10層に対応する層上より、 d地点では、

15層 および16層上面にて検出されている。この溝は、中央部で博物館の排水溝に攪乱を受け、

また、北部では上部を削平されているため、K-22区付近で溝の最深部だけ残っている。この

溝は、埋没後にテラスの盛土が覆い、 2号溝に切られている。また、 1号・ 2号暗渠を切る。

規僕は不揃いであるが、最大上端幅約9。 2尺 (2,8m)、 底面幅は約3.3尺 (lm)前後である。深

さは最深部は0,8mを測る。なお、G-21区では、底面が 2段 となる。断面形は、鍋底状で Bタ

イプに属す。埋土の特徴は一様ではないが、F-20区北壁では 4層で構成される (第 7図、13

層 a～ d)。 G-21区では、a・ b層 に対応する層中に多量の大小の礫や瓦などが出土している。

遺物は、瓦、本器、漆器と共に17～ 18世糸己の陶磁器が出土し、特に18世紀のものが主体を占め

る。なお、コーナー部分の東側とE-20区内溝上面に、石敷が認められた。

第 2号溝跡 (第14図 )

E-20区からF-21区にかけて位置する。 1号溝と同様16層上面より検出された。規模は、

上端最大幅約3.3尺 (約 1.Om)、 底面最大幅約1,4尺 (0.44m)、 深さは最深部0.38mで ある。E

20区において 1号溝を切るが、G-21区では重複は認められない。このことは、 1号溝が埋没

途中で何らかの理由によって機能を失いかけたために、その回復を目的として造られたことを

物語っていると考えられる。埋土は 2層で構成され (第 7図、14層 )、 埋 1層 からは多くの本片

と共に箸、陶磁器、瓦が出土している。さらに文化年間銘のある本簡 (荷札)が出土 している。

第 3号溝跡 (第 11図 )

I-23区から」-25区 にかけて存在するが、F-21区】ヒ壁にもこの溝の続きと考えられる溝

の断面が確認されている。明治期以後の盛土面上で確認された。規模は上端最大幅約 9尺 (2.

75m)、 底面幅は約 2尺 (0.6m)、 深さは最深部で0,69mで ある。断面形は、不規則であるが、

ほぼCタ イプに属す。埋土は 2層 (第 7図)で構成される。埋土中より、近世陶磁器と共にコ

ンクリート製のヒューム管の破片が出土している。

第 4号溝跡 (第 17図 )

e地点 I-19区に位置する。Ⅳ層上面より池跡に沿 うように検出された。規模は、幅50～ 70

cm、 長さは3.8mま で確認したが、さらに南東方向に伸びるものと考えられる。深さは、最深部

が北西端にあり、32cmで ある。断面形はDタ イプに属す。池跡を切る。埋土は 2層で構成され

る。遺物は出土していない。
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まとめ

I区で確認された溝は 4条である。 1号溝は、三ノ丸の西側を区画する溝であると共に豊富

な湧水をここで遮断する役割も果していたのであろう。この溝は絵図には全く記載されていな

い。年代は、17～ 18世糸己代の陶磁器の出土から、三ノ九造営後のⅡ～Ⅲ期に機能していたもの

である。 2号溝は、 1号溝が埋没する過程で造られた溝であり、文化年間の本簡が出土したこ

とにより、Ⅲ期終末のものである。性格は、〕

“

水溝と考えられる。 3号溝については、ヒュー

ム管の出土により、V期後半のものと考えられる。性格については不明である。 4号溝は、層

位的にみて I期 に属し、池跡を切るが、何らかの関連性があるものと推定される。

(3)暗渠跡

第 1号暗渠跡 (第 14図 )

E-21区からK-22区にかけて検出された。ほぼ南北に伸びる暗渠である。規模は、上幅約

2,3尺 (70cm)、 下幅約 2尺 (60cm)、 深 さはK-22区北壁で2,3尺 (70cm)で ある。南側ではや

や浅くなる。上幅は本来もう少し広かったものと考えられる。断面形は、U字形でBタ イプに

属する。 1号、 2号溝に切られる。溝内にはおよそ攀大の円礫が充損されている。出土追物は

瓦片と極少量の陶器片が出土している。この陶器は、17世紀初期の唐津の製品である。

第 2号暗渠跡 (第 14図 )

E-21区からK-20区 にかけて検出された、ほぼ南北に伸びる暗渠である。規模は、上幅が

明確な場所で約5.5尺 (1.6m)、 下幅 2～ 2.3尺 (60～ 70cm)深 さは、最深部約2.2尺 (68cm)で

ある。断面形は、Bタ イプに属する。底面の状態は、長さが不規則であるが小区画に分かれて

おり、暗渠構築時における作業単位を示すものと考えられる。他の暗渠においては、このよう

な作業単位を示す特徴は見い出せなかった。溝内には、すべて攀大の円礫が充填されている。

出土遺物は、瓦片と17世紀初期の美濃や中国の陶磁器片が若干出土している。

第 3号暗渠跡 (第 17図 )

H-19区において、ごく一部が検出されたに過ぎない。この暗渠は、H-19区でL字形に曲

がるが、南側は攪乱を受け、不明確となる。さらに東側にも伸びるものと考えられるが、Ⅲ区

では確認されていない。Ⅱ層上面より確認された。規模は、上幅1.8尺 (55cm)、 下幅約1.3尺 (40

cm)、 深さ約1.2尺 (36cm)で ある。池跡を切っている。埋土は、単層で上部に礫を充填してい

る。また、南壁付近の底面に杭を2本打ち込んでいる。出土遺物はない。

まとめ

暗渠跡は、 3条検出された。このうち、 1号、 2号暗渠は、三ノ九造営時 (H期初頭)に構

築されたものと考えられ、規模も他に比べ大きい。おそらく、西側斜面からの地下水、浸透水

を集め、外部に流す役割をもつものと考えられる。 3号暗渠は、かなり小規模で、むしろ米蔵



等の建物跡を回ぐるようなものと考えられるが、明確にしがたい。年代はⅡ層上面より検出さ

れたことから、下限をIV期 とすることができる。

(4)池跡 (第 17・ 18図 )

c地点中央部東寄りの I-19区 を中心に位置している。Ⅳ層上面より検出された。池跡を覆

うⅢc層は極部的なものであって、先述の 1号建物跡などとの層位関係は矛盾しないものと考

えられる。規模は、確認範囲で長軸約32.9尺 (10m)、 短軸約19.7尺 (6m)、 深さは、最深部

(H-19区)で 2.6尺 (80cm)に達する。池の形状は、明言できないが、H-19区でやや窄まり、

再び東側に広がると考えられる。確認部分では長楕円形を呈するが、東側ではどのように展開

していくのか不明である。この池跡は、 2号、 3号暗渠、 4号溝に切られ、 I区では最も古い

遺構である。埋土は、場所によって異なり複雑な様相を呈するが、20ラ インの断面 (第17図 )

では、大別 4層で構成されている。この池跡に伴 う遺物は極めて少なく、底面から中国青磁片

1点 (16世紀末～17世紀初)が出土している。他に、混入品が若干ある。

〔池の構築と変遷〕 (第16図 )

池は、まず、東側に「八」字形に開く小規模な谷 (沢)地形を埋め立て、これを掘り込んで

いる。この I期段階では、底面や南壁の一部は、旧地形をほぼそのまま利用している。基盤と

なる層は、透水性のない土で水の確保は充分である。また、底面には多量の本枝や葉が堆積し

ている。Ⅱ期段階では、北側 (4層)を埋め立て、規模を縮少している。この段階の北壁にも

本葉等力淑占り付くように検出されている。底面は I期段階と同じ面である。前述の青磁片は、

I期かⅡ期か明らかにしがたいが、この底面から出土している。巴期段階では、さらにやや規

模が縮少し、深さもかなり浅くなっている。耳ヒ側には、テラス面が形成され、段差をもつ。ま

た、池の南側には、壁から底部にかけ円礫 (主体は2b層 中)が多量に検出された。この礫は、

丁寧に敷詰められたものではなく、州浜を現わすものかどうか明言できない。また、この円礫

の精査時に多量の油分が検出されたが、これは、付近より子焼夷弾の弾頭部が出土したことに

より、焼夷弾内部の油が流入したためと判断される。前述の 1号建物跡は、皿期段階に伴 うも

のである。

以上の調査結果から、この池跡は I期に属 し、

3回の改築がなされたことが理解できた。また、

池の続 きは、Ⅲ、Ⅳ区では確認できないが、こ

こからは沢地形が確認されており、池のつF水 も

これを利用したものと考えられる。ところで、

この池跡全体を明らかにすることは、もはや不

可能となった。誠に残念である。

1期

第16図 池跡の変遷

Ⅱ期
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跡 (1)

土 色

7 5YR% 明  傷  色 グライ化層。酸化鉄、礫を多量に混入。

25Y% 黒 褐 & 格質ンル グライ化罵。炭化物を混入。

25Y43 オリーブ縄色 粘質シルト グライ化層。酸化鉄、炭化粒、植物遺体、多巳の円礫を混入。

25V% オリーブ褐色 ホ占質シル グライ化層。酸化鉄、炭化粒を混入。

25V% オリー/tB色 枯質シル ト グライ化層。酸化鉄、炭化粒、オリーブ色土
を斑状に混入。

25Y% オリーフ掘色 粘質シル ト グライ化層。酸化鉄、炭化粒、黄褐色上 を斑
状に混入。

10Y R% 黒  褐  色 植物近体 を多く混入。

10Y R% 黒  褐  色 植物遺体 を多く混入。

5YR% にぶい黄褐色 酸化鉄、炭化物、植物遺体、礫 を多く混入。

10V R% 褐 色 砂貰シルト 酸化鉄、炭化粒、礫、ガラス片を混入。

10Y R% 掘 色 ト 酸化鉄、炭化粒、礫 を混入。

10Y R% 粘質シルⅢ 稜化鉄、炭化粒、礫を混入。

10Y R% 黒  褐  色 粘質ンルト 酸化鉄、炭化粒、植物遺体、礫を混入。

25Y% オリーブ掲色 粘質シル ト 酸化鉄、炭化粒、植物過体、礫 を混入。
10Y R% 黒 e 格質ンルト 炭化粒を混入。

7 5CY/ 緑  灰  色 IL質 ンルト 酸化鉄、炭化粒、植物進体、礫、そ
れに、暗

褐色と、lE色上、にない黄撮色土混入。

25Y% 暗 灰 黄 色 粘質シルト グライ化層。酸イヒ鉄、植物遺体、礫 を混入。

第17図 池



(5)土嬢跡

第 1号土境跡 (第 19図 )

a地点C-22・ 23区の緩斜面に位置している。10層 (地山)上面より検出された。規模は、

4.6尺 (1,39m)× 4.1尺 (1,24m)で深さ4寸 (12cm)である。形態は、ほぼ円形を呈しAタ

イプに属する。切 り合いはなく、埋土は旧表上が流入している。遺物は陶磁器や土師質土器が

出土してぃる。特に年代推定可能なものに相馬焼の碗 (Ⅲ期)がある。

第 2号土墳跡 (第 19図 )

a地点C-22区 に位置する。10層上面より検出された。規模は、長軸9,6尺 (2.93m)× 短軸

5.1尺 (1.55m)、 深さ約3.3寸 (10cm)で ある。形態は不整の楕円形を呈し、Cタ イプに属する。

切り合いはなく、埋土は単層である。遺物は陶器、土師質土器、瓦 (軒丸・軒平)な どが出土

している。このうち、陶器は相′焉焼 (Ⅲ期)が主体を占める。

第 3号土墳跡 (第 20図 )

e地点」・K-19区 に位置する。皿 a層上面より検出された。規模は、土装が調査区外に続

くため明確ではないが、確認範囲では長軸約13尺 (3.93m)、 深さ約2.3尺 (0.7m)で ある。形

態は明らかではないが、Cタ イプに属するものと考えられる。切り合いはない。埋土は 6層で

構成され、大型の礫の混入が日立つ。遺物は、I期の中国磁器、土師質土器 (焼塩重等)、 瓦が

出土している。なる、確証はないが、池の一部の可能性もある。

まとめ

1号、 2号土壊は、区画施設 (1号溝)の外に位置することから、ゴミ穴と考えられる。い

ずれも出土遺物から判断して、皿期後半 (18世紀後半ころ)と 考えられる。 3号土壊は、層位

や出土遺物からI期 に属すが、その性格については十分に言及できない。

(6)墓境 (第 21図 )
d地点F-21区 に位置する。掘り込み面は明確に把えることができないが、5な いし6層 (F

-21区北壁)上面から掘り込まれたものと推定される。規模は、長軸10.5尺 (3.20m)、 短軸約

6.6尺 (2m)、 深さ約1.3尺 (40cm)で あるが、深さは本来もう少し深かったものと考えられる。

土羨の形態は、不整であるが、長方形 (Dタ イプ)を基調とする。 3号溝に切られ、 1号溝を

切る。埋土は単層でかなリグライ化した青灰色の砂質シルトないし細砂が堆積している。

陶磁器や瓦が出土しているが、これらは混入品で墓墳に伴 う副葬品はない。内部より馬骨 1

体分が出土している。 3号溝に切られ、墓壊】ヒ側上部は攪乱を受けているが、馬骨は、解剖学

的位置を保っている。年代は蹄鉄の様式 (付章 4参照)か ら明治後半以後 (V期 )と 考えられ

る。



トー A′
(4020m)

T
ト ー A′

（
Ｅ
ｏ
ｏ

ｏ
ど

ヽ
∩

―

上

|

将

♂

西
Ｔ
Ｉ

Ｏ

一―

―

∩

「
引

ト
追 構 名 層 土 色 上  性 備 考

表 土 I 10V R% 灰 黄 褐 色 ル  ト 炭化粒、礫、瓦片を混入。

整地層 (基本層) Ⅱ 10Y R% 褐 色 炭化粒、円礫、瓦片を混入。

10Y R% にない黄褐色 砂質ンル ト 駿化鉄、炭化物、瓦片、多量の礫 を混入。

10Y RPぢ 灰 黄 tB色 酸化鉄、炭化物、瓦片、礫 を混入。

10Y R% 黄  褐  色 酸fr鉄、炭化物、瓦片、礫 を混入。

IV 10Y R% にない黄福色 シ  ,レ  ト 酸化鉄、炭化物、礫 を混入。

沢 地  形 10Y R% 黒  褐  色 砂質シルト 酸化鉄、礫 を混入。

75Y% オリーブ黒色 粘 土 酸化鉄、大きな礫 を混入。

10Y% オリーブ灰色 粘質シル ト

池 跡 I 10Y R% にない黄褐色 酸化鉄、多量の円礫 を混入。

2a 10Y R% 明 黄 梱 色 粘 土 酸イに鉄 夕涅入 .

10Y Rタイ にぶい黄橙色 粘 土 酸化鉄、炭化物 を混入。

2c 5Y% オリーブ黒色 粘 土 酸化鉄 を混入。

10Y% オリーブ灰色 粘 土 酸化鉄を混入。

2e 5Y% オリーブ黒色 粘 土 酸化鉄 を混入。

2` 7 5YR% 黒  褐  色 粘 土 酸化鉄を混入。
10V% オリ=ブ黒色 粘質シル ト 酸化鉄を混入。

10Y% 暗  掘  色 土 酸化鉄 を混入。

2i 7 5YRl% 黒 色 土

2i 10Y R% にない黄褐色 粘質シル ト 酸化鉄 を混入。

10Y R% にぶい黄掘色 シ ,レ   ト 酸化鉄、炭化物 を混入。

10Y R握 にぶい黄褐色 土 酸化鉄を混入。

10Y% ―ブ灰色 粘 土 酸化鉄を混入。
75Y% ―ブ黒色 土 酸化鉄を混入。

75Y% ブ黒色 粘 土 酸化鉄、大きな礫 を多少混入。

75Y% オ プ黒色 粘 土

A土猿 (?) 単 10Y R% にない黄褐色 シ  ,レ  ト 験化鉄、炭化粒、礫 を混入。

B土猿 (?) 1 10Y R% にない黄褐色 酸化鉄、炭化物、礫 を混入。

2 10V R% にない黄褐色 粘質シルト 駿化鉄、炭化物、礫 を混入。

Aピ ッ ト 単 ュOY R% にぶい黄褐色 ン  'レ  ト 酸rr鉄、炭化物、礫 ″混入。

Bピ ッ ト 単 10Y R% にない黄褐色 ル  ト 酸化鉄、炭化物、礫、瓦片を混入ざ

4号 濤 10Y R% にない黄褐色 ル  ト 酸化鉄、炭化物、礫 を混入。

2 10Y Rライ にない黄褐色 粘質ンル ト 酸化鉄、炭化物 を混入。

暗 渠 単 10Y R% 灰 黄 掘 色 ル  ト 酸化鉄、礫 を混入。

第18図 池  跡 (2)
37・ 38
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1号土壌 単 7 5YR% 黒   色 粘質ンル ト やや多くの砂、瓦片、陶磁器片を混入。

2号土 IIH 単 5Y% 灰    色 粘質シルト

第19図  1号■lE・ 2号土墳
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層 土 色 土  性 傭 考

1 10Y R% 褐 色 ,レ  ト 炭化物、酸化鉄、礫、瓦片″涅入^
2 10Y R% にぶ い黄 褐 色 酸化鉄、礫 を合む。

3 10Y R% にな い黄 掘 色 ン  ,レ  ト 酸化鉄、大型礫、瓦片 を混入。

4 10Y R% 灰 黄 掲 色 炭化粒、酸化鉄、礫、瓦片 を混入。

5 10Y R晃 掲 色 砂質シルト 酸化銑、雅灰岩の細礫 を混入。

10Y R% 灰 黄 褐 色 粘質シルト 炭化物、酸化鉄、礫、瓦、磁器、本片を混入。

第20図  3号銚

(7)テ ラス

I区では、 a・ e地点の土層堆機伏況からおよそ21ラ インより西側に盛土がなされ、テラス

面が形成されたものと考えられる。盛上の厚さは、a地点で最大約1.lmに達するが、b地点で

は0,7mと北側にいくにしたがって薄くなる。C地点】ヒ壁ではもはや江戸時代の盛土はみられな

い。また、 d地点では極めて薄く20～ 30cm(6～ 9層 )と なる。 a地点におけるテラス上面と

下端の比高差は 5尺 (1.5m)に 達する。C-20区ではテラス斜面の裾部より文字入りの石垣 (第

196図 )が出土している。ところで、C-22区の 7層 より多量の瓦が落下したような状態で出土

した。このことから、盛土は 1度 に行われたものではなく、ある程度時間的幅を考慮すべきで

あると考える。

盛土中における出土遺物は、18世紀代の遺物が主体を占め、これに】巴前の広東碗など19世紀

前半の陶磁器が少量混じる。この盛土は、遺物が比較的多く混入されているところから、新ら

たに盛土用の土を山などから運搬してきたものではなく、城内において不用となった上を再利

用したものであろう。

さて、この盛土上には、明治 (V期)以後さらに盛土を行っている。 a地点では、テラスの

段差をなくすように、また、C地点では新らたに盛土を行って、従来の盛土との落差を平均化

するように盛土される。
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第 2節 Ⅱ区

1.虹 区の層序 (第 22図 )
Ⅱ区においては、V期の第二師団の造成によってかなり攪乱を受けている。一方、三ノ丸に

関わる整地層も場所によって複雑な様相をみせている。

さいわい、Ⅱ区中央部南寄り、ちょうどV期の 3号竪穴と4号竪穴の中間部分 (0-17区か

らP-18区にかけて)に攪乱を受けずに堆積した整地層が存在する。この地点の層序をⅡ区の

調査において基準とした。また、 I tt e地点の層序とも対応する。

すなわち、 I層 は表土であり、Ⅱ層 (場所によってさらに細分可)は、 I区のⅡ層と同一と

考えられる。Ⅲ層は、黄褐色シルト層で I区のⅢ・Ⅳ層に対応する。このⅢ層については、さ

らにO-17・ 18区付近では 4層 に細分され、北西部では細分できず単層で、 2～ 3 cmと極めて

薄く、また、東吉Ьでは、極部的に認められるに過ぎない。Ⅳ層は、黒色ないし黒褐色のシルト

層で、旧表土であり、 I区のV層 (e地点)Ⅲ・Ⅳ区の 3層 (V)に相当する。ここで示した

断面図では、 I層 とⅣ層以外には直接対応する層はないが、図中Ⅱ層に相当するものは 2・ 9

・14・ 16層 である。また、Ⅲ層に相当する層は 3・ 15層 である。10層 については明確ではない

が、17世紀初期の遺物が若千出上している。

年代的には、 I層はV期あるいはそれ以後の整地層である。Ⅱ層は、相′碍焼などの出土から

ほぼ18世紀までの整地層である。Ⅲ層は、この層の上面からI期の遺構が掘り込まれているこ

とから、 I期の整地層と理解できる。しかし、後述する8号溝はこの層の下位 (Ⅳ層上面)か

ら検出され、しかも、この溝から17世紀初頭の陶器等が出土していることから、Ⅲ層は、必ず

しもI期の最も初期の整地層とは限定できない。極部的ではあるにせよ、 I期においても幾度

か整地が繰返されたものと考えられる。しかし、このような差を充分に把握することができな

かった。Ⅳ層は黒色～黒褐色シルト層で I期以前の旧表土である。ただ、このⅣ層は南部では、

南側に下がっており、谷地形 (あ るいは池か)を示すものと考えられる。この区では、Ⅲ層と

Ⅳ層の間にさらに岩片を多く含む層が堆積しており、旧地形を平坦にするための盛土と考えら

れる。一方こうした状況から、Ⅲ層は、この盛土の表面をさらに整えることを目的とした整地

層と理解されるのである。
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.2.発 見遺構

(1)建物跡

第 6号建物跡 (第 23・ 27図 )

R-20区に位置する礎石立建物跡である。Ⅳ層および下位の地山面で検出した (こ こでは皿

層が及んでいない)。 規模は、東西 (南辺)1間 (芯々約 8尺、2.4m)以上、南】ヒ (西辺)2

間 (心々約13尺、4.Om)以上である。西辺の柱間寸法は、それぞれ約 6尺 と約 7尺である。掘

り方は、直径40～ 50cm・ 深さ20cmであるが、西辺】ヒ端の掘り方は直径約70cmと 大きい。他方南

辺側の 6号土装を切る礎石は、掘り方を検出し得なかった。掘り方からは、瓦片が若干出土し

た。

礎石は、西辺中央のものは偏平な自然石を利用しているが、他は偏平になるように加工した

石を用い、掘り方に小礫を入れている。礎石の大きさは、およそ30～ 40cmである。埋土は、南

辺の掘り方不明のものを除き、西辺側の】ヒ端からそれぞれ、褐色粗砂、暗オリーブ褐色シルト

質砂、暗オリーブ掲色粘質シルトである。

今回の調査では、唯一この建物跡だけが明確な礎石立建物跡である。年代を決定できる遺物

がないが、米蔵を区画する溝の外 (】ヒ側)にある石敷通路の下位から検出されたことから、米

蔵以前の建物であると考えられる。

第 7号建物跡 (第 23図 )

調査区中央南寄りに位置する。Ⅲ層上面より検出された。建物の規模は、東西は 36.3尺 (11

m)でほぼ 6間、南北34。 3尺 (10,4m)で あるがこれで完結する建物か明らかではない。西辺

から内側にちょうど1間離れて、ピット5・ ピット6が位置する。これらの柱床は、西側に廂

のある建物を意味するのか、あるいは、入日のような構造を示すのかさらに床ノ間なども考えられ

判断できない。柱穴は、直径50～ 70cmと 大きいが、深さはいずれも6～ 12cmと 極めて浅い。掘

立柱が一部礎石立か問題が残る。ピット2と ピット3には、根石かどうか不明であるが河原石

が 2個ずつ認められ、また、ピット2と ピット6に は焼土が認められた。ピット4よ り土師質

土器皿が出土している。

第 8号建物跡 (第 23・ 34図 )

調査区】し東部 Q・ R-15区付近に位置する掘立柱建物跡である。皿層上面より検出された。

規模は明確ではないが、東西15.8尺 (4.8m)、 南北は 3間 まで確認でき21.1尺 (6.4m)ま で

確認できる。東辺の柱間寸法は、6.6尺～7.2尺である。柱穴は、直径40～ 70cm(据 え方20～ 30

cm)、 深さ25～47cmで あるが、 ピット7だ けは、長軸110cm× 短軸70cm、 深さ69軸 と非常に大き

く、また底面に偏平な根石を伴 う。10号土壊および、 9号溝に切られる。出土遺物は、ビット

9よ り土師質土器皿が出上している。この建物跡はさらに北側および、西側に展開するものと
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考えられ、また 7号建物跡と南側で接するような配置をとる。

第 9号建物跡 (第23,34図 )

調査区耳ヒ西隅のQ・ R-15区に位置する掘立柱建物跡である。Ⅲ層上面で検出された。建物

跡の西辺 3間分の柱列が確認された。西辺長は、芯々で約19尺 (5。 8m)で、柱間寸法 6～ 6.6

尺 (約 1間 )である。また、図には表現しなかったが、柱列の南側延長線上約1.9mに 6号溝に

切られ、痕跡的に残った柱穴があり、少なくとも1間分は南に伸びる。柱穴は、直径40～ 70cm

(据 え方20～ 30cm)、 深さ11～19cmで あるが、ピット13だ けはその規模が70cm× 90cm、 深さ28cm

と大きい。これは、 8号建物跡にもみられる事象であるが、その意味するところは不明である。

その他の特徴としては、ピット10と ピット12に根石が検出されている。出土遺物は、ピット10

より志野鉄絵皿、ピット11ょ り土師質土器皿が出土している。

この建物跡は、さらに東側に展開するものと考えられる。

柱穴

建物跡の一部と考えられる柱穴が若千確認されている。

(R-20区 )(第 23図・ P26)

6号建物跡の南西端の礎石掘り方に切られる掘立柱の柱穴である (P26)。 Ⅳ層上面で検出さ

れた。規模は、50cm× 80cm、 深さ約30cmで楕円形を呈する。内部には残存長約30cmの柱根 (第

209図 2)が立っており、これを押えるように河原石が詰められている。柱下端も掘り方底面に

は接 してなく、底面から約10cm、 河原石が敷かれた上に立てられている。掘り方内周辺および

上部は、礫混りの暗緑灰色粘質シルトで固められている。遺物は、中国 (明 )青磁片 1点が出

土している。

(Q-16区 )(第 35図 )

9号溝の西側に位置している掘立柱の柱穴である。 4号竪穴によって攪乱を受け、掘り込み

面の層位は明らかではない。規模は49cm× 53cmで およそ正方形を呈する。深さ43cmである。内

部には攀大の河原石が充填されている。柱根や遺物はない。米蔵以前の可能性が強い。

その他にもQ-15区に9号建物跡に並行するように小型の柱穴が2ヶ 所、またR-15区 に 3

ヶ所確認されている。これらの柱穴も層位的にみて、 I期の柱穴である。

杭列 (第 24図 )

0-15区 に位置し、南北に仲びる杭列である。Ⅲ層下の盛土層上面で検出した。本来は、Ⅲ

層上面より打ち込まれたものと考えられる。杭の間隔は2.6～ 3尺 (80～ 90cm)で 4本検出した。

杭の直径は 6～ 9 cmである。樹皮は残っておらず、加工されたものである。この杭列と直接関

連する遺物はない。性格については、建物に沿 うような小規模な垣根などが考えられる。



日
ｏ
い

０
∽
．

ヽ
く
―
上

■

１
１
一
ｏ

層位 土色・土性 備   考

1

10 Y R%
黒 褐 色
粘質シル ト

2

10 Y R%
褐 灰 色
ン  'レ   ト

10 Y R/
砂利を混入。褐 灰 色

粘質シル ト

10 Y %
灰    色

粘賢シル ト

N /

灰    色

*占    土
6YR廃

明 黄 掲 色

粘質シル ト

7

75GY%
緑 灰 色
粘質シル ト

~下
―   O  k    15       2m

辟 ¬一 ]

第24図

まとめ

建物跡は 4棟確認された。建物どおしの重複は認められず、むしろ辺がほぼ揃っている。年

代はすべて I期 に属するものと考えられる。したがって、棟続きの屋敷を構成する建物群の一

部であった可能性が考えられよう。ただ、 6号建物跡については、他にはみられない礎石立建

物跡であること、また北側は数mで土塁が存在することから、小規模な建物跡であることは容

易に理解できること、さらにこの建物だけが離れているという特徴がある。一方、遺物の出土

状況も、Ⅲ区の北西部から、茶道具や食器類が多く出土する。こうした状況証拠だけでは必ず

しも充分だとは言えないが、茶室の可能性は極めて高いものと考えてよかろう。ただ、茶室は

礎石建の事例が多いが、すべてがそうであるのかどうか、変遷 も合めてその間の事情を把握

できない。杭列は、屋敷に取り付く垣根か、あるいは、茶室の存在が確実であるとすれば跡地

(露地)等を区画するような垣根を想定することが可能であろう。

(2)溝跡

第 5号溝 (第25図 )

P-19区からP-16区にかけて位置する東西方向の溝である。南側は旧博物館解体に伴 う樹

木の抜き取り痕によって攪乱を受け不明となったが、本来はさらに東に続くものと考えられる。

Ⅱ層上面より検出された。規模は、最も保存のよいP-18区で観察すると、上端幅80cm・ 底面

幅35cm、 深さ37cmで ある。断面形はAタ イプに属す。P-19区付近には南壁の一部に段差が認

められる。 8号溝・ 2号竪穴遺構を切り、 3号竪穴に切られる。埋土は、 3層で構成され、各

層には円礫が出土してぃるが、人為的なものではない。

出土遺物は、陶器、瓦質土器、土師質土器、釘、瓦が出土している。特に瓦については、塀

」

杭列・12号土境
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に使用する瓦が出土していることから、区画施設に付属する側溝と考えられる。また、釘には、

九釘も出土していることから、明治に入ってから埋没を完了したものと考えられる。

第 6溝 (第 25図 )

P-19区からQ-15区 に位置する東西方向の溝である。前述の 5号溝の北側約 7尺 (2.lm)

隔てて平行に存在する。Ⅱ層上面に検出された。規模は、最も保存のよいP-18区で観察する

と、上端幅64cm、 底面幅44cm、 深さ30cmである。断面形はAタ イプに属す。 4号・ 7号・ 8号

土装、 2号竪穴遺構、 8号 。9号溝を切る。埋土は、 3層 で構成され、特に埋 1、 2層 には、

比較的多くの円礫が検出されている。この礫群は、人為的なものか判断できない。

出土遺物は、瓦片、土師質土器が出土しているが、明治以後と考えられるものはない。この

溝も、 5号溝同様区画施設に伴 う側溝と考えられる。

第 7号溝 (第 26図 )

Q-20区からR-16区 にかけて位置する東西方向の溝である。 6号溝の耳ヒ側約 2間半隔てて、

平行に位置する。規模は、攪乱を受け、本来の規模を知りえない。比較的保存の良い場所では、

上端幅50～ 60cm、 底面幅30～40釦、深さ30cmで ある。断面形は、明確ではないが、本来はAタ

イプに属するものと考えられる。北端では、ほとんど原形を留めていない。 6号土墳、 8号溝

を切り、間知石列、石敷通路、井戸跡に切られる。また、R-15区では削平を受け、全く確認

できない。埋上の特徴も充分に把めない。20ラ インの断面では、北壁に河原石が添えられてい

る。

遺物は、瓦が出土している。この中に塀に使用する瓦が含まれていることから、区画施設に

伴 う側溝であろう。また、明治以後の遺物は含まないことから、 6号溝と組む可能性が強い。

第 8号溝 (第26図 )

0-18区からR-17区 にかけて、位置する溝である。およそ南北方向を示すが、かなり東側

に傾く。南側は、 I区の池跡の方向に伸びるが、 I区ではこの溝は確認できない。南側では、

Ⅲ層下の盛土層上面、】ヒ部では、Ⅳ層上面で検出された。規模は、上端幅 1～ 1.2m、 底面幅50

～80cm、 深さ30～ 45cmである。断面形は、Cタ イプを基調とするが、Q-17区より耳ヒ側では段

差を生じている。直接切り合うものに4号竪穴遺構と7号溝があり、これらに切られている。

埋土は、Ⅲ層で構成され、このうち、上部の 1、 2層は皿層の流入と考えられる。

遺物は、陶器、中国磁器、土師質土器、小柄、中国銭、瓦が出土してぃる。これらの追物や

層位からI期の溝であることが理解できるが、同時期の他の遺構とは方向が揃わない。また、

Ⅲ層下の盛土上面から検出されたことから、 I期でも最も古い遺構である。

第 9号溝 (第 34図 )

Q-16区 に位置する南耳ヒ方向の溝である。Ⅲ層上面で検出した。規模は上端幅1.1～ 1.5m、
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底面幅約1.04m、 深さ約10cmである。断面はBタ イプに属し、底は極めて平坦である。 6号溝

に切られ、上部および北側は 4号竪穴遺構によって削平されている。また 7号・ 8号建物、 2

号竪穴遺構との関係は充分に把めない。埋土は 3層で構成されるが、これらは、Ⅲ層類似の流

入土である。

遺物は、陶器 (天目茶碗)、 中国磁器、そして正徳後期一分金 (第 202図 53)が出土している。

第10号溝 (第29図 )

Ⅱ区の西側、P-19区に位置し、東西方向に伸びる溝である。Ⅲ層上面で検出した。規模は

幅約30cm、 深さ約 7 cmであるが、長さは約 lm確認できたに過ぎない。溝の断面形態はCタ イ
プに属す。この溝は、南側を4号土装、耳ヒ側を新しいゴミ穴によってそれぞれ切られる。埋土

はほぼ単層で、褐色系のシルトが堆積している。遺物は、底付近より、第103図 3の 信楽の小型

壼 (あ るいは水指か)が出土してぃる。

層位や遺物からみて、 I期の溝である。この溝がどのように展開するのかは不明である。

まとめ

Ⅱ区の溝跡は、合計 5条検出された。このうち、 5号溝はおよそIV期 を下限とし、 6号・ 7

号溝はⅢ～Ⅳ期にかけて存在したものと考えられる。また、 8号・ 9号・10号溝は I期 に属す

が、 8号溝は最も古く、 I期 に存在した屋敷跡と直接関連しないものと考えられる。

性格については、すでに述べたように6号・ 8号溝が同時に機能していたものであろう。し

かし、直接塀などの区画施設については検出できない。

また、 I期の溝については、全くその性格については、論及できない。

(3)竪穴遺構

第 1号竪穴遺構 (第27図 )

R-20区に位置する不定形の竪穴遺構である。石敷遺構直下の旧表土から検出した。直径約
2.4m・ 深さ15cmの円形プランを基本とし、南側に約50cm、 深さ10cmの方形の張り出しが取 り付

く。さらに円形のプランの西側にも直径約 lm。 深さ約20cmの円形土獲が取り付 く。一方、先

の円形プラン中央底面には、長楕円形で幅約65cm・ 深さ約10cmの落ち込みが検出され、東側が

開口するようになっている。直接、他の遺構との切り合いは認められない。

精査時に西側埋土中に多くの炭化物、板片、円礫の出土をみたため、当初カマ ドの焚口に当

るものかと考えたが、床面や壁面が焼けておらず、直接火を使用した痕跡は認められない。ま

た、これに伴 うピット等もない。

遺物は、 I期の陶器 (唐津・美濃)、 瓦質土器、土師質土器、瓦片、木製品 (第 208・ 209図 )

が出土してぃる。
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第 2号竪穴遺構 (第28図 )

P-16区 を中心に位置するほぼ正方形の竪穴遺構である。Ⅲ層上面より検出された。規模は、

西辺15。 8尺 (4.3m)× 北辺16.8尺 (5。 lm)である。深さは西壁で約24cm、 東壁で約 3 cmで東

側にいくにしたがって浅くなる。断面は、皿状 に中央が軽くくばむ。

この遺構は約%を博物館解体に伴って行われた樹木の抜き取り痕によって破壊され、また、

4号竪穴遺構、 5号・ 6号溝に切られる。 9号溝との重複関係は不明である。埋土は、 4層で

構成され、最上部の層 (1層)は直接この遺構とは無関係である。北壁ぎわに沿って配石が検

出されている。ところで埋 3層 としたものは、漆の層としてよいもので、多量の漆皮膜 (第 28

図)が出土した。この漆皮膜の出土分布は、プラン北西部底面の浅い不定形土装 (2.3m× 2.3m、

深さ4 cm)内 にちょうど納まる。この漆製品は、馬用の鎧を折りたたんだものと考えられる。

その他の遺物は、中国磁器、陶器、瓦質土器、土師質土器、寛永通宝、瓦片があり、また、

今まで県内に出土例のない月巴前 (い わゆる初期伊万里)の菊甘皿.(第 109図 13)が出土している。

＞上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釘
い∝ギ

層 土 色 土  性 備 考

1 10Y R% 灰黄tFJ色 ル  ト 炭化物、酸化鉄、礫、砂利と少量の瓦片を混入。

2 10Y R% 灰  色 粘   土 炭化物、少量の酸化鉄、砂、瓦片や礫を混入(

3 10YR1/ 黒  色 粘   土 層全体が炭化物で、多量の小札を混入。
loY R% 灰黄褐色 粘質シルト 少量の炭化物、酸化鉄、瓦片や礫を混入。

5 7 5GY% 暗緑灰色 粘   土 少量の酸化鉄、粗粒の砂を混入。

第28図  2号竪穴遺構



第 3号竪穴遺構 (第37図 )

Ⅲ区南西部に位置する。 I層中より検出したが掘り込み面は不明確である。東辺は、11.8m、

北辺は8.8mまで確認できたが、さらに調査区外の西側に続く。深さは25～30cmで ある。底面は

ほぼ平坦である。 5号・ 6号 。10号溝 。4号・ 7号土墳を切る。埋土には、小礫や炭カスが多

量に混入する。

遺物は、近世の陶磁器、金属製品、古銭、瓦と共に十銭アルミ貨 (昭和19年)が出土してい

る。耳ヒ壁の】ヒ側には、長さ約5,3m、 幅70～80cmの溝がある。

第 4号竪穴遺構 (第37図 )

Ⅱ区東部に位置する。 I層中より検出された。規模は西壁側が13m、 北壁側は13.7mま で検

出した。不明確ではあったが、北壁では、さらにR-15区まで伸びていくものと考えられる。

深さは、西壁ぎわで15～ 20cmで あるが、東狽1は プランそのものが不明となり、測定できない。

西壁および北壁には側溝が伴い、前者は幅90cm・ 深さ約20cm、 後者は、幅70～ 80cm、 深さ13～

30cmである。一方、竪穴内には東北方向の溝があり、幅約80cm、 深さ50～70cmである。埋土は、

種々の上が流入し、層位的に分離できない。内部には近世の陶磁器や瓦などと共に大小の円礫、

炭カス、角錘形の礫石、ガラス瓶、九釘などが出土している。また、北壁付近には、大型 (40

～60cm)の河原石が、井戸跡の方に向かって飛石のごとく検出されている。

まとめ

1号・ 2号竪穴遺構は、出土遺物からみて明らかにI期の遺構である。 1号竪穴遺構は、そ

の性格は不明である。また、 6号建物跡の内部に位置するが、これとの関連も明らかではない。

2号竪穴遺構についても馬用の鎧が出土しているが、これをもってその性格を規定してよいも

のかどうか疑間がもたれる。また、この遺構は、他の同時期の遺構と異って美濃の製品が出土

しておらず、特異である。一方、最も古い月巴前の製品が出土している。したがって、 I期でも

終末の遺構と考えてよいであろう。

3号 。4号竪穴遺構は、V期に属するもので、第二師団の施設の一部と考えられる。当時、

この三ノ丸跡地に第二師団経理部の倉庫が建てられたことが明らかであり、これと関連するも

のであろう。

(4)土城

第 4号土境 (第 29図 )

P-19区に位置する楕円形の土竣である。皿層上面で確認したが、 3号竪穴遺構に上部を削

平されていることから、本来、Ⅱ層から掘り込まれたものと考えられる。規模は長軸2.48m×

短軸1.45m、 深さ39cmで ある。形態はBタ イプに属す。先述の 3号竪穴遺構および 6号溝に切

られ、10号溝を切る。埋土は、 6層で構成され、このうち5,6層 は炭層と言ってもよいくら



いである。なる、 1層 は 6号溝の埋土である。

遺物は、 5層 からIV期の瀬戸 (?)染付郷 (第109図 5)と I期の備前の蕪徳利 (第103図 6)、

そして瓦片が出土 している。

第 5号土境 (第 30。 31図 )

Q-18区から20区 にかけて位置する。Ⅲ層上面で検出した。規模は、長軸約 5間 (9.15m)、

短軸は東部で 1間半 (2.7m)、 西部で約 1間 (2m)、 深 さ30～ 50cmで ある。中央部が最も深い

が、西側はしだいに浅 くなる。形態は、長方形を基調としているようだが、かなり不定形であ

る。一応 Dタ イプとした。 3号竪穴遺構、 7号土墳に切 られる。埋土は、場所によって異なる

が、 4～ 5層 で構成され、 4a層 は、 6号土墳にも共通にみられる。グライ化はそれほど及ん

ではいない。

遺物は、中国磁器、志野菊皿 (第98図 15)、 織部丸皿 (第 99図 1)、 美濃鉄釉悟鉢 (第 101図

1)、 唐津鉢類 (第 105図 2)が あり、また、常滑あるいは丹波に類似 した無釉の悟鉢 (第 103

図 8)がある。その他に瓦質土器、土師質土器、小柄、中国銭、匙 (柄 )、 瓦などがある。

第 6号土境 (第 30・ 31図 )

Q-18,19区 、R-18。 19区 に位置する。Ⅲ層上面で検出した。規模は長軸約 5間半 (10m)、

短軸約11尺 (3.2～ 3.5m)、 底面幅2.5～ 2.8mで 、深さは東寄 りが最も深 く1.5m、 西側はしだ

いに浅 くなり西壁では45cmで ある。形態は隅丸長方形でDタ イプに属す。東壁 ぎわの底面には

杭 (第 187図 1)が打 ち込まれている。また、南壁には、それぞれ東部と西部に 5号土壊に接続

する溝が検出されている。前者は、幅約60cm、 深さ約 30cm、 後者は幅約40cm、 深さ15cmで ある。

6号建物跡、 7号溝に切られ、間知石列や石敷通路が覆 う。埋土は 7層で構成され、グライ化

が進み、特に 5層以下の層は著 しい。また、 1層下部には多量の円礫が認められたが、あるい

は他の遺構なのかもしれない。土層の観察から常時水が溜っていた可能性が強い。そうである

|

ト 岬位 土 色 ,土 性 備 考
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6号滞埋土。炭化物、
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5号  7号 土妖 6号上城
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層 土 色 土  性 備 考  (A― A′ )

I 黒 褐 色 ル  ト 基本層。

Ⅱ 10Y R% 掘 色 基本層。礫 を多量に混入。

1 10Y R% 灰 黄 褐 色 粘質シル ト 6号土袋。礫 を多量に混入。

2 25Y% 黄  灰  色 粘 土 6号土残。

3 10Y R/ 暗  編  色 粘 十 6号■ lH。 駿イ監鉄混入。

10Y R% 黒  tF・  色 粘 土 5 6号土残。砂、炭化物 を少量混入。
N  % 灰 色 粘 土 6号土残。駿化鉄、炭化物 を少量混入。

5 loY R% 褐 色 土 6号土袋。炭化物、本片を混入e

6 2 5GY% 暗オリーブ灰色 粘 土 6号上残。木製品 (警 )を 多量に混入。

10Y R% 褐  灰  色 粘質シル ト 6号土袋。砂 を少量混入。

8 10Y R% 灰 黄 褐 色 粘質シルト 7号溝。

9 loY R% 灰 黄 裾 色 ト 5号土犠。少量の礫 ″混入。

loY R% 褐  灰  色 土 5号土残。炭化物、酸化鉄 を混入。

10Y R舅 にな い黄 橙 色 ホ占質シルト 5号上残。

5Y% 灰 色 土 5号土残。砂、礫 を少量混入 e

10Y R死 にな い黄 tB色 砂 5号土療。少量の酸化鉄混入。

25Y% 暗 灰 黄 色 土 5号土嫉。炭化物、酸化鉄 を少量混入。

層 土 色 土   性 備 考  (B←一―→ B′

10Y R% にな い黄 掘 色 ト 7号土蝶.炭化物、酸fr鉄 、礫 狂混入。
2 10Y R,` にな い黄褐 色 ト 7号土競。礫、明黄掘色土 を斑状 に混入。

3 10Y R% 暗  褐  色 シ  サレ  ト 7号土残。酸化鉄、礫、黒色上を混入。

10Y R党 掲 色 シ  ,レ  ト 7号土壌。酸化鉄、礫 を混入。

5 10Y R% 褐 色 ホ占質シル ト 5号土鋲。酸化鉄、礫を混入c
6 10Y R% 暗  褐  色 粘質シル ト 5号土嫉。酸化鉄、礫 を混入。

10Y R% 掲 色 粘質ンル ト 5号土残。酸化鉄、礫 を混入。

思 土 色 土   性 備   考  (C← 一 → C′ )
1 10Y R% 黒  褐  色 ン  'レ  ト 6号土壊。炭化物、ホ製品 (箸 )を 混入。

2 10G Y% 緑  灰  色 粘質シル ト 6号土袋。木片を混入。

loY R% 黒  褐  色 粘質シルト 6号土壊。木片、箸 を多量混入。

10Y R% 暗  褐  色 粘質シル ト 6号土猿。本片、箸、骨片、炭化物 を混入。

10Y Rχ 黒 色 粘 6号土猿。多量の本片 と炭化物 を混入。

25Y% 黒 編 缶 粘 質 シル ト 6号 ヤ嫡ハ大粒 の砂 夕混 入、

10Y R% 皇
ヽ

色 粘 土 6号土城。木片を混入。

5Y% 灰 色 土 6号土境。砂、礫 を少量混入。

5 BCl% 青 里
【
色 粘 土 6号土躾。木片を混入。

4c 5GY% オリー ブ灰色 粘 土 6号土袋。木片、黒色土をブロ ック状に混入。

75Y% 灰 色 粘質シル ト 6号上療。木片 を混入。

4 7 5CY% 緑  灰  色 柏 土 6号土袋。

第31図  5号 。6号・ 7号土娠 (2)断面図



とすれば、南壁より検出された 2条の溝は、水量調節用ではないかと考えられる。

遺物は、多種多様なものが出土している。これらを列挙してみると、中国陶磁器 (染付・釉

裏紅)、 肥前染付磁器、陶器類 (志野・織部・唐津など)、 瓦質土器 (糟鉢・鉢など)、 土師質土

器 (皿・焼塩壺)、 瓦類、木製品 (柱材・杭・楔・板材・竹材・下駄・漆器 。箸 。黒文字・鉢・桶・

柄杓・蓋・箱物・折敷・曲物・栓・櫛 。人形 。刀子の柄・鍬・本簡・需)、 金属製品 (釘・掛金

具・武具の一部 。煙管・火箸 。鉄滓・中国銭・寛永通宝)、 土玉、砥石、硯、縄、布片、獣骨 (ウ

サギ・イノシシ(ブタ)・ ウマ・イヌ。ネズミ。オオハクチョウ。キジ・ヒシクイ・カルガモ)、

魚骨 (マ ダイ・マグロ・スズキ 。マルタ(コ イ科))、 貝類 (ア カニシ。オオタニシ)、 植物遺体

(イ ネワラ・靱穀・ウメ・モモ・クルミ・カリン・ウリ科種子など)が出土している。

遺物の出土状況について

遺物の出土状況は、グライ化が進んだ堆積環境にあったためか、漆器 。本製品 。獣骨・魚貝

類・植物遺体が多量に出土している。およそ有機質の遺物の80%以上がこの 6号土墳から出土

している。陶磁器についても同時期の他の遺構に比較して群を抜く出土量である。これらを詳

細にみることにしよう。まず、土層断面 (第 30・ 31図)と 調査時の遺物取り上げ層位を明確に

しておきたい (以下は調査時の層位を使用)。

調査時

1層

2層

3層

4層

断面図 (( )は東部の断面図層位 |

1～ 3層

4a・ 4b層 (1～ 3a層 )

5層 および 6層の 1部 (3b～ 4a層 )

6,7層 (4b～ 4e層 )

なお、遺物実測に付した観察表の層位は調査時のものである。層位別の遺物集計は表 1・ 26

に示した。これをみると、漆器類、箸、下駄などは、 3層 に集中するものの、各層にみられ

る。一方、折敷、箱物、柄杓、桶、黒文字などはおよそ3層 に限られる。また、元和年間の木

簡も3層 より出土している。獣骨類は、 3。 4層、魚貝類は4層 より出土している。陶磁器

については、 3層 が最も多く、次いで 1層 が多い。このうち、中国磁器は 3層 が多く、瓦質土

器は 3層 に集中する。陶器類はむしろ1層 に多い。古銭をはじめ金属製品、そして石製品はほ

ぼ 3層 に集中する。土師質土器は、 1層・ 3層 より多く出土しているが、底面および各層より

出土し、他の遺物と異なる傾向が認められる。大部分は、灯明皿として使用されているが、炭

化物の付着してないものの中には、盃などとして使用されたものもあったであろう。

このようにみてくると、種々の遺物は、 3層 に最も集中し、本簡の出土から元年間までが、

最も使用頻度が高かったことを示している。 3層で使用頻度の高かった瓦質の構鉢は、 1層が

堆積する時期には、美濃などの製品に駆逐されているようである。この瓦質の構鉢は胎土の特



表 1 6号 LIS出土遺物集計

種  別 磁 器 陶 器 瓦 質 土 器

器形

層位

〉
Ⅲ 中   国 掴

？
碗 皿 鉢

向

　

　

付

瓶

悟

　

鉢

匡
　
　
鉢

水
　
　
指

火

入

れ

不

　

　

明

鉢

埋

　

鉢

橋

　

鉢

脚
　
　
部

不

　

　

明碗 碗 皿
不

明 碗

埋 1層 3 1 1 2 3 4 1 4 1 1 3 ユ 3

埋 2層 1 1 1 8 l 3 1

埋 3層 3 3 3 2 9 3 1 1 9 1 5 1 2

埋 4層

底  面

」ヽ 計 1 7 4 4 1 4 6 4 1 2 1 1 3 1 5 2 5

合  計

種   別 土師質土器 鰤
器

中  国  銭 国内
命完

金 属 製

器形

層位

（灯
明
）皿

焼

塩

壺

そ

の

他

甕

開
元
通
宝

周
通
元
宝

嘉
祐
通
宝

元
豊
通
宝

聖
宗
元
宝

永
楽
通
宝

古

寛

永

鉄

円

板

環
状
金
具

把
手
金
具

小
　
　
柄

鉄
　
　
板

釘

火
　
　
警

鉄

　

　

洋

埋 1層 3 3 1 l l 1 1

埋 2層 5

埋 3層 1 2 1 1 2 1 1 4 1 1 l 4

埋 4層 5 1 1

底  面 1 l 1

小  計 5 1 2 1 2 1 1 4 l 1 ] ] l l 5 1

合  計 222 1

種  別 そ  の  他

器形

層位

煙
　
　
管

石

製

品

砥
　
　
石

硯

耳

か

き

土
　
　
玉

埋 1層

埋 2層 1

埋 3層 2 2 1 1

埋 4層 1 l

底  面

小  計 3 1 2 1 1 1

合  計

各層 の出土数

埋 1層

埋 2層

埋 3層

埋 4層 9

底  面 3

合  計 358



徴から地元の製品と考えられ、同様なものが今泉城跡 (1980:佐藤洋)や南小泉遺跡 (1983:結

城、工藤)な どで知られている。また、美濃伊賀の水指 (第102図 5)が木簡と同一層から出土し

ていることから、遅くとも元和年間までに茶座敷あるいは茶室ができていたと考えられよう。

ところで、 4層および底面には土師質土器皿を除けば他の陶磁器が全く含まれない。逆に獣骨、

魚骨、貝類が 3層、4層 に多い。その間の事情を推測してみよう。この 6土墳は、町田本「洛中

洛外図」の町屋にみられるような台所に付属する生活排水の貯水施設 (水溜)と考えられる(1984

:大河直弱)。 おそらく、屋敷の台所あるいは、茶室の水屋にある費の子の下部構造としてこの

ような水溜が存在するものと考えられる。したがってこの遺構の構築当初は、本来の機能を果

し、せいぜい獣骨、魚貝類などの料理の材料が投棄される程度であったのであろう。しだいに

機能が低化するにしたがってゴミ穴へと変化していったものと考えられる。また、 5号土竣は、

機能の低化を補うものとして構築されたと考えられないであろうか。

第 7号土境 (第 30・ 31図 )

P・ Q-18区に位置する。皿層および 5号土壌上面で検出した。規模は、長軸3.4m以上、短

草由2.47m、 深さ6～ 15cmで ある。形態は不定形で、北側のプラン不明である。西側から南壁に

かけて、浅い溝が伴う。この溝は、幅約40cm・ 深さ4～ 5 cmである。一方、東壁寄 りの底面に

は、大小の円礫が検出された。 3号竪穴遺構、 6号溝に切られ、 5号土壊を切る。埋土は、 3

層で構成され、いずれも粘土質である。

第 8号土墳 (第32図 )

P-15区 に位置する。Ⅱ層より検出したb規模は、長軸約 2間 (3.57m)、 短軸約 1間 (1.9

～2.lm)、 深さ約30～45cmである。形態は長方形でDタ イプに属す。南西側は樹木の抜きrTxり

痕、中央は 4号竪穴に伴 う溝、オヒ壁は 6号溝にそれぞれ切られている。埋土は 5層で構成され、

各層からは多くの礫が出土している。西壁の底面付近には、おそらく人為的に酉己したと考えら

層位 土 色・土 性 備   考

1

10Y R%
酸化鉄、炭化杉

礫 を混入。
にぶい黄掲色

シ  ,レ   ト

2

loY R% 酸化鉄、炭化

物、礫、瓦片

を混入。

灰 黄 掲 色

粘 質 シ ル ト

3

loY R% 酸化鉄、

物、礫、

を混入。

化

片

山灰
瓦暗  褐  色

砂 質 ン ル ト

4

10Y R% 酸化鉄、

物、礫、

を混入。

化

片

山灰
瓦黒  褐  色

ル  ト

5

loY R% 酸化鉄、

物 、礫、

を混入。

化

片

山灰
瓦灰 黄 褐 色

シ  'レ   ト

第32図  8号 Llg平面 。断面図



れる円礫が検出された。この土渡内の施設と考えられるのだが、その性格については明らかに

できない。また、 2号竪穴遺構 と北壁が揃 うのも、両者に何んらかの規制が働いてたためと考

えられる。

遺物は、美濃鉢 (第 105図 6)、 美濃鉄釉天目茶碗、織部向付、唐津鉢 (向付か)、 肥前の染付

皿、瓦質鉢、土師質土器皿、瓦、砥石が出土 している。

第 9号土娠 (第33図 )

R-18区 に位置する。ここはⅢ層が部分的にしか及ばず、皿層およびⅣ層上面で検出した。

規模は、長軸約 3間 (5.5m)、 短軸約 1間 (1,7～ 1.9m)、 深 さ約30cmで ある。検出部分では長

方形を基調としているようであるが、この土墳は西部でさらに北側に伸びることが確実で、お

そらくL字形の平面形態を示すものと考えられる。東端部底面には、直径約80cm・ 深 さ42cmの

柱穴、西壁中央には、約40cm× 30cm・ 深さ33cmの 柱穴がそれぞれ検出されている。後者は直径

10cmの柱 (あ るいは杭)が残っている。埋土は 7層 で構成されほとんど粘土質の土層で形成 さ

れている。

遺物は、中国 (染付鉢 。合子・白磁X鉄釉碗、 志野皿、鼠志野大鉢、織部 (皿、向付、大平

鉢)、 御深井釉皿、美濃鉄釉橋鉢、唐津 (梧鉢・碗)、 備前水指、産地不明匡外、瓦質悟鉢、土

師質土器 (皿・焼塩壺・脚 ?)があり、その他に絵唐津向付、黄瀬戸皿、信楽重 ?の破片があ

る。実測可能なものが多い。また、瓦類、本製品 (杭・柱材・板材・竹材・漆器・箸・木 トン

ボ)、 金属製品 (釘・切羽・飾り金具・中国銭)、 羽口、鉄滓、砥石がある。

自
ｏ
∞
示
∞

くヽ
―
上

層 土 色 土   性 備 考

1 10Y R% 灰 黄 掘 色 礫、瓦片を混入。

2 7 5YR廃 明  褐  色 粘質ンル ト 少量の炭化物 と焼土層を混入。

10Y R% 灰 黄 掲 色 粘    土 炭化物 を混入。

10Y R% 黒  tB 色 粘    土 炭化物、焼土 を少量混入。

5 5GY% 緑  灰  色 粘質シル ト 炭化物、砂、木片 を少量混入。

10Y R% 黒 色 粘    土 箸、漆器を混入。

2 5GY% ォリーブ恢色 粘    十

8 10Y R好 黒  褐  色 粘質シル ト 砂 を混入。

第33図  9号ELIS平面 。断面図



第10号土墳 (第34図 )

Q・ R-15区 に位置する。Ⅲ層上面より検出した。規模は長軸4.4m以上、短軸約10。 4尺 (3.

15m)、 深さ1lcmで ある。形態はBタ イプに属す。上部を4号竪穴遺構によって削平されている。

さらに石敷通路がこの上を覆うように存在する。また 8号建物跡を切るが 9号建物跡と関係は

不明である。東側はプランが明瞭ではない。埋土はおよそ2層 で構成され小礫を多く含む。ま

た南東部では多くの炭が出土している。底面には柱穴が3ヶ 所検出されているが、この遺構 と

の関係は明らかではない。

遺物は信楽の重 (あ るいは水指か)、 瓦質橋鉢、土師質土器皿、掛金具、鉄津、中国銭、瓦が

出土してぃる。

第11号土境 (第 26図 )

0-16区 に位置する。Ⅱ層より検出した。規模は遺構が調査外に伸びるため全体を知 り得な

いが、調査区内における長軸は2.5m、 短軸 1,lmである。深さは 6～ 9 cmである。形態は不明

である。重複は認められない。埋土は、にぶい黄褐色シルトの単層である。

遺物は、肥前の染付碗、青磁染付 (器種不明)、 東北産の可能性のある染付重、瓦が出土して

いる。

第12号土墳 (第 24図 )

O-15区東壁際に位置する。IV層上面で検出した。規模は、長軸1,38m・ 深さ22cmである。

この土羨は調査区外に伸びるため、全体の規模、形態は不明である。重複はない。埋土は、皿

層下の岩片を多く含む盛土層が堆積している。

遺物は出土していない。

第13号土境 (第36図 )

R-20区に位置する。Ⅳ層および地山 (礫層)よ り検出した。規模は、1,Om× 1.lm、 深さ

約40cmである。形態は方形を基調としている。重複はない。埋土は礫混りの暗緑灰色の粘土を

主体とする。

遺物は、瓦片、木片がある。

第14号土境 (第36図 )

R-20区、13号土墳の北側約 2mに位置する。地山 (礫層)よ り検出された。規模は0.8m×

1.Om、 深さ約15cmで ある。形態は、方形を基調としている。重複はない。埋土は礫混りの暗掲

色シルト質粘土である。

遺物は出土していない。13号土媛、他の周辺との関連は不明である。

第15号土媛 (第25図 )

O-18区、 7号建物跡の西側に位置する。Ⅲ層上面より検出した。規模は、0.87m× 1.2m、
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深さ10cmで ある。形態は楕円形を呈し、断面形はBタ イプに近い。重複はない。埋土は黄褐色

シルトで、Ⅲ層が流入したものであろう。土獲内には、中央に41cm× 46cmの 大型の円礫を埋め

込み、周辺に根固め石のごとく小礫が認められた。

遺物は出土していない。調査時には、当初、建物跡の一部と考えていたが、周辺にはこれと

組むものが全く検出できない。他の用途も考慮すべきと考え、土媛として扱った。

第16号土境 (第 25図 )

0-18区、15号土獲の北西側に隣接する。Ⅲ層上面より検出した。規模は70cm～ 90cm・ 深さ

8 cmである。形態は不整円形を呈する。重複はない。埋土は、15号土羨と同様Ⅲ層の流入上で

ある。

遺物は出土していない。埋上の類似から15号土壊と同時に機能していたものであろう。

まとめ

土壊は合計12基検出されている。このうち、層位や出土遺物から判断して、 5号～10号・15

号 。16号土渡は I期、 4号 。11号土壊はⅣ期、13号 。14号土墳は時期不明である。12号土渡に

ついては、 I期でも最も古く、屋敷造営直前の敷地造成時のものと考えられる。土装の性格、

用途については明確にできないが、想定を試みてみたい。 5号・ 6号土壊についてはすでに述

べた。 4号土装は、炭化物を多量に出土することから、三ノ九内で使用され不要となった炭を

投棄するためのゴミ穴であろう。 8号土墳は、 I期の建物跡に付属するものと考えられ、便所・

貯蔵庫等が考えられようか。類似する遺構は、一乗谷朝倉氏遺跡においても、建物跡 1棟 に

1基の割で検出され、便所の可能性を指摘している (註 )。 9号土墳は、陶磁器や木製品が多く

出土し、破損した食器類等を投棄したゴミ穴と考えられるが、平面形がL字形に展開すること

が予想される点で、当初は他の目的に使用されたものかもしれない。15号土羨は、前述したとお

り、建物跡の一部とも考えられるが、他に組むものがない。茶室などの建物周辺にあることか

ら、路地内の施設とも考えられる。例えば、簿賜 (手水鉢)の基礎部分と類似することも看過

できない。いずれにしろ推定の域をでない。

他の土羨については、性格について言及できる遺物がなく、不明と言わざるを得ない。

(5)石敷通路 (第36図 )

R-15区から、R-19区 に仲び、R-20区付近でT字形に展開する。南側はQ-20区 まで確

認したが、さらに南へ続くことは明らかであろう。 I区のK-19区北壁の一部に認められた円

礫も、この遺構と関連するものであろう。一方、T字形の部分の北1‖は、R-20区内で納まっ

ている。通路に使用した石はいずれも比較的偏平な河原石である。この石敷は、Ⅱ層上面に埋

め込むように検出され、 6号溝を覆う。通路幅は、東西方向が2,7m、 南北方向が2.8mで あり、

本来、 1間半程度のものであったのであろう。R-15。 16区では、攪乱を受けたためか、本来



の幅を示していない。また、東西方向の中央 R-17・ 18区では、幅が狭く、東西方向約20尺 (6.1

m)に渡って窪んでおり、その中央が北側に幅約 1間 2尺 (2.lm)、 長さ約 1間 (1,9m)突 出

している (写真図版 )。 また、突出部の両側縁、および窪み部分の両側縁部 (突出部に合い対

する辺)には、他の石と長軸を異にして縁取りを意識して配置されている。このような石の配

置から、突出部の南側には、区画施設に駅付く通用門のようなものが存在したことが充分に予

想される。一方、この遺構は区画施設の外側を取り巻く通路と考えてよいであろう。時期につ

いては、その上限は明確ではないが石敷上面に近世の陶磁器と共に明治以後の陶磁器や丸釘が

認められることからほぼⅣ期の所産と考えられ、V期以後も露出していたものと考えられる。

(6)問知石列 (第 26図 )

Q-18・ 19区に位置し、東西方向に伸びる間知石列である。間知石列は、24個で構成され、

1段である。ちょっ代前述の通用門の存在が予想される地点から、石敷通路のT字形に変化す

るコーナーまで続く。長さは約 5間 (約 9m)である。間知石そのものは、角錘形 (長 さ40～

50cm、 幅30～40cm)に加工され、底面を北側に向けて配置している。この間知石列を境にそれ

より南側のコ層と】ヒ側の石敷通路上面は、間知石列の底面幅分だけ落差があり、通路側が低く

なる。しかし、間知石列の切れる東部ではほとんど差はない。東端は井戸跡によって切られ、

井戸跡内に関知石 1個が落ち込んでいた。また、間知石間にはわずかに裏込め石が認められる。

間知石の据 え方については、 8号溝が埋没しきらない段階でこれを利用して構築されている。

時期は、 8号溝より新しく石敷通路に対応するものと考えられることからⅣ期のものであろう。

(7)井戸跡 (第 37図 )

Q-18区 に位置する。Ⅱ層上面で検出した。規模は、1.35m× 1.5mで、方形を呈する。井戸

本体は、板材を組んだもので、内側コーナーには、直径約10cmの柱材がある。 6号溝、間知石

列、石敷通路を切る。完掘できず、全様を知り得ないが、内部より、間知石、板状の石と共に

英文で表示された缶ビールが出土している。この缶ビールは、連合軍によって持ち込まれたも

のと考えられることから、V期の井戸であることが理解できる。

各時期の遺構の構成 とその特徴

Ⅱ区におけるI期の這構は、建物跡 4棟、杭列 1条、溝 3条、竪穴這構 2基、土竣 9基であ

る。一部の遺構を除いていずれもⅢ層上面より検出される。これらが密接に関連し合って屋敷

を構成していたと考えてよい。一方この屋敷跡は、 6号土壌より出土した元和銘の木簡が示す

ように三ノ九造営以前の初代藩主伊達政宗時代のものであることが明らかである。また、出土

遺物が江戸初期を飾る陶磁器類などで、それらが当時流行した茶道具、会席料理用の食器とい

う特色がある。 6号建物跡だけが礎石建物跡であり、しかも他の建物跡からやや離れており、

茶室の可能性のある建物として看過できない。
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第40図 土師質土器接合状況 (Ⅱ 区)
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第41図 瓦質土器接合状況 (Ⅱ 区)

表 2 陶器破片接合状況

違 物 番 号 出  土  区 遺 構 層 位

1121 E-20区 6層 。F-21区 1号溝東側石敷

1125 F-20区 3層 ・E-20区 6層

1148 R-18区 9号土療 埋 1層・ O-18区 Ⅲ層

1149 R-18区 9号土羨 埋 1層・ R-18・ 19区 6号土壊 埋 1層

1153 R-18区 9号土羨 埋 2層・埋 3層 ・R-18区 Ⅱ層 。Q-19区 Ⅱ層

1175 Q-19区 5号土残 埋 1層 。R-18区 9号土壊 埋 3層

1176 Q-19区 5号土羨 埋 1層・R-18区 6号土羨 埋 2層

1189 O-18区 Ⅲ層・ Q-16区 Ⅲ層・Q-18区 5号土壊 埋 2層・ Q-18区 6号土壊 埋 3層

1195-2 O-17区 Ⅱ層 Q-16区 Ⅱ層 。Q-19区 Ⅱ層

1197 P-17区 Ⅲ層・ Q-18区 Ⅱ層

1221 Q-16区 Ⅲ層・R-19区 6号土羨 埋 3層

1223 G-20区 2層 ・ G-23区 表土

表 3 磁器破片接合状況

遺 物 番 号 出 土 区 遺 構 層 位

1003 G-20区 2層・ G-21区 2層・G-23区 3層

1041 Q-16区 4号竪穴・Q-17区 Ⅱ層・ Q-17区 8号濤

1066 P-17区 4号竪穴・ Q-15区 Ⅲ層・Q-16区 9号濤・ Q-17区 Ⅱ層

1070 P-17区 Ⅲ層 。P-17区 4号竪床・P-17区 6号濤・Q-16区 9号濤

表4 土師器土器破片接合状況
違 物 番 号 出  土  区 遺 構 層 位

1334 Q-17区 Ⅱ層・Q-19区 6号土羨 埋 2層

表 5 瓦質土器破片接合状況

遺 物 番 号 出 土   区 遺 構 層 位

1406 O-18区 Ⅱ層・Q-19区 Ⅱ層・ R-18区 3号竪穴 埋 2層 ・R-18区 Ⅱ層



ところで建物跡の方向やそれを基準にして他の遺構の方向性をみると、いずれもほば磁北ま

たはそれに直交する方向で辺が揃 うという特徴が認められる。 I区の建物跡 もほぼ一致する。

これは、 I期の屋敷の普請が強い規制のもとに行われたことを意味している。さらに、 5号・

6号 。9号土墳間の陶磁器類の接合頻度が高い。また、 5号・ 6号土羨周辺 と7号・ 8号建物

跡周辺のそれぞれの陶磁器類の接合頻度もまた比較的多い状況が認められる。こうした接合状

況は、これらの遺構群が同時に存在した可能性の高さを示す傍証資料となる。

しかし、屋敷普請以前の敷地造成時のものと考えられる8号溝は、先の規制から明らかには

ずれている。

Ⅲ期の遺構は、Ⅱ層中のどこかに生活面があると予想されるのだが明らかにできなかった。

また、遺構も確認できない。

Ⅲ・IV期の遺構は、ヽ三ノ九内部の区画施設に付属する溝 3条、石敷通路、間知石列 1条、土

渡 2基で構成される。特に、土装を除けば、その方向が揃っており、 I期同様、強い規制が働

いている。溝跡は、N-88°一E前後で揃い、I期の遺構と約2°前後の差を生じている。各時期に

磁北に合わせて建物が区画施設を構築したとすれば、この約 2°の差は、年々変化する地球の地

軸の変化と何らかの対応関係があるかもしれない。しかし、この問題に関わる資料も知識も持

ち合せていない。さて、先の区画施設に付属する溝にほぼ直交するものにI区の 1号・ 2号暗

渠、 1号溝がある。ところが、後述するⅢ期に属する皿・Ⅳ区の区画施設と通路の方向性は、

I期の方向性に近い。

ところで、Ⅱ区では米蔵そのものは、検出できず、これを明らかにすることができなかった。

V期は、竪穴遺構 2基、井戸跡 1基がある。これらはいずれもI層中に生活面が存在したも

のと考えられる。陸軍第二師団経理部倉庫の構造等は明確にできない。

註  「特別史跡 一乗谷朝倉氏遺跡�」 (1982:福井県立朝倉氏遺跡資料館 )
この遺跡では、「石積施設」とし、壁に石を積んだもので、 8号土渡とは様相を異にする。



第 3節 Ⅲ・Ⅵ区

1.層序 (第43図 )
Ⅲ・Ⅳ区は調査区の中では一番厚く盛土整地されているところであり、その厚ちは、およそ

3.5m～ 1.5mに なっている。この地区の基本層位はⅣ区西壁付近を旧博物館解体時の埋土が覆

っているため、主にⅢ区調査区断面により観察した。ここでは大きく3層 に分けられた。

皿区南壁では 1層 が I、 2層がⅢ、 3層 がV層、西壁でみると1層が I、 2層 がⅢ、Ⅳ、 3

層がV層 と細分され、第43図 に表現している。前述したように三ノ丸は時間の経過にしたがっ

て、西側から、そして北狽1か ら盛土整地されていって現在の高さに至っている。それで南壁と

西壁断面に層位の違いが認められる。

まず 1層 (I)は最終的盛土整地及び明治以降の攪乱層として大きく把えられ、西壁、南壁

に共通してみられるものである。 I-1か らI-5層 まで更に細分でき、 I-1層 は旧博物館

前面のアスファルト舗装時の細石層である。 1層は全体的にみて礫が混入して、しまりのない

層であると言える。もちろんI-5か らI-1層 には長い時間経過があるものと思われ、18世

糸己中葉から20世紀の層と考えられる。

2層 はほとんど攪乱の及んでいない層である。まず西壁にみられるⅣ oⅡ 層が版築状に盛土

整地されている。これは、11号溝西側に段状に造成されたもので、南壁西端にその東端が見ら

れる。この層上面から4号暗渠が掘り込まれている。この層をみると、Ⅳ・Ⅱ層と】ヒ側から南

側への傾斜が認められ、Ⅳ・Ⅱ層が地盤の高い】ヒ側から南側と盛土されていったことがわかる。

次に南壁にみられるⅢ層が盛土されている。これは11号溝東側の盛土整地層で、Ⅱ,IV層上面

とほぼ同じ高さに盛土することによって、段状の三ノ丸面を平坦面に造成しなおした層と考え

られる。このⅢ層からは三島手の鉢が出ているので、17世紀後半から18世糸己初頭に盛土された

ものであろう。

3層 (V)は南壁、西壁断面に共通してみられる黒褐色シルト層で、旧表土である。

2.発見遺構
ここで発見された遺構は、塀が施設されていたと思われる基壇、その西側に12号溝、通路、

11号溝であり、南北方向に長 く平行 して存在している。その他に、それに付属する暗渠が 3ヶ

所が認められた。

(1)基壇 (第44・ 45図 )

地形、層のところでもふれたが、三ノ九跡の旧地形が南東方向に傾斜しているため、基壇の

様態が北と南で異なる。つまり耳ヒ側においては旧地表が高いため、溝を両側に掘ることによっ

てそれを区画し、南側においては、面そのものが盛土されているうえに、幅約 1間 (1.8m)の



盛土した基壇として造られている。その変換する位置はほぼⅢ区とⅣ区の境付近で、Ⅳ区D～

G区では平行する12号溝もはっきりしていない。よって基壇の高さはⅢ区においては溝との落

差としてあらわれ、北端では約 3尺 (90cm)で ある。Ⅳ区においては、その中央やや北側 (E、

F-6、 7区)に旧博物館の攪乱が及んでいるためはっきり言えないが、それより南に位置す

るC、 D-7区 においては約 1尺 (30cm)の 高さに盛土されている。ただし、これは基壇西側

での数値であり、東側もわかるC、 D-6区 でみると約 2尺 (60cm)の高さがあり、基壇をは

さんで西側と東側に落差があることがわかる。

この基壇の西斜面には河原石積みがみられるが、東側には見られない。Ⅱ区でみると、基壇

の高さにもよるが、底部の方に大きな石を1列に並べ、その上に乱積みして面をおさえている。

Ⅳ区では保存の良好なところで観察すると2段積みしているようである。この石積み面は、後

述する12号溝東壁と共通である。

またD-7区 には基壇をくぐって西から東へ水が逃げるように石積みの暗渠 (6号暗渠)が

施設され、 L・ M-7区 にまたがって12号溝に水を落すよう暗渠 (5号暗渠)が施設されてい

る。これら暗渠については後述する。

基壇は板塀が施設されていたと考えているものであるが、その上面を精査 してみたが、柱痕

等の発見はなかった。

第42図 断面位置図



層 土 色 土   性 脩 者

博物館整地 (ア スファル ト 礫 )
I-2 10Y R% 灰 黄 褐 色 礫 を混入。

I-3 10Y R% 灰 黄 褐 色 礫、黄褐色土混入。

I-4 10Y R% にない黄褐色 シ  ,レ 明黄褐色土 をブロック状 に混入。

I-5 10Y R% 黒  褐  色 礫、少量の黄褐色上 を混入。

Ⅱ-1 10Y R% 灰 黄 褐 色 砂質シル 多量の礫 を混入。

-2 10Y R% 灰 黄 褐 色
-3 10Y R% 掘  灰  色 黄褐色上 をプロック状に混入。

Ⅱ-4 10Y R身
`

黒  褐  色 褐色上 をブロック状に混入。

Ⅱ-5 10Y R% 灰 黄 褐 色 褐色上 をブロック状 に混入。

Ⅱ-6 10Y R% にない黄橙色 礫 を混入。

Ⅲ―ユ 10Y R% 灰 黄 褐 色 礫 を混入。

Ⅲ-2 10Y Rχ 明 黄 掘 色 礫を混入。
Ⅱ-3 10Y R% にぶい黄橙色 粘質シル 多量の礫、黒褐色土混入。

Ⅲ-4 10Y R% 黒  褐  色 粘質シル 礫、黄褐色土混入。

ll-5 10Y R% Iこぶい黄橙色 粘質シル 礫を混入。
Ⅱ-6 10Y R% 灰 黄 褐 色 礫 を混入。

V-1

V4

ll■

|

3960m

3800m

1-1

Ⅳ 18

Ⅳ-20

Ⅳ-22

o                       2m

層 土 色 土  性 備 考

Ⅲ-7 10Y R% 黄  橙  色
Ⅱ-8 ЮYR% 黄  橙  色 ン ,レ  ト
皿-9 10Y R% 黄  褐  色
皿-10 ЮYR% 黒  褐  色 ,レ  ト
Ⅱ-11 10Y R% にぶい黄褐色 ,レ  ト
Ⅲ-12 10Y R% 灰 黄 褐 色 砂質シル ト

Ⅲ-13 5Y% 灰 オ リー ブ 粘 土

Ⅱ-14 R% 黒  褐  色
Ⅲ-15 10Y R% 黒 色 ン ル ト
IIl-16 10Y R% 黒  褐  色 ル  ト

皿-17 10Y R% にぶい黄橙色 ル  ト

Ⅲ-18 10Y R% 暗  褐  色 砂質シル ト

lll-19 10Y Rレイ 黒 色 ル  ト 多量の褐色砂 を混入。

Ⅳ-1 lαY R% 黒  褐  色
Ⅳ-2 10Y R% 灰 黄 褐 色 黒色上を混入。
Ⅳ-3 10Y R% にない黄橙色 土 少量の礫 を混入。

層 土 色 土  性 備 考

Ⅳ-4 10Y Rライ にない黄橙色
Ⅳ-5 10Y R% 灰 黄 褐 色 酸化鉄 を混入。

Ⅳ-6 10Y Rライ 掲  灰  色 酸化鉄 を混入。

Ⅳ-7 10Y R% 明 黄 fB色 礫 を混入。

Ⅳ-8 10Y R% 黒 色 少量の褐色土を混入。
Ⅳ-9 10Y Rラζ にぶい黄糖色 黒色上を混入。

Ⅳ-10 10Y R% にぶい黄橙色 礫、黒褐色土を混入。
Ⅳ―H 10Y R% 黄  橙  色 少量の礫 を混入。

Ⅳ-12 10Y Rχ 黒 色

Ⅳ-13 10Y Rχ 黒  褐  色
Ⅳ―w 10Y R% にない黄褐色 礫 を混入。

Ⅳ-15 10Y R% 黒  欄  色 礫 を混入。

Ⅳ-16 10Y R% 黄  袴  色
Ⅳ-17 10Y R/ 黒 色 礫 を混入。

Ⅳ-18 10Y R% 灰 黄 褐 色 礫 を混入。

Ⅳ-19 10Y Rウレr 黒 色

第43図 断 面 図

層 土 色 土   性 信 考

Ⅳ-20 10Y R% 黒  褐  色
Ⅳ-21 10Y R% 黄  橙  色 絡質ンル ト

Ⅳ-22 10Y R% にない黄橙色 砂

Ⅳ-23 礫 暗渠、灰黄褐色土 を混入。

Ⅳ-24 礫 暗渠、明黄褐色土 を混入。

Ⅳ-25 礫 暗渠、褐灰色上を混入。

Ⅳ-26 喫 暗渠、黒褐色上を混入。

Ⅳ-27 10V R% 黒  掲  色 ン  'レ  ト 土壊埋土。

Ⅳ-28 10Y R死 にない黄橙色 シ  ,レ  ト 土壌埋上、礫 を混入。

Ⅳ-29 10Y R% にない黄橙色 ,レ  ト 土猿埋土。

Ⅳ-30 10Y R% 灰 黄 褐 色 粘質シル ト 土瑛埋土、酸化鉄 を混入。

Ⅳ-31 10Y R% にない黄橙色 土残埋土。

Ⅳ-32 10Y R% にぶい黄橙色 土壊埋土。

V-1 10Y R% 黒  栂  色 旧表土。

V-4 10Y R% 黒  褐  色 旧表上。

Ⅵ― ] 10Y R% 槻 色 シ  ,レ  ト 地山。
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(2)溝跡

第11号溝 (第 44・ 46。 47図 )

Ⅱ区 (H～ M-8区 )に南北に長く存在する。上面幅は約 3尺 (0.8～ lm)、 底面幅が約 2

尺 (0.5～ 0.6m)、 深さ約 7寸 (20cm)の断面逆台形のもので、通路の西側溝となっているとと

もに、基本層位でふれた段状造成の東端を区切るものである。L-8区 には西側からの水をこ

の溝に導くように暗渠 (4号暗渠)が施設されており、この付近の溝の中には暗渠からころげ

落ちた円礫が散在していた。またすぐ隣り (K-8区)の溝底面からはコテが発見された (第

49図 )。

埋土を見ると、ほとんどがにぶい黄褐色ないし黄橙色粘質シルトであるが、M-8区 におい

ては黒色ないし黒褐色シルトである。これらは自然堆積層ではなく、基本層位でいう2層 (Ⅲ

層)を盛土する際に埋め込まれたものとみられる。

第12号溝 (第 44・ 46。 47図 )

I～ M-7区 にあり、基壇と通路を区画する南北に長い側溝となっている。C～ H-7区 に

おいては判然としない。上面幅は約 4尺 7寸 (1.4m)、 底面幅約 2尺 (0,5～ 0.8m)、 深さは通

路の上端から計ると7寸～ 1尺 (20～ 30cm)で、ほぼ断面逆台形を呈している。基壇のところ

でもふれたが、基壇西斜面と12号溝東壁は共通であり、石積みになっている。石積みの状況も

攪乱等のためE～ H-7区 においてははっきり把えられない。

L・ M-7区 の境において、12号溝に水が流れるように基壇側から暗渠 (5号暗渠)が施設

されている。

埋土を観察すると、下の方が灰黄褐色、にぶい黄橙色シルトないし粘質シルトで、上方が黒

褐色シルトないし粘質シルトであり、ほとんどが 2層 (Ⅲ層)を盛土整地する際に埋め込まれ

たものとみられる。

(3)通路 (第44・ 46・ 47図 )

C～ G-7・ 8区 においては、その様相を把えることができないが、H～ M-7・ 8区 にお

いてその状況を把握できる。11号溝と12号溝に挟まるように存在し、中軸線が一番高くなり、

両溝側に若干傾斜する、断面カマボコ形のものである。幅約 1間 5尺 (3.2～ 3.4m)で南に緩

く下っている。

通路の上面は基本層位でいう3層 (V層 )の黒褐色シルトで、全体的にしまっており、砂、

小石がその表面に堅く食い込んでいる。第47図 のA一 A″断面図は11号溝通路～12号溝を切断 し

たものであるが、ここの20が 3層 (V層 )に対応するものである。表面が堅くしまっているの

は通路として使用され、踏みかためられたためと思われる。

この上面からの出土遺物には分銅と麻布片がある。
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層 土 色 上  性 縮 考

V-1 10Y R% 黒  縄  色 シ ,レ  ト
V-3 10Y R% 黒  縄  色 シ ル ト 酸化鋏を混入。
V-4 10Y R% 黒  褐  色 シ ル ト 砂を少量混入。
Ⅵ-1 ЮYR% 撮 色

Ⅵ-2 10Y R% にな い 黄 活 色 シ ,レ   ト
Ⅳ-3 10Y R% 費  褐  色 砂   懐

ユOYR% 黄  縛  色 ル  ト

第46図 通路と11号 。12号溝平面 。断面図
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層 土 色 土   性 備 考

1 10Y R% 暗  褐  色 ト 整地層.

2 10Y R% 明 黄 褐 色 ル  ト 整地層。褐色 シル ト混入。

3 10Y R% 黒  褐  色 ル  ト 整地層。にない黄橙色 シル ト混入。

4 10Y R/ 黒  褐  色 整地層。

5 10Y R% 灰 黄 褐 色 整地層。黒褐色 ンル ト混入。

10Y R/ 黒  褐  色 整地層。にない黄褐色 シル ト混入。

7 10Y R% 黒  掲  色 整地層。

8 10Y R% 黒  褐  色 秒質シル ト 整地層。

10Y R% にない黄橙色 粘質シル ト 整地層。

10Y R% 黒  褐  色 ウ  ト 整地層。黄褐色 ンル ト少量混入。

1ユ 10Y R% 黒  褐  色 砂質シル ト 整地層。

12 10Y R/ 黒  褐  色 整地層。

13 10Y R% 灰 黄 掲 色 溝埋上。黄橙色 ンル ト混入。

10Y R% 褐  灰  色 整地層。

15 10Y R% 黄  橙  色 ン ,レ  ト 整地層。

16 R% 灰 黄 褐 色 整地層.礫 ″混入 .
17 10Y R% 畢 色 ,レ  ト 整地層。礫 を混入。

R% 灰 黄 棚 色 ,レ  ト 整地層。礫 を混入。

10Y R/ 黒  褐  色 ,レ  ト 整地層。礫 を混入。

層 土 色 土  性 備 考

10Y R% 黒  褐  色 ル  ト 整地層。

10Y R% 黒 色 ル  ト 整地層。

10Y R% 黒 色 ル  ト 整地層。

10Y Rχ 黒 色 整地層。にない黄褐色 シル ト混入。

10Y R% 黒 色 ル  ト 整地層。礫、灰黄IIB色 シル ト混入。

10Y R% にない黄橙色 整地層。

ユOY Rテレr 塁 色 整地層。

27 10Y R% 黄  橙  色 絡質シルト 整地層。礫 を混入。

10Y R% にぶい黄橙色 砂 整地層。

層 土 色 土   性 備 考

6 10Y R% 粘質シル ト 溝埋土。

7 10Y R% 黄  格  色 粘質シル ト 溝埋土。

8 10Y R% 明 黄 褐 色 粘質 シル ト 整地層。

9 10Y R% 黒  褐  色 粘質シル ト 整地層。

10Y R% 黄  橙  色 粘質シル ト 整地層。黒掲色 シル ト混入。

11 10Y R% 灰 黄 褐 色 粘質シル ト 整地層。黄袴色 シルト混入。

12 10Y R% 明 黄 獨 色 整地層。

10Y R% 黒  褐  色 粘質シル ト 整地層。灰黄褐色 シル ト混入。

10Y R% にぶい黄橙色 粘質シル ト 溝埋上。

15 10Y R% 黒  褐  色 粘質 ンル ト 溝埋上。にぶい黄褐色 シル ト混入。

16 10Y R/ 黒  褐  色 粘質 シル ト 溝埋土。

17 10Y R% 黒  褐  色 粘質シル ト 溝埋上。褐色 シル ト少量混入。

10Y R% 灰 黄 褐 色 粘質シル ト 溝埋土。

loY R必 黒  褐  色 砂質シル ト 溝埋土。

5YR% 黒  褐  色 ン ル ト 旧表土。酸化鉄混入。

21 10Y R% 黒  褐  色 ,レ  ト 旧表土。

10Y R% 黒  褐  色 ル  ト 旧表土。酸化鉄混入。

loY R% 暗  褐  色 ,レ  ト 旧表上。砂 を少量混入。

5Y% オリーブ黒色 十日表土。

loY R% 褐 色 粘質シル ト 地山。

A← ― 一 ― → A
層 土 色 上  性 備 考

1 5YR% 黒  褐  色 ル  ト 溝埋土。

2 loY Rラ

`

黄  橙  色 粘質ンル ト 溝埋土。

3 10Y R% 黒  偶  色 溝埋土。

10Y R% 黄  橙  色 粘質シル ト 溝埋上。

5 10Y R% 黒  褐  色 粘質シル ト 溝埋土。

第47図 通路と11号～13号溝・ 4号・ 5号暗渠平面 。断面図
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(4)暗渠跡

第 4号暗渠 (第 47～ 49図 )

Lラ インの 8区 にある。西側にある11号溝に

開日しており、それより西側が盛土になってい

る (2層 ―Ⅲ・Ⅳ層)。 この日音渠は 2層 (Ⅳ層)

上面から幅約 1尺 8寸 (55cm)、 深さ約 2尺 3寸

(70cm)に掘り込まれている。

構造は、まず溝を掘り、その底面両端に丸太

材かそれを割つたものを並べ、その材が溝中央

に寄らないように細い木杭を打ち込んでおさえ

ている。その上に板を敷いて底面との間に空間

をつくり出している。そして、その上に刑ヽさな

円礫を入れて、最後に土を2層上面と平らにな

るように埋めもどしてある。

水は埋め戻された土層、円礫層を流下して、

板と丸太材 (割材)でつくられた空間を流れ、

第 5号暗渠 (第 47・ 49図 )

L-7区 にあり、基壇をくぐり、その西側にある12号溝に接続 している。溝の掘り方は幅約

3尺 (90cm)、 深さ約 1尺 (30cm)で、壁は河原石で構築されており、その上に幅約 3寸 (10

cm)、 長さ約 3尺 (90cm)、 厚さ約 1寸 (3 cm)の割材を横に並べて蓋として、暗渠としている。

暗県底面は12号溝底面と比較して、その接続する部分で約 5寸 (15cm)高 く、暗渠内を流れ

た水が12号溝に注ぐようになっていたようである。

第 6号暗渠 (第 44。 45図 )

D-7区 にあり、基壇を西から東へ水を通すようになっている。Ⅲ・Ⅳ区では一番低いとこ

ろであり、沢跡を埋めて面を形成した上に盛土された基壇を長さ約 5間 (1.5m)切 りとって一

暗渠の掘り方幅に相当一大小の河原石をつめ、その上に基壇上面に合うように土を戻したもの

である。基壇西側面の河原石列も同様に並び積まれているが、暗渠部分に当る河原石は特に大

きな石が使用されている。暗渠の前面 (西側)は周囲よリー段低 くなっており、小さな円礫が

敷かれている。地形的に一番低いところを更に低くして、三ノ九内の水を集中させる機能を有

するものと考えられる。

土層誰記

1(N23)礫  灰黄褐色土 を混入。
2(Ⅳ -24)礫  明黄褐色土を混入。
3(Ⅳ 25)礫 褐灰色土を混入。
4(Ⅳ 26)礫 黒褐色土を混入。

第48図  4号暗渠断面図

11号溝に注 ぐようになっている。
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(5)2層 上面の状況 (第50図 )

断面観察により2層上面に一つの生活面があることがわ

かったので、皿区のM-4～ 8区において、その面を精査

した。その結果、特にM-7・ 8区においては 2層上面を

も削る攪乱が及んでおり、近世に考えられる遺構等は発見

されなかった。

まずM-8区 においては、太さが15～ 30cmの 九太材が直

立する状況で発見された。これらの材根は 2層中に若千食

い込んでいる。H-8区 の南壁面にも径30cm弱 の九太材が

見られたが、 1層 (I-4層 )内 で納まっている。これら

のあり方から、これらの柱 (?)の時期は18世糸己中葉をさ

かのぼるものではないことがはっきりしている。掘 り方か

らガラス片、丸釘が出土するものもあり、明治以降のもの

と考えた方が道切と思われる。ただ、径の異なるものがあ

ること、掘 り方がはっきりしないものがあるため、遺物か

ら考えにくい点もあり、全部が明治以降とは証明できない。

材は I・ Ⅱ区出土で三ノ丸に伴 うものと考えられる柱、杭

と異なり、樹皮を景Jい だだけのものであり、材根の部分も

切断されているだけで、他の加工は見られないものである。

M-5。 6区では建物の布基礎痕が見られる。調査区と

平行関係にあるものは 1層上部から円礫が入れられており、

円礫中にも陶磁器、ガラス片、丸釘などが若干混入 してい

る。また調査区に斜めの布基礎痕が見られるが、これの円

礫は 1層下部から入れられているようである。いずれにせ

よ、近代、現代の建物痕 と考えられる。

最後にM-7・ 8区の 2層 を掘 り下げたが、遺物の発見

はなかった。
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第50図 遺構配置図
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層 土      色 土  性 備 考

V-1 10Y R% 黒  鶴  色 シ  ,レ  ト 1日表土ぅ

V-3 10Y R% 黒  褐  色 ル  ト 旧表上。酸化鉄を混入ハ

V-4 10Y R% 黒  鶴  色 ル  ト 旧表土。砂 を少量混入。

Ⅵ-1 10Y R% 掘     色 ル  ト 地 転

Ⅵ-3 10Y R% 黄  褐  色 砂   礫 地山。

loY R% 黒  褐  色 ル  ト ピット埋土。礫、黄橙色 シル トを粒状に混入。

第51図 三ノ丸以前の遺構図 (4ヽ型のピットは点で表現した0



(6)三ノ丸造営以前の遺構 (第51図 )
三ノ丸以前の遺構はⅢ区の H・ I-7・ 8区 に14・ 15号濤とピットが認められる。14号濤は北

西から南東方向に斜めに存在し、11号溝に切られている。上幅が1.2～ 1,3m、 底面幅が約0,6m、

深さが20～ 30cmで、断面は逆台形を呈する。H-8区 においては、その壁、底には本の葉が多
量に堆積していた。Ⅳ区のD・ E・ F区に認められる沢につながっているものであろう。ここ

からは縄文土器片が 1点出土している。

15号溝は、上幅が20～40cmの浅いもので、14号溝に直交するように合流 している。ピットは

大石ヽいろいろあり、柱痕を持つものもあるが、一つにまとまるものは認められない。

これらについては出土遺物が皆無に等しいので、時期については、近世 (三ノ九)以前とし

か言えない。

3.ま とめ
皿・Ⅳ区を調査して得られた知見から、三ノ九の造成過程を簡単にまとめておきたい。

まず三ノ九造営以前の地形についてまとめておきたい。Ⅲ・Ⅳ区全体をとおしてみると、北

から南への緩い傾斜地となっており、C-6。 7区 とM-7・ 8区で比較 してみると、旧表土

のレベル差は約1.2mである。そこには、そのような平坦面があっただけではなく、ほぼⅣ区の

C～ F区 にまたがる幅をもつ沢があり、その沢にⅢ区のH-7・ 8区、 I-8区 に見られた14

号、15号溝が合流していたものとみられる。この沢は、恐らくI区で発見された沢から続 くも

のと考えられ、巽門東側の長沼に注ぎ込んでいくものと思われる。

この地形上に三ノ丸の第 I期造成が行われる。まず、沢と14・ 15号溝を埋め込んで、緩傾斜

の平坦面を造りだす。その次に基壇、通路、11号、12号溝及び付属する暗渠を施設する。前述

したように北側 (Ⅲ区)が高いので、基壇は,し側においては溝で区画するように、南側にあっ

ては盛土により構築されている。同時に2層 (Ⅱ ・Ⅳ層)の盛土整地が行われ、三ノ丸内を段

状に造成する。11号溝と平行して、すぐ西側に上面幅約20、 底面幅約10cmの 13号溝が認められ

るが、 2層 (Ⅱ ・Ⅳ層)東端の上留め用板材をはめ込んだものと考えられる。

次の段階で 2層 (Ⅲ層)を埋め込んで、 2層上面で平坦な三ノ九面を造成している。この時

期は遺物から17世紀後半から18世紀初頭と考えられる。

その後は盛土の連続で、 1層 が形成されていくようである。

ところで遺構のはっきりしている三ノ九造成時のⅢ・Ⅳ区を再度整理してみると、次のよう

になろう。つまり基壇東側は子ノ門と巽門を結ぶ通路として位置付けられよう。それと「蔵屋

敷」とを区画する東側の塀が、恐らく基壇上に施設されており、またそのすぐ西側には側溝 (11、

12号溝)と 通路があり、米蔵等は11号溝西側の一段高く造成されたところにあったと考えられ

る。基壇 (塀)の外から内側に入いる問はM-7・ 8区の近くにあったものとみられ、調査区
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外のN・ 0区 に推定される。それは第43図 の西側断面を見ていただきたいが、北に行くにした

がって 2層 (Ⅱ ・Ⅳ層)が序々に薄くなっており、M区より耳ヒ側では、 2層 (Ⅱ ・Ⅳ層)と 3

層の差が更に小さくなり、基壇面と周囲の高低差も小さくなり、塀の外から内側へ容易に入い

られる位置と考えられるからである。裏返せば、 2層 (Ⅱ ・Ⅳ層)の段築造成も、基壇の盛土

がⅣ区で見られるように、】ヒ側と南側のレベル差をⅢ区のM区以南で是正する手法であると指

摘できる。

第 4節  V区 (第 54図 )

V区はⅢ・Ⅳ区の】ヒ側延長線上、 5mメ ッシュの地区名でいうとZ-8区 に設定した1× 4

mの調査区で、北側土塁の裾を切るように設定したものである。

本来この箇所は、今回の博物館建築工事で破壊されるところではないが、旧地形を押えるた

め、造成過程を押えるため、そして土塁との関係を把握するため、小規模ではあるが設定され

たものである。

遺構としてはピットが 1コ だけである。層序については断面図を見ていただきたいが、攪乱

が相当入っていることがわかると思う。

1層 (a～ g)は攪乱層で、かって土塁裾部を溝がめぐっていたことがわかる。これらの攪

乱及び土層のほとんどは、昭和35・ 36年に行われたニノ九跡内の地均し、土塁整備時のものと

考えられる。

2層 (a～ e)は版築状の盛上である。攪乱があるため土塁の端部は明確でないが、攪乱溝

の部分から土星として盛土されていったものと考えられる。

3層は土塁が盛土された面であり、Ⅲ・Ⅳ区でいう3層 (V層・旧表土)には当らない。

4層 (a～ g)は地山である。他の地区と異なり、砂質である。

このように見てくると、Ⅲ・Ⅳ区とは様相を異にすることがわかる。Ⅲ・Ⅳ区でいう3層 (V

層・旧表土)がないということは、土塁を築営する際、しまりのない (旧)表土を削平する必

要があったこと、また、この周辺は地盤が高いので、 (旧)表土を削平して南方の地形的に低い

方へと押しやる必要性があったことに起因するものと思われる。Ⅲ区耳ヒ側の11号溝・12号溝、

通路を覆う整地層 (Ⅲ・Ⅳ区でいう2-皿層に考えられる。)は、旧表土と同じく黒褐色を呈し、

南側に見られる盛土整地層と異なること、皿・Ⅳ区の盛土が北側から)贋次なされていることな

どから、V区周辺の整地も、Ⅲ・Ⅳ区でいう2層 (皿層)の時期-17世紀後半から18世糸己初頭

―になされたものと考えられる。このことは、現在に残る土塁の本格的築塁もこの時期である

ことを暗示するものと解釈される。 (三 ノ丸跡の変遷でいうⅡ期の開始年代相当)
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層 土 色 土  性 備 考

10Y R% 黒  褐  色 粘質 シル 攪乱層。ガラス片 を混入。

b 10Y R% にぶ い 黄 褐 色 粘質 シル 攪乱層。瓦片、礫 を少量混入。

ЮYR% 黒  褐  色 攪乱層。ガラス片 を多量に混入。

d N% 暗  灰  色 攪乱層。ガラス片 を混入。

10Y R身 黒  褐  色 粘質シル 鶴舌し眉。瓦片、金属、ガラス片 を混入。

f 10Y R% 暗  褐  色 鶴乱層。多量の礫 と瓦片を教

`固

混入。

10Y R% 暗  褐  色 砂質シル 攪乱層。礫、金属、ガラス片を混入。

h 10Y Rχ 黒  褐  色 粘質シル 攪乱層。ガラス片 を混入。

2a 10Y R% 灰 黄 褐 色 砂質シル 盛上。礫 を少量混入。

2b 10Y R% 黒  褐  色 粘質シル 盛土。少量の炭化物 を混入。

2 10Y R% 砂質シル 感土^ L面 より組支土器片、数個出土 ^
10Y R% 灰 黄 褐 色 ン ,レ 盛上。少量の炭化物 を混入。

2e 10Y R% にな い 黄 橙 色 砂質シル 盛土。少量の炭化物 を混入。

3 10Y R% 灰 黄 褐 色 旧表上。上面に褐灰色の灰化層。

4a 10Y R% にぶ い 黄橙色 地山。少量の炭化物 を混入。

4b 7 5YR% 明 褐 色 地山。礫 を少量混入。

4c 10Y R% にぶ い 黄 褐 色 砂質シル 地山。礫を混入。

10Y R% にな い 黄 褐 色 砂質 シル 地山。マンガン粒、礫を混入。
5YR% 赤  褐  色 砂 地山^マ ンガン粒、礫 々混入.

IOY R% にな い 黄 褐 色 砂 地山。マンガシ粒 々混入。

10Y R% にな い 黄 橙 色 砂 地山。マンガン粒 を少量混入。

10Y R% にな い 黄 褐 色 土 地山。

4 10Y R% 暗 褐 色 ン ル ト 地山。礫、マ ンガン粒 を混入。ピ ット検出面。

4 10Y R% 掘 色 粘質シル ト 地山。炭化物、縄文土器片を少量混入。

第54図 平面 。断面図



表 6遺 構 一 覧 表  ※ ( )の 数値 は、発掘範囲内の数値である。

迪 樗 名
地 区 名

(グ リ ント名 )

規    模  (銅 )
時   期 出 土 遺 物

東西総長 南北総長
脳1   数
(梁行×桁行 )

と号建物 I区・ I・ J-20・ 2] 2× 2 I期 柱 材

2号柱 列 I区 」 K-20 (635) (3) I期 中国磁器

3号建物 I区 」・K-19 20 (1× 3) orこ 期

4号建物 Itt K-2] (1× 2) 期 ?

5号 建物 こ区 K-19～ 21 (3) or Ⅱ期

6号建物 Ⅱ区 R-20 (400) 期後半

7号 建物 ]区・ 0～ Q-16～ 18 (1,100) と、040 期 土師質土器

8号建物 Ⅱ区 Q・ R-15,16 (480) (640) 期 土師質土器

9号 建物 Ⅱ区 Q R-15 期 陶器 土師質土器
本元    テ」 Ⅱ区・0-15 (270) 期

遺 構 名
地  区  名
(グ リ ット名 )

規    模  (銅 )
時   期 出 土 遺 物

長   さ 高   さ

基   壇 Ⅳ区  B～ F-6 7 (2、 450) 30～90 Ⅱ 期

遺 構 名
地 区 名

(グ リット名 )

規    模   (cnl)
時  期 出 土 遺 物

最 大 長 最 大 幅 深   さ

池   跡 Itt H～ J-19・ 20 1 000 I期 中国青磁

遺 構 名
区 名

(グ リ ント名 )

規    模  (cm)
時  期 出 遺 物土

長 さ 幅

通   路 Ⅲ区 (2,700) Ⅱ 期

問知 石列 Ⅱ区 Ⅳ  期 磁 器

石 数通路 Ⅱ区 (2,800) 200-270 Ⅳ  期
磁器・陶器・土師質土器 金属製品 。国
内銭・瓦

進 構 名
地  区  名
(グ リノト名)

規   模  (cm)
時   期 出 土 遺 物

長   さ 幅 深   さ

1号 濤 I区 ;Tヱヴ
初
(2770) 100～ 280 15^-80 Ⅱ・Ⅲ期

磁器・中国磁器・陶器 瓦質土器・土師
質土器 木製品 金属製品・石製品・瓦

2号 濤 I区 E F-20・ 21 (1,100) Ⅲ期木 陶器・瓦質土器 木製品 瓦
3号 溝 I区  I・ 」-23～ 25 (1250) V 期 磁器・陶器・土師質土器

4号 溝 I tt I・ J― 9 (416) 50～ 70 I期
5号 濤 Ⅱ区 O P― 6^-19 (1,470) IV 期 陶器 瓦質土器 土師質土器 金属製品・瓦

6号 濤 Ⅱ区 P Q― ^-19 (2450) Ⅲ 期 土師質土器・瓦

7号 濤 [区 Q R― 6～ 20 (2,100) 50～ 60 Ⅲ 期 瓦

8号 溝 Ⅱ区・0～ R-17 18 (1,970) 100-ヤ 120 30^-45 I期
中国磁器・陶器 土師質土器・金属製品・
中国銭 瓦

9号 濤 Ⅱ区・Q-16 (300) 110-ヤ 150 I期 磁器 中国磁器 陶器 ,一分判金
10号 濤 Ⅱ区・P-19 I期 土師質土器 陶器
11号 濤 Ⅲ区・G～ L-8 (2690) 80～ 100 Ⅱ 期 木製品

12号 濤 Ⅲ区・H～ L-7 (2,270) 20^-30 Ⅱ 期 土師質土器 縄文土器・石製品・瓦
13号 湛 Ⅲ区・ J～ L-8 (1,300) 15^や 20 Ⅱ 期

14号 溝 Ⅲ区・G H-7 8 (860) 120-ヤ 130 20´▼30 近世以前

15号 濤 Ⅲ区・G-7 (500) 20^-40 7～ 8 近世以前

逢 梼 名
地   区  名
(グ リ ント名 )

規    模   (cm)
時  期 出 土 逮 物

長   さ 幅 1朱   さ
1号 暗 渠 I区 ・ F～ K-21・ 22 (3,100) Ⅱ期以後 磁器・瓦

2号暗 渠 I区  E～ K-19～ 21 (3220) Ⅱ期以後 磁器 中国磁器 土師質土器・瓦
3号暗 渠 I区  H-19 Ⅲ期以後 枕

4号晴 渠 Ⅲ区・K-8 Ⅱ期以後

5号 Rを渠 El tt L-7 (■ 0) Ⅱ期以後

6号暗渠 Ⅳ区・D-7 (300) Ⅱ期以後



遺 構 名
地 区 名

(グ リット名 )

規    模   (cm)
時  期 出 土 遵 物

√髯    車由 短   軸 深    さ

1号 竪 穴 Ⅱ区 RoS-20 15--20 X 期 磁 器・ 陶 器  瓦

2号竪 穴 Ⅱ区 O・ P-16・ 17 480 3～ 24 I 期
磁 器・ 中国磁 器・ 陶 器・ 瓦 質土 器・ 土師

質土器  金属製 品・ 国 内銭 ・ 瓦・ 篭鐘

3号 竪 穴 1区・ 0～ Q-18～ 20 1,180 880 25--30 V 期
磁器・中国磁器・陶器・ 瓦質土器・■師

質上器・金属製品・国内銭・瓦

4号 竪 穴 Ⅱ区・ 0～ R-15～ 18 1 370 1 300 15--20 V 期
磁器・中国骸器 陶器・ 瓦質土器 土師
質土器・金属製品・国内銭・瓦

進 構 名
地 区 名

(グ リット名)

テチ己             おうミ       (cm)
時  期 出 遺 物土

長   軸 短   軸 深    さ
1号 土 壌 I区・ C-2] Ⅲ  期 陶器・ 土 師質土 器・ 木製 品・ 瓦

2号 土 残 I区・ C-21 Ⅲ  期 舷器・ 陶 器・ 土師 質土 器・ 瓦

3号 土 坂 I区 」 K-19 398 I 期 中国磁器・瓦質土器・土師 質土器・瓦
4号 土 茨 Ⅱ区・P-19 248 Ⅲ期 ? 磁 器・ 陶 器・ 瓦

5号土 痰 Ⅱ区・Q-18～ 20 200--270 30^-50 I 期
中国磁 器 陶器・瓦質土 器・須恵器・金
属製品 中国銭・瓦

6号 土 装 Ⅱ区 Q・ R-18～ 20 1 000 320--350 250^-280 I 期
磁器 中国磁器・陶器・ 瓦質上器・土師
質土器 土師器・木製品・金属製品 中
国銭 。国内銭・土製品・石製品・瓦

7号土 壌 Ⅱ区―P・ Q-18・ 19 (340) 6 ～15 I 期 中国磁 器・陶 器・瓦 質土 器・上 師 質土器 瓦

8号 土 壌 Ⅱ区・ P-15。 16 357 190--210 30-45 I 期
磁器・陶器・瓦質土器・土師質土器・金

属製品 石製品・瓦

9号 土 壌 Ⅱ区・ R-17～ 19 170～190 I 期
中国IfZ器 陶器・瓦質上 器・土師質土器・
須忘器・木製品・金属製 品・中国銭  国
内銭・石製品・瓦

10号 土 壌 Ⅱ区 Q・ R-15 440 I 期
陶器・ 瓦 質土 器  土 師 質土 器・金属製 品・
中国銭・ 瓦

11号 土 残 Ⅱ区・O-16 250 6～ 9 Ⅳ  期 骸 器・ 瓦

12号 土 壊 Ⅱ区・O-15 I期初
13号 上 躾 Ⅱ区・R-20 21 10 T期 か
14号 土 残 Ⅱ区 R-20・ 2] r期 か
15号 上 嫉 Ⅱ区 O-18 I 期
16号 土 域 Ⅱ区 O-18 90 8 I 期
墓   嫉 I tt F-21 40 V 期 馬骨・金属製品・ I「M器・ 木 製 品  瓦



第 4章 発見遺物

陶磁器、土師質土器、瓦質土器、瓦、本製品、石製品、金属製品など、仙台城三ノ丸が造営

された敷地の利用のされ方を考えるに重要な資料が多数出土した。旧博物館が建設されていた

場所をはずして、その周囲を調査したためか、三ノ丸 (一米蔵)を示すような遺物はあまり多

くなく、Ⅱ区 6号土壊出土遺物など、17世糸己初頭の一括遺物が特筆されるものであった。

仙台城の当初の縄張りを考えるうえにも、また全国的なレベルでの近世遺物の研究にとって

も、重要な指標となり得るものと考えられるものである。

以下、各節において各出土遺物の詳細を述べたい。

第 1節 陶磁器

陶磁器については、時代幅が大きく、また産地も変化に富む。さて、個々の遺物については

実測図、観察表を見ていただくことにして、ここでは大きく調査区別と産地別を基本としてそ

の特徴を述べてみたい。

1.I区
I区では、I・ Ⅱ期の遺物は極めて少なく、Ⅲ・Ⅳ期に遺物量が増大する。これは、遺構数

やその性格と関連するものと考えられる。V期には再び減少する。

(I)I期

I期の陶磁器は、美濃・唐津・信楽・中国・土師質土器などがある。出土傾向は、 a地点の

旧表土や doc地点の 1号 。2号暗渠に偏在する。

美濃

美濃製品は14点あり、志野・織部 。灰釉系・鉄釉のものがある。このうち、志野は皿に限ら

れ、第94図 16に みられるように口縁部が外反する特徴をもち、美濃の編年の大窯V期の製品で

ある。絵志野は確認できない。いずれも削り出し高台である。織部には、志野織部の皿
。青織

部の大平鉢 (第 95図 3)がある。この大平鉢には松の木が図案化された鉄絵がみられる。その

他に灰釉系の碗・皿 。鉄釉の悟鉢がある。いずれも細片が多くその特徴を充分に把めない。志

野製品を除けば、いずれも連房式登窯移行後の17世紀初頭 (慶長～元和)の ものであろう。

唐津

唐津の製品は 2点あり、灰釉系、鉄釉系のものがある。鉄釉系壷 (黒唐津 ?)、 灰釉系の鉢・

皿、絵唐津の大皿が出土しているが、いずれも破片ばかりである。
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信楽

信楽の製品には、鉢か壺の体部破片 1点がある。

不明陶器

産地を特定できない鉢類などがある。第95図 5はロクロロの明瞭な平底の匝鉢である。また

橋鉢には第96図 1・ 3。 9がある。このうち、 1は常滑、 9は瀬戸・美濃系の可能性もある。

中国磁器

中国製品は10点出土している。このうち、池跡底面から出土した青磁 1点 を除けば、他はす

べて染付の碗や皿、そして鉢である。しかし、すべて細片で全体を知り得るものはない。染付

文様は草花文がほとんどであるが、その中の 1点 に外面に波濤文帯と葉文 (芭蕉葉文か)の一

部が認められる皿がある。内面にも染付が認められるが文様は不明である。これは、月ヽ野正敏

氏の分類によれば、C群皿 1類に属し、15世紀後半から16世紀後半に消長したものと言われる

(1982:小野正敏)。 その他の特徴としては口縁部が端反りするものや輪花の皿がある。青磁は

碗 と考えられるが、細片で特徴を把めない。

(2)Ⅱ 期

Ⅱ期は極めて出土量が少なく、唐津、肥前磁器がある。

唐津

唐津の製品は 3点で、いずれも刷毛目文鉢 (第 95図 1・ 2)である。刷毛目文は、白化粧土

によるもので、さらに灰釉を施釉している。 1は畳付が無釉で、 2は高台内全体が無釉となる。

高台は蛇ノロ高台で、内傾している。この高台の特徴は、】巴前磁器と共通する。いずれもⅢ期

後半から終木 (17世紀後半)の ものであろう。

肥前磁器

染付碗 2点 と自磁小trh l点 (第 107図 20)が ある。染付のうち1点は、陶胎染付で胎土は黒色

を呈する。白磁は黒ずんだ灰白色の不透明釉で朝顔形に開き、口縁部はさらに外反する。高台

脇と畳付が無釉となる。Ⅱ期後半のものであろう。

(3)Ⅲ期

皿期は、 1号 。2号溝およびⅣ期に形成されたテラスの盛土中に含まれるものが大部分を占

める。また、他の調査区に比較して出土量が多い。この時期の製品には、陶器では美濃・瀬戸

系・唐津 。相馬・堤・不明陶器・磁器では中国・肥前・東北のものがある。Ⅱ期に比べると出

土量と共に産地も多様
′性を増す。

1)陶器

美濃・瀬戸系

美濃・瀬戸系の製品は 5点であり、灰釉系の碗・皿、鉄釉系の鉢などがある。これらは、細



片で充分に特徴を把めない。また、絵皿 1点が 1号溝から出土 している (第94図 20)。 この絵皿

は、国径が20cmを 越すものと考えられ、鉄絵の牡丹文が内面に見られる。花弁内は呉須染付に

よるもので、三ノ九肋では他に例を見ない。全体に灰釉 を施釉するが、腰部から高台全体は無

釉である。見込には、日跡が 2ケ 所ある。高台内には墨書が認められ、「□田」と読める。

ところで、これらの製品の胎土は、相,馬 (大堀系)焼のものと類似し、今後充分な検討が必

要である。一方、陶器に鉄釉と呉須を併用する例は、今のところ相馬では確認されず、瀬戸の

洞窯などに見られるものである。これらは、 1号溝から出上したとぃう点から、およそⅢ期後

半のものであろう。

唐津

唐津の製品は、鉢、皿 1点ずつである。鉢は小片で不明な点が多いが二彩唐津大鉢片と考え

られる。第94図 17の皿は、唐津の青緑釉皿と同じものと考えられるが、釉は褐色を呈する。こ

れら製品は、17世紀後半～18世紀前半のものと考えられるが、層位的にみて、皿期の初頭 (18

世紀前半)こ ろとみたい。

相馬

相J馬焼は、相,焉藩の御庭窯であった田代窯とその後に起った民窯である大堀系の諸窯がある。

現在では、前者を「相,焉駒焼」、後者を「大堀相,焉焼」として区別している (1977:高橋良一郎)。

高橋氏によれば、田代窯の開窯は慶安元 (1648)年 、大堀諸窯は元禄 3(1690)年であるとい

う。筆者らが直接現地に行って観察した結果や最近調査された大堀系に属する福島県大熊町山

神窯 (1982:大竹憲二 。他)の製品との形態的類似性から、三ノ丸の出土品は、大堀系の製品

と判断される。両者の窯の性格からみても妥当なものであろう。ここでは、大堀系の民窯製品

を「相馬」と呼称することとし、以下必要があれば区別して使用したい。

さて、相,焉の製品は57点あり、碗・皿・土瓶・火入れなどがある。これらは、 1号・ 2号溝、

1号土竣等に偏在して認められる。これらの遺構の東側には、米蔵と共に米蔵を管理した役人

の居家が存在したことがわかっており、これと関連する可能性が強い。

碗については、比較的出土量が多く、分類が可能である。ここでは、Ⅳ期のものも含めて分

類したい (第 56図 )。

I類  体部中央に稜をもち、体部上半は直立ぎみに立ち上がり、口縁部がわずかに外反す
る。稜の直下に沈線が一条めぐる。灰釉が施釉され、貫入がみられ、高台脇を含めて

高台内全体が無釉となる。

Ⅱ類  】要部の張りは弱く、内弯しながら立ち上がる。灰釉、藁灰釉、糖白釉が施釉され、

細かな貫入が認められる。高台脇に釉が流れているが、本来は I類同様高台全体が無

釉となる。



Ⅲ類  腰部の張 りは弱く内弯 しながら立ち上がる。

形態はⅢ類と類似するが、かなり厚手の作 りに

なっている。高台内の削り込みも他に比較 して

深い。灰釉が施釉され、高台全体が無釉 となる。

このタイプは、抹茶茶碗の可能性が強い。

Ⅳ類  体部を灰釉上半部 と鉄釉下半部の塗 り分ける

娩である。体部下半にロクロによる糸目がみら

れる。形態は、Ⅲ類と共通し、高台内の削 り込

みも深い。器厚も皿類ほどではないが、比較的

厚手のものが多い。高台内にも鉄釉が施釉 され、

畳付の書Б分が無矛由となる。 これらは、 さらに糸田

分できる。

aは、体部下半の糸目は条数が少なく間隔が

あき、太い。

bは、逆に糸目は条数が多く、細かい。間隔

も狭い。

V類  腰部に明瞭な稜を持ち、わずかに内弯 しなが

ら立ち上がる。釉は、鉄釉のものと灰釉のもの

がある。施釉範囲は高台脇まで認められ、高台

内が無釉となる。全体を知り得るものがなく、

今後充分な検討が必要である。

Ⅳ類  小型の湯飲み茶碗であろう。腰部が張 り、ほ

ぼ垂直に立ち上がる。高台全体が無釉となる。

現在、灰釉のみが知られる。

Ⅱ類の一部とⅣ類には見込に目跡がある。また、いず

れも高台は削 り出し高台である。その他にも碗の破片が

あり、釉の種類などもバラエティに富むが、糸田片ばかり

で特徴を把めない。

各類型の消長は充分に理解できないが、 I～ Ⅳ類は、

Ⅳ期のテラス形成以前の遺構にみられ、VoⅥ 類は、テ

ラス形成時の盛土上部より出土 している。 したがって、

I～ Ⅳ類はⅢ期後半ころ、VoⅥ類はⅣ期にそれぞれ属

Ⅵ類

第56図 相馬焼分類図
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するものと考えられている。

各類型の共伴関係については、 1号土壌では I類 (第 94図 1)、 Ⅲ類 (第94図 2)、 Ⅳ a類、

2号土壊ではⅣ a類、 1号溝ではⅡ類 ?(第 94図 7、 糖白釉)、 Ⅳ a類 (第94図 5)、 さらにど

の類型に属すか、あるいは新たな類型を設定すべきか判然としないが、藁灰釉に青釉流 しの碗

(第 94図12)が ある。 2号溝ではⅣb類 (第 94図 9)が出土し、Ⅳ a類よりやや新しい特徴と

認識することが可能かもしれない。一方、 1号・ 2号土渡や、 1号溝内にも認められた旧表土

(9層 )中 には、Ⅲ類 (第 94図 3)、 I類あるいはⅢ類と考えられる碗 (第 94図 8)が出土して

いる。したがって、今後詳細な検討が必要であるが、 I～ IV a類はほぼ同時期の碗組成と考え

られ、やや遅れてⅣb類が出現したことが考えられる。その他には、IV期に形成されたテラス

盛土中 (Ⅲ期の製品が主体となる)には、 I類 (第94図 4・ 6)、 Ⅲ類 (第 94図10)が出土して

いる。その他の器種として、 1号溝出土の大入れ (第 95図 6)がある。皿、土瓶などについて

は破片が出土しているか充分に明らかにできない。V・ Ⅵ類の碗については後述する。

堤

堤焼については、庄子源七郎義忠 (初代乾馬)が書いた文政 5(1822)年「堤町陶土器之由

来」によれば、元禄年間に江戸の陶器銅上村万右衛問が現在の仙台市堤町に来て開窯したと伝

えられている (1970:関善内)。 当時は堤町の近く杉山台で開窯したことから杉山焼と称して

いたようで、堤焼という名称は、明治中期以後からのものという。江戸期の堤焼は、磁器の生

産は行っておらず、陶器窯であろう。

堤の製品については、その変遷が全く不明である。そこで、筆者らは、直接現地にて表採し

た資料を基に鑑定を行った。堤の製品の特徴は、胎土中に多くの砂粒を含み、無釉の部分が澄

色を呈するものや、焼成の良好なものは胎土が黒色を呈する。特に砂粒の特徴から、他の産地

の製品と区別することが可能であろう。

Ⅲ期の堤の製品は 7点あり、鉄釉の甕、悟鉢、灰釉系の香炉、蓋 (土瓶 ?)がある。このう

ち図示できるものは、テラス形成以前の旧表土より出土した第95図 11の二足香炉、 1号溝出土

の第97図 9の蓋、第96図 6・ 7の悟外、G-24区旧表土より出土した第96図 8の悟外がある。

(堤の摺鉢について)

堤の悟鉢はいずれも鉄釉で、底部の切り離 しは糸切りである。また、体部下半には重ね焼き

をする時に溶着を防ぐための窯道具の痕跡 (一種のハマ痕)がおよそ7～ 8ヶ 所認められる。

この窯道具痕の部分には稲藁や靱 と考えられる植物の繊維が 着している。これらは、堤の

悟鉢の技法の特徴とみてよいであろう。

形態の特徴などについては、後述するⅣ期のものを含めてその特徴を述べてみたい。形態の

変化は、口縁部に最もその特徴が現われている (第 57図 )。 大きく二つに細分することが可能で



ある。 I類 としたものは、日唇部直下に一条の粘土紐を貼り付けている。Ⅱ類は二条の粘土紐

を貼り付けている。極めて特徴的な差がある。また、 I類は釉むらが比較的多く、筋目は粗雑

で 7～ 8本程度を単位とする。Ⅱ類は、 I類に比べ器厚が厚いものが多く、筋目は整然として

おり、20本以上を単位としている。 I類は、皿期の遺構 (1号溝など)を上限として、Ⅱ類は、

テラスの盛土上部や表土中 (Ⅳ・V期)か ら出土しており、また、後述するⅡ区の 3号竪穴遺

構からも出土している。したがつて、 I類からⅡ類に変化したことは確かであろうが、Ⅲ類出

現後もI類は引き続き生産されていた可能性が強い。堤の構鉢には全面施釉するものが多い

が、表土中から出土するI類の中に内面は口縁部のみに施釉するものがある。このタイプの橋

鉢はⅢ区の出土品 (第106図 3)や堤かどうか明確な判断ができないがⅥ区巽門の出土品にも類

似品が出土している。これらの悟鉢は、I類の形態を留めるものの、もはやI類の諸特徴はみら

れず、Ⅱ類の特徴をほば備えている。一応、I類からⅡ類の変化はⅣ期ころと把えておきたい。

不明陶器

産地の不明な陶器も7点あり、ほとんどが細片である。その中で第97図 10の土瓶が実測可能

であった。この土瓶は、G-23区テラス形成以前の旧表土上より出土している。したがつて、

Ⅳ期まで下らない製品とみてよく、三ノ丸跡出土資料中最も古く位置づけられる。体部外面は、

下半部の稜線まで青黒色釉 (海鼠釉の一種か)が施釉され、口縁部の内面まで認められる。た

だし、日唇部上面は無釉となる。後述する相,焉の土瓶に比べ厚手で均

質な砂粒を多量に含んでいる。体部と注口の接合部分は単孔となる点

は、他に例がない。体部下半の無釉の部分には、多量の炭化物が付着

している。鉄製の把手の 1部が、注目の上部に残っている。年代につ

いては、明確にできないが、およそ18世紀後半 (皿期後半)に位置づ

けておきたい。また、第94図 19は鉄絵の皿である。内面には、 1条の

沈線がめぐり、重ね焼の目跡が残る。この時期の∽器皿の中で、本例

は高台の断面が九みをもつ点でやや特異と言えようか。相馬の可能性

もあるが、定かではない。

2)磁器

中国磁器

1号溝出土の染付碗 (第 107図 1)1点がある。文様は簡略化された

龍を表現したものと考えられる。口縁部が端反りするものである。大

橋康二氏の御教示によれば、清代の乾隆年間 (18世紀)こ ろの製品と

考えられる。 I期の中国磁器に比べると、文様の輪郭線が細く、呉須

は濃い。 1号溝の他の出土品の年代とも矛盾しない。清代の海外輸出

第57図 堤焼摺鉢分類図



品の増大時期に一致するものであろう。県内では他に例がない。

肥前磁器

肥前磁器には、染付碗・皿・鉢・箱物・蓋・壷・徳利 。青磁皿・鉢・香炉・白磁碗 などがあ

る。

このうち、染付の碗 と皿 については、およそ分類が可能である。まず碗について述べること

にしよう。染付碗 については、飯茶碗 (A類)と 湯飲み茶碗 (B類)に 2分することができる。

A類とB類は、口径がおよそ10cm前後を基準として区別が可能である。 しかし、使用者側から

見れば、こうした区別は極めて流動的で、直ちに用途 を変えることができる。特にA類の中で

10釦付近のものはその傾向が著 しいものと考えられ、極めて便宜的なものと言わざるを得ない。

しかし、B類 をA類の用途 に使用することはないと考えられる。

A類  口径10～ 15cm、 高さ6～ 8 cmの ものが多い。
A-1類   厚手で、腰の張 りが弱 く、やや内弯 しながら立ち上がるもの。
A-2類   1類 と共通するが薄手のもの。

A-1類 は、典型的ないわゆる「 くらわんか手」と称するものである。文様は、梅樹文や九

文が多く、コンニャクF「判のものもみられる。これらは、長崎県波佐見系諸窯などにみられる

ものである。第107図 5～ 7,9が ある。
A-2類 は、 I区 には図示できるものがないが、菊花文と氷裂文を組み合せたものや唐草文
そして白磁などの碗がある。各類型は、およそ18世紀後半までの製品とみてよいであろう。

B類  口径は10cm以 下で 7～ 8 cmが多く、高さは 5 cm前後のものが多い。これらはさらに
3種類に細分できる。

B-1類   I要部が強 く張 り、ほぼ直立して立ち上がるもの。
B-2類   腰部が屈曲し、垂直に立ち上がるもの。
B-3類   体部全体が「ハ」字形に開くもの。
B-1類 には、第107図 3・ 4があり、特に 3は、京焼の影響を受けて成立したものと考えら
れる。肥前における京焼の影響は17世紀後半に現われる (1984:大 橋康二)。 しかし、本例は、

見込に手描 き五弁花 らしきものが認められることから、18世糸己の製品とみたい。

B-2類 には、第107図 13が 1例 あり、形態や口縁部内面の花菱文の特徴から、18世紀後半の

ものであろう。

B-3類 は、Ⅲ期に属すものは、1号溝出土の第107図 18が今のところ唯―のものである。年
代は18世紀末から19世紀初頭ころのものであろう。むしろ、このタイプは続 くIV期に多く出土

する。その他に I類に類似するものとして、第107図 8がある。見込には手描 き五弁花、高台内

には、「大明成 化年製 」銘がみられる。



皿類は、およそ6類型に細分できる。これらはいずれも染付である。

A類  見込は、輪状に釉が拭き取られたもの (見込釉ハギ皿)。

すべて厚手の皿である。

Btt  A類 と共通するが、見込の釉の拭き取りがみられないもの。

C類  薄手で、口縁端部がやや端反るもの。

本類は、内側全面に支様を描く。

D類  高台が碁笥底となるもの。

推定では、口径が約20cm前後あるものと考えられ、Ⅲ期の皿で大型に属する。

E類  口径10cm前後の小皿類である。

本類はさらに、 2種類に細分される。

E-1類  他の類型同様内弯しながら立ち上がるもの。

E-2類  腰部に明瞭な稜を持ち、「ハ」字形に開くものである。

F類  その他

同類型に属すか、あるいは、新たな類型にすべきか判然としない。

さて、A類には、第108図 7がある。中央には、おそらく五弁花 (コ ンニャクE「判)がつくもの

と考えられる。 B類には、第108図 2・ 6がある。見込には五弁花 (コ ンニャクF「判)がある。A

類、B類がいわゆる典型的な「くらわんか手」と称する皿類である。C類には、第108図 3があ

る。これと同一のものが他に 1点ずつ I区 。Ⅱ区より出土している。D類は第108図 8がある。

1号土疲より出土し、本遺跡では今のところ唯―のものである。E-1類 には第108図 5。 1

がある。 1の見込には、五弁花 (コ ンニャク即判)が認められる。本類は法量を異にするが、そ

の特徴はB類 と共通する。E-2類 には、第108図11がある。F類には、第108図 4・ 10がある。

年代については、A類が18世紀中葉に、その他は18世糸己初頭から後半のものと考えられる。な

おD類については明確ではないが、 1号土渡の他の遺物から判断して、18世紀後半と考えてお

きたい。F類についてもほば18世紀と考えられるが、 4は もう少し古くすべきかもしれない。

この他の図示できる染付製品には、第108図 12の輪花鉢、第108図 14の鉢あるいは壺のかえり

のある蓋、第108図 16の瓶 (徳利)、 同図17の香油壺がある。12は 18世紀中葉、14・ 16は 18世紀

後半、17は 18世紀の所産と考えられる。図示できないが、他に18世糸己前半に流行した型紙招の

角皿がある。

青磁の製品で図示できるものは、わずか2点 に過ぎない。1号土渡出土の第108図 15の三足香

炉、第108図 13の鉢である。これらは、18世紀の製品であるが、特に後者は、18世糸己以後の特徴

である蛇ノロ凹形高台である。



東北磁器

図示できないが、 1号溝埋± 1層 中に切込焼の可能性のある染付三破片 1点がある。 1号溝
がほぼ埋没を完了する時期から、およそ19世紀初頭 (Ⅲ期末)の ものと考えられる。肥前の可

能性も残されており、今後充分検討したい。

(4)Ⅲ ～Ⅳ期

時期を限定できないが、Ⅲ類からⅣ期にかけての製品と考えられるものがある。産地別にみ

た場合には、陶器では相馬の製品が極めて多い。次いで肥前磁器が多い。皿では、第94図 18の

灰釉皿があり、タト面に鉄釉界線があることから、鉄捨の存在が予想される。見込は全体がやや

窪み、4ヶ 所に目跡がある。産地は明らかではないが、相馬の可能性がある。第97図 11・ 12は

灰釉土瓶の底部破片である。内面に灰釉が施釉されている。相馬の製品である。第95図 4は鉄

釉鉢であるが、口縁書bが受け口状を呈することから、これに蓋と把手が付く油注ぎのようなも

のであろう。内面と外面上半に鉄釉がみられる。堤の製品の可能′性がある。

(5)Ⅳ期

I区では出土量のピークがⅢ期にあり、続くⅣ期には、しだいに減少する。出土状況も、テ

ラスの盛土上部から表土にかけて多く出土する。この時期の製品には、陶器では美濃・瀬戸系・

相馬・堤などがあり、磁器では肥前 。東北がある。

1)陶器

美濃・瀬戸系

灰釉と鉄釉の製品が 4点 ある。皿では、内面に渦巻状の蔓唐草文の鉄絵皿などがある。また、

図示していないが鉄釉徳利がある。この徳利は、幕末に流行した美濃高田徳利と関連するもの

であろうか。

オロ拝邑

相′馬の製品は14点 あり、鉄釉や灰釉の碗、灰釉皿、灰釉、青釉、糖白釉の土瓶がある。青釉

や糖白釉の土瓶はⅣ期に存在するが、その上限は明らかではない。碗は図示できるものが 3点

あり、いずれもテラス盛土上部から出土してぃる。前述のV類に属するものに第94図 11。 13が

あり、いずれも灰釉碗である。Ⅵ類の碗は第94図 15の灰釉碗が 1点ある。V類の碗の中には、

テラス盛土下部から出土する鉄釉碗があり、Ⅵ類より出現時期が先行する可能性が強い。

第97図 13は 、糖白釉の土瓶である。内面には薄い灰釉を施釉するが、口縁部内面から口唇部

にかけては無釉となる。幕末以後の製品であろうか。

堤

この時期の製品は焙烙 (第 97図 2)1点 がある。本例はテラス盛土下部より出土している。
Ⅳ期でも古いと考えられる。堤の焙烙は、今のところ、蜂屋清八 (文政 9年生まれ)と いう陶



工の存在 (1974:関 善内)が最も古く、おそらく天保年間以後には製作されていたものと考え

られる。厚手の製品で、口縁部下に軽い段差がある。こうした特徴は、他の焙烙にはない。全

体に橙色の鉛釉が施される。

その他にⅣ～V期 と考えられる堤の製品がある。器種は、焙烙 (鉛釉)・ 悟鉢 (鉄釉)・ 甕 (海

鼠釉・鉄釉)。 壷 (灰釉系・鉄釉)・ 切立 (鉄釉)がある。これらは、ほとんどテラスの表土お

よび 2層 から出土したものである。

焙烙には、鉛琴由を施釉した第97図 1・ 3・ 4がある。 1は前述のものと比較して形態に変化

が見られる。薄手であり、口縁部が外反する。段差はみられない。 3・ 4は、焙烙の把手であ

る。悟鉢はすべて鉄釉を施す。第96図 2,4・ 5があり、 2は Ⅲ類に属す。 5は、堤の悟鉢の

中では薄手で、外面は釉むらが著しい。第95図 9は、海鼠釉の大甕の口縁部破片である。第97

図 7は内外面に鉄釉を施す九味の強い重である。第96図 7は鉄釉切立である。底部のみで判然

としないが、内面に鉄釉を施す。内面には明瞭なロクロロがある。

不明陶器

産地の不明なものが16点ある。図示できるものは 4点に過ぎない。第95図 8は灰釉香炉であ

る。釉は外面と内面の口縁部に施される。胎土は灰白色を呈し、均質の細砂である。第97図 8

は、鉄分の多い灰釉小壷である。第95図 10は青味の強い藁灰釉片口鉢である。胎土中に多量の

自色粒子を合む。片口の口唇部には炭化物が付着する。第97図 5は、鉄釉の行平の把手であろ

う。

2)磁器

肥前磁器

肥前の製品には、染付碗 2点がある。第107図 19は広東碗である。月巴前における広東碗は、18

世紀後半から19世糸己前半にかけて製作されたことが知られる (1984:大橋 )。 本例は、層位的に

みて、19世紀前半のものであろう。第107図 12は、前述の碗の分類で、B-3類 に属する染付碗

である。見込には「寿」の模式化された文字がある。

その他に時期を明確にできないが、およそⅣ期を中心とした肥前の製品には、青磁型打皿、

白磁碗・鉢 。染付碗・角鉢がある。このうち、染付製品にガラス補修が認められる。

東北磁器

図示できないが、東北産の可能性のある染付皿 1点がある。

東北地方にVD・ける磁器製造の開始は、およそ文化年間以後であり、それが軌道に乗るのは天

保年間以後のことである。生産地については、ほぼ会津本郷、切込、平清水の諸窯に限られる。

少なくとも、三ノ丸跡には、イよとんどこれらの製品が搬入されていない。東北磁器の搬入は明

治に入ってからのことであろう。



不明磁器

産地を特定できない磁器が 6点ある。染付碗・白磁鉢がある。このうち、図示できるものは、

湯飲みと考えられる染付碗に限られる。第 107図 15。 16。 17がある。これらの碗は、前述の肥

前の碗 B-3類 と共通する。したがって、三ノ九跡における出現時期は、Ⅲ期末 (19世糸己初頭)
と考えられる。一方、このタイプの碗は、耳ヒ海道白老町に所在する仙台藩陣屋跡から出土して

いる (1982:長沼孝)。 この陣屋は、幕府の命令によって、仙台藩が北方警備にあたるため、安

政 2(1955)年に建てられたものである。その後の経営は一ノ関藩に引き継がれたが、建物は

明治 3(1870)年 ころに壊されている。したがって、これらの碗も明治初期まで使用されてい

たことは確実であろう。産地については、今後充分な検討が必要であるが、当時このタイプの

碗は、かなり流行していたようで、例えば、肥前・瀬戸 (1984:仲野泰裕)。 会津本郷蚕養窯跡

(1984:柳田俊雄)。 平清水などにもみられる。

(6)V期
この時期の陶磁器は表土に限られ、出土数も極めて少ない。陶器では産地不明のもの、磁器

では、肥前 。東北・不明のものがある。

1)陶器

不明陶器

灰釉のタイル、鉄釉橋鉢 3点がある。いずれも図示できるものはない。

2)磁器

肥前磁器

肥前磁器には、染付碗 2点がある。図示できるものは、第107図 19の染付丸文碗がある。釉調

などからみて、明治以後のものであろう。

東北磁器

産地は明確にできないが、東北のものと考えられる型打変形碗が 1点ある。

不明磁器

産地不明のものには、銅版プリントによる染付壺・色絵碗 。染付外 (井)な ど11点がある。

2.I区

Ⅲ区では、 I期の陶磁器が極めて多く、他の調査区はもちろん、他の時期の出土量をはるか

にしのいでいる。一方、 I期の陶磁器類は、茶道具や会席料理用の食器である点でⅡ区の空間

利用の性格を良く反映しているものと考えられる。Ⅱ期以後は、皿期でやや増加するものの I

期に比べるべくもない。

(1)I期

I期の陶磁器には、陶器では美濃・唐津・信楽・不明陶器・磁器では中国、】巴前がある。こ
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れらは、Ⅱ区の全域から出土するが、とりわけ、】ヒ西部の追構から集中的に出土し、建物跡付

近にも多い。

1)陶器

美濃

美濃製品は127点 あり、その内訳は、織部54点、志野26点、黄瀬戸 1点、灰釉 。鉄釉系46点で

ある。なお、本報告で使用している「織部」は、志野織部・総織部・青織部・美濃伊賀に限っ

て使用している。本来は、織部系窯で焼成された製品すべてを扱 うべ きところであ_る が、充分

に理解できない。したがって、灰釉系や鉄釉の製品は区別して扱っている。詳細な年代観は、

槍崎彰一、井上喜久男両氏の御教示に魚 うところが大きい。なる、美濃窯の編年は何人かの研

究者によってなされているが、最新のものとしては田口昭二氏のものがある (1983:田 口昭二 )。

本書では、田口編年に従った。

(織部 )

織部には、碗・小郭・丸皿 。台脚付皿・向付 。大平鉢・水指がある。これらの大部分は削 り

出し高台である。第98図 8は、内面に線巻 き文様 をもつ志野織部碗である。付高台であろう。

脚部以下が露胎となる。およそ元和年間の製品であろう。第98図 4は銅緑釉碗である。】要部以

下が露胎となる。慶長～元和の製品である。第105図 5は、銅緑釉小不である。これも:要部以下

が露月台となる。不由調は、 かなり青味が強とヽ。

皿類には折縁の九皿があり、総織部と青織部がある。総織部には第99図 1,2・ 3があり、

いずれも縁帯と見込に沈線がめぐり、見込に 3ヶ 所の目跡がある。いずれも、腰部以下が露胎

となる。また、同じ総織部で、見込中央に菊 F「花文をもつ第99図 4・ 5の皿がある。両者のFF

花文には差がみられる。 4は、内面全面に炭化物が付着 し、おそらく燈明皿として使用された

ものであろう。青織部の皿には、第99図 6・ 7、 第100図 2・ 5がある。見込には、簡略化され

た松本文がある。また、銅緑釉は縁帯部全面に施釉 されている。総織部の皿との大きな差は、

日跡がなく直接重ね焼 き痕が残っている点にある。

台脚付皿は、第98図 18。 19が ある。これらは内面に鉄絵のある志野織部の製品である。両者

ともに付高台であり、施釉は高台脇までみられる。18は折縁で、内面に声文を描 く、口縁部は

歪みを生じており、三方あるいは四方を指などで窪ませたものであろう。19の鉄絵は草文であ

る。

向付には、青織部・志野織部・銅緑釉流 しがあり、青織部が多く、数個体分ある。青織部向

付には図示できるものは、第100図 7・ 8がある。8は扇面形で、内面の文様を何と呼ぶべ きか

不明であるが、側面の一部にはつるし柿の文様がみられる。 7は角形で内面に水鳥と水平線 を

表現 した文様がみられる。これらは、いずれも内面に布目跡が残 り、型作りであることがわか



る。底面にはヘラ削り調整後に足 (三足か)が付けられている。前者は槍崎氏から元屋敷窯の

製品であろうとの御教示をいただいた。したがって、慶長中期ころのものであろう。後者もほ

ぼ同様の年代が考えられる。志野織部の向付には、第103図 1がある。破片であるため疑間も残

るが、筒型向付と思われる。外面には線巻 き文様 とこれに直交する不規則な線描がみられる。

長石釉を施すが、高台内にはみられない。およそ慶長～元和のものであろう。銅緑釉流 しの角

鉢 (向付)は、第100図 6が唯一存在する。内面に布目が残る型作 り成形である。内面には、銅

緑釉の流 し荘卜けが 2ヶ 所と口縁部に一条の線描 きがあるが、見込の文様は不明である。目跡が

lヶ 所認められる。外面は体部に蔓唐草文が描かれ、底部は軽いヘラ削り調整後に足を付けて

いる。足は配置から考えて 3～ 4ヶ 所あったのであろう。器形は破片のため明確にしがたいが、

隅丸方形を基調とするものと考えられる。年代は、およそ元和ころのものである。

大平鉢には、青織部と銅緑釉流 しのものがある。青繊部には、第101図 1がある。見込には、

独特の草花文鉄絵がみられる。高台内に日跡がある。元和年間ころの製品であろう。銅緑釉流

しE「花大平鉢には、第101図 2、 第102図 4がある。前者は、内面の見込と内面体部に 8条単位

の沈線、見込中央のE「花の部分などに銅緑釉がみられる。登窯 I期でも大川東窯期に併行する

ものであろう。後者は、破片で充分特徴を把めない。見込には、前者に比べ浅 く太い沈線がみ

られる。これらの大平鉢は、高台内や畳付まで施釉がみられる。また、 E「花大平鉢に限って、

内面に方形の重ね焼 きの目跡が残っている。大平鉢はすべて、およそ元和年間の製品とみてよ

いであろう。

美濃伊賀には、第102図 5の水指 1点がある。本例は共蓋の水指で、正面と背面に 1筋ずつ鉄

釉を流 している。また、これと同様に 2ヶ 所灰白色 (長石釉か)の釉を流 し推卜けている。口縁

部下に、 2ヶ 所耳が付 き、底面の足は 3ヶ 所ある。底面には糸切 り痕と共にヘラによる 1条の

沈線が認められる。器体上部はロクロロを強調させ、下部はケズリ調整があり、全体を歪ませ

ている。美濃伊賀の製品として知られるものには水指と花生があり、ほぼ元屋敷窯に限られる。

檜崎氏の御教示でも、本例は元屋敷窯の製品とみてよいであろうとのことであった。年代は慶

長中期ころである。

織部は、連房式登窯の製品で、慶長中期から元和ころのものである。赤織部・鳴海織部 。弥

七田織部は全くみられない。

(忘野)

志野製品には、皿・向付 。大鉢がある。志野の製品はⅡ区の建物跡付近より多く出土する傾

向がある。

皿には、九皿・菊皿 。絵志野皿・鼠志野皿がある。九皿は、第98図 14が唯一図示可能な例で

ある。個体数は比較的多いがいずれも細片ばかりである。14は テリが強 く、高台内が露胎 とな



る。外面は釉むらが著しい。高台内に墨書が認められるが、判読できない。登窯移行後の慶長

ころの製品であろう。菊皿は、第98図 15がある。口縁部と体部外面には、明瞭な削り込みがあ

る。高台の断面形は三角形を呈する。口縁部の反りはない。本例は、大窯の終末期の製品と考

えられ、ほぼ慶長初年ころのモ)のであろう。菊皿は他に 1点細片がある。絵志野皿は、第98図

13がある。折縁タイプの皿で、見込には鉄絵がみられる。この絵は明確ではないが、笹文のよ

うな文様が描かれたのであろう。内外面ともに炭化物の付着が著しく、燈明皿に使用されたの

であろう。高台内は段差を生じているが、本来はこのような形態を意図して製作されたもので

はないであろう。外面の体部下半から高台全体が露胎となる。大窯終末期の製品であろうか。

同類の皿は他に細片が数個体ある。

向付は、第98図 12がある。鉄絵と共に悟座がつく。上面感は、略方形で多少歪みがある。悟

座は、四方に2ヶ ずつ付くものと考えられる。底部には、足が付くのか、碁笥底になるのか不

明である。本例も、大窯終末期の慶長初年ころのものである。これと類似する向付の破片は、

他に4点 ある。そのうちの 1点は、鼠志野のようにも思える。

大鉢は、第102図 1の鼠志野大鉢がある。形態は分銅形に類似するものであろうか。見込には

秋草文を描いている。底面と見込には重ね焼きの跡が残っている。釉は全面に施されている。

底面には足の痕跡があり、おそらく三足となるものであろう。釉調からみて、連房登窯直後の

製品と考えられ、ほぼ慶長期のものである。

志野の製品は、大窯終末期から登窯直後のものに限られ、およそ慶長年間の製品とみること

ができよう。

(鉄釉製品)

鉄釉製品は、天目茶碗・悟鉢 。その他がある。

天目茶碗には、第98図 2・ 3がある。前者は、後者に比べると、日縁部の屈曲が弱く、釉は

茶褐色を呈する。後者は屈曲が強く、釉は黒色を呈する。これらは体部下半以下が露胎となる。

高台の形態は不明である。いずれも登窯の製品と考えられ、前者が慶長ころ、後者は元和以後

のものと考えられよう。その他に細片が 2点あり、そのうちの一つは削り出し輪高台である。

橋鉢は、大きく内面に突帯のめぐるものとないものがある。前者には、第103図 10。 11・ 12が

ある。これらはさらに突帯が九味をもつものと鋭く稜をなすものがある。後者には、第103図 9

があり、美濃製品として扱ったが、今後充分な検討が必要である。口縁部断面は独特な形態を

示し、筋目は 5～ 6本 を単位としている。さて、前者の釉調はテリのない茶掲色を呈し、後者

はテリが強く、釉量も多く黒掲色を呈す。前者は、ほば慶長期のものと考えられるが、後者は

おそらくそれよりも下るものと考えられる。鉄釉碗 (陶器)が 1点 ある (第98図 1)。 器面の最

終調整はロクロによるものではないようで、不規則な平縁口縁や器肌である。胎土は、致密で



青灰色を呈する。本例は、織部陶の一種と考えられる。

その他に器種を明確にできない第103図 4がある。全面に鉄釉が施され、外面には明瞭に指痕

が残る。内面は、灰被りと砂粒の付着がみられる。瓶か小型の甕であろうか。年代は明らかで

はないが、17世紀初頭ころのものであろうか。

(灰釉系製品)

灰釉系製品には、碗・皿・鉢 (向付)・ 火入れがある。

碗には、第98図 7の灰釉碗 1点 がある。本例は、畳付も含めて全面に施釉されている。畳付

には輪 トチン痕が認められる。口縁部には、天目茶碗風|に ゆるい屈曲が認められる。腰部には

明瞭な稜がある。井上氏の御教示によれば、一品生産の可能性が強いとのことである。これに

形態が類似するものに東京都葛西城跡出土例がある (註)。 年代は、 6号土壊の元利の本簡と

同一層より出土していることから、およそ元和の製品とみてよいであろう。

皿は第98図 16・ 17がある。16は御深井釉折縁皿であろう。見込と高台内には、円錘ピン痕が

残る。折縁部分の内面に沈線が認められる。17は 、口縁部がわずかに反る灰釉丸皿である。こ

れらは、登窯の製品で元和～寛永ころのものと考えられる。

鉢 (向付)には第102図 3がある。腰部が屈曲し、碁笥底を呈する。釉は、灰釉に近い粘張り

気のある長石釉 (志野)で全面に施される。大きな貫入が認められる。形態や釉調からみて、

大窯終末期の製品である。年代はおよそ慶長初期のものであるう。

大入は第105図 8が唯―の出土例である。灰釉は腰部までで、高台全体は露胎となる。内面は

釉を掛けた部分とそうでない部分に分かれる。外面には沈線文様らしきものが認められるが、

内容は不明である。登窯の製品である。年代は慶長～元和と考えられる。

(黄瀬戸)

黄瀬戸には、皿の細片 1点があるが、その特徴を把めない。

美濃製品にはその他に第105図 6がある。露胎部のみの底部破片で、器種や釉は明らかにでき

ない。おそらく、瓶や水注のようなものであろうか。登窯の製品と考えられるが明らかではな

い。 8号土娠の他の製品の年代から、17世紀前半と考えられる。

以上、美濃製品について述べてきたが、仙台城 I期 には、黄瀬戸製品はほとんどみられず、

それらが衰退したのちの、大窯V期終末の志野製品から搬入が開始され、続く登窯 I期の織部

や志野などがあり、仙台城 I期の終末には、登窯Ⅱ期の織部や鉄釉、灰釉系の製品が搬入され

たという変遷がたどれるのである。ところで器種別の出土傾向をみると、皿・鉢 (向付)類が、

7～ 9号建物跡付近から多く出土する傾向が指摘できる。

唐津

唐津製品は44点 あり、碗・向付・鉢・悟鉢 。大鉢・Illl_・ 重がある。唐津の製品には、灰釉系



のものが主体を占め、鉄釉は橋鉢 と小型の皿類に限られる。絵唐津には、碗 。向付 。大鉢 (大

皿)があるが、小型の皿類は全く出土 していない。

碗には、絵唐津と灰釉系、長石釉系の 3種類がある。図示できるものは、第98図 9・ 10があ

る。 9は、見込に鉄絵 をもつ絵唐津碗である。断面形が独特の形態を示 し、高台内は兜巾状を

呈する削り出し高台である。10は、腰の張るタイプで長石釉 を施釉する。露胎部は赤褐色に変

色 している。

向付はいずれも絵唐津向付である。これらはすべて細片で図示できるものはほとんどない。

わずかに第100図 3・ 4が図示できる。このうち、3は、大橋氏より、武雄系の製品であるとの

御教示をいただいた。文様は十賊文がみられる。 4は文様は不明だが、口銹がある。

鉢類と考えられるものには、第98図 6、 第105図 2がある。前者は、内外面に単味に近い灰釉

を施 し、底面には糸切痕を明瞭に残す。後者は、内外面に黒褐色の鉄釉を施 し、いわゆる黒唐

津と称するものであろう。露胎部には、ナデやケズリ調整が認められ、底面も糸切 り痕 を消す

ようにナデ調整が認められる。内面には目跡 (胎土目)ら しきものがあり、底面には足が付 く。

足が付 くことから、あるいは水指の可能
′陛も考えられる。

悟鉢は鉄釉 と灰釉系のものがあり、口縁部内面にはかえり状の突帯がめぐる。いずれも全体

を知り得るものがない。第104図 3・ 6は、鉄分を多く含む灰釉系の悟鉢である。前者は口縁部

の内外・後者は全面に施釉 される。

大鉢には、長石釉に鉄絵を配するものなど、重には内面に青海波の叩き目を残す薄手の灰釉

系壺などがあるが、いずれも図示できない。

唐津の製品の年代については、大橋康二氏の御教示に負 うところが大きい。Ⅱ区出土のもの

は、いずれも1580年 代 (天正年間後半)か ら1600年 代 (慶長年間)の製品と考えられる。Ⅱ区

出土の製品中、日跡を残すものを観察するといずれも胎土日であり、砂日のものは今のところ

確認できない。目跡のこうした変化は、慶長年間になされたものと考えられる (1984:大橋康

二)こ とから、先の年代も妥当なものであろう。これらは、ほぼ全域から出土するが、 5号・

6号 。9号土竣にやや集中する傾向がある。一方、器種別の出土傾向をみると、碗は 9号土竣

とその付近や 9号建物跡付近に限られる。向付はⅡ区の西側、重は 5～ 7号土竣にほぼ限られ

る。大鉢 (大皿)は Ⅱ区の南側と東側に多い。

備前

備前の製品は 4点あり、水指、徳利、そして備前の可能性のある悟鉢である。

水指は、第103図 2の一重回水指がある。口縁部が内側に屈曲して立ち上がる。内外面ともに

ロクロロを明瞭に残す。漆による補修が認められる。田土 を使用したためか、器肌や胎土が赤

褐色を呈す。



徳利は、第103図 6がある。肩部に灰がかぶり、かぶせ焼の跡が明瞭に残る。本例は、いわゆ

る寒徳利である。頸部内面にはしばり目が観察できる。水指同様、器肌や胎土は赤褐色を呈す

る。

悟鉢は橙色を呈する口縁部破片である。備前として扱ったが、なお充分な検討が必要である。

備前における茶陶の生産が本格化したのは、およそ天正～元和ころと考えられる (1984:上西

節雄)。 前述の水指は、9号土竣から出土 し、この土壊からは、美濃登窯 I期の製品を主体とす

る遺物が出土 している。 したがつて、多少の伝世期間を考慮 しても、慶長年間前後の製品であ

ろう。また、徳利は、仙台城 IV期の 4号土羨から出土 したが、これも水指と同様の年代が考え

られる。

信楽

信楽の製品は11点 あり、いずれも重である。このうち9点は10号土壊から出土した同一個体

の破片である。破片から推定すると口唇部はほとんど肥厚せず、肩の強 く張る重 (肩衝重にな

るかは不明)に なりそうである。第103図 3は、小型の重である。自然釉が多く掛かる。槍崎氏

の御教示によれば、前者は元和から寛永ころのもの、後者は、慶長から元和ころのものと考え

られる。他に 9号土渡出土の破片 1点がある。

不明陶器

不明陶器は22点 あり、無釉糧鉢・匝鉢・灰釉系十鉄釉系の婉・鉢がある。また、年代も充分

に理解できないが、京焼 らしき色絵碗もある。この不明陶器の大部分は匡鉢で占める。

第103図 8は無釉の悟鉢である。口縁部の内狽1に は、突帯はめぐらず軽い稜を形成している。

筋目は 7本単位で、口縁部付近には横位の筋目が一部にみられる。胎土の特徴から常滑か丹波

の可能性があるが、明らかではない。 5号土装出土で第103図 9の橋休 と共伴 した。

匡鉢は、無釉でロクロロが明瞭である。言 うまでもなく、匝鉢は窯道具であって、本来消費

地からは出土 しないものである。本遺跡と同様に西日本の追跡では、消費地遺跡からの出土が

知 られているらしいが、詳細は不明である。さて、本遺跡の匡鉢は、す
べて平底であるが、お

よそ 3種類に細分される。すなわち、 a・ 体部が垂直に立ち上がる。 b・ 体部が垂直に立つが、

指などで隅丸方形に変形 させたもの。 c・ 体部が内弯 しながら立ち上がるものがある。 aタ イ

プには第104図 8、 bタ イプには第104図 9、 cタ イプには、第104図 7がそれぞれある。他は細

片であるが、 aタ イプが多い。 bタ イプは唯―の例で、 lヶ 所片口状の窪みがある。これらは、

通常の匡鉢に比べると浅すぎる感を受け、当初から商品として生産されたものであろうか。

用途は充分に理解できないが、灰器や建水が考えられる。年代については、確実な出土例はⅢ

層上面や I期の遺構から出土することから、17世紀前半のものである。



2)磁器

中国陶磁器

中国陶磁器は66点 あり、碗・皿・合子 (香合)、 小IThが ある。中国製品の90%以上が染付で、

自磁はごくわずかあり、青磁は皆無である。出土状況はほぼ全域から出土するが、 6号土渡が

最も多く、 5号 。9号土壊が続 く。建物跡付近からの出土はむしろ少ない。

碗は、すべて破片で全体を知り得るものがない。ここでは、破片観察で得られた特徴を列挙

してみたい。まず、全体としての即象であるが、薄手のものが多く厚手のものは少ない。形態

は、端反 リタイプはほとんどなく、内弯 しながら立ち上がる、いわゆる蓮子碗や銀頭心碗もな

いようである。小野正敷氏の分類 (1982:小 野正敏)の染付碗 F群 にほぼ限られる。Ⅱ区の染

付統の特徴は、輪郭線を描かず、濃みで鳥や草を表現するもの、線描のみによる密な花唐草文

のもの、口縁部内面に花菱文や草文などの文様帯をもつもの、いわゆる浅緯手と称する染付に

釉裏紅 (花弁部分)を伴 う草花文などがある。

皿には、染付皿・染付輪花皿 。白磁皿・白磁輪花皿がある。このうち白磁としたものは、国

縁部の破片であることや染付皿で見込に限って染付がみられるものがあることから、はたして

白磁として扱ってよいか疑間が残る。染付皿の形態は、前述の小野氏の分類による染付皿Bl群 、

島群、E群、 F群のものがある。ちなみにBl・ B2群 は端反 り、E群は内弯 しながら立ち上がる

もの、F群は体部で屈曲し、上半部が大きく外反するものである。Bl群 には、牡丹唐草文の小

皿 (見込にはおそらく十字花文か玉以jlF子文がつくのであろう)がある。B2群 に属するものは、

第109図 9、 水含文皿、 E群 に属するものは、第109図 10の皿 (文様不明)や内面に龍文のある

ものなど、 F群には、内面に青海波あるいは鱗状の文様 をもつ比較的大型の皿がある。またF

群に属すかどうか判断できないが、第109図 11の水含文輪花皿がある。一方、図示できないが確

実に白磁 と考えられる菊皿片も出土 している。これを月巴前磁器とするか問題がないわけではな

いが、17世糸己前半の】巴前の菊皿には、内面に布目痕が残 るものもあり、やはり中国製品とみて

よいであろう。形態は内弯 しながら立ち上がり、口縁部付近ではさらに内弯傾向が強まる。小

型で、鉢に近い特徴を示す。その他に、極細線による文様 をもつ小型の皿で、口縁部が端反 り、

器厚は極めて薄手のものがある。文様は葡萄文と蔓草文をもつものや文様 を良く理解できない

ものがある。B2群の皿に属 させてよいかどうかも明らかでない。

合子 (香合)に は、第110図 4の染付八角合子蓋がある。側面には文字文らしきものがあるが

よく理解できない。内面には、一部黄緑色の釉 (灰釉 ?)が掛けられている。口唇部には、わ

ずかに段差が認められている。また、表採品であるが、第110図 5がある。これは、合子として

扱ったが、あるいは小型の瓶類であるかもしれない。今後、充分な検討が必要である。

小lThに は、第110図 9の 白磁小lThである。碁笥底風で畳付だけが露胎となる。細片による図上



復元であるため、変形皿の一部である可能性もあるが、ほぼ八角形を呈する輪花風の小邪と理

解した。 6号土装の元和年間の木簡と同一層より出土している。】巴前の可能′性もあり、充分な

検討が必要である。

中国製品の年代については、碗 F群、皿 Bl・ B2・ E・ Fの各群という組成を示すことから、

およそ上限は文禄、慶長以後になるものと考えられる。合子は変形合子である点で嘉靖年間以

後に出現するものと考えられる (1976:佐藤雅彦)。 これは、伝世期間を考慮すれば矛盾しない

が、碗や皿とほぼ同時期とみたい。皿Bl群や前述した I区の波濤文帯をもつ皿 (C群)な どは

それぞれ 1点ずつで主体とはならない。下限については、いわゆる浅維手の碗の存在や古染付

風の虫喰いの特徴のある輪花皿片が存在すること、一方いわゅる祥瑞と称するものは皆無であ

ることから、元和以前と考えられる。したがって、これらは中国のおよそ万暦年間から天啓年

間ころのものであろう。産地については、その大部分は景徳鎮民窯の製品とみてよいであろう。

肥前磁器

】巴前磁器は 4点 あり、いずれも染付皿である。図示できるのは第109図 13の染付皿がある。こ

の皿は、自抜きの自花文を配し、地には瑠璃釉を施釉 している。このような手法は中国の影響

とみてよいであろう。高台は、かなり幅が広い。 2号竪床における良好な共伴遺物はないが、

厘鉢・焼塩壺・美濃天目茶碗片、馬鎧と共伴している。これらは仙台城 I期の遺物であるが、

このうち天目茶碗片は田口編年の登窯 I期あるいはⅢ期の製品と考えられる。この皿の年代は

大橋氏より寛永から明暦ころとの御教示を得たが、遺構が寛永14年以前と考えられることから

この年を下限とする製品とみたい。その他には、 6号土装の元和木簡出土層の直上の層や 8号

土竣などから染付皿が出土している。以上、わずかではあるが草倉」期の】巴前磁器の存在が確認

され、県内の出土例としては、これが始めてであろう。また、残念ながら、肥前磁器の開窯問

題には言及できなかった。

(2)Π 期

Ⅱ期の陶磁器は美濃・唐津 。肥前磁器がある。出土傾向をみると、量は少ないがほぼ0-17

区に集中する。

1)陶器

美濃

美濃製品は 2点あり、黄瀬戸、織部がある。黄瀬戸には、第100図 1の菊皿がある。この皿は

型打ち成形で見込に菊花文を配する。釉には、紅色に発色 した部分があり、たんぱんを使用し

ているようである。外面は露胎である。織部には、第101図 3の鉄絵大鉢がある。見込と高台内

に目跡があり、流 し掛けのためか後に高台脇と高台内は釉を拭きIfXっ ている。これらは、17世

紀後半 (Ⅱ期後半)と 考えられ、田口編年の登窯Ⅳ期前半ころの製品である。
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唐津

唐津製品は灰釉系大外片 1点がある。

2)磁器

肥前

肥前磁器は 5点あり、染付の碗・皿・鉢である。これらは、細片で充分に特徴を把めないが、

その中に半磁器のいわゆるえくば茶碗 (17世紀後半)や吹墨手法の17世紀前半の皿などがある。

鉢には、第109図 12の型打ち輪花鉢がある。見込に草花文がある。高台の特徴は、畳付の幅が広

く、径の小さい兜巾高台である。この鉢は、大橋氏より1640～ 1650年代前半の製品と御教示い

ただいた。

(3)Ⅲ 期

皿期の陶磁器は、Ⅱ期で著しく減少したが、再び増加傾向を示す。陶器では、美濃・瀬戸系、

相J焉 などがあり、磁器では、肥前がある。出土傾向はほぼ0。 P区 に限られ (約90%以上)、 特

にO-17・ 18区に集中する。つまり、Ⅱ区の南部に偏在する。このことは、先に 5～ 7号溝が

区画施設に伴う溝と考えられることと密接な関連がある。すなわち、これらの陶磁器は、区画

施設内で使用、破棄されたことを明確に示す分布状況と言えよう。また、O-17。 18区に集中

する傾向についても、先に石敷通路で述べたように、Q-17区付近に通用門の存在が予想され

ることと無関係ではないであろう。

1)陶器

美濃・瀬戸系

美濃・瀬戸系の製品は 2点あり、灰釉碗片である。特徴はよく把めない。

相馬

相,馬の製品は21点あり、碗・土瓶などの破片である。このうち、図示できるものは碗に限ら

れる。碗には、第98図 5。 11の灰釉碗がある。 5は、Ⅵ類としたものに類似するが、やや大き

く高台が「ハ」字形に開く特徴がある。Ⅵ類の先行形と推定することも可能かもしれないが、

類例を持って検討したい。11は、Ⅱ類に属するものと推定される。その他に碗 I類やⅥ a類の

破片がある。土瓶については、充分に特徴を把めない。

その他にⅢ期かどうか不明のものとして、第105図 3の灰釉蓋がある。かえり部分の内外に炭

化物の付着が認められる。

不明陶器

産地の不明なものは11点あり、鉄釉悟鉢・急須 ?・ 鉄釉蓋などがある。



2)磁器

肥前磁器

肥前の製品は49点 あり、染付の碗・皿・輪花皿 。大皿 。大鉢・壷類 。自磁碗・皿 。休・紅猪

口・仏飯器・青磁香炉・青磁染付碗 などがある。この時期の他の調査区と比較すると、器種の

多様性を指摘できよう。特に、白磁製品にその特徴が現れる。また、紅猪口、仏飯器・青磁染

付碗はΠ区に限られる。Ⅱ区の東側には、第91図 にみられるように「御蔵守居所」、「御役人衆

居所」が存在し、これとの関連で多様性 を示すものと考えられる。

染付碗 には、第109図 1・ 2・ 3がある。 2は梅樹文を描いていると考えられる「くらわんか

手」の碗でA-1類 に属す。高台内には「あ」 ?の文字がある。 3は簡略化された梅樹文をも

つA-1類 の染付碗である。 1は体部に菊花文がみられ、高台内には、四角形の縁取 りの中に

「吉」の文字がある。A-2類 に属す碗である。およそ18世紀前半のものであろう。染付皿に

は、第109図 14・ 15が ある。15は、見込釉ハギの皿で皿 A類 に属す。14は外面に梅樹支、内面に

牡丹文を描 き、皿 C類 に属す。いずれも、 I区 において同一文様の製品が出土 している。その

他の類型の皿は不明である。染付大鉢には、第109図 17がある。これは半磁器製品で木原系の可

有ヒ↑生がある。

自磁皿には、第109図 16がある。形態は染付 Illl卜の分類に該当しない。腰部に稜を有する。白磁

鉢には、第109図18が ある。口縁部付近に突帯が 1条めぐる。自磁紅猪口には、第110図 10があ

る。完形で、外面には 2段の蓮弁文がみられる。白磁仏飯器には、第110図 8がある。脚部は円

柱状 を呈する。

青磁には、第110図 6がある。一応香炉と考えたが、他の器種の蓋の可能性 もある。型打 ち成

形で、項上部には陽刻文様があるが内容は不明である。内面に青磁釉はみられない。

以上、これらはいずれも18世紀の製品である。

不明磁器

不明磁器は 6点あり、染付碗・皿・白磁 (器種不明)がある。これらは、肥前の可能性が強

いが焼成不良のものや、19世紀初頭ころのものが含まれること、そして、 I区において中国製

品が出土 していることなど、必ずしも肥前の製品と決めかねたものである。図示できるものは

ない。年代観も充分とは言えない。

(4)Ⅳ 期

Ⅲ期で出土量の増加傾向を示したが、再び減少に転 じている。また、Ⅲ期の区画施設に沿っ

た偏在性は不明確になるが、やや耳ヒ側に移り、Q-15～ 17区 より比較的多く出土 している。最

も】し寄りのR区域にはほとんど出土例がない。

Ⅳ期の製品には、陶器では美濃・瀬戸系、相,焉などがあり、磁器では瀬戸 (?)。 肥前。東北
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などがある。

1)陶器

美濃 。瀬戸系

美濃・瀬戸系の製品は 5点あり、ほぼ徳利に限られる。これらは、灰釉に鉄釉文字である点

で共通している。図示できるものは、第103図 7に限られる。幕末に美濃高田において生産され

た徳利は、東日本のほぼ全域に及んでおり、本遺跡のものもおそらく高田の製品ではないかと

推定される。

相馬

相,焉の製品は 4点あり、碗・鉢・徳利などがある。碗は、充分にその特徴を把めない。鉢に

は、第102図 2の片日の灰釉鉢がある。rD・そらく、これに把手がつく油注ぎのようなものになる

と考えられる。また、日縁部は、受口状になっており、蓋が付くのであろう。徳利は特徴を把

めない。

舅ご耳ヒ

東北地方のものと考えられるものに、第103図 5の鉄釉 (?)徳利がある。外面は黒釉、内面

は釉切れの著しい鉄釉が施釉される。産地を明確にできないが、胎土の特徴から相馬あるいは

上野目 (宮城県岩手山町)の可能性が強い。

不明陶器

産地不明の製品は 7点あり、悟鉢・土瓶・甕・灰落し。色絵小瓶 (上絵付)がある層位や遺

構から時期を推定したが、なお充分な検討が必要である。橋鉢には、第104図 2の薄手の鉄釉橋

鉢がある。釉のテリが強く口縁部の突帯はかなり隆起している。また、第104図 5は軟質の無釉

幡鉢である。内面は黒色を呈し、 5本単位の筋目をもつ。おそらく、地元産と推定される。灰

落しには第105図 7がある。口縁部に突帯、体部には2ヶ 所に円孔が認められる。軟質で灰白色

を呈する。

2)磁器

瀬戸

瀬戸の可能隆のあるものに第109図 5の染付小郭 1点がある。体部には笹葉と花の文様が描か

れている。高台内には「水川」の文字が認められる。大橋氏より肥前の製品の可能性は少な

いとの御教示をいただいた。一方、東耳ヒ地方の製品とは考えられないこと、瀬戸系の磁器の文

様にこのような図柄があるらしいことから、瀬戸と推定した。年代は下限をⅣ期 とする6号溝

に切られる4号土獲から出土していることから、およそ19世紀前半のものと考えられる。呉須

は比較的濃い。なる、充分な検討が必要である。



肥前

肥前の製品は 7点あり、染付碗・皿 。白磁碗・色絵大鉢・仏飯器がある。碗には、第109図 4

の広東碗があり、文様は認 られず白磁であろう。皿には、第110図 1の染付大皿がある。見込に

は竹の文様がある。色絵大鉢には、第110図 3がある。どのような文様が展開するのか不明であ

る。高台の界線と葉文や縦位の大い区画線は呉須、その他は朱・黄・緑の顔料による上絵付で

ある。色絵仏飯器には、第110図 7がある。図中央の花 (?)は縁取りを黒で、上部は呉須 (青 )、

下部は緑、その他はすべて赤の上絵付 (呉須部分を除 く)である。脚は中空状である。この他

に唐子文碗 などがある。これらは、19世糸己前半のものであろう。

東北

東北地方の製品と考えられるものは 4点 あり、いずれも染付である。これらは率田片で器種を

識別しにくい。透明釉が白濁 した瓶類などがある。

不明陶器

この時期と考えられる染付磁器が 1点ある。

(5)V期

この時期の陶磁器は、Ⅳ期 と同様の出土量である。出土状況は、表土と共に 3号 。4号竪穴

遺構から多く出土 している。種々雑多なものが多く産地や特徴を充分に理解できないものが多

い。そうした中で、陶器では堤、磁器では肥前のものが日に付 く。

1)陶器

堤

堤の製品は 9点あり、鉄釉ゃ灰釉系そして海鼠釉のものがあるが、器種を識別 しにくい。お

そらく大小の甕、三類が主体となるのであろう。また、鉄釉播鉢がある。第104図 1・ 4は、コ

類に属する悟鉢である。しかし、このⅡ類の悟鉢は、現在 V期 に限定できず、Ⅳ～ V期 と理解

している。その他に堤と考えられる無釉の土管が出土 している。

不明陶器

産地不明の陶器は14点あり、鉢・井鉢・土瓶・壷・甕などがある。第105図 4は、鮫肌土瓶で

ある。寄木の型作りで内面に布目痕 を残す。無釉で、器表面、胎土ともに黒褐色 を呈する。壺

には第105図 1の黒釉重 (あ るいは土瓶)がある。施釉は内外面にみられるが、口唇部は露胎で

あり、日縁部は釉切れが著 しい。

2)磁器

磁器は14点 あり、染付碗、鉢・小郭・蓋・臼磁碗・皿・青磁染付皿 。青磁や色絵の井鉢など

がある。これらは、肥前の可能性の強いものが多いが、識別は充分にできない。染付碗 には、

第109図 7・ 8がある。 7は、銅版プリントによる祥瑞写 しの山水文碗である。高台内に文字が
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あるが半1読できない。肥前の可能
′陛が強く、明治後半期のものであろう。 8は、草 (花)文の

碗で、内外面とも同じ文様と考えられる。見込中央に渦巻文を描く。呉須の発色からやはり明

治以後のものであろう。皿には、第109図 19の角皿 (手塩皿)がある。型打成形で、見込に陽刻

の花文がみられる。釉は畳付を除いて、瑠璃釉が施釉されている。時期はⅣ～V期のもので、

肥前の可能性が強い。第110図 2は、青磁染付の皿である。型打成形で軽い折縁口縁である。内面に

は陽刻の草花文と口縁部に流水文がある。このうち、流水文のある折縁の部分に呉須を使用し

ている。全体には、明緑灰色の透明釉が施釉されている。時期はV期 に限定できず、Ⅳ～V期

のものと理解した。

以上、Ⅱ区の出土品について述べてきたが、この他に時期や産地が全く不明のもの、産地は

理解できるが時期を特定できないものが多く出土している。さらに、V期の後半 (大正～昭和)

のものについても本穀告ではふれていない。ここでは、V期後半の陶磁器の特徴を述べておき

たい。陶器では、刷毛目文の鉢 (井)が多く、また、器種を識別できないものが多いが、鉄釉

系のものが多い。また、Ⅱ区の拡張区表土より、相馬駒焼、つまり田代窯の灰釉皿が出土して

いる。磁器では、染付や白磁の製品に特徴がある。染付には、富士山、鶴亀文様・桜花
・国旗

を好んで用いる碗や盃が多い。自磁も盃が多い。これらは、陸軍第二師団で使用したものであ

る。これらの陶磁器をみると、この時期には単に倉庫だけがあったのではなく、他の機能も有

していたのであろう。

3.Ⅲ・ Ⅳ区
ここでは、皿・Ⅳ区が直接続く調査区であつて、何よりもⅢ・Ⅳ区にまたがって一連の遺構

が検出されていることから、一括して扱 う。

Ⅲ・Ⅳ区は、 I区・Ⅲ区と比較した場合、極めて出土量が少ない。時期的な偏在性も認めら

れず、様相を異にしている。 I期 には、Ⅱ区で検出されたような遺構群は検出されず、また、

Ⅱ期つまり米蔵造営以後は、区画施設が検出された。出土数がどの時期も少ないことは、先の

ような状況に起因しているものと考えられる。皿区とIV区 を比較した場合には、明らかにⅢ区

が多い。これは、皿区の北側に正門の存在が予想されることと無関係ではないであろう。

(1)I期

I期の陶磁器には、陶器では美濃・唐津など、磁器では中国がある。出土傾向は把めないが

Ⅱ区の建物群とは別に皿・Ⅳ区 (池の周辺)に は単独の建物があったのかもしれない。

1)陶器

美濃

美濃の製品は 1点 あり、鉄釉の天目茶碗片である。登窯の製品であろう。



唐津

唐津の製品は 8点あり、鉢・悟鉢・大鉢・絵唐津大鉢・香炉がある。鉢や悟鉢は鉄釉の細片

である。大鉢には、第105図 13の灰釉大鉢がある。高台は「ハ」の字形に開き、高台内は黒色に

変化している。また、高台内には多数の概殻痕が認められる。天正後半から寛永までの時期の

製品であろう。第106図 2は、絵唐津の大鉢である。鉄絵は細線で描かれているが、何を表現し

たものか不明である。内面は長石釉が施釉され、中央にコークス状に変化した目跡 (?)が 1

ヶ所ある。天正後半から慶長ころの製品であろう。香炉には、第105図 12の鉄釉系香炉がある。

施釉は内外面にみられ、】要部以下が露月台となる。底面には糸切痕を残し、足 (4足)がつく。

見込には目跡 (胎土目)が lヶ 所ある。日跡が胎土目であることから、天正後半から慶長ころ

の製品であろう。

不明陶器

産地不明の陶器は 2点あり、そのうちの 1点は、常滑の可能′性が強い。他は区鉢片である。

2)磁器

中国磁器

中国磁器は 8点あり、染付の碗 。皿がある。また、Ⅲ区のものと同様の浅絡手の碗がある。

これもやはり花が釉裏紅となる。染付の小皿にⅡ区のものと類似する極細線による葡萄文 (?)

と蔓草文を見込に描くものがある。第111図 1は染付唐草文 (?)碗 である。見込には花文 (?)

を描いている。これは、小野氏の分類によれば、染付碗 E群に属し、見込が盛り上がるいわゆ

る「銀頭心」碗の系統のものである。類例は、写真との比較であるが奈良奉行所跡や堺環濠都

市遺跡 SKT4、 SD002出土品がある(1984:愛知県陶磁資料館)。 県内では南小泉遺跡47号濤出

土品に類例がある (1983:結城慎―・佐藤洋)。 本例は16世紀後半から終末の製品であろう。

(2)Ⅱ 期

Ⅱ期の製品には、陶器では唐津など、磁器では肥前がある。これらの出土状況はほぼⅢ区に

限られる。

1)陶器

唐津

唐津の製品は 3点 あり、碗 。大鉢がある。婉には第105図 9の青緑釉碗がある。腰部以下が露

胎となる。17世紀後半ころの製品であろう。大鉢には、第105図 14、 第106図 1がある。第105図

14は二彩唐津大鉢で、白化粧土の刷毛目に発邑の悪い緑釉を流し掛けている。第106図 1は三島

唐津象故大外である。見込には砂日、畳付に胎土目のそれぞれ目跡がある。これらの大鉢は、

17世紀後半から18世紀初頭ころの製器であろう。

唐津には、その他にⅡ期か皿期か特定できずに集計からはずしたものに、青緑釉の見込蛇ノ



表 7 陶器遺物集計表 (器形別)





区

構

地

追 試
価 皿 鉢 向付 香炉 士霊 徳 利 麺 蓋 | 上瓶 甕 焙熔 悟鉢 区鉢 その他 不 明 小

計

合
計

£ C 6 ε ◎ C 盆 ε ∩ a C ∩ a £ a a 8 ① ① ◎ ∩ a

合  計 24 2 ) 14 5 2 3 19 に 10 9 5



表 8 磁器集計表 (器形別)   ※⑥……実測数、◎……破片数
区
構

地
違

器形

層位

続 皿 r/ 鉢 瓶 徳巾 香 炉 蓋 その他 不 明
小 計 合 計

① ◎ ① ◎ ① ④ ① ① ① ◎ ① ① ① ① ① ①

C-20 2 層 2 4 (1)

C-21

l 層 2

14(2)
3 届 2 2

5 層 6

6 層 1 1

C-22

1 暦 1

13(1)

2 層 3 1

3 層 2

1 2

6 層 3

C-23
2 層 1

2 (1)
3 層 1

D-20 2 層 1 1

D-21 l F●i 1 2 1 4 (1)

D-22 1 屑 ユ ユ (1)

E-20

2 層 1 1

11(5)
4 層 1 1

5 層 1

6 層 1 3

E-21
4 層 1

2
5 層 ユ

EF-2021 4 層 1 1 2(1)

F-20 2 辱 1  (1)

F-21
2 層 3

12(5)3 選 ユ

4 層 1

F-22 4 層 1 1(1)

G-19 2 層 ユ 1

G-20 2 層 1 1

G-20 21 1 層 4 ユ 1 ] ユ 8

G-21

表  採

11(4)
1 層 1 ユ

2 層 2 1 1 1 6

3 層 ユ

G-23
1 層 1 2

6(1)3 層 1 1 3

4 層 】 1

G-24
1 層 3 1 4

9(1)2 層 l

膚 1 1

H-22 層 1 1 1

I  ―- 22 層 4 2 1 13

I  ―- 24
暦 1 1 1

層 5 2

I・ 」―-22 解 1 1 1 2 5

J - 24 層 1

2(1)
2 層

J ―- 25 2 層 6 ユ 3 1 1 6 18 18(1)

J ―- 26 1 層 1 1 2

K-22 fIL  舌し 2 2 8

Ⅱ 区
表  採 6 2 2 1 ユ 1 3 16

25(3)
I 屑 1 3 1 2

O 6 日 層 6 1 8(1)

O Ⅱ 層 8 ユ 11 11

O-18
Ⅱ 層

8(1)
Ⅲ 眉 2 1

O 9 1 2 2

P 5 Ⅱ 層 1 2 2

P 7 lll lel 1 2 2(1)

Q-15

拓を  舌[ 5 4 2 1 13

53(2)
1 層 6 2

lll 層 1

1



区
構

地
遺

器形

層位

碗 皿 郭 外 壷 瓶 徳利 香 炉 蓋 その他 不 明
小 計 合 計

① ① ① ① ◎ ⑥ ◎ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ⑤ ① ◎

Q-16

攪  舌と 1 4 ユ 1 ユ

16(3)I 層 1

Ⅱ 層 1 1 2

ユ 1

Q-17 層 3 2 3 8

Q-18
Ⅱ 層 I

3(2)Ⅲ  層 1

I

Q-19 攪  舌L 1 ユ

R-15 4  舌t 1 1

R ― ユ6 発   舌し 1 1

R-17 層 2 2 2

R - 18 不  明 1 1

Ⅱ   区

表  採 1 2 7 1 2 1 1 I 17

26(6)
2 層 l 5 7

グラ イ層 1 1

不  明 1 1

Ⅲ Ⅳ区 表  採 5 1 4 1 11(1)

Ⅳ   区

表  採 1 1

52 層 ユ 2 3

3 層

E-7 2 層 3 ユ 1段重 6 6(2)

F G-7 グライ層 ユ 1 1

G-7 グライ庸 2 2 2

H - 7 2 層 ] 1 1

L - 7 3 層 ] 1

M- 4 2 層 2 I
3 3

M-5 2 層 l 1 1

M- 6 2 層 〕 2 2 5 5

地 区 不 明 表  採 1 l 2 2(1)

発 掘 前 調 査 表  採 3 1

1 号  溝

埋 1層 1 1 4 4

15(2)埋 2層 1 1

埋 6層 1

青色 砂層 1

3 号  濤 1 1

9 号  濤 1 1

l号 土 痰 1 2 ] 4(2)

4号 土 壌 炭  層 1 1 2 (ユ )

6号 上 競 埋 2層 ユ 1

8号 土 壊 埋  土 ユ ]

11号 土 城 埋  土 ユ 2 ]

2号 竪 穴
埋  土 ユ 3

5

最下 層 1

3号 竪 穴 埋  土 1 ] 3 1 l 1 1 16(2)

4号 竪 穴

埋  土 2 3 2 1 1仏飯器 1

22(3)埋 2層 6 3

床  面 1

攪   舌と ユ

1号 F音 渠 埋  土 12 5 l 1 1つ

2号 F音 渠 1 3 4

石 敷
埋  土 1

埋 2婚 2 2

問 知 石 敷 1

池 跡 埋  上 1 1 1 3

柱穴列 P-4 埋 2層 1

土  壌  墓 1

ハ
ロ 計 19 7 7 5 6
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目釉ハギ皿 2点が出土 している。

不明陶器

産地不明の鉄釉鉢 (?)1点 がある。その他に集計からはずした第105図 10の鉄絵皿がある。

高台内を除 く全面に藁灰釉を施釉 し、見込に鉄絵、日跡、一条の沈線がみられる。およそ、Ⅲ

期かⅢ期のものであろう。

2)磁器

肥前磁器

肥前磁器は 5点あり、染付皿や自磁 (?)碗がある。

(3)Ⅲ 期

皿期の陶磁器には、陶器では相 ,焉 など、磁器では肥前がある。Ⅱ期同様Ⅲ区にほぼ集中する。

1)陶器

相馬

相馬製品は 2点あり、碗と鉢がある。このうち、碗はⅣ a類に属する灰釉と鉄釉の掛け分け

坑である生。

不明陶器

産地不明のものは 2点 あり、灰釉碗と鉄釉鉢 (?)である。

2)磁器

肥前磁器

肥前磁器は13点 あり、染付碗 。皿・壷・白磁皿・盃・色絵皿がある。このうち、色絵皿はⅣ

区より出土 している。

染付碗には、第111図 2・ 3,4が ある。これらは染付碗 A-1類 に属す。 2は、コンニャク

印判のみの丸文碗で、九文の中には、葉文がみられる。18世紀前半のものであろう。 3は草花

文の中央にコンニャクF「判による菊花文を描 く、18世紀の製品である。4は、体部に草 (花 )文 を

描 く碗で、見込に「寿」の文字がみられる。その他には高台内に「大明区三:劉」の文字がある

染付碗が出土 している。先の 2例よりは時期の下がるものである。染付皿には第111図 6の中皿

があるが、特徴を把めない。この他に「くらわんか手」の皿や蛇ノロ釉ハギ皿 (A類)がある

る。また、この時期の皿に高台内にハ リ跡をもつ皿の存在が確認 されている。重には網目文壷

片がある。白磁皿には、第111図 5の小皿がある。高台径は小さい。白磁盃には第111図 7があ

る。これら白磁製品の時期はⅢ期 として扱ったが、年代が明確に把えられない。特に後者は、

時期をもう少し下げるべきかもしれない。色絵皿は、呉須絵の間隙に赤色の上絵付がなされた

ものである。

その他に集計から除いたおよそ皿～Ⅳ期と考えられるものに第111図 11の染付耳付瓶がある。



体部には、山水文らしき文様がある。

(4)Ⅳ期

明確にⅣ期として把えられるものはなく、唯一第105図 11の鉄釉皿がある。これは、およそ幕

末ころと考えられる油皿であろう。内面の体部から回縁部にかけて lヶ 所釉が再変色している

部分がある。

集計から除いたもので、Ⅳ～V期と考えられる陶磁器がある。陶器には、第106図 3の鉄釉悟

鉢がある。堤の I類とした橋鉢に類似するが、堤の製品かどうか判断できない。これと同じも

のが後述するⅥ区 (巽門跡)で出土している。また、切立形と考えられる第106図 4の鉄釉桶あ

るいは甕がある。底面には砂粒が付着している。磁器には、まず肥前と考えられるものに第111

図 9の梅樹文角鉢 (段重)がある。口縁部内側が無釉である。東北地方の磁器製品には、第111

図8。 12がある。8は型打ち成形の自濁釉手塩皿である。体部内面に陽刻の波文 (青海波など)が

みられる。12は染付急須の蓋である。

(5)V期

V期は、陶器では産地不明のもの、磁器では、月巴前 。東北などがある。もはや、出土量は極

めて少なく、偏在性も認められない。

1)陶器

陶器は産地不明でV期 と考えられるもの 1点がある。

2)磁器

肥前

肥前の製品は 2点あり、染付碗と皿である。

東北

東北地方と考えられるものは 1点 あり、摺絵の染付碗である。

不明磁器

産地不明の磁器は 4点 あり、色絵碗・円形の段重・乳白手皿がある。第109図 6は色絵碗であ

る。葉は呉須、花らしきものは鉄釉で描く、明治かそれ以後の製品であろう。第111図 10は 円形

の鉢で、何段重ねになるか不明であるが、色絵段重 (食籠)であろう。白抜きの草花文と緑色

顔料 併由下)の柳枝文 (?)を描く。口唇部付近が無釉である。緑色顔料を釉下に使用してい

る点で明治以後のものと判断される。本例は】巴前の可能性もあるが定かではない。

4.V区

V区は、瓦片や縄文土器が出土しているが、陶磁器類は軟質陶器片が 1点 しているに過 ぎな

い 。
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5日 調査以 前 の表採 品

調査前の表採品の中に、いわゆる「古清水」と称する京焼が含まれていた。第107図 2は その

色絵坑である。緑・青・赤の顔料を厚く掛けた上絵付で、草文を描 く。胎土は白色を呈する。

この碗は、17世紀前半のものと考えられるが、 I期かⅢ期か明確ではない。しかし、このよう

な碗は、Ⅲ期以後の米蔵には相応しない。やはり、 I期の可能性が強いとみるべきであろう。

なる、京焼風の碗の細片はⅡ区においても出土している。京焼かどうか判断できなかった。

最後に第58図から第65図は出土陶磁器の分布状況を示している。この分布図は、時期を考慮

しない総合的な分布状況を示すものとある程度時期を反映させたものである。このうち、後者

はこれまで陶磁器類を1～ V期区分して述べてきたわけであるが、時期を特定できなかったも

のを救う目的で、大略Ⅲ期区分で表現してある。すなわち、Aは 16世紀末～17世紀 (I～ Ⅲ期)、

Bは 17世紀末～19世糸己前半 (およそⅢ～Ⅳ期)、 Cは 19世紀～20世紀 (Ⅳ～V期)と なる。なる、

それぞれに前後の重複を示すという欠点があることを断っておきたい。また、中国陶磁器の分

布図 (第55図 )は、 I期の状況を示すが、Ⅲ期のものも図中に示した。

以上、およそ江戸初期から明治期の多種多様な陶磁器について概説してきた。記述に際して、

裕崎彰一、井上喜久男、大橋康二の各氏をはじめ、多くの方々の御教示に負うところが大きい。

しかし、筆者が浅学であるため、充分に意を解せなかった部分もあるかもしれない。誤認があ

れば、それはもとより筆者の責任である。

註  「江戸のやきもの」図録 P2(1984:五島美術館)の写真との比較であり、27(22434

」34M C)に類似する。
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表 9 中国磁器集計表
区

構

地

追 層 位 合計 ＼ 明 不 明
碗 皿 鉢 不   明

実測数 破片数 実lFl数 破片数 実測数 破片数 実測数 破片敷

C - 20 〕 染  付 1

」  -  25 3 層 1 染   付 1

0 - 17
層 2 染   付 1

Ⅱ 層 白  磁 1

P - 15 ] 層 染   付 1

P - 17 Ⅱ 層 染  付

Q-15
] 層 彙   付

皿 層 染  付 1

Q - 16 不  明 染   付 〕

Q - 17 Ⅲ 層 染   付 ユ

Q - 18
Ⅱ 層 3 染   付 2

不  明 日   磁

巴 層 染   付

R - 15 Ⅱ 層 染   付 2 2

R - 18 Ⅱ 層 |イと   イf 1 1

区 表 採 染  付 2 1 1

区 不  明 染   付 1 1

I IV区 表 採 染   付 3 1 3 1

hf 区 2 層 染   イ寸 1 1

1号 濤 (E-20) 埋 1層 染  付

8 号 溝 (QR-17) 埋 1層 染  付 2 1

9 号 溝 (Q-16) 染  付 1 1 2

3丹 ■靖 (K・ 」-19) 最下層 染  付 1 1

5号土残

(Q-18 Q-19)

埋 1層 染  付 3

理 2層 染  付 l 1

最下層 染  付 2 2

6号土城

鰻武息:弼 )
埋 1層 染  付 2 1

埋 2層 不   明 1 1 ] 1

埋 3層 染  付 9 3 1 2 3

7号土培 (P-19) 埋 1層 染  付 1 1

9号土残 (R-18)
埋 1層 自  磁 1 1

埋 2層 染   付 4 1 1

2号竪穴

(P-16 17)

埋 1層 染  付 1

最下層 染   付

埋  土 白   磁

3号竪穴
(P-18 19)

3 染   付 2 l

ll■ 土 白  磁 1

4号竪穴 (Q-16) 攪 乱 染   付 1 1 1

2号暗渠 (E-20) 埋 4層 1 染   付 1

計 1 12 1 3 ユ

表10 中国(?)磁器集計表 (中国の可能性のあるもの)
区

構

地
逮 層  位 合計 ＼ 明 不 明

碗 皿 鉢 不   明

実測数 破片数 実測数 破片数 実 /Rl数 破片数 索韻1数 破片教

C - 22 6 層 染  付

C - 23 羹  付

F - 20 2 種 染  付 1 1

G - 24 グライ層 染  付 1 1

Q - 15 ] 層 自  磁 1

Q - 16 Ⅱ 層 染  付 1

Q - 19 攪  乱 染  付 1 1

III Ⅵ区 表  採
染  付 2 2 (1)

白  磁 1 1

1号 濤
(G-24 H-20)

茶褐色土 ユ 染  付 1

底  面 1 音  磁 1 ユ

6号土竣 (Q-18) 埋 3層 1 白  磁 1 1

4号竪穴 (0■7Q16) 埋 ユ層 2 染   付 1 1 2

計 1 8 1 6 3 2 3



第 2節 土師質土器

ここで扱う土師質土器は、文献上で「土器」と称する皿類を主体として、これに耳皿、塩焼

重やその他比較的低温焼成になるものを対象としている。出土数は826点である。第112～ 115図

第11表を参照されたい。

1.皿

土師質皿は、出土総数747点 である。分布状況をみると、第67図のごとくⅡ区に集中し (631

点)、 土師質皿全体の約84%を 占めている。さらにⅢ区では】ヒ西部とりわけ 6号土壊より多量に

出土し、206点でE区全体の約33%を 占める。次いで 9号土竣が多く、104点でⅡ区の16%を 占

める。このようにI期の遺構に伴うものがかなりの割合を占めていることがわかる。また、 I

区は84点で約11%、 Ⅲ・Ⅵ区は37点で約 5%を それぞれ占めている。 I区やⅡ・Ⅳ区では集中

傾向は認められない。

さて、皿は法量を規準として分類を行った。その結果 3群 6類型に分類することができた (第

表)。

A群Ⅲ……口径が 1寸 5分～ 3寸 までのもの。

このA群には、高さが 5分～ 1寸 までのもの(c類)と 5分以下のもの (d類)がある。

B群……口径が 3寸 5分～ 5寸 までのもの。

このB群は、高さが 5寸～ 1寸 (2～ 3 cm)の もの (c類)に限られる。

C群……口径が 5寸 5分～ 7寸 までの大型のもの。

このC群は、さらに高さがそれぞれ 1寸 5分～ 2寸のもの (a類 )、 1寸～ 1寸 5分の

もの (b類 )、 5分～ 1寸のもの (c類)の 3類型に細分される。

なお、群別の基準は口径で行い、類型別の基準は器高 2寸から0ま でを5分ずつ 4等分して

それぞれ a～ dと 区分した。こうした法量による分類が可能であることは、古代のものよりも

規格性に富む結果であると判断される。つまり、没個性的と言えようか。これら皿類は、すべ

てロクロ成形で、底部切り離 しは回転糸切である。他の地域と異って手担ね手法のものはなく、

成形もすべて統一されている。しかし、詳細にみると、形態や調整などにいくつかの特徴を見

出すことができる。A群は、焼成温度が比較的高いためなのか、茶色味の強い赤褐色を呈する

ものが多い。BoC群 は、古代の土師器に類似する灰白色～淡黄色を呈する。A群は、数量的

保証が充分ではないが、より小型のものに炭化物の付着率が高い。 Btt c類は、本遺跡の 7～

8割 を占め極めて規格性に富むが、炭化物の付着の有無はおよそ6:4と なる。C群 もA群同

様出土量が少ないが、炭化物の付着率は高い。

Att c類 には、第112図 1～ 4、 Att d類には第112図 5がある。Btt c類には第112図 6～ 18、



(器高 )

2寸

ユ寸5分

b

1寸

5分

d

グ,レーブ引出土数 (器高別)

3寸   3寸 5分 5寸  5寸 5分

グルー77JJ出 土数 (口径別)

各地区におけるグループ別出土数

第66図 土師質皿分類

:Ⅲ :3.1:3...8●

土師質皿サンプル総数 41点

Ad Ba  Bも   Bc  Bd



第113図 1～ 18、 第114図 1～ 5がある。Ctt a類には第114図 8、 Ctt b類には周図 7、 Ctt c

類には第115図 3がある。

このうち、本遺跡の主体となるBtt c類 を観察すると、

(1種)外傾しながら立ち上がり、外面の口唇部直下に稜 (ロ クロロ)を残すもの。

(2種)1種 と同様であるが、日唇部直下に稜をもたないもの。ロクロロはほとんどつかな
いものが多く、体部の器厚が比較的厚い。

(3種)体部が内弯しながら立ち上がるもの。

がある。1種の典型的なものには第H2図 14がある。 2種には第112図 10、 第113図 8がある。 3

種には第114図 5がある。他にもグルーピングできるものが予想されるが、充分理解できない。

こうした種レベルでの特徴の差異はどのように理解すべきであろうか。これらを製作した二人

の癖と理解できないであろうか。例えば、Btt c類の皿で 1種 としたものが、本遺跡では最も

多いが、これと同様の特徴は群レベルを越えてCtta o b類の皿にも見出せるのである。

分布と年代

まず、A群の皿類は、 I区 に限られ、 1号溝や 1号土壊などのⅢ期の遺物と共伴している。

したがって、年代もほぼШ期のものとみてよい。B群の皿類は、Ⅱ区に集中し、 I区やⅢ・Ⅳ

区にはほとんど出土をみない。C群は皿類は、コ区に限られる。B,C群 の皿類のうち、時期
の明確な遺構に伴った例は、 I期の遺構出土品が最も多い。さらに、C群の皿はすべてI期の

遺構に限定される。B群の皿は他の時期の遺構からも出土するが、それらは I期 に帰属させる

べきであろう。つまり、混入品と考えられるのである。したがって、 I期にはB群、C群の皿

が併用され、Ⅲ期には小型化の傾向を示すA群の皿が使用されたと考えられる。その他の時期の

皿は明確にすることができなかった。なお、三ノ九跡では、皿期に小型化の傾向を示すのであ

るが、他の追跡でもそうであったのかどうか確かめることができない。おそらく使用方法や場

所によって法量が規定されていたものと理解したい。いずれにしろ、資料の増加を待って検討

すべき課題である。

まとめ

土師質土器の皿は、江戸時代においてその法量によって明確な使用上の規定がなされていた

ことが知られる。山城国においては、法量の小さい方から順に私オロケ 。コオジュウ (小重)・

オオジュウ (大重)の三種類の皿が存在し、それらは、法量の差によって呼び名が区別されて

いる (1983:渡辺誠)。 コオロケは口径平均 2寸弱で二月料理のお供え用、コオジュウは口径平

均 3寸弱で墓参りの時の供え用、オオジュウは日径平均 3寸 5分で燈明皿として明確に区別し、

使用されている。もちろん、本遺跡の皿類は、遺跡の性格や地域を異にすることから、直ちに

この分類にあてはめることはできない。しかし、法量の差などによって明確に使い分けがなさ



れていたことを知るべきであろう。さて、本遺跡の皿類は、分類にかかわらず、その多くに火

を受けた痕跡が認められ、燈明皿として使用されたことが理解できる。

しかし、他の用途も考えられる。「貞山公治家記録附録之一」寛永五年二月の記録として、浅

草に能見物に行ったことを記している。この中に

(前略)芝居ニハ明間モナキ程ナリ其所へ土器ヲ取散シ始メハ

錫カン鍋片口手桶手盤ヲ以テ酒ヲ方々へ出ス (後略)

とあり、酒不として使用されていた例が知られる。本遺跡の場合も酒郭として使用されたこ

ともあったであろうが、やはり燈明皿が主体的である。

それでは、これらの燈明皿はどのように使用されたのであろうか。後述するように、コ区で

は、屋敷とそれに付設された茶室の存在が考えられ、そこで使用されたのであろう。『清水動閑

註解石州流三百箇条』 (註 1)には、

『あんどんの時、竹輪節のなき所にて人分に切、下かわらけの上に置、其の上にちい

さきかわらけハ式ッ取合置なり。下かわらけの下にハ敷紙をする,也。(中略)短築の時

もかわらけハ弐ッ取合て置候。行燈、たんけい共にやき物の時ハとうがい斗置候。(中

略)元来かわらけ本儀なり。焼ものハ頃日出候事也。』

とある。つまり、燈明皿に使用する皿は二枚重ねにし、陶器皿を使用する時は単品で使用し

なさい。かわらけを使用するのが本道であるが、最近は陶器皿も使用するようになったと述べ

ている。本遺跡においても、前述 したように陶器皿 (総織部、絵志野)が使用されていたこと

が確かめられている。さて、短築を使用する場合には、やはり、二枚使用するが、直接重ねる

のではなく離れた位置に置く。この場合、C群の皿は上の皿を受けて大型のものを使用する。こ

うした使用方法から、C群の皿類は短葉などの下皿と予想される。他方、B群の皿類における

日径のばらつきは、直接多少口径の異なる皿を二枚重ねに使用したことを反映しているのでは

なかろうか。

この上師質皿は、さらに他の用途も存在する。先の『石州流三百箇条』によれば

(前略)ま へのある、すきぎすへのふろのうちハかハらけを立、脇はかきあげて置。

小風炉の内ハかわらけ前へ出す。

とある。つまり、前欠 (道安)風呂で透本を据えた場合、正面の位置に皿を灰の中に立て、

周囲の灰を掻きあげる。これは、風炉の中で土師質皿を使用する例であるが、その意味すると

ころは、浅学の筆者には理解できない。こうした使用例は、茶道の流派や時代の変化によって

異なるものであろうから、本追跡でこのような使用方法が当時行われたのかは判断できない。

一応、このような使用例のあることも認識しておきたい。
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2.耳 皿

耳皿は、Ⅱ区 。Ⅲ区から各 1点ずつ合計 2点出土している。第114図 9。 10がある。第114図

9は Ⅲ区のⅡ層、同図10は、コ区のⅣ層上より出土した。前者は層位的にはⅡ期の遺物と考えら

れるが、I期の可能性もあり、検討の余地がある。後者は層位的にI期に限定してよいであろう。

耳皿は食膳の箸置と考えられる。1764年 ころに書かれた『貞丈雑記』 (註 2)に は「箸の台と云

はみみかわらけの事也、七五三などの膳すべて式正の膳には必みみかわらけに箸をおくなり」

と記されている。式正の膳以外 |こ使用しないのであろうかとの疑問もあるようだが、本遺跡の

場合は、その性格から式正の本膳料理、あるいは会席料理に使用された可能性は極めて高い。

「貞山公治家記録附録之一」にも、寛永二年の記録として、毎年行う正月元日の行事が記され、

その中の正月料理の記載の中にその使用例を知ることができる。すなわち、餅 をのせた膳 (一

番膳)の項に

大豆粉御前ヘハヘイコウニ入御箸墓耳土器御相伴ハ大豆粉餅ノ上二置ク

箸墓耳土器ナシ

とあり、式正料理に耳皿を使用している。それにしても、出土数が少ないのが、気になると

ころである。

3,焼 塩壺

焼塩壷とは、粗塩を粉砕 し、コップ形の小型土器に入れて加熱し、ニガリ等がとれて真白な

焼塩ができるが、この時の小型土器の名称である。つまり、焼塩重は食卓塩を製造する容器であ

り、それは蓋をして容器のまま消費者に商品として売買されたようである (1983:渡辺誠)。

本遺跡では、焼塩壷およびその可能性のあるものを合めると身は合計31点出土している。分

布は I・ Ⅱ区に限られる。 I区は 8点、Ⅱ区は23点出土している。Ⅱ区の出土率が高いのであ

るが、その中でも6号・ 9号土渡が 5点ずつで最も多い。その他に蓋 1点が出土している。身

の内面や外面底部はいずれも淡いピンク色を呈するものが多い。

焼塩壷の身は、その特徴から3種類に細分することができる。

1類・……輪積みで外面体部は縦位・底部付近は不規貝Jな軽いヘラケズリがなされ (面取り)、

その後横位方向を主体とする不規則なナデ調整が施される。胎土には、砂粒が多量

に含まれる。

2類。・…・ 成形方形は充分に理解できないが、底部は回転糸切によって切 り離されているこ

とから、ロクロ成形の可能性が強い。体部はていねいなロクロ調整が観察される。

底部付近は比較的明瞭なケズリ調整が施される。すべて底部は回転糸切である。

2類はさらに形態や調整によって 3種類に細分される。

a・ 体部上半がすぼむもの。底部付近の手持ちのヘラケズリ調整は弱い。



b・ 体部上部のすばみが弱いもの。底部付近の手持ちヘラケズリが明瞭である。

c・ 完形品・がなく充分ではないが、底部付近に回転ヘラケズリ調整が認められる

もの。一応、 2類に合めたが今後検討が必要である。

3類。…… 2類同様、成形方法は充分に理解できないが、ロクロ成形になるものであろう。

また、体部には「十字」あるいは格子状の叩き目がある。日縁吉Б付近がくびれる。

1類には、第114図 11,19が ある。 2a類 には第114図 15が あり、 2b類 には第■4図 14がある。

同図18も 2b類の可能性が強い。 2c類には第114図 17が唯一ある。 3類には第■4図 13が ある。
これも1点である。その他の破片については、充分に特徴を把めないが、 2類 と考 えられるも

のが多く、 1類は数点である。蓋には第114図 12が あるが、どのタイプの身に伴 うのか不明であ

る (な お、 P154・ 155を 参照されたい)。

年代と産地

これらの焼塩重のうち、身 3類と蓋以外はいずれも I期の遺構に伴って出土 している。焼塩

壺で製造された塩は、高級な焼塩 (食卓塩)であることから、 I期の遺跡の性格 と付合 し、そ

れにふさわしい。したがって、身 3類 と蓋も、今後検討が必要であるが、 I期のものの可能性

が強い。叩き目がみられる点は気になるところであるが形態的には古い要素を持っている。焼

塩壺の出土例は、畿内に多い。平安京土御門鳥丸内裏跡では、身が 9類型、蓋が 3類型で合計

234点 が確 かめられており、これらの生産地には堺湊・堺御塩所・泉州麻生・播磨・京都木野・

同深草などがあり、それぞれ製作技法が異っているという (1983:渡辺誠)。 身 9類型 と本遺跡

のものを比較すると 1類はA類 と、 3類は形態的にはG類にそれぞれ類似する。渡辺氏によれ

ば、A類は天文年間から1672年 までに製作 されたもので堺湊産・G類はA類 と共伴 して、堺湊

産である可能性が強いという。 2類の類例は報告されていないが、 2類は 1類と同 じI期の遺

構から出土していることからほぼ同時期 とみてよい。しかし詳細にみると、 1類としたものは

I期の遺構内の下部から出土する傾向が認められる。 したがって、 1類から2類へ と変化 した

可能性が考えられる。 3類は充分に理解できない。いずれにしろ、これらの焼塩壺は、 I期の

期間内で変遷 したものであろう。産地については、地元産と言えるものはなく、記録 もない。

また県内には比較できる出土例がない。したがって、前述 したように焼塩壺の性格からも畿内

からの搬入品であろう。城主が京都や江戸に参動した折に買付けられたものではなかろうか。

最後に、焼塩重の製作上の変化のうち、糸切底や叩き手法を示すものが I期すなわち、およそ

慶長から寛永までに出現したことを指摘 しておきたい。



4.そ の他
土師質土器には、前述したもののほかに器種を識別できないものや性格の不明なものが45点

ある。この中には、後述する軟質の無釉陶器も若干含まれているようである。図示できるもの

は 2点に過ぎない。第114図 16は小型の壷か鉢の破片であろう。 1号土渡から出土 し、Ⅲ期嚇日

馬の碗など共伴する。第115図 5は、台形に近く、ちょうど古墳時代の高界の脚部に類似してい

る。外面には、維位の軽いケズリ調整が施されている。性格は不明である。鉢類の脚のような

ものであろうか。時期も明確ではないが、層位的には I期の可能性がある。

註 1  この書は、仙台藩茶道指南だった清水家に伝えられたものである。清水動閑 (二世)

は石州流に属すが、一世清水道閑は古田織部の高弟で小堀遠州と兄弟弟子の間柄であ

る。清水道閑は、政宗が京都からつれてきた茶人であり、『貞山公治家記録』には慶

長18年に初見する。

誰 2  原本が入手できないため、長瀬衛「V-2・ かわらけ」、『青戸・高西城址調査報告

Ⅲ』より借用させていただいた。

表11 土師質土器集計表 合計欄の ( )は 実測数

区
構

地
遺

器形

層位

(メ垂き明 ) 皿 焼  塩  重 鉢 そ の 他
」ヽ 計 合 計

実測数 破片数 実測数 破片数 実測数 破片数 実測数 破片数

C  -  20 2  層 1 1 1

C - 21
2  層 1 l

5  層 3 1 1 5

6  層 1 1

C - 22

2  層 1 ユ

3  層 1 2 1

4  層 l 1

6  層 4 4

C - 23
4  層 2

3
6  層 1

D - 22
1  層

2
2  層

E - 20 4  層 1

E - 21
4  層

2
5  層

E―-20・ 21

F―…20・ 21

表   採 1

4  層 1 1

F - 20
2  層 5 5

4  層 ユ 3 4

5  層 1 ユ

F - 21
3  層 ユ ]

2
4  層 1 1

F - 22 1 層 1 1 1

G - 20
3  層 3 2 5

8灰 色 土 〕 1 2

茶褐色土 1 ユ

G - 21
2  層 1 1

5
石敷上面 4 4



区
構

地
遺

器形

層位

(燿差明 ) 皿 焼 塩 重 鉢 そ の 他
小 計 合  計

実測数 破片数 実測数 破片数 実預1数 破片数 実測数 破片数

G  -  23
3 層 1

2
4 層 1

G - 24 1 層 1 l

」  -  23 1 層 2 2

J  -  24 2 層 1 1

」-25,26 層 1 1

J  ―-  26
1 層 l 1

2
3 層 1 ]

I区北東部 表 採 1 1 1(1)

0 - 15 層 1 〕 1

O - 16 層 3 3
5

Ⅲ 層 2 2

O - 17 層 ユ 6 ユ 8(1)

O - 18 層 3 3
16(1)

Ⅲ 層 ユ

O - 19 Ⅲ 層 ユ 13(1)

P - 17
巴 僧 ユ 1

3
皿 層 2 2

Q - 15
層 8

ul 層 8

Q-16

I 層 1 1

17(2)

層 5 1

暗褐色 土 層 1 1

皿 層 1 5

攪 3 3

Q - 17

層 1 1 2

9(2)黒褐色 土層 5 1(耳皿 ) 6

攪 乱 1 (ぞ獲至) 1

Q-18
層 4 1 ユ

7(1)
Ⅲ 層 1 1

Q-19
層 1 1

3
Ⅲ 層 2 2

R - 15 皿 層 1

攪 7 7

R - 17 層 l 3 1 (蓋 ) 5
50(2)

Ⅲ 層 1 1 1

R - 18 ] 層

R-18,19 I 層 1 生 1 (1)

R - 19 層 1 1

3
Ⅳ 層 2 2

Ⅱ 区 I 層 2 2 2

J - 7 3 層 1 1 l

M - 6 2 層 2 2 2

M - 7 3 層 7 7 7

M - 8 3 層 2 1(耳皿 ) 3 3

Ⅲ 区
2 層 l 1

14(1)
3 層

D - 7 攪 2 2 2

E - 7 2 層 2 2 2

F・ G-7 グライ層 1 ] 1

Ⅲ・ Ⅳ 区 土 3 3 3

1号 濤

埋 1層 1 5 6

8(2)埋 2層 1 ユ

埋 6層 l 1

3 号  濤 埋 土 2 2 2

5 号 濤 埋 上 3 3 3

6 号  濤 埋 1層 2 2 2



地

道

区

構

器 形

層位

('蚤差明 ) 皿 焼  塩  重 然 そ の 他
卜 計 合  計

実測数 破片数 実測数 破 片数 実測数 破片数 実測数 破片数

8 号  濤 埋 1層 1 6 1 8(1)

10 号 濤 埋 2層 1 1 2

12 号 濤 埋 3層 2 2 2

12 号  濤 埋 土 1 1 ユ

l号 土 羨 埋 1層 l 8 1 10(2)

2号 土 娯 埋 1層 2 1 3 3 (1)

3号 土 装 埋 土 1 ユ 2 2

5号 土 猿

理 1層 1 16

49(4)埋 2層 1 2

最 下 層 ユ 8 1 10

6号 土 壊

埋 1層 2 3 3

222

121)

埋 2層 7 5

埋 3層 7 1 1 l

埋 4層 2 3 1 6

底 面 1 た 2

7号 土 装 埋 土 14 1 15(1)

8号 土 茨 埋 1唇 3 3

9号 土 壊
埋 1層 4 3 9

124(4)
埋 2層 2

10号 土 羨

埋 1層 4 4

埋 2層 5 5

炭 層 2 2

攪 1 1

2号 竪 穴 埋 1層 1 4 4

3号 竪 穴 攪 乱 1 6 7 7

4号 竪 穴 攪 l 1 37(1)

2号 暗 渠 埋 土 5

石 敷 通 路 4 4 4

ピ ト K― 9) 埋 土 1 1 1

ピット4 Q― 6) 埋 土 2 2

ピット9 R一 5) 埋 土 1 1 1

ピ ッ Q― 埋 土 l l 1

ピ ト O― 埋 土 1 1 1

全 区 合 計 7 3 3 7 40 881160

I 区 7 77 1 7 3 2 1 5

区 6 1 5 695

Ⅲ ～ V区 ユ 1

第 3節 軟質陶器

ここで軟質陶器としたものは、土師質土器に比較して高温焼成された素焼きの陶器である。

出土総数は合計 6点で、内訳は I区 5点、Ⅱ区 1点である。器種はほぼ鉢に限られるが、Ⅲ

区出上のものは小型の甕であろう。

鉢には、第115図 1・ 3・ 4がある。 1・ 3は、おそらく調理用であろう。 4は、三足の火鉢

(手焙り)である。これらは、層位や遺物の共伴遺物からⅢ期のものと考えられる。 2は、小

型の甕であろう。 ]区のⅡ層上より出土していることから、やはりⅢ期以後のものと考えられ

る。いずれも地元で生産されたものと考えられるが、堤の製品かどうか判断できない。



第 4節 瓦質土器

瓦質土器は、出土総数合計136点出土している。調査区別では、 I区23点で約17%、 Ⅲ区109

点で約80%、 Ⅲ・Ⅳ区は4点で約 3%を 占める。時期については、瓦質土器自体では時期の識

別は現在困難である。時期の明確な遺構に伴 うものはよいが、その以外のものは明らかにで

きない。ここでは、同一層位から出土した他の陶磁器等から推定したものもある。しかし、同

一層位でも他時期の遺物を含む場合がある。今後、他の追跡の類例を待って修正が必要であろ

う。

さて、瓦質土器には、鉢、橋鉢、経鉢 (?)、 火鉢、足付火鉢、大型火外、風炉その他がある。

調査区別に述べてみたい。

I区では、Ⅳ期初頭に形成されたテラスの盛土中 (Ⅲ期の遺物が主体)よ り多く出土 してい

る。その他には、 1号 。2号溝など皿期の遺構や遺物と共伴している。 I区では、唯-3号土

渡から出土した I期のものがあるが器種は不明である。図示できるものは、極めて少ない。第

115図 6は ミガキに近い平滑なナデ調整が施される力＼内面はロクロ調整痕のみである。時期はⅢ

期後半と考えられるが、用途は不明である。第116図 5は円孔のある人鉢 (手焙り)である。内

面に炭化物が多量に付着している。第118図 4は三足 (獣足)付風炉と考えられる。獣足間が開

くいわゆる道安と呼ばれる前欠風炉ではなかろうか。獣足は31T子頭を表現している。前欠の部

分は通常の風炉と異って内面底部とほとんど比高差がない点で疑間が残こる。時期は皿期であ

る。風炉という見方が正しいとすれば、前述した相J馬灰釉碗Ⅲ類 (抹茶茶碗)が想起される。

その他には、Ⅲ期と考えられるものとして、輪高台の鉢 (?)や口縁部力羽巴厚する壼 (?)

そしてE「花文 (梅花 ?)の破片などがある。

Ⅱ区では、合計109点中I期の瓦質土器は77点で約71%を 占める。その他のものは、遺構の重

複や攪乱を受けている状況から、時期を識別できない。おそらくは、 I期 に帰属するものが多

いものと考えられる。

ここでは、 I期の瓦質土器について述べたい。

77点中器種の明らかなものは、64点ある。その内訳は鉢41点、悟鉢17点、糧鉢 (?)1点、

脚 (?)4点、風炉 1点である。他の13点はまったく不明である。

外には、変形鉢が目立つ。第117図 9・ 8は、方形を基調とする変型鉢である。おそらくは、

型打成形後に変形させたのであろう。また第118図 1・ 2は片口のように一部を突出させた変形

鉢であろう。いずれも外面は、ケズリ→ナデ調整→文様施文の手順を経ている。文様は、 1は

ヘラ状工具による施文であるが、日唇部文様は、 2と 共に竹管状工具による刺突である。これ

らの変形鉢は全体を知ることができない。人鉢と考えられるものには、極めて大型のもので、
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第115図 8。 9、 第116図 1がある。口唇部内側が突出し、日縁部外面には刻目のある隆帯を貼

付けている。おそらく、屋敷や茶室で冬期間等に使用されたのであろう。なお、鉢として扱っ

たものの中には、本来構鉢であったものが、識別できずに鉢としたものもあろう。その他に、

鉢の破片と考えられ、菊EP花文をもつものとして第116図 2・ 3の拓影がある。

橋鉢は、器厚が厚く片口部を伴 うものである。筋目は 4・ 5本単位で総じて太い。陶器悟鉢

よりも小型のものが多いようである。使用頻度が高かったために、筋目の下部はほとんど磨減

したものが多い。第117図 2・ 3は 6号土壊、第116図 7・ 8、 第117図 1は 9号土壊より出土し

ている。その他に、経鉢としたものに第117図 4がある。筋目が観察できず捏鉢としたが、本来

は橋鉢かもしれない。内面は磨減が著しい。

脚 (?)と して扱ったものには、第117図 7・ 6がある。用途を充分に理解できず、形態から

脚として扱ったが、今後類例を待って検討したい。これと同じ形態のものが、前述した土師質

土器の中にも存在する。なお、 7は片口部のようにも考えられるが定かではない。

風炉と考えられるものには、第116図 6がある。この土器は、当初火鉢と考えたが、内面の一

部に黒漆塗りの痕跡が認められたことから風炉と推定した。どのような風炉かは判断できない。

ロクロ成形後、瓦質に仕上げ、さらに漆塗りにしたものである。考古学的には、陶胎漆器とす

べきかもしれない。今は漆が景」落してしまった。

I期のものは以上であるが、その他に時期を特定できないものがある。第115図 7は、壷 と考

えられる口縁部破片である。口縁部下には、前述の人鉢と同様の刻目をもつ隆帯が員占付く。内

面も黒色を呈する。第116図 4は円形の鉢と考えられ、口唇部内側が肥厚する。外面には草花文

と考えられる文様がある。第117図 5は足付火外と考えられる。第118図 3は、鉢類の獣足であ

る。この類例は前述したようにI区にある。したがって、 I区のものと同様の時期と用途が考

えられる。

まとめ

瓦質土器は、 I期にかなり鉢類を主体として生産がなされていたようである。こうした土器

は地元産と考えられ、おそらくは、仙台城造営時に関わりのあった瓦二人たちの手になるもの

ではなかろうか。特に、本遺跡と類似する悟鉢は、仙台市の今泉城跡 (1983:佐藤・他)や南

小泉遺跡 6号土装 (1983:工藤 。他)な どから出土している。今のところ仙台市内つまり、旧

地下町やその近郊の武士の邸宅地に限られている。一方、仙台市内にある堤焼には、黒物屋と

称する素焼きや黒物焼 (瓦質土器)の専門二人の存在が知られている (1974:関 )。 現在知 ら

れる最も古い工人としては、寛政年間ころの蜂谷仁右ェ門という黒物焼二人が存在したようで

ある。 I区より出土した皿期の瓦質土器や前述 した軟質の陶器類は、堤焼との関連が強いもの

と考えられる。 I期のものについては、明らかにできないが、堤焼との系統がたどれるとすれ



区

構

地

造 試
鉢 拒  鉢 控 鉢 印花文鉢 脚付鉢 手焙 り

猷 足 付 士霊 獣足脚 脚  部 不  明 小
計

合

計
⑥ ⑧ ① ◎ ① ○ ① ◎ ① ⑤ ⑥ ⑤ ① ① ① ◎ ① ③ ⑥ ① ① ◎

C-21 5 層 1
】

C-22
ユ

2

6 層 1

D-20 l層 1
1

E-20

1 層

4(1)2 層

4 層

6 思 I

E-22 1 層 ユ

F-20 2 層 ユ 1

F-21
4 層 1 2

グライ層 1

」-25・ 26 4 層 1
1

0-16 Ⅱ 層 1
1

O-17 層 2
2 2

0-18 lu 層 1

1

P-15 層 2
2

P-17 層 1
1

Q-15
Ⅱ 層 2 2

IIl 層 I
1

Q-16
Ⅱ 層 1 よ

皿 層 I

2 3

O-17 14 乱 1
4

Q-18 Ⅱ 層 1

Q-19 Ⅱ 層 1
1

R-15 攪 舌t 1

R-17 Ⅱ 層 8 ユ
1 10

R-19
Ⅱ 層 ユ

2

阻 層 1

Ⅱ  区 層 〕

F,G-7 グライ層 1 l

Ⅲ  区 1 層 3
3

1号 濤
里 1層 1

3は )

埋 6層

青色砂

2号 溝 埋 1層 3 4(1)

5号 溝 埋  土 1

3号土嬢 運  土 3 3

5号土猿

埋 1層 1
1

埋 2層
15(2)

最下層 1
ユ

6号土荻

埋 1層
3

27(9)埋 2層 3

埋 3層 1 8 2 3 1
1 2

I

7号土矯 埋  土 1 1
2

8号土竣 埋 1層 1
1

9号土猿
埋 1層 3 2 2 I 6

埋 2冒 2 ユ
11

10号 土嫉 埋 2層 1
1 1

2号竪床 埋  土 1
1 1

3号竪穴 埋  土 1
1

埋  土 1 ユ 1 3 3(2)

計 8 5 15 2 1 1 2 1 3 1 4 136251

ば、興味ある問題である。いずれにしろ、今後の課題としておきたい。

表12 瓦質土器集計表 ※⑥・……実測数・◎・……破片数

合計欄の ( )は実測歎



第 5節 Ⅱ区西側拡張区出土陶磁器等

ここでは、Ⅲ区の 5号・ 6号土渡の範囲を確認する目的で行った、拡張区の出土陶磁器を一

括で扱 うことにする。遺物の種類別に述べることにするが、これらはすでに述べてきた陶磁器

の集計点数には含まれていない。

1.陶器 (第 206図 13表 )
陶器は、 I・ Ⅱ層では13点出土し、 I・ Ⅳ・V期のものが出土している。 I期には、美濃や

唐津の製品 4点がある。第206図 11は美濃鉄釉悟鉢、第206図 10は唐津の構鉢である。Ⅳ期と考

えられるものに第206図 9の文字入の徳利がある。美濃高田の製品であろう。Ⅳ期・V期 と考え

られるものに第206図 6がある。甕の口縁部であろうか。この時期の陶器では、相,焉が 5点で最

も多く、V期の田代窯の製品も含まれる。遺構に伴 うものには、美濃・志野織部・織部・志

野・鼠志野・唐津・信楽・備前 ?な どがある。いずれも大部分は細片である。このうち、図示

できるものが3点ある。第206図 8は、 5号土壌より出土した美濃灰釉の向付あるいは、皿であ

ろう。第206図 7は 6号土渡より出土した志野織部の鉄絵皿である。見込みに菊花文がある。登

窯の製品である。第206図 12は 1号竪穴遺構から出土した唐津の鉄釉糟鉢である。筋日は10本単

位のようである。底部付近には、三ヶ所に指頭痕が残っている。

2.磁基争(第 206図 14。 15表 )
磁器には、中国・肥前・東北 。その他がある。合計46点出土 した。中国磁器は12点出土 し、

このうち遵時に伴ったものは9点である。他は I・ コ層より出土している。種類別にみると、染

付 7点、白磁の可能性のあるもの 4点、青磁 1点である。特に青磁は、前述の池跡のものに次

いで 2点 目である。いずれも16世紀後半から17世紀初頭のものであろう。すべて I期のもので

ある。図示できるものは、第206図 5の 6号土墳より出土した染付皿 1点がある。見込の文様は

は不明である。肥前磁器は、合計17点 あり、染付10点・白磁 4点・色絵 3点である。遺構に伴

うものはない。ただ、 1点だけ 6号土壌より出土 した花瓶 (206図 4)がある。調査時点での幕

末 (Ⅳ期)の混入品であろうと考えられる。その他の肥前磁器のうち、染付重 1点 (皿期 ?)を

除けば、他はすべてⅣ・V期のものである。

3.土師質土器 (第206図 16表 )
拡張区から出土した土師質土器は合計113点 出上 し、その大部分は細片である。内訳は、皿が

93点、焼塩重 2点、鉢 1点、その他11点である。皿のうち、燈明皿 と理解できるものは少ない。

これらは、皿の分類のうち、B群 と考えられるものがほとんどのようであるが、第206図 1は、

回径が 3寸で皿 A群に属すことになる。つまり、A群の皿はほぼ皿期の特徴と考えられたが、

I期にも存在することが確かめられた。しかし、同じA群の皿でもI期 とⅢ期のものでは、色



調や焼きしめの度合が異なつている。

焼塩壺は 2点あり、いずれもI期の 1号竪穴から出土 している。これらは、焼塩重 2類と 3

類に属するものである。 3類は、前述のものに比べると目の細かい格子状の叩き目がみられる。

ここでは、焼塩壺の 2類 と3類が共伴することが確かめられたことに注目したい。つまり、焼

塩壷はすべて I期 に属することが理解できた。

鉢 と考えられるものは、 6号土墳より1点出土 している。それは、第206図 2の小型の鉢であ

る。日縁部が内側に屈曲する独特の形態を示す。ロクロ成形で、内面に炭化物が付着する。 I

期に属す。

その他の上師質土器は、細片で特徴を把めない。

4.瓦 質土器 (第206図 17表 )

瓦質土器は、合計11点出土し、Ⅱ層出上の構鉢 1点を除けば、他はI期の 5号・6号土墳、

1号竪穴遺構から出土している。また、器種は、鉢 7点、幡鉢 2点、その他 2点がある。鉢に

は、 6号土壊から出土した縦位沈線の認められる変形鉢片や、 1号竪穴から出土した大型の火

鉢片がある。このうち変形鉢は、すでに述べてきたように6号土壊に限って出土している。悟

鉢には、第206図 3がある。

表13 Ⅱ区西側拡張部陶器集計表 ※①……実測数。①……破片数

表14 Ⅱ区西側拡張部磁器集計表 ※①……実汲1数・①……破片数

区

構

地

違 試
碗 皿 鉢 向付 香炉 士霊 徳 利 版|蓋 土瓶 甕 焙熔 橋鉢 匡鉢 k指 その他 不 明 月ヽ

計

合

計
OC 命 G 」団雨 6⑤ ①l◎ |

①C ④lC ⑥ ①l⑤ ① に

合  計
2 5 3 4 ユ l ] 3 2 ]

2 ll 5 3 4 1 1 1 5 1

区

構

地

遺 訓
硫 皿 雰 外 霊 瓶 徳利 香 炉 蓋 その他 不 明 おヽ

計

合

計
⑥ ① ⑥ ⑤ ① ① ① ① ◎ ◎ ◎ ① ③ ① ⑥ ◎ ⑥ ①

I 層 9 7 ユ 4 1 1 2 1 1

Ⅱ 層 2 1 ユ

6号土残

埋 1層 l

3(1)
埋 2層 1

埋 3層 1

〈
口 計 7 1 5 2 ] ] 3

155



表15 Ⅱ区西側拡張部中国磁器集計表

追  構 層 位
合
計
時代・器計
種 別 明

不

明

碗 皿 鉢 不   明
実測数 破片数 実測数 破片敷 実測数 破片数 実韻1数 破片数

I 層 l 白  磁 1 1

Ⅱ 層 染  付 l 1

臼磁 ? 1 1

5号土羨
埋 2層 2 染  付 1 1

白  磁 1 1

6号土羨 埋 2層 染  付 4 1 1 1 1

1号竪 穴
埋 1層 染  付 1 1

埋 2層 白  磁 1 l

柱  穴 Pitl 青  磁 1 1

計
12

(1)

1 1 3 4 l 2

表16 Ⅱ区西側拡張部上師質土器集計表

遺  構
器形

層位

皿 焼 塩 重 鎌 そ の 他
小  計 合  計

実測 数 破 片 数 実測 数 破 片数 実測 数 破 片 数 実測 数 破 片 数

I  層 l] 1 12

Ⅱ  層 2

5号 土 壌
埋 1層 1 4

7
埋 2層 2 2

6号 土 嫉

埋 1層 1 7

埋 2層 1

埋 3層 3 3

埋 4層 ユ l

1号 竪 穴
埋 ユ 層 7 2 1

埋 2層 1 10

△
ロ 計

1 2 ユ 11

表17 Ⅱ区西側拡張部瓦質土器集計表  ※⑥……実測数・◎……破片数
区

構

地

遺

器形

層位

鉢 橋 鉢 担 然 F,花文鉢 脚付鉢 手焙 り 猷 足 付手 帰 り 士霊 獣足脚 脚 部 不 明 小

計

合

計⑥ ① ① ⑤ ① ① ⑥ ① ⑥ ⑥ ⑥ ⑥ ∩ ③ ① ◎ ① ◎

Ⅱ 層 1 1 1

5号土嫉 埋 2層 1 1 1

6号土 残

埋 1層 5 5

8埋 2層 1 l

理 3層 2 2

1号竪穴 埋 1層 ユ 1 1

合   計
7 1 ユ 2

7 2 2

表18 Ⅱ区西側拡張部瓦集計表
遵   構 層  位 平 丸 軒 丸 軒 平 軒横 棧 冠 駒 巴 塀 塀 平 憂 斗 面 戸 T字 留 蓑 隅 切 不明 計

I 層 2 3 5

Ⅱ 層 3 3

5号 土 羨 埋 2層 1 1

6号 土 崚 埋 2層 3 3

1号 竪 穴 l ユ

表  採 1 1

合  計 9 4 1 14



表19 西側拡張部木製品集計表
項 目 遺 構 層 位 登 録 番 号

柱 根 掘 立 柱 穴 2020

折 敷 1号 竪 穴 埋  2 層 2125

漆       器   (椀 ) 6号 土 坂 埋  2 層 2240

漆      器   (椀 ) 6号 土 残 埋  4 層 2241

下 駄  (連歯 ) 6号 土 娠 埋  2 層 2536

板 】犬 木 製 6号 土 羨 埋  3 層 2679

板 勇犬 木 製 6 土 袋 埋  2 層 2680

板 ,吠 本 製 13号 土 坂 底 面 2681

箸 6号 土 嫉 埋  4 層 2857

箸 6号 土 壌 埋  3 層 2858

表20 Ⅱ区西側拡張部建築関係 集計表

地 医 層 位 鉄 釘

Π区 西 倒 拡 張 部 Ⅱ 層 1

川ヽ 計

遵 樗 層 位 鉄 釘

6号 土 壊 埋   1  層 6

埋  2 層 1

ノJヽ 7

Ⅱ 区 西 拡 部 合 計   1  8

総   計   1  8

表22 Ⅱ区西側拡張部 鉄釘集計表
地 区 眉 位 折 釘 頭  巻  釘 切 釘 不 明 /1ヽ 計

Ⅱ区西側拡張部 □ 層 1 1

計 I ユ

Ⅱ 直 西 拡 部 合 計 1 1 1 1 1 2 1 4 1 8

誌  計  1 1 1 1 1 2 1 4 1 8

達   構 層  位 開元通宝 皇宋通宝 藷耗通宝 熙寧元宝 元豊通宝 元祐通宝 紹聖通宝 永楽通宝 小  計

6号土壌 埋 2層 1 1 ユ 1 I
6

埋 3層 2

/1ヽ ●l 1 1 1 1
8

表21 Ⅱ区西側拡張部生活用品 (金属製品)集計表
地 区 層 位 煙 管

Ⅱ区西側拡張都 扇

おヽ 計

Ⅱ区西拡 都合計   +  1

総   計   1  1

没 構 層 折 釘 頭  巻  釘 切 釘 不 明 月ヽ 計

理  1  層 I
1 3 6

埋  2 層 1

お 計 1 1 よ

表23 Ⅱ区西側拡張部 中国銭集計表
地   区 唇   位 開元通宝 単宋通宝 嘉祐通宝 熙寧元宝 元豊通宝 元祐通宝 紹聖通宝 永楽通室 おヽ  計

Ⅱ区IIII拡新誌I I  層
l

計刈

区 西 拡 部 合 計



第 6節 瓦

瓦の出土は多量であったので、文様瓦を全点収納してきたほかは、現場において選別して収

納してきた。これらは焼成法による分類からいえば燻 し瓦であり、黒色とか銀色を呈している。

型による分類では本瓦葺に使用する本葺型、棧瓦葺に使用する日本型になる。形によって分類

すると、平瓦、九瓦、軒丸瓦、棧瓦、軒棧瓦、塀瓦、冠瓦、その他の道具類がある。

鬼瓦類と分類されるものには鬼瓦、飾り瓦、留蓋片がある。

次に形による分類に従ってまた鬼瓦類について述べていきたいと思う。

1.軒丸瓦
軒丸瓦は瓦当文様で分類すると九曜文、巴文、三ッ引両文、菊花文であり、巴文のものは更

に巴文だけのものと、その周囲に連珠を伴うものとに分けられる。ここでは、文様ごとに記載

するのであるが、更に、各文様共通の分類として、瓦当直径によって I類～Ⅷ類まで分類を行

った。 3 cmを 1寸 として計算すると、13cm(約 4寸)か ら21cm(約 7寸)ま での大きさになる

(第69図 )。 また全長のわかるものをとり出して分類してみると、 9寸 (I類 )か らI尺 2寸 (皿

類)ま で分類できる (第74図 )。

(1)九曜文軒丸瓦 (第 119～ 122図 )
九曜文は政宗のときから使用された家紋の一つである。径による分類によれば、ェ類、Ⅲ類、

Ⅳ類、V類、Ⅶ類のものが出土してぃる。このうちⅢ類 (径 16cm。 5寸)の ものが一番多く9

点、次いでⅣ類 (径 17cm・ 5寸 5分)の ものが 8点、V類 (径 18cm・ 6寸)の ものが 7点 とな

っている。一番小さなI類 (径 13cm・ 4寸)の も分は 1点で、使用された部位が異なるもので

あろう。

長さからの分類でいうと、Ⅲ類 (1尺 3寸 5分)の ものが多くなるようだが、この長さに対

応する瓦当直径が 5寸～ 5寸 5分であるので、径分類のⅢ・Ⅳ類のものが多かったことから考

えて、当然の結果と言える。

全体の形状及び調整は各軒九瓦とも同様で、ほとんど差異がない。瓦当の周縁は、内区文様

の高さとほぼ同じで中高縁である。玉縁は、ほぼ 1寸 5分 (中には 2寸のものもある)と 短く、

先端部はしばられて幅狭くなっている。丸瓦部表面はきれいにナデられており、裏面は布目痕を

残す。中には縄目痕を残すものなどもある。中房の円径は、I類は欠損して不明のほかは、ほ

ぼ 1寸 5分である。

九H召文軒九瓦片は、 I区出土のものが多く、Ⅱ区からは少ない。一番古いと考えられている

5・ 6・ 9号土渡、第 1号竪穴遺構などからは 1片の出土もない。
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(2)巴 (連珠)文軒丸瓦 (第 123。 124図 )

径分類では I。 皿～Ⅶ類に該当するものがある。このうちⅣ類 (5寸 5分)に該当するもの

が65%と 圧倒的に多く、九曜文で多かったⅢ、V類のものは、前者が10%、 後者が 5%と 極端

に少ない。それは IoⅥ・Ⅶ類のものとほぼ同様の出土率である。九曜文と同様にI類に該当

する小型のものは 1点である。

長さで分類できたものは少数であるが、参考までにみると、 I類 (1尺)に 1点だけである。

全体の形状や調整は九曜文とほぼ一致している。周縁も中高縁である。瓦当文様を見ると、

巴文が左巻きのものと右巻きのものがある。また、巴文の尾は普通のものと、尾長系といわれ

るものがある。更にそれを取りまく連珠数も異なる。

まず巴文は、ほとんどが左巻きであり、右巻きのものは 3点で、全量の約13%だ けである。

また尾長系の巴は全体の約56.5%で あるが、それからは、径分類による傾向は出てこない。尾

長系のものは、外区の連珠数の多い方に見られる傾向がある。巴の末尾は、他の巴の尾及び周

縁部には接していない。連珠数も径分類に対応する傾向はない。

出土地は、各地区を通してあるが、特筆できることは、Ⅱ区 5。 6号土壊等、古い遺構から

は巴類だけが出土していることである。

(3)巴文軒丸瓦 (第 125。 126図 )

径分類でみると、Ⅲ～Ⅵ・Ⅷ類のものに該当する。 V類に分類できるものが10点 (28%)と

一番多く、次いでⅣ類とⅥ類が各 9点 (25%)出土している。Ⅷ類 (21cm・ 7寸)に分類でき

たものは、この巴文だけであり、 3点ある。使用された部位が異なるのであろうか。

全長がわかるものは 1点 もない。

周縁の形状は直立縁、高さからいえば中高縁で、前述 してきた軒丸瓦と同様のほか、全体の

形状、調整も同じである。

巴文は右巻 き、左巻 き両方あるが、右巻 きのものは10点 (約25.5%)と 、巴に連珠が伴 うも

のより多くなっている。尾長系の巴文も約72%と 、前者よりも比率が大 きくなっている。巴の

巻 きの方向は、前者同様、径及び巴の尾の長さには関係がないようである。巴の末尾がどこに

も接 していないのも前者と同様である。

(4)三 ッ引両文軒丸瓦 (第 128図 )

三ッ引両文は、伊達家で最も古い家紋であり、文治 5年、源頼朝から幕紋の両引を賜わり、

図案化したものといわれている。全点で 6点あり、瓦当直径のわかるものは、そのうち4点で

あり、それらはⅡ～Ⅳ類に属する。全長がわかるものはない。

同縁部は前 3者同様に直立縁で中高縁である。

出土点数が少ないので、出土地の傾向を述べるのはむずかしいが、あえていうならば、 1区



第70図 軒丸瓦類別出土グラフ

の出土が多いと言える。

(5)菊花文軒丸瓦 (第 128図 )

菊の家紋は政宗が秀吉から賜わったものと言われている。全出土数が4点だけであり、その

うち径の推定できるものは I類 に1点のみであるが、他も小型のものと見うけられる。全長は

全点不明である。

周縁は今までのものとは異なり、平縁で低縁のものである。つまり周縁にあたるものがない。

菊花の文様も、その花弁が高く浮き出ているものが 3点で、花弁の形が沈線状に描かれている

ものが 1点ある。

点数が少ないため、出土傾向は出せないが、全体量からの比較及び、周縁部の形態が他のも

のと異なること等から、特殊な使い方をされたことが考えられる。

軒九瓦について、その 1点 ごとについては観察表で見てもらいたいが、今まで述べてきたこ

とは、その各種類ごとの特徴である。

ここで軒丸瓦全体のことについてまとめておくと次のようになるようである。

まず軒丸瓦のうち、九曜文、巴 (連珠)文、巴文が主要なものであり、三ッ引両文、菊花文

の瓦は特殊な使われ方をしたと考えられること。

全種類が全地区から出土しているが、Ⅲ区の17世紀初頭と考えられる遺構からは、巴 (連珠)

文と巴文の軒丸瓦だけしか出土していないこと。このことは、調査区内及びその周辺では、ま

ず巴文を主体とする軒丸瓦を使用したことを暗示するものと思われる。

I区及びⅡ区の西側、】ヒ側に多く出土する傾向が見られることは、清水門、築地塀との関連

が強く感じられること。このことは、調査区中央寄り、特にⅢ・Ⅳ区では出土数が極端に少な

いことからも推察される。

九H吾文ではⅢ類 (16cm,5寸 )、 巴 (連珠)文ではⅣ類 (17cm・ 5寸 5分 )、 巴文ではV類 (18

cm・ 6寸 )の ものが一番出土数が多く、各々主体となる大きさが少しずつ異なっている。
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全体がわかるものは少ないが、形態及び調整はほぼ同様である。全長に関しては、それがわ

かるものが少数で、参考までに大きく3つ に分類したが、細かく述べることができない。Ⅲ類

に分類したものは、釘穴 2ヶ 所認められるものである。

2.軒平瓦 (第 129～ 131図 )

軒平瓦は大 きな破片が少なく、瓦当面すら完全なものがなかった。出土総数は72点で、その

うちI区が41点、Ⅱ区が31点で、皿・Ⅳ oV区からの出土はなかった。全点が均整唐草文 (註

1)であり、寸法のわかるものがないので、唐草文端部の向きによってタイプをAと Bに大別、

さらに中央の花弁文様によって細分した。その結果Aタ イプのものは、A-1類 からA-7類

まで、Bタ イプのものはB-1類 からB-9類 まで分類できた。以下、分類にしたがって詳述

する。

A類 (第 72図 )

A類共通であるが、唐草は中央花弁をはさんで左右対称形に配置されており、花弁に近い第

1唐草は、小さく、上方に巻いており、外側に配置された第 2唐草は、大きく下方に巻いてい

る。花弁及び唐草は、全て凸線にて表現されている。

A-1類 中央花弁は欠損のため不明。小破片のため細部は不明なところが多いが、第 1唐

草は他のものに比べると強く内側に巻いている。 1点だけ認められる。

A-2類 中央花弁は 5枚の細い花弁のみであり、聯田桔榎文」である。第 1唐草は直立気味

で若干内側に巻いている。 4点の該当がある。

A-3類 中央花弁は 5枚の細い花弁と中房が描かれているもので、これも「細桔榎文」で

ある。第 1、 第 2唐草文の様相は、A-2類 と同様である。 5点の該当がある。

A-4類 中央花弁は 5枚で先端がやや剣形を呈する「桔榎文」である。第 1唐草はA-3

類と同様であるが、第 2唐草は、前 3者のように長く波のようなカーブを描かず、先端部に近

い方だけが丸く描かれている。この類になるものは 1点のみである。

A-5類 中央は先端の花弁がやや剣形を呈する「桔榎文」であり、中房が凸線で丸く描か

れている。唐草文の形態はA-4類 に類似するが、第 2唐草はA-4類 と異なり、A-1～ 3

類のように細く尾を引くものである。 4点出土している。

A-6類 A-5類 の瓦当文様にほぼ同じである。異なるところは中央花弁の表現である。

5枚の花弁は凸線で描かれているのではなく、花弁端から中房方向に徐々に肉薄になるように

描かれており、中房も全体が盛り上がって凸面を呈している。 2点出土している。

A-7類   5枚 の花弁の先端が丸くなっており、蕊も描かれている「梅文」が中央に位置し

ている。唐草文も今までの各類よりも大きく描かれており、特に第 1唐草は 3倍ほどに表現さ

れている。 1点のみ検出された。
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B類 (第73図 )

中央花弁をはさんで対称形に配置された唐草文の末端が上方へ巻き上げられているものをB

類にした。また細分に当っては、他の唐草の状況及び中央花弁の状況をその要素とし、B-1

類からB-9類 まで分けることができた。

B-1類 中央は「三枚笹」を配してある。 3枚の笹が図案化され、一体に描かれてあり、

葉脈が小さく3本表現されている。唐草文は一連のものであり、上・下 。上と3つ に枝分れし、

それぞれの末端は細 くなって納められている。このような唐草の表現はA・ B類を合めて、こ

れだけである。文様は凸線で描かれている。 1点出土した。

B-2類 中央は「三枚笹」で、 3枚の葉が図案化され、一体に描かれており、葉脈も表現

されている点ではB-1類 と同様であるが、笹の葉は前者よりは細く描かれている。唐草文は

一連であるが、第 1唐草が下に、端部になる第 2唐草が上向きに巻かれており、それぞれの末

端は丸く納められている。文様は凸線で描かれている。 3点発見されている。

B-3類 中央「三枚笹」の状況はB-1、 B-2類 と同様であるが、笹の葉の太さは、B

-1類 とB-2類 の中間位である。唐草文の配置はB-2類 と類似するが、第 1唐草と第 2唐

草は一連ながらも個別に描かれており、第 1唐草を描いてから第 2唐草を描き加えたというよ

うな状沿を呈している。文様は凸線で描かれている。該当する破片は 1点である。

B-4類 中央は「三枚笹」であるが、前 3者 とは異なり、 3枚の笹の葉が別個に描かれ、

葉BFkは描かれていない。唐草文は欠損して不明であるが、B-2か B-3類 に類似するものと

思われる。文様は凸線が表現されている。同類のものは 2点である。

B-5類 中央文様は「四ッ剣菱」である。左右に開く剣菱に比べて、上下に開く剣菱の方

がつぶれているように描かれている。唐草文は、内側に下方に巻くものと、外側に上方に巻く

ものを個別に配置しており、それらの末端部は九くなっている。文様はほとんどが凸線で描か

れているほか、会」菱の各葉は、花弁状に九くくり抜かれたような表現になっている。 1点発見

されている。

B-6類  「四ッ剣菱」を中央に配し、左右に唐草文を置くパターンはB-5類 と同様であ

る。B-5類 との違いは、剣菱の中央に中房が明確なこと、貪J菱の各葉が花弁状にくり抜かれ

ていないことで、全体の文様が凸線で描かれている。類例は 1点のみである。

B-7類 B-5。 6類と同形と考えられるが、小破片で詳述できない。ただ前 2者 との区

別は、外区と内区唐草文との間隔であり、この 7類の方が若干広くなっている。同一文様とす

れば籠を異にするものと考えられる。凸線で文様が描かれている。 1点のみ確認された。

B-8類  8葉の「菊花文」と思われるものを中央に配している。唐草文は、個別に 2対配

置されているが、どちらも上向きに巻き上げられている。凸線で描かれており、出土数は 1点
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である。

B-9類 中央花弁が欠損するもので、唐草文しかわからない。凸線で描かれているもので

はなく、唐車全体が凸面を呈するものである。 2点出土している。

ここで行った各分類は瓦当文様による分類であり、年代観を反映するものではない。今回の

調査で一番古手の遺構群と考えられている 5。 6,9号土壌、 1号竪穴遺構から出土した軒平

瓦のうち、分類できたものを見ると、A-5類 が 2点、B-6・ 8,9類のものが各 1点で数

が少なく、傾向を出すだけの資料に乏しいと言わざるを得ない。

ところでA-6類 に該当すると思われる瓦は、陸奥国分寺跡の調査の際、 1点発見されてい

る (1984:青沼一民、佐藤甲二)。 陸奥国分寺跡に慶長12年 (1607)、 政宗は国分寺薬師堂を造営

するが、この薬師堂の瓦と考えられるものである。この調査では旧表土の上に3枚の整地層が

確認された。A-6類 と同種の 1片 は、旧表土直上の 3枚目の整地層から発見されていること

から考えると、薬師堂造営からさほど時間的ずれのないものと考えて差しつかえないものであ

ろう。このことは、三ノ丸跡調査の際に発見された古手と考えられる 5・ 6・ 9号土竣、 1号

竪穴遺構の年代観とも一応一致するものであり、そこから考えると、少なくとも当遺構内出土

の軒平瓦A-5、 B-6・ 8・ 9類もA-6類同様、また遺構同様、17世糸己初頭の年代が与え

られるものではなかろうか。

3.平瓦 (第 132・ 133図 )
破片集計した結果、平瓦は734片で一番数多く出土した。平瓦は現場である程度選別して1又納

してきたので、本来はもっと数多く出土したことになり、数量による比較はこの際無意味にち

かい。また、小破片になると、横瓦及び憂斗瓦との区別がつきにくく、734と いう数字には、そ

のような危険性を含んでいる。734と いう数字を一応参考にすると、その内訳は、 I区が530片、

Ⅱ区が180片、Ⅲ～V区が24片で、 I区が圧倒的に多い。

なんとか実測できたものが11点あるが、それで観察すると、表面はまず横方向にナデた後、

両側辺に沿って縦方向にナデられる。裏面は縦方向に荒くナデ付けられており、調整面がボソ

ボソした感じになっている。

寸法のわかるもので分類した結果、三つに分類できた(第 75図 )。 なお1寸を3 cmと して計算した。

第 I類 長さ8寸、上弦幅 7寸 5分、下弦幅 8寸で、ほぼ正方形に近いもの。これに分類で

きたものは 2点である。

第Ⅱ類 長さ9寸、上弦幅 7寸 2～ 5分、下弦幅 8寸で、第 1類のものに比べてやや維長に

なるものである。これに該当するものは 6点である。

第皿類 長さ9寸、上弦・下弦幅とも8寸 5分のもので、ほぼ正方形に近いものである。こ

の類に該当するものは 1点のみであった。



第 1類は長屋物と言われるものであろうか。月ヽ さな建物に使用されたものと考えられる。第

2類の瓦は八九物 (は ちくもの)と 呼ばれるものと考えられ、第 3類 もその範疇に入るものと

考えられる。桁行き15m位、軒の出 2m位 まで、または屋根坪40坪 (132ポ )位 までに使用され

るのが一般的といわれるものである。

4.丸瓦 (第 134～ 137図 )
I区で280片、Ⅲ区で196片、Ⅲ～V区で14片、計490片の破片を現場で選別してJ又納してきた。

表面は縦方向にきれいにナデられており、裏面には布目痕を残すほか、縄目痕を残すものもあ

る。九瓦片のうち寸法がわかるものは10数点であるが、この中で寸法で分類してみると6類に

分類できる (第74図 )。

第 I-1類 全長 1尺 (九瓦部長 8寸 5分・玉縁長 1寸 5分 )、 幅 5寸

第二-2類 全長 1尺 (丸瓦部長 9寸・玉縁長 1寸 )、 幅 5寸

第Ⅱ-1類 全長 1尺 1寸 (九瓦部長 9寸・玉縁長 2寸 )、 幅 5寸 5分

第Ⅱ-2類 全長 1尺 1寸 (丸瓦部長 1尺・玉縁長 1寸 )、 幅 5寸 5分

第Ⅱ-3類 全長 1尺 1寸 (丸瓦部長 1尺・玉縁長 1寸 )、 幅 6寸

第 Ⅲ 類 全長 1尺 1寸 5分 (丸瓦部長 1尺 5分・玉縁長 1寸 )、 幅 6寸

この瓦全体をみると、九瓦部の長さが 8寸 5分～ 1尺 5分、幅が 5寸～ 6寸 となり、軒丸瓦

と類似する大きさになる。しかしながら、長屋物、八九物とみられる平瓦と文↓応する九瓦とし

ては大きく、本来は九寸尺と言われる瓦より大きな平瓦に対応していたものと考えられ、桁行

き18m位、軒の出2.5m位、または屋根坪100坪 (330ポ )位の建物か、それより若干大きな建物

に葺かれていたものと推察できる。

5.軒棧瓦 (第 138・ 139図 )
現場で選択して収納してきたので、その数量は参考として見てもらいたい。 I区では32片、

Ⅲ区では 1点、Ⅲ～V区 においては 1点の収納もなく、総数33点である。ほとんどが I区であ

るので、その出土層をみると、 1層及び 2層 がほとんどで、 1号溝埋 1層が若千、 3層・ 5層

から1点ずつ出土している。

棧瓦の発明は『西村家由緒覚書』によると延宝 2年 (1674)と いわれているが、考古学の資

料として最古と考えられているものは、文化 5年 (1808)の紀年銘のある妙心寺庫裡のものと

されている (註 2)。 2号濤から文化年間の木簡が発見されていることから、三ノ九跡で今回発

見された棧瓦の年代も、考古学的資料としては古手の資料に属するものと考えられる。

ところで今回の調査で発見された軒棧瓦の特徴は、九瓦部の瓦当になる小巴が全点左巻きの

三巴文で、平瓦部の瓦菫に当るものはなく、普通の平瓦と同様の状況を呈していることである。

そこで、寸法のわかるもので分類を試みると、大きくI・ Ⅲ類に分けられ、さらにI-1類、
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I-2類 とI類 を細分し得た (第75図 )。 なお 1寸 を 3 cmと して計算した。

I-1類  長さ 1尺 1寸、小巴の前方への突出から計ると 1尺 1寸 5分、幅 1尺 1寸 5分で、

尻部 (上端)に二つの釘穴、また尻部左端 に長さ 1寸の切 り込みを有する。 1点のみ確認でき

た。

I-2類  長さ 1尺 1寸、小巴の前方への突出から計ると1尺 1寸 5分、幅 1尺 1寸 5分、

尻部に 3つの釘穴が並ぶ。ここまでは I-1類 となんら変 りはないが、 正-2類 では尻部左端

の切 り込みの長さは 1寸 5分 とやや深 くなっている。 5点が二の類に該当する。

Ⅱ類 長さ 1尺 5分、小巴の突出も入れると 1尺 1寸、幅 1尺 1寸で尻部に 2コ の釘穴、中

央付近に 1コ の釘穴があり、左端の尻部切 り込みの長さは 1寸である。類例は 1点である。

6.棧 瓦 (第140図 )

桟瓦も前述の軒棧瓦と一体のものと考えられ、出土傾向、焼成、調整等は同様である。大き

く四つに分類できる。これも1寸 を3 cmと して計算してある。

第 I類 長さ1尺 5分、幅 1尺 1寸 5分で尻部左端に 1寸 5分の切り込みがある。また尻部

には三つの釘穴が並ぶ。

第Ⅱ類 長さ1尺、幅 1尺 2寸で尻部左端が斜めに切り落されている。尻部の釘穴は前者同

様三つである。

第Ⅲ類 長さ1尺、幅 1尺 1寸である。他は第 2類 と同様であり、幅が 1寸狭いことだけが

相違点である。

第Ⅳ類 長さ1尺、幅 1尺 1寸 5分～ 2寸であり、どこにも棧が切られていない。釘穴は尻

部に二つ並ぶ。

寸法がわかる遺物が少なく、寸法、全体の形状のわかるものだけで分けたので、実際はもう

少し分類数が多くなっている可能性がある。

7.塀平瓦 (第 141～ 143図 )
この名称が適当なものかどうかとなると問題が残るが、塀とか】要疵などに使用しているよう

である。駒巴と呼ばれる瓦と一対で使用されたようで、周辺の類例 としては、伊達政宗の墓所

である瑞鳳殿涅槃門脇塀や仙台城大手門三階腰庇に見られる。もっとも、最終的に知 られてい

るところでは、瑞鳳殿のものは、本製のものを銅板で葺いたものであり、大手門のものは木製

のものであるので形態的な類例 と言わざるを得ない。

正方形からやや横長の反り (起 り)の ない平瓦で、厚さも3.0～3.5cm位 と厚 く、表面の側辺

に沿って水切 りが 2本ないし1本、ヘラ状工具で付けられている。また尻部に釘穴 をもつもの

が全部である。調整は表面がナデ、裏面も荒 くナデられているが、他の平瓦、九瓦等 と比較す

れば、全体的に粗雑な調整と言える。



0   /  o (塀平瓦 )

(塀瓦)

↑

則

¶

劇

斡

Ⅳ
　
類

９
寸
５
分

Ｉ
１
１
類

↑

封

剰

↓

Ｖ
　
類

(塀平瓦)

ローー醜3470

ローh53

1尺 2寸5分

1尺 2付5分

↑

１

１

引

↓

Ｉ
１
２
類

１
尺
２
寸
５
分

↑

引

剌

劇

舟

Ⅱ
　
類

↑

―

則

引

↓

Ⅲ
　
類

ヽ

↑

封

引

「

↓

Ｉ
１
３
類

0    0    0

第76図 瓦の分類Ⅵ



ロ 0

● 0
●
●

●
 1
～
5

●
 6
～
10

●
11
～
15

01
6～
20

●
朋
～
25

ll
l)
 2
6-
30

●
乱～
絲

●
鍋～
ω

第
77
図
 
塀
平
瓦
分
布
図

Ｐ 『 ∞



この瓦で収納 してきたものは169片、このうち I区が144片、コ区が25片でⅢ～V区が0と 、I

区別王倒的に多い (第77図 )。 使用された場所に近いのであろうか。収納 してきた瓦のうちで、寸

法のわかるもの及び推定できるもので分類してみると、7つ に分けられるようである(第 76図 )。

第 I-1類  長さ 9寸 5分、幅 1尺 2寸 5分のもので、両側に水切りがあり、尻部に釘穴が

3コ 並んでいる。

第 二-2類  第 I-1類 とほぼ同じであるが、長さが 1尺である。

第 二-3類  第-1。 2類 とほぼ同じであるが、長さが更に長く、1尺 2寸 となり、ほぼ正方

形を呈している。

第Ⅱ類 長さ1尺 1寸 5分、幅 1尺 2寸 5分で、右側辺に沿って水切 りがあり、尻部に釘穴
が 3コ 並んでいる。

第Ⅲ類 長さ 1尺、幅 1尺 2寸 5分で、右側辺に沿って水切 りがある。また左側辺には尻部
左端 を除いて袖 (?)が付いていたようであるが欠損 して、その高さ、形状は不明である。尻

部には、釘穴が 3コ 並んでいる。

第Ⅳ類 長さ 1尺 1寸 5分、幅は前例が全部そうだったので 1尺 2寸 5分 と推定した。右側
辺に沿って水切 りがある。左側にも水切 りがあったかどうかは欠損 しており不明である。尻部

の釘穴は 2コ までは確認されるが、本来 3コ あったものであろう。その他、中央にも釘穴 1コ

有するものである。第 4類のものと非常に近似するが、中央にも釘穴があること、左右に水切

りがあった可能性があることから新な分類としておいた。

第V類  長さ1尺、幅は 1尺 2寸 5分と推定されるものである。水切りは右側になく (左側
は欠損 して不明)、 尻部に 3コ の釘穴をもつ。

8日 塀瓦 (第 143・ 144図 )

目板瓦とも呼称されるもので、塀などによく使用されるものである。ほとんど反り (起 り)

がないか、反り (起 り)があっても若干である平瓦に棧を付けたものである。 I区で34片、皿

区で13片、Ⅱ区で 1片の計48片 を収納してきた (第78図 )。

調整については、平瓦・丸瓦・棧瓦等と類似、平瓦の側辺にヘラ状工具で平行線とか格子状

のキズを付け、棧の部分を付着させてある。

大きさのわかるものは 1点 しかないが、これによれば、長さ1尺 2寸 5分、幅は 1尺 1寸、

右側に水切り、左側に棧が付き、尻部に3コ の釘穴を有するものである(第76図 )。 形態的には、

棧瓦と塀平瓦の特徴を有するものである。
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9日 駒巴 (第 145。 146図 )

駒の背のような形状の九瓦が 2本ないし3本連結 したものと理解 してもらいたい。塀平瓦と

組み合い、塀や腰庇に使用されるものであろう。271片収糸内したうち、約95%が I区からの出土

であり(第79図 )、 塀平瓦と同様の出土傾向である。

全容を知る大 きさのものはない。先端 (頭部)か ら第 1の駒背までわかるもので 1尺 と 1尺

5分のものがあるから、本来何種類かあったものと思われる。駒隅巴もあつたのであろうが不

明である。製作方法を観察すると、①駒の背単位に左右別々に作り、まず指で接合する。②次

に駒の背単位に作ったものを接合する。③丁寧に表面をナデ調整する、という手順である。

塀平瓦と一体となっているものもあり (第 145図 4・ 5)、 塀平瓦の第Ⅲ類などは、そのよう

なものであった可能
′性もある。

10.冠瓦 (第 146図 )

全点で54片嶽納 してきた。棟瓦の一種で、箱冠瓦と言われるものであり、箱伏間と呼ばれる

こともある。現在、これら棟瓦には片側か両側に棧が付いているのであるが、ここから出土し

たものには棧がなく、そのかわり、九瓦のような玉縁が付き、互いに組み合わされていくもの

である。

11.道具瓦・鬼瓦類

道具瓦として戻斗瓦 (第 147図 。148図 1)が16点、面戸瓦 (第 149。 150図 。151図 1・ 2)が

14点、隅切瓦 (第 148図 2・ 3)が11点収納されている。英斗瓦は「厚戻斗」と言われるもので、

ほとんどが平瓦の中央に筋を付け、割って使用したものであるが、始めから戻斗瓦専用に焼成

されたものもある。また、ここで名称がわからないため、その断面形からT字瓦と呼称 してお

いたものが 4点 あるが (第 152図 2～ 4)、 これも道具瓦で棟込瓦ではないかと考えている。

その他、鬼瓦類は留蓋片と思われるものが 1片 (第 153図 2)、 鬼瓦裏面の把手と思われるも

の 1片 (第 153図 1)、 飾 り瓦片と考えられるものが 3片 (第 153図 4～ 6)、 不明品 1片 (第1開

図 3)がある。

12. 亥lF「面:(第 154図 14～ 26)

刻F「 が押されている瓦は13点出土している。瓦の種類で言うと、平瓦が 7点、丸瓦が 4点、

棧瓦と塀瓦が各 1点である。刻E「 の位置は平瓦が頭部小日、丸瓦が尻部 (玉縁も含む)刈 日ヽ、

棧瓦も塀瓦も頭部の小日である。これらは瓦を粘土から製作する工程からくるものと考えられ、

桶巻きにした場合の上端に位置する。

刻 E「 の種類は、円形はり、鍵形住0、 平四っ目住0、 屋号 (17～ 21)、 六っ星 (22～ 26)で あり、瓦

の種類による使い分けはなされていない。



I区

(誰 1)「飛雲文」と呼称しているものもあるが、ここでは唐草文でとおしておきたい。

(註 2)関野貞 1936『 瓦』考古学講座18 雄山閣

表24瓦 集 計 表
G 名 遺 構 層位 平 丸 軒 丸 軒 平 軒横 横 冠 駒 巴 塀 塀 平 災 斗 面戸 T字 隅切 鬼 不 明 計

C-20 1層 3 1 1 5 2

2層 3 2 〕 2 I 〕

3層 8 1 10

3 1 1 1 〕 10

5層 1 1

C-21 1層 3 3

2層 2 2 3 1 5 ユ 14

3層 1 2 6 1 1 2

4層 10 1 6 2 5 1

5思 l 3 3 2 5 1

6層 1 3 l 1 2

C-22 1層 2

2層 3 3 5 1 17 2 6

3層 8 5 4 7 2 4 2 1

4層 5 2 I 2 1 8 1 1 119

5層 9 1

6層 l 1 3 6 5

C-21,22 4眉 1

C-23 1層 1 1 2

2層 2 1 1

3層 9 4 2 2 5 I

4層 ユ 1 4

D-20 1層 1 I 4

D-21 1層 I 2 1 8

D-22 1層 2 I 1 2 6

E-20 2層 1 ユ 1 1 8

2 4 2 3

5層 2 1 9

6層 7 1 1 11

E-21 4層 6 3 1 1 1 2 15

5層 7 2 3 1 1 3 17

6層 6 4 2 1 2

E-22 1層 3 1 1 2 2 9

2層 1 I

F-20 2層 11 2 1

4層 2 2 2 5 15

F-21 2層 2 2 2 1 1 1 1 1 12

4層 16 6 2 5 1 9 5 1

F-22 1層 3 1 4

5

5層 ユ

E,F-20,21 4層 1

G-20 2層 I 1 1 3



G 名 遺 構 層位 平 丸 軒 丸 軒平 軒横 穣 冠 駒 巴 塀 塀平 憂 斗 面戸 T草 隅切 鬼 不明 計

G-21 1層 1 2 3

2層 7 6 1 2 1 3 4 1

3層 2 1 2 1 1 9

G-20,21 1層 1 1

G-22 1層 1

4層 1 1 3

G-23 1層 2

2層 1 4 I 2 9

3層 2 3 1 2 10

4層 〕

5層 6 3 1 2 1 13

G-24 1層 1 3 2 2 17

2層 7 1 2 3 2 3 3

3悪 1

4層 1 2 5 1 12

5層 3 5 〕 13

G-24.25 2層 2 1 3 5 3 3

I ―- 24 1層 2 1 2 6

2層 1

」 ―- 23 1層 I 1 2

」 ―- 24 1層 1

2層 1 1 3 1 9

J -25 2層 3 3 1 | 9

3層 1 1 2

」-26 4層 3 3

J-2526 4層 1 1 5

K-19 ¬層 3 2 1 6

l号 溝 埋 1層 9 5 2 3 2 6 3 3

埋2層 3 l 1 2 1 8

2号 溝 埋 1層 〕 1 5 1

埋2層 10 1 ユ 3 ユ

l号土嬢 埋1層 1 1

埋 十 5 2 1 2 1 ユ 1

2号土壊 埋 1層 1 2

埋2層 〕 1

3号土壌 埋 土 4 1 1 1 1 8

1号暗渠 埋 1唇 9 3

2号暗渠 埋 1層 8 I 1

E-21 石  敷 上 面 3 2 1 6

G-20 石  敷 上 面 5 4 1

池  跡 埋 1層 1

墓   較 埋 土 9 2 2 6 2

I区 合 計 ‖開01終01酌 蠅 1望 閉 m%81艶 μ41ヽ Ю  2 2 2郷 ‖ 1535



Ⅱ 区

G 名 遺 構 層位 平 丸 軒 丸 軒平 軒穫 機 冠 駒 巴 塀 塀平 奥 斗 面戸 T字 隅切 鬼 不明 |

0-16 I層 5 2 1 2

Ⅱ層 4 1 5

O-17 Ⅱ層 5 1 1

0-18 1 2 2 6

IIl層 2 6 1

P-15 Ⅱ層 1 1 2

田層 1 1

P-16 Bl層 1 2

P-17 I層 1 1 1 3

皿層 3 2 1 ,

P-18 Ⅱ層 1 2 2 1 4 1

Q-15 Ⅱ層 9 】 1 1 2 2

Ш層 2 5

l

Q-15,16 I層 1 5

Q-16 I層 1 1 3

Ⅱ層 1 1 1

Ⅲ層 2 5

Q-17 層 ユ 1 2

Ⅱ層 2 ワ 2 1 ユ 1 9

Q-18 Ⅱ層 1 1 4 1 1 4

井 戸 址 埋1層 1 1

Q-19 Ⅱ層 2 2 2 7

P,Q16 Ⅱ層 1 1

R-15 I層 2 2

IIl層 2 2 4

R-17 Ⅱ層 4 2 9

R-18 1痛 2 3

不  明 i層 7 1 5 2

1 1

5号 溝 埋 1層 4 6 1 1 2

埋 2層 2 2

6号 溝 埋 1層 5 2

7号 溝 埋 1層 2 2 4

8号 溝 埋 1層 1 1

2 2 4

4号土壌 埋 1層 1

埋2層 8 3

5号土残 埋 1層 5 l

里2層 7 1

里3層 1 1 2

6号土坂 埋 1層 8 1 1 2 l



G 名 遺 構 厩位 平 丸 軒 丸 軒平 軒穫 模 冠 駒巴 爆 塀 平 焚 斗 面戸 T字 隅切 鬼 不明 計

6号上猿 埋2層 3 2

埋3層 7 2 1 31

埋4層 1 2 3

7号土茨 埋 1層 1 8

8号土壌 埋 1層 1 4 3 l

埋 2層 5 2

9号土残 埋 1層 2 2

埋2層 ユ 2 3

10号 土猿 埋 1層 6 2 6 14

理2層 1 1 1

炭 層 2 1

11号 土族 2 2 4

理2層

2号竪穴 埋3層 15 3 ユ 3 l 1 ユ 40

埋2層 13 1 1

埋3層 ユ 2 2 5

3号竪穴 埋 1層 9 12

芙付逝 3 2 5

4号竪穴 埋 土 2 1 3

石  敷 上 面 2 1 1 4

Ⅱ区合計 ‖18019688131111 14 13 131251 14121414 26 591
m区

2層 5 1

3層 3 3 1

12号 溝 埋 3層 1 1

皿 。Ⅵ区

表採 2 3 5

Ⅳ 区

2層 1 1

V区

1層 3 2 5

皿Ⅳ,V区 合計‖241141 41 1 1 1 1 1 11 1  1  1 1 1  1 ‖ 43

仙台城 三ノ丸 瓦 総計  ‖ 734149011721 721 331 281 5412711 4811691 16 1 141 41 61 6 1 52‖  2169



第 7節 木製品

木製品は I区・コ区・Ⅲ区で約1,700点 出土している。地区ごとの出土率は、I区が約 6%、

Ⅱ区が約91%、 Ⅲ区が 3%と Ⅱ区が圧倒的に多い。また遺構でみると、Ⅲ区の 6号土壌が全体

の約75%であり、 6号土渡 1基から、おびただしい数の本製品が出土したことが理解できるも

のと思う。ここでは民具研究の分類を基本として概説したい。

1.下駄
下駄片は44点出土し、そのうち分類可能なものは33点であった。下駄には有歯と無歯のもの

があるが、当追跡では前者のみであり、第80図のように細分した。

第 I類は原本を切る、今」るなどして製作した両者を有する下駄で、いわゆる「連歯下駄」と

呼ばれるもの (1-A・ B)と 、片歯、もしくは両歯が独立しないもの (2-A・ B)がある。

第Ⅱ類は台と歯を別個に作 り、両者を接合させる、いわゆる「差歯下駄」で、台裏に 2本の溝

を切り、その中から台表に貫通する本内穴を穿ち、そこに差歯の本内を差 し込んで固定した「露卯

下駄」であり、A・ Bに更に細分される。第Ⅲ類は台と歯を別個に作り、両者を組み合わせる

のに台表から釘を打ち込んだものである。

A・ Bは平面形が楕円形のもの (A)、 長方形のもの (B)と して区別したものである。以下、

分類にしたがって、その特徴を説明する。

第 I類-1-A(第 155図 1～ 6・ 第156図 1)

平面形が楕円形を呈する連歯下駄である。これも細かく見れば以下のようなタイプがある。

まず平面形で見ると、爪先側が幅広く、踵側が細くなっているもの (第 155図 1、 3～ 5、 第156

図 1)、 ほぼ幅が同じもの (第 155図 6)、 ほぼ同幅で爪先側先端が切断されているもの (第 155

図 2)がある。端部は、全体的に爪先側が丸味が緩く、踵側の丸味が強い。第155図 3は 台表に

漆塗りされている。

次に台幅と歯幅を比較すると、第155図 1,2・ 5は同幅に仕上げられており、他は台幅の方

が若千広く作られている。

分類可能なものの約21%を 占める。

第 I類-1-B(第 156図 2～ 6、 第157図 1)

平面形が長方形を呈する連歯下駄であり、分類可能なものの約18%を 占める。これも詳細に

観察すると次のように細分される。

平面形は長方形を基本とするものであるが、爪先側より踵側が幅狭くなっているもの (第 156

図 4・ 5)、 ほぼ同幅のもの (第 156図 1～ 3、 第157図 1)、 四隅が斜めに切断されているもの

(第 156図 6)に分けられる。
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また台と歯の幅で比較すると、台幅より歯幅が若千狭くなるのは第156図 3・ 4だ けで、他は

同幅に作られている。第156図 3・ 4は若千の差異はあるにしても非常に良く類似するもので、

一足と把握されるものと思われる。

第 I類-2-A(第 157図 3・ 4)

平面形が楕円形で、台幅と歯幅は同幅である。後歯は独立しているが、前歯にあたる部分は

爪先部に連続し、後方から参Jり 込んで作ってある。両者とも漆塗りされており、大きさも同じ

位である。出土率は約 6%で ある。

第 I類-2-B(第 157図 2・ 第208図 8)

平面形が長方形を呈するもので、出土率は約 6%である。また前歯も後歯も独立していない

ものである。

2は子供の下駄と思われる小形のもので、前歯は後方から今」り込んで作ってある。横緒孔の

位置を間違ったのか、前歯に接する位置に穿たれたものは埋木されており、新ためて後歯側に

穿孔したようである。 8は台裏を「コ」の字形にな」り込み、凹部後歯側に横緒孔を開口し、前

歯中央には前壺を矩形に今」り込んでいる。

第Ⅱ類一A(第 158図 2～ 5,第 159図 1～ 6。 第160図 1・ 2)

いわゆる露卯下 FJkで ぁり、平面形が楕円形を呈するものである。横緒孔はいずれも後歯の内

側に位置している。歯がはずれているものが多いが、歯がついているもの、歯だけのものを見

ると、いずれも下方に広がるものである。柄穴は第158図 4の ものが前後とも2孔であるほかは

1孔である。第159図 6は他と比較して非常に幅狭く、小形である。女
′性用であろうか。

この類の出土率は約36%で ある。

第Ⅱ類一B(第 158図 1)

出土率約 3%、 平面形が長方形を呈するというほかは第Ⅱ類一Aと 同様である。本内穴も前後

1孔である。

第Ⅲ類一A(第 160図 5～ 7)

台表より歯が釘打ち固定されたものであり、出土率は約 9%である。

5は前歯にあたる部分のみに3コ の釘穴が見られる。後歯の釘打痕が見られないことは、本

来、第 I類-1-Aに 属する連歯下駄であった可能性もあるが、歯の圧痕を残すのみで、歯の

高まりが全く見られない。

6は前後の歯がそれぞれ 2本の釘で固定されたものである。これも歯の圧痕のみで高まりが

見られない。前歯の圧痕と前緒孔がほとんど重複していることから、歯を打ちつけてから台表

より穿孔したものと思われる。

7は後歯が 3本の釘で固定されたものであるが、前歯側は欠損して不明である。これも歯の



圧痕が台裏に残っている。

下駄は総点数44点のうち、 1号濤から1点、 2号濤から3点、他の40点は 6号土墳出土であ

る。 6号土墳は埋 1層 から埋 4層 まで時間差がほとんどなく、17世紀初頭 (1期 )であるので、

その時期には第 二類から第皿類まで使用されていたことがわかる。ここにおいては第 I類-1

-A・ B及び第Ⅱ類一Aが主流 を占めており (特に第Ⅱ類一Aが多い)、 一括資料として貴重で

ある。

2.桶
第161図 1～ 5は側板であり、高さは 4寸 (11.5cm)か ら6寸 3分 (18.8cm)の ものである。

比較的高さの低いものであり、洗い用であろう。

1・ 2は外面の下端から約%の位置に範の痕跡が見られ、それに対応するように内面にも底板

が当る部分が削られ、凹部が形成されている。 3も下端付近が括れており、これも範の痕跡と

考えられる。 4は範痕跡不明であるが、内面下端部約%が削られて若千薄くなっており、底板

を固定させるために加工されたものと思われる。 5は 1・ 2と 同じ状況であるが、下端が若千

欠損している。 1～ 4は 6号土墳出土、 5は 1号溝出土である。

桶の底板と考えられるものは 1点 (第 162図 2)出土している。径約 9寸 (26.8cm)、 厚さ約

5分 (1.2cm)の もので、一枚板ではなく、少なくとも2枚の板を木釘で継いで作ってある。こ

れは 1号溝出土のものである。

3.鉢
第161図 6に図示したものであり、 6号土羨底面付近壁面に伏せられたような状況で出土した。

完形品であるが、土圧により底面が内側に反ったり、割れ込んでいるほか、体部は縦に割れ、

若千開いている。接合しても長歳月の土圧により変形しているので、部分的な接合はともかく、

全体を接合復元するのは不能である。

浅鉢であろう。一材を今Jり ぬき作ったものであり、口径約 1尺 9寸 5分 (58,6cm)、 底径約 1

尺 3寸 (36cm)、 器高約 4寸 8分 (14.3cm)を計る。厚さは底面で約 l cm、 終部で約 2 cm、 日縁

部で約 3 cmと 比較的薄手に仕上げられたという即象を受ける。体部外面には縦位に幅 3～ 4 cm

の削り痕が明瞭であるが、内面は調整痕が磨減して不明である。

4と 蓋

第162図 3の もので、径約 8寸 5分 (25.6cm)、 厚さ0.8cmを 計る。 2枚の板を3本の木釘で組

み合せて作ってある。内外面とも削り痕が明瞭で、身の口縁部と接する部分は一段薄くなるよ

うに削り加工 (し ゃくり)されている。これから推定される身口縁部内径は約 7寸 5分 (23cm)

であり、外径も蓋径とほぼ同じものであったと考えられる。外面は茶褐色を呈する漆が塗られ

ており (本地蛾塗り)、 内面は黒漆が塗られている。身は鉢形のものが考えられる。6号土墳出

185



土である。

5.曲物
第164図 1・ 3が側板、2が範の部分であり、いずれも6号土羨出土のものである。1・ 2、

3と も厚さ0.2～ 0.3cmで、スギ板と思われ、 1,3に はとじ皮が残っている。
1は潰れている上に、高さもわからないが、復元径は 4寸位と思われる。 3も 1と 思じよう

なものと考えられる。 1・ 3については弁当や杓の側板が考えられ、 2については桶のような

ものの範と推察される。

6.柄杓
第162図 4～ 6は底板と考えられるものである。いずれも 6号土羨出土の半欠品である。第163

図 1～ 9は柄 と考えられるものである。一端が肖Uら れて細 くなったり、薄 く加工されているも

の (1・ 5,9)、 両端が細 く、あるいは薄 く削られているもの (2・ 3・ 4)、 太さがほば一

定した棒,伏のもの (6。 7・ 8)がある。全点 6号土羨出土である。

フ.折敷

第164図 4・ 6～ 9は四隅が切り落され八角形を呈する角切折敷の底板で、6号土墳出土であ

る。底板が完全な形で残っているのはないが、 8・ 9は一辺の長さがわかる。 8は 19.7cmで約

6寸 5分、 9は 22.8cmで約 7寸 5分である。 4は残存長28,7cmで 1尺 を越える長さがあったも

のであろう。

4・ 6は削り痕が明瞭に残っている。 4・ 7・ 8は周辺に木釘穴を残すものであり、 9は一

辺のほぼ中央に2コ の釘穴を持つものである。 6。 9については不明であるが、 4・ 7・ 8の

釘穴は側板に対するものなのか、脚に対するものなのであろうか。このうち7は、もう一辺の

釘穴の位置が不明なためわからない。 4は残っている長い一辺については沿うように釘穴が残

っているが、隅切りされている部分は、斜めに切り落されている辺から1寸 (3 cm)の距離を

おいて釘が打たれている。このメ犬況は面全体を活してなく、四隅に空間があるような構造であ

り、脚が付けられていた可能性が高い。 8は残っている3辺 とも釘穴が周辺に沿って残ってい

るので側板に伴 うものと考えられる。

第164図 5、 第209図 1も折敷の底板であろうか。前者は隅が切られていないものである。後

者は 1辺が若千欠けているが 1尺 5分四方ほどで、隅が切り落されているものである。斜め方

向への削り痕が両面に見られ、斜めに切り落された四隅に沿って、とじ皮が2ヶ 所、その間に

鉄釘がlヶ 所で、それぞれの隅をFDhさ えている。

8.箱物
箱形を呈すると考えられるもので、具体的に名称を付せられないものを総合的に述べる。

第165図 1は箱物の側板になるものだろう。底板からの釘打ち痕 と思われるものが 4箇所に見



られる。木日の加工から見て、側板どうしの組み合せは留め形包み打付け継ぎ技法をもってな

されているものと思われる。第165図 2～ 4はほぼ同大の側板と考えられるもので、十字形相欠

き継ぎにより井桁状に積み上げ、側面を形作ったものと思われ、小さな蒸籠のようなものが考

えられよう。なお4は補強のため木釘を両端に打ち付けている。第165図 5は二枚組み継ぎされ

る側板で、側板どおしは釘で固定されている。また側板中央そば近くにも釘穴と思われるもの

が1コ あり、これにより底板に固定していたものであるうか。焼け痕があるほか、×即状のヘ

ラ書きが見られる。第167図 1・ 2も 二枚組み継ぎされる側板であり、1は側板上下の接合は木

製合釘による突付け継ぎである。 1・ 2と も漆塗り (木地蛾塗り)さ れている。第165図 6。 7

は底板になるものか、側板になるものかは不明であるが、本製の合釘により突付け継ぎされて

いる。両者とも本国、そばに加工はない。 6は両端から各々%の位置に貫通孔がある。

第167図 3・ 4は木製合釘により突付け継ぎされた底板か仕切板と思われる。一部長方形に切

りとられているが、破片のため全様を把握できない。角切りされている。 6号土渡出上である。

第164図 8も 同じようなものである。

第166図は底板と側板であり、出土時は組み合った状態で出土したものである。底板と側板は

打付け継ぎによって固定され、側板どうしは二枚組み継ぎにより組み合わされている。底板、

側板とも黒漆が塗られており、底板内面には切傷が多数見られる。第166図、第167図 1・ 2は

6号土竣出土のものであり、共伴遺物に懐石用具が多く見られることから、煙草盆・香道具箱・

硯箱のようなものだったのであろうか。第168図 1も底板と側板であるが、両者とも木日、そば

に加工が施されておらず、鉄釘で互いに打付け継ぎされている。両者とも斜めの削り痕が見ら

れる。第168図 2も 底板である。前者とほぼ同寸法であるが、削り痕が見られないことなど、同

一遺物の部品ではないようである。

第168図 3は鉄釘による打付け継ぎされた側板である。その際、接合面を密着させるためであ

ろう、膠状物質が両木口と片そばに残っている。

9.峯F(第 169～ 176図・第177図 1～ 16・ 第208図 3・ 4)

Ⅲ区 6号土竣から大量に出土したほか、同区 9号土羨からはそれに次いで出土、 1号竪床遺

構、 I区 1号濤からも若千出土した (表 19。 26)。 大量に出土した箸のうち、割合、保存状況の

良いもの約915点 を選別して収納し、そのうち、ほぼ完形に近いもの約145点 を実測した。収納

した箸のうち約85%が 6号土壊、約13%が 9号土獲であるので、隣 り合 うこの 2遺構でほぼ

98%を 占めることになる。

これらの箸は形態上からA・ B'Cの三つに分けられた (第81図 )。

Aは最大径を中央にもつもので、両端が削られて細くなっているものである。それを更に三

つに細分した。①は削られた両端が尖っているもの、②は両端が切られて本国を見せているも
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第81図 箸の分類 (黒は断面が偏平な楕円形を示す)



の、③は一端が尖っており、もう一方が若千本口を見せるように切られているものである。

Bは最大径を一端にもち、もう一端に向って細くなるように削られているものである。Bは

更に二つに細分した。①は、細くなる一端が尖っているもの、②は細くなっていつたまま、尖

らないで切断面 (本国)を若千残すものである。

Cは ほぼ太さの変らないものである。これを四つに細分した。①は両端も糸田くならないで、

切断面をそのまま見せているもの、②は一端を若干削っているものの、切断面が残っているも

の、③は両端が尖るように削ってあるもの、④は一端が尖るように削ってあるものである。

長さで分類してみると、 1寸 -3 cmで計算して、7寸・8寸・8寸 5分・9寸・ 9寸 5分、

1尺・1尺 5分・1尺 1寸物に分けられた。その結果、 1尺のA類が約26%(内訳①18%、 ②

51%、 ③31%)で一番多く、9寸のA類が約15%(内課③9%、 ②48%、 ③43%)、 9寸 5分の

A類が約11%(内訳①12%、 ②53%、 ③35%)、 1尺のC類が約9%(内訳①14%、 ②57%、 ③

7%、 ④22%)と 続いている。

この結果を見てもわかるように、箸の長さは1尺を中心にその前後の値を示すものが60%以

上であり、その他は少数でばらつ く。また上位 3者は、いずれもA類のものであり、細分で見

ると②が多く、③・①と続く。

これらの白木箸は、ハレとケ、来客用と個人用などと使い分けが一般化していると言われる

(1983:本田総一郎)。

A類は「中太両細」の両口箸で、特に正月や小正月などでは「太箸」「俵箸」「はらみ箸」と

呼んで、五穀豊穣、子孫繁栄の象徴として祝い箸、雑煮箸として使うハレの箸と位置付けられ

ている。B類は「天太先糸田」の片口箸で、日常、個人が使用するケの箸とされるものである。

C類は「中平両細」の利休箸といわれるものに該当されるものと思われる。人をもてなす「茶

事の箸」として使われるもので、茶懐石には最高とされ、ハレの箸の一種といえる。

10日 黒文字

本来、クスノキ科の落葉灌木で、小楊枝や箸の材料となることが多いので「つまようじ」の

別称となっている。ここでも「つまようじ」のことを黒文字と呼称する。

第177図 17～ 19の ものであり、 6号土装出上で、長さ5寸 ないし6寸のものである。

11.漆器

漆器とここで取 り扱 うものは「 うつわ」であり、それには椀・皿・片日がある。破片 も

含めた出土数は41点 で、その内訳は 1区の 1号溝から2点、Ⅱ区の 6号土羨から34点、 9号土

渡から4点、Ⅲ区表採品として 1点である (表 19・ 26)。 6号土装出上のものが、他の本製品同

様、約83%と 圧倒的に多いことがわかるであろう。



技法

さて、ここでの椀・皿の製作技法を紹介したい。なる、これから述べることについては、東

京国立文化財研究所の中里壽克氏のご教示を得た。

第78図 1の皿は木地のままで、底裏面にロクロの爪跡を残すものである。これは中世的 (室

町期的)な技法を残すものであり、横木取り→荒挽き→内挽き ,外挽きまでであり、底挽きさ

れてなく、高台内は小刀で若千削られているだけである。これ以外のものは近世以降の手法が

使用されている。つまり、横木駅り→荒挽き→内挽き。外挽き→底挽きという手順である。

ほとんどが、前述したように6号土装からの出土であり、元和の本簡も出土 していることか

ら、ロクロによる底挽き技術の確立が、元和期には既になされていたことを示すものであり、

ロクロ挽き技法の変換期をさぐる重要な資料と言える。

漆と文様

底挽きまでされたものは漆塗り、施文の工程があるが、ここでは次のように理解できる。炭

粉+柿 シブ塗り (下地)→黒漆塗り (2度塗り)→ベンガラ漆塗り。施文という手順である。

文様が描かれているのは椀、皿で、その基本文様は第82図に7通 り提示したが、図示しなか

つたものを合めて 8通 りとなる。

I類 内面全体にススキ状の細線を左まわりに描き、そこに図案化された,烏 (千′亀か)を配
している。見込み部分には、中央に草文を置き、左右に亀と鶴を図案化したものを配している。

I´は I類の外面にある文様で、 2本の界線間に、やはリススキと思われるものと鳥が描かれ

ている。 I・ I´が破片資料の中では一番多く見うけられる。

I ・I´の組み合わせが見られるのは、第178図 2～ 5である。2・ 3・ 5は高台内に本の葉か

笹の葉を描いた文様が見られる。第178図 7も 内外面の文様は基本的には同様であるが、見込み

部分の文様が花文 (牡丹か)に置きかわっている。

I´だけのものは、第178図 6の ものであり。内面は全面ベンガラ漆塗り、高台内にも文様 (不

明 )がある。

Ⅱ類 見込み部分に「カラブ」を描いたものであり、Ⅱ′はその外面体部に描かれた「モミジ」で
ある。これに該当するものは第178図 8だ けであり、高台内にも文様があるが、何の文様か不明

である。

Ⅲ類 伊達家の家紋であるる三ツ引両を基本文様として描いたものである。これに該当する
ものには第179図 1～ 4がある。少なくとも、これらは特注品であろう。

1は外面外部に三ツ引両文と笹文を交互に3ヶ 所ずつ描いており、底裏面中央には、鳥か笹

の葉を図案化した文様を置いている。この皿は 2次的利用されたらしく、高台がきれいに削り

とられており、また体部外面も矩形に今」りとられている。これは恐らく、柄を付けて「しゃも



じ」として再利用されたものであろう。

2は見込み部分に大きく三ツ引両文が描かれ、体部外面には3コ の三ツ引両文、高台内には

草花文が描かれている。

3は内面に3コ の三ツ引両文、その間に図案化された草花文 (?)が描かれている。外面は

外部に、相対するように2コ の三ツ引両文と、これも図案化された2コ の草花文 (?)が描か

れている。高台内には文様があるが、ほとんど剣離して不明である。

4は内面中央に大きく三ツ引両文が配されているほか、周囲にも若干文様があるが、剥離し

ており不明である。外面は 3と 類似している。高台内にも文様が描かれているが景」離してはつ

きりしない。また三角形を二つ連続させたような文様が、 2次的に刻まれている。

Ⅳ類 内面に銀杏の文様が描かれている。第208図 1に あるものが唯―のものであり、体部の

ほとんどが欠損しているため、体部に文様があったかどうかは不明である。

V類 第179図 5の体部外面文様であるが、何を表現しているのか不明である。高台内にも

草文のようなものが描かれている。

Ⅵ図 体部外面に笹が描かれている。第179図 6がそれである。高台内にも文様が見られるが

何を表わしているのかは不明である。

厚 凛 腱 蒻 点 ぷ 力 濾 ＼ Ⅱ
′

::§
:::ミ ミ言Siこ ここSSSSSミ ミミヽSSii:岳

ト

ェ
′

一yw

第82図 漆器文様分類



Ⅶ類 蒔絵の部分 (T字形の金箔)も あるもので、体部外面の 2本の界線間に笹を図案化さ

せたものと思われるものを配している。第208図 2がそれで、高台内には鳥を図案化 したと思わ

れるものが描かれている。また 2次的な×F「状の線刻もある。

Ⅷ類 はっきりしなくて文様の分類図中には入れなかったが、第179図 7の ような体部外面文

様のものである。これは全体的な把握ができないが、 1の内面見込みに描かれている亀の図案

化したものに似ているとも思える。高台内は草文か。

この他に、分類外のものとして、内外面とも無文のもの (第179図 8)がある。先にも述べた

が、文様は黒漆の上にベンガラ漆 (第 208図 2は蒔絵の部分もある)で描くものがほとんどであ

るが、内面もしくは内外面に文様が描かれていないものは、その部分全体がベンガラ漆で塗ら

れていることも記しておきたい。

形態

以上、椀・皿の文様等についてふれてきたが、ここで若千形態についてもふれておきたい。

高台の形態よりA・ Bの 2類 に分けて説明したい。

A類 高台が高いもの (約 2 cm)である。これには第178図 6・ 第179図 4・ 6、 第208図 2の

4点がある。これに該当するものは、日縁上端から見込みまでの深さが深いようで、口径 /深

さは約2.5の数値がでる。

Btt A類以外のもので、高台の高さも普通のもの (約0.6cm)である。これに該当するもの

は、日縁上端から見込みまでの深さ力呻夫く、日径 /深 さは4.0以上の数値を示すものである。第

178図 2は B類に属するものであるが、高台内及び高台脇のロクロ挽きは、A類的雰囲気をもつ

ものである。当然、A類とは用途が異なっていたであろう。

大皿と片口

大皿は第179図 9の ものである。内外面ともベンガラ漆が塗ってあるが、その下には、下地、黒

漆が観察されない。木地の上に直接塗られたものであろう。底裏面には高台がなく、碁笥底に

なっている。

片口は第179図 10。 11に示した 2点である。注口部で、外面がベンガラ漆で、内面が黒漆であ

る。体部との接合は膠で行ったらしく、接合面に黒く残っている。

12.櫛 (第180図 1～ 4)

1。 2は棟が九味を持つものであり、 3は直線的であり、 4は若干であるが九味を持つもの

である。 1・ 2は櫛目の切り込み上端の線も棟に平行して丸味を持ち、 3も 直線的にそろえて

ある。 4は棟が若干丸味を持つが、櫛目切り込み上端の線は一直線を呈している。

平面形両端は 1。 3に おいては平行であるが、 4は若干扇形に開いている。 2は欠損して不

明である。断面形は 1・ 3・ 4が棟が平坦な逆三角形をしているのに対して、 2は棟が九く仕
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上げられている。

櫛目を見ると、 1が荒日、 3・ 4が中目、 2カ落田目になっている。櫛日の切り込みを見ると、

1・ 3。 4は面に直角に切り込んでいるが、2は少し斜めに切り込んである。

13.刀子の柄 (第 184図 3・ 4)

3は長さ4寸 (12.5cm)で 、断面形は2.3× 1.8cmの楕円形を呈している。刀身は欠落してい

るが中心力源」ったままである。 4は長さ5寸 (14.8cm)で ある。縦に割れているが2.2× 1.6cm

ほどの楕円形の断面であつたものと思われる。中心の痕跡があり、その長さは 2寸 5分 (7.5cm)

である。

14E釘々(第 181図 3)

鍬の%破片と思われる。長さ1尺 1寸 5分 (34.4cm)、 厚さ2.5cmの ものであり、中央やや上

の位置に加穴があるが、縦に割れているため、幅、加穴の大きさとも不明である。先端に鉄製

の刃先が装着されていたかは、痕跡もなく不明である。

15.コ テ (第 181図 4)

草屋根をふく道具の一つで、ふき草をたたきそろえるものである。岩手、秋田、宮城、山形、

福島県ではガキとも言われている。コテのうち、タタキ板の部分と柄が一本の本で作ってある

ものをトモエと言うが、三ノ丸跡出上のものはこれにあたる。11号溝から出土 した。

全長 4尺 4寸 (131.5cm)で 、タタキ板部の長さ1尺 5寸 (45cm)、 柄の長さ2尺 9寸 (86.5

cm)である。タタキ板部の幅10cm、 厚さ1.5cm、 柄は端部にむかって細くなるように削ってあり、

タタキ板部近くでは径約 4 cm、 中央では径約3.5cm、 端部では径約 2 cmである。

全体的に荒削りのものであり、タト側に反っているものである。タタキ板の先端両角は切り落

されている。廃材を利用したものか、表面になるタタキ板部中央と柄端部付近に、ノコギリ状

のもので横引きしたような切痕が浅く認められる。

16.板敦 (第 162図 1)

6号土羨出土である。径 1尺 1寸 (32.5cm)、 厚さ5分 (1.5cm)の半欠品で、削 り痕が明瞭

である。中央部が炭化 しており、板釜敷のように、加熱された釜や鍋 を置 く台 として使用され

たと考えられる。

17.人形

2点出土した。第180図 6の ものは長さ6寸 5分 (19,3cm)、 径1.2cmの棒先端 に小刀状の工具

で人面を削り込んでいる。第180図 7の ものは長さ4寸 5分 (13.3cm)、 径 2 cmの もので、やは

り先端部に小刀状工具で人面を削り込んでいる。

いずれも素朴な人面の彫刻で、何か祭昴E的 な使われ方をしたのであろうか。 2点 とも 6号土

渡埋 2層出土である。



18.木 トンボ (第 180図 8)

一般に省製であり、「竹トンボ」といわれるものであるが、本製であるので「木 トンボ」と呼

称しておく。長さ4寸 (12,lcm)、 幅1.65cm、 厚さ0.5cmで、中央に5× 7mmほ どの穴が穿って

ある。両面とも中心孔を境に交互に削られており、回転翼として有効である。

19.木簡

全部で 6点出土した。N06(第 182図 6)の ものを除いて米に関する墨書が見られ、米蔵跡と言

われる三ノ丸の一端をうかがえる遺物である。hlo l～ 4(第 182図 1～ 4)は I区 2号溝出土で

あり、No 5は I区 1号溝出土である。N06は Ⅱ区 6号土羨出土のものである。

1は長さ7寸 5分 (22.2cm)、 幅 1寸 (3.2cm)、 厚さ0.5cmで 、下端が両側から削られている。

表には「御年貢米四斗五升入」と記載されている。このうち「貢」の文字は非常にうすく、赤

外線テレビを使用して、かろうじて判続できるものであった。裏面には「文化□年宮城糾賞沢

村□」という2行書きの墨書がある。これらの文字は墨がとんでいるが、文字の部分が腐喰さ

れず、高くなって残っているものであり、光を斜めからあてながら断続したものである。文化

年間であることはわかったのであるが、何年であるかは判然としなかった。表裏の墨書の残存

状況に違いがあるので、同時記載のものか疑間がある。

2は長さ5寸 5分 (16.3cm)、 幅 1寸 (2.8cm)、 厚さ0.6cmで 、短冊形のものである。裏書き

はなく、表に「米四斗五升入」と記載されている。

3は長さ5寸 5分 (16.Ocm)、 幅 1寸 (3.Ocm)、 厚さ l cmで、短冊形のものである。 2同様表

書きだけであり、「米四斗五升入」となっている。「升」については、赤外線テレビでも判然とし

なかったが、本簡間の比較、文字の続き具合から「升」と読むことができた。

4は長さ5寸 5分 (16.5cm)、 幅 1寸 (2.7cm)、 厚さ0.6cmの短冊形で、上端中央に紐を通し

たと思える穴がある。 2・ 3同様、表に「米四斗五升入」とある。「四」は非常にうすいもので

あったが、他の木街を参照として判読した。

5は長さ5寸 5分 (16.3cm)、 幅 1寸 (2.9cm)、 厚さ0.5cmの短冊形を呈する。表は「御買上

米四斗五JrELでぁる。「升」の下の□は単なる棒線にも見えるが不明である。裏面は、その中

央より若千下に、 1字ないし2字の文字が見えるが不明である。

6は長さ4寸 (12.Ocm)、 幅 8分 (2.5cm)、 厚さ0.4cmの短冊形のものであるが、左下の部分

が若千欠けている。表面は 2行 に書かれているが、「元和」「年」だけしか判読できなかった。

裏面にも細い文字が墨書されているが、これもまた判読不能であった。

これらの木簡の判読には東北歴史資料館の赤外線テレビを使用し、同館の千葉景一氏の全面

的協力を得た。 1～ 5の木簡は、年貢米、買上米 1俵 (四斗五升)に付した荷札と考えられ、

ほぼ同地点、同内容であるので、文化年間のものと判断してもさしつかえないものと思われる。



6の木簡は元和年間のものであるが、残念ながらその内容は不明である。その形体から、やは

り「付札」的なものと考えられよう。

20.加工痕のある木製品

ここでは建築部材以外で、今までふれなかった物を一括して取り扱うものである。

(1)羽子板状木製品 (第 181図 1・ 2)

1・ 2と も6号土渡出土である。このうち2は片面 (外面)に本地蛾塗りされた漆が残って

おり、下端面に釘穴があり、内面には底板痕が見られた。また釘穴は「そば」にも見られた。

このことから箱のような状態に組み合ったものが想定され、 2は その把手部分であろう。つま

リホ内穴が切ってないので片把手のものを考えている。

(2)板状木製品

第183図 1は把手があり、本来は羽子板状を呈していたものか。把手部分は削り痕が明瞭、そ

の上の部分の両面には線刻があり、片面に鶴、もう一方の面にも種類は不明だが鳥の絵が描か

れている。子供の羽子板であろうか。第183図 2は小片であるが、片面に溝状の削り込みがあり、

もう一方には小刀のようなものによる切傷がある。第183図 3・ 4・ 5は同様の板片と思われる。

曲線をもって加工されているところがあり、小物の飾 り板片であろうか。第183図 6は薄く長い

ものであり、補強材として用いられたものと考えられる。斜線が 3本見られるが、釘床とほぼ

一致しているところから、釘打ちの位置を斜線でE「 したものと思われる。第183図 7は片面に切

傷があり、もう一方には月曇状物質が付着している。第208図 5は短冊形のものであり、一端が薄

く削られている。もう一端の両角は面取りされている。

(3)竹材 (第 184図 5～ 10

竹の切片と思われる。 5。 6は両端がまっすぐ切 られ、 7・ 9,10は一端が斜めに切断され、

8は一端が両側から斜めに切られている。

竹片は全部で38点出土 しているが、そのうち27点 が 6号土墳出土である。節はことごとく抜

かれており、きれいにその痕跡を削りとっているものが多い。

(4)そ の他

第190図 5は火を熾すのに使用したとみられる人錯臼である。第186図 2は檸の栓、第208図 6

は箸置きと考えられる。第185図 5は鳥形木製品、第189図 5、 第185図 1、 第184図 1。 2は棒

状木製品で、いずれも用途不明である。

また木製品ではないが、縄片 (第 186図 3)が出土しているほか、株fBl需として使用されたと

思われる株4F83(写真121-7)が出土している。
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21.建築 部材

建築部材と取り扱う中には、土木用材、建築物材、建具材が含まれる。

(1)杭

杭には径9.8～ 5.3cmの もの (第 187図 1、 第188図 2,3)と 、2.6～ 1,7cmの もの (第 185図 2

～ 4)がある。第188図 2・ 3は樹皮を景↓いだ九太材の先端を削って尖らせたものである。第187

図 1は 6号土竣東端に打ち込まれていたもので、断面五角形になるように面取りされているほ

か、先端部が削られている。第185図 2・ 3は細いもので、枝をはらい樹皮を剣いだものの先端

を削ったものであり、第185図 4は細い木材の表面をきれいに削り、先端を更に削り尖らせたい

ものである。

第188図 2・ 3、 第187図 1、 第185図 2～ 4の ものは各々長さ、太さが異なるので、杭として

の用途も当然異なっていたものと考えられる。

(2)桂

ほぼ同じ太さのものである。断面が円形を呈するもの (第 188図 1、 第209図 2)と 、多角形

を呈するもの (第 187図 2、 第188図 4・ 5)がある。円形を呈するものは樹皮を景」いで、表面

をきれいに削っているものと思われるが、表面が腐喰しており詳細は不明である。多角形を呈

するものは、六角形 (六面取り)に なっているもの (第 187図 2)、 変形の七角形 (七面取り)

を呈するもの (第 188図 4)、 変形の人角形 (八面取り)と 思われるもの (第 188図 5)があり、

面取り数をそろえるという意図はなかったように思われる。

第188図 4と 第187図 2の柱は、柱穴に立った状態で検出したものである。第188図 1の柱は柄

があり、東柱と考えられるものである。

(3)抱き束 (寄せ東)

第189図 1は甲九材の下端の背とそばが削られ細くなっており、上端は鴻欠されている。下端

には釘穴があり、背側から斜め下に流し打ちされている。

第190図 8は角材 (断面長方形)で、上端の鵬欠を残す切片と思われる。

(4)根太 (第 189図 2・ 3)

2は六面取りされており、端部に鵬欠、そこより約%の位置に渡偲が切られている。路欠と

渡鵬は互いに直角になるように付されている。鵬欠と渡鵬の部分の中央には釘穴が 1箇所認め

られ、土木と下木の固定に釘 1本 を使用したことがわかる。

3は、その断面、面取りの形状は 2と 類似するもので、根太の切片と考えられる。

ここでは 2・ 3を「根太」として扱ったが、「釣木受け」である可能性もある。

(5)鴨居 (第 190図 7)

切片である。溝 1/1ヽ穴じゃくり)が約1.2cmと 深いので敷居片ではないと思われる。「ひばた」



「あぜ」の部分が若千焦ている。

(6)楔 (第 190図 1～ 4)

二枚の接合を密着させるのに使用したものである。 1と 4は両面から削り込んでおり、 2・

3は片面から削り込んでいる。

(7)加工痕のある板材

用途不明の加工材である。納穴があるもの (第 191図 1)、 釘穴が残っているもの (第 190図 6、

第191図、第192図 3・ 5,7)、 鴻欠、渡鴻されているもの (第 191図 2、 第192図 1～ 3、 5)、

柄が切 られているもの (第 192図 4)な どがある。その他、第167図 5。 6、 第168図 4、 第191

図 4～ 8、 第192図 4・ 6。 8・ 9の ものがある。第192図 7は扉などの把手になるものであろ

うか。

(8)そ の他

4号・ 5号暗渠に使用された板材等がある。その使われ方については遺構説明を参照してほ

しい。

22.樹種同定結果について

本製品の樹種同定については、奈良国立文化財研究所の光谷拓実氏に同定をお願いした。そ

の結果については表25に まとめたので参照されたい。同定にあたっては、本製品が多量であっ

たため、その種類、数量を限定せざるをえなかった。さらに、製品を切断しないように、安全

カミソリを使用し、材の三面を薄く象↓ぎ、顕微鏡で観察する方法で同定していただいたため、

象」片の採取に制約があり、また採取した剣片も、観察するには条件の厳しいものもあつた。同

定結果として不明確なものも存在しているのは、ひとえに、このような制約下で資料採駅して

ぃただいたことに起因している。

ところで同定結果をみると、本製品の種類によって素材の使い分けが明瞭であることがわか

る。漆器にあっては、ブナ材が83%と 圧倒的に多く、箸・木簡にあってはヒノキアスナロ、櫛

においてはネジキが使用されている。下駄はヒノキアスナロ34%、 ケアキ29%、 ホオノキ11%

となっている。他は、同定した点数が少なく、素材の使用傾向を語るまでには至らない。

漆器椀の素材について、仙台市今泉城跡出土のもの (鎌倉前半～江戸初)と 比較してみると

(1983:木村中外・内藤俊彦)、 今泉城跡のものはブナ材を使用したものが75%、 ケアキを使用

したものが25%で ある。三ノ丸跡出土のものと同様にブナ材を多く使用しているが、 トチノキ

とケアキが入れかわっている。これは、時代によって、ブナ材以外の材の選定に違いがあった

ことを示すものだろうか。資料の増加をまたなければならない。

ヒノキアスナロはヒバのことで、東北地方北部を中心に自生しており、仙台周辺にも多く見

られるものである。下駄・木簡・箸などの素材として広く用いられていることを見れば、17世



紀初頭～18世紀初頭ごろには、容易に入手できるものであったと考えられる。ブナも当地方で

入手可能な材であるが、漆器以外の材に利用されていないのとは対象的である。同一の本製品

との比較でないので何んとも言えないが、前述の今泉城出上の本製品にヒノキアスナロを使用

したものが 1点 もないことは興味深いことである。

ネジキは福島県以南の本州、四国、九州に自生する材で、また、木製品にネジキが用いられ

ていることも少ない。三ノ九跡出土の櫛が 4点 ともネジキを素材としているということは、ネ

ジキを材にして櫛を製作しているところからの搬入品と理解できる。

表25 樹種鑑定結果
漆   器 樹 種 図 版 一番 号

2109 ブ ナ 78- 1
2201 ブ ナ 78- 8
2203 ブ ナ 79-- 6
2204 ブ ナ 78- 2
2205 ブ ナ 79-- 2
2206 ブ ナ 79- 9
2208 ブ ナ 79-- 4
2209 トチノキ 79- 10
0 不 明 (広 棄樹 ) 79-
ユ ブ ナ 79-- 7
2 ブ ナ 79-- 5
3 ブ ナ 78- 3
4 ブ ナ 79-- 3
5 ブ ナ 78- 6
6 ブ ナ 78- 7
7 ブ ナ 78- 4
8 ブ ナ 78- 5
0 不 明 (広 葉樹 )

下   駄 樹 種 図版一番号

2502 ヒノキアスナロ 57- 2
2503 ヒノキアスナロ 56- 3
2504 ヒノキアスナロ 55- 6
2505 不明 (広葉樹)25■ と同じ 55- 5
2506 ヒノキアスナロ 55-- 4
2507 ケヤキ 69- 6
2508 ヒノキアスナロ 60- 5
2509 不 明 (広 葉樹 )25■ と同 じ 55-  1
25 0 ,ギ リ ? 56- 5
25 ] 不 明 (広葉 樹 )2509と 同 じ 55- 2
25 2 ヒノキアスナロ 57- 4
3 ホオノキ 56- 6
4 ヒノキアスナロ 57- 3

25 5 ヒノキアスナロ 56- 1
ヒノキアスナロ 56- 2

7 ケヤキ 58- 3
ヒノキアスナロ 60- 7

ケヤキ 58- 2

下  駄 樹 種 図版 一番 号

2520 ホオノキ 57- 1
2521 トリネコ属 60-- 2
2522 ケヤキ 59-- 2
2523 ケヤキ 58- 1
2524 ケヤキ 59-- 3
2525 ケヤキ 59-- 5
2526 ホオノキ 58- 5
2527 クル ミ属 159-- 6

2528 ホオノキ 59- 4
2529 ヒノキアスナロ 56- 4
2530 ケヤキ 58- 4
2531 ク リ 60- 3
2532 キハダ ? 160- 4
2533 ズ キ 155- 3
2534 ケヤキ 159- 1
2535 ケヤキ 160- 1
2536 ヒノキアスナロ

木   簡 樹 種 図版 一番 号

2402 ヒノキアスナロ 82- 2
2403 しノキアスナロ 82-- 4
2404 ヒノキアスナロ 82- 6
2405 ヒノキアスナロ 82- 5
2406 ヒノキアスナロ 82- 1
2407 ヒノキアスナロ 82- 3

人   形 樹 種 図 版 一番 号

2401 不明 (広 葉樹 ) 180- 7
2408 ヒノキアスナロ ? 180-- 6

櫛 樹 種 ⅨI版一番号

2301 ネジキ 80-―  ユ

2302 ネジキ 80-- 2
2303 ネブキ 80- 3
2304 ネゾキ 80- 4
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第 8節 石製品

仙台城に関するものとしては、砥石・硯・碁石・石垣の石などが出土し、それをさかのぼる

遺物としては、縄文時代の石鏃とフレークが若千ある。

1. 石氏石  (第 193図 1～ 5。 第194図 1～ 3)

I区から2点、Ⅱ区から6点、計 8点出土している。第193図 11よ細粒凝灰岩の大型の中砥片、

第194図 3は小型の荒砥片、他は小型の短冊形の仕上砥で、手持ちで使用したものと思われ、 4

面に使用痕が認められる。そのうち第193図 2・ 4は珪質凝灰岩で、川から採集したものを加工

したものと思われ、廃棄後、表面に褐鉄鉱が付着している。第193図 3、 第194図 2は安山岩、

第193図 5は流紋岩質凝灰岩、第194図 1は頁岩製である。

2E 荷己(第 195図 1～ 4)

I区から1点、Ⅱ区から3点出土した。材質から見ると、いわゆる稲井石と称されるものは

ないようで、むしろ雄勝石に近い。『封内風土記』でも (宮城県)和
`生

郡雄勝浜の「土産」とし

て記載されている仙台藩の特産品で、現在でも有名な硯の製産地である。完形もしくはそれに

近いものは 1・ 4であり、他の 2点は半欠品である。 4点 とも長方硯である。

1は頁岩製で、ほぼ 5寸 ×2寸の大きさである。 2は推定の大きさが 1に近いものと思われ

るが、コウレン片岩製である。この材は仙台近辺では見られないもので、これだけが雄勝石か

らはずれるものである。内面には墨が若干付着したまま残っている。 3は頁岩で、大きさは 1

と同じ位と推定される。 4は頁岩製で、ほぼ 2寸 ×1寸の大きさであり、墨が付着して残って

いる。小型で懐中用と思われる。出土した 6号土墳は17世糸己初頭のものであり、また共伴遺物

から茶会用などに使用されたものと考えられる。

3日 碁石 (第 205図 10。 11)

R-18区の 9号土装から1点、C-21区 3層 から1点出土した。前者は黒色頁岩 (粘板岩)

製で、径約 7分 (2.2cm)、 厚さ約 2分 (0.5cm)、 重さ3.5gを 計る。後者は凝灰岩製で、径約 8分

(2.4cm)、 厚さ約 2分 (0,7cm)、 重さ3.4gで ある。大きさはほぼ同じであるが、前者の方が精

巧である。また前者は黒石、後者は白石として使用されたと考えられるが、後者は現状でも灰

色にくすんでおり、本来はもっと黒ずんでいたものが脱色されたと考えられなくもない。

4.石 垣 の石 (第 196図 )

C-21区 3層 から1点出土した。安山岩製である。ほぼ 1尺 7寸 ×1尺 I寸 5分 X8寸 5分

(50.7cm× 34.5cm× 25。 2cm)の三角形に近い形をしている。正面になる部分は平坦に近い面を

なし、その中央に底辺約 9寸 (28cm)、 高さ約 5寸 7分 (17cm)、 深さ約 1寸 3分 (3.8cm)の三

角形の凹部をつくり、その中に「丈」という字を刻み込んでいる。また、この凹部右側に、右
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下りに「御本九」と刻んであるほか、左側にも、左下 りに「小志」もしくは「与志」と刻まれ

ている。

この石は石垣の「定礎」として位置付けられるものと思われ、「御本丸」という文字から、仙

台城築城時の広い意味での本丸の範囲はどこまでなのかという問題を投げかけるものと思われ

る。「小志」もしくは「与志」については、石工の名前なのであろうか、不明である。また中央

にある「丈」という文字についても不明である。仙台城石垣には種々の刻EPが知られているが

(1967:奥津)、 ほとんどが ♯ (井げた)、 △ (三角)、 十 (十文字)、 O(円形)と 記号化されたも

のである。これらは石工頭の屋号とみられており、今回発見された凹部三角形と既に知られて

いる三角形の記号とは、石工集団として何らかの関係があるものであろうか。

5.有孔石板 (第 194図 4)

緑泥片岩のもので、R-18区 9号土壊埋 1層 から出土した。ほぼ 2寸 8分× 2寸 3分 (8.5cm

×6.9cm)の 大きさの破片で、厚さ約 l cmである。 2ヶ 所に両面穿孔された孔がある。用途不明

である。

6.円 盤状石製品 (第205図 1か

M-7区 12号溝埋 3層 から1点出土した。径約 9分 (2.6cm)、 厚さ約 3分 (0.8cm)、 重さ4.5

gの凝灰岩でできた円盤状のもので、中央に片側から穿孔されているが貫通していない。用途

不明である。

フ.石鏃 (第 205図 7・ 8)

R-18区 Ⅱ層とK-7区 12号溝埋 1層 から1点ずつ出土 した。前者は長さ2.3cm、 幅1.5cm、

厚さ0.5cm、 重さ1.lgの無茎のもので、材質はチャー ト (鉄石英)である。後者は長さ2.7cm、

幅 l cm、 厚さ0.6cm、 重さ1.lgの有茎石鏃で、材質は硬質頁岩である。

8.フ レーク (第205図 9)

F-6区 12号溝埋 2層 から1点出土した。3.5cm× 3.5cm× 0.5cmほ どの大きさの頁岩のもので、

石鏃と共に縄文時代の遺物である。

表27石 製品集計表
地   区 層   位 砥  石 硯 碁  石 有孔石板 石製円盤 石垣 ? フレー ク 石  鏃 小  計
C-20 2 層 1 1

C-21 3 層 1 ユ

テラス下 3層 1 1

C-22 3 層 1

| 計 2 1 1 4

進  構 層   位 砥  石 硯 碁  石 有孔石板 石製円盤 品
部
段
一

つ
の 石垣 ? フレーク 石  鏃 小  計

1 号 濾 埋 2層 】 ユ

| 計 1 1

I区 合 計
 + 2 1 1 1 1 十

一

|― 十

一

1 1 1-|― 1 5



地   区 層   位 h抵  石 硯 碁  石 有孔石板 石製円盤 石製
品

の一部 石垣 ? フレー ク 石  鏃 小  計

Q-16 ] 層 1

R-18 Ⅱ 層 1

R-19 I婿 1

Ⅱ  区 層 〕

′卜     wf 1 2 1

遺   構 層   位 砥  石 硯 碁  石 有孔石板 石製円盤 雨
都
楽
一
れ
の 石垣 ? フレーク 石 鏃 /1ヽ   月十

6号 土 城 埋 2層 1 1

埋 3層 2 2

埋 4層 ユ 1

8号 ■ 城 里 2層 2 2

9号 土 残 埋 1層 1 ]

小    計 5 ユ I
9

Ⅱ 区 合 計
 16131111十

一

111-十
一

111H

進   構 層  位 砥  石 硯 碁  石 有孔石板 石製円盤 石垣 ? フレーク 石  鏃 ′卜  討

12 号 濤 埋 1層 I

埋 2層 1 ユ

埋 3層 1 1

計 1 1 1 3

1 総  計 +814121ユ 11111ユ |ユ I Z I A」

第 9節 金属製品

金属製品を大きく分けると建築用品 。生活用品・武具・古銭
。その他となる。もちろん破片

も多く、全くどれに該当させたらよいのか不明なものもあった。

1.建築用品
建築用の金属製品として分類したものは、総数105点であり、このうち釘が92点 と約88%を 占

め、あとは、錠・錠・楔・上金具などである (表 28)。

(1)釘 (第 197図・表29)

釘は鉄製のものであり、角釘 (和釘)と いわれているものと、丸釘 (洋釘)と いわれている

ものがある。ここでは近世の「角釘」について、特に頭の形】犬によって分類をした。当追跡出

上のものは、建築物用・建具用・箱物用 。瓦用として使用されたと思われるが、建具用及び箱

物用には木釘も多く使用されているので、その大部分は建築物用と考えてさしつかえないもの

と考えられる。

角釘は54点出土 しており、そのうちわけは I区から2点、Ⅱ区から51点、皿区から1点であ

り、Ⅱ区に集中して出土している。

釘は保存状況が良いものが少なく、また、頭部に打撃が加えられており変形もしているので、

その分類には若子の誤謬があるかもしれない。

分類 して一番多かったのは折釘 (?)で23点、次に頭巻釘11点、あとは平釘 7点、切釘 4点、



表28 建築関係 (金属製品)集計表
地   区 層  位 釘 鑓 錠 楔 止全具 環状金具 掛金具 把手金具 鉄輪 鎖 鉄4kt 卜 討
C-22 4 層 ユ 1

/1ヽ 計 ] 1

遵  構 層  位 釘 鑑 錠 楔 止金具 環状金具 掛金具 把手金具 鉄輪 鎖 鉄棒 イヽ  計
1号 濤 埋 1層 ] 1

/1ヽ 計 ] l

L_I区 合 計 121-|― |― |― |― |― |― 十 一  121
地   区 層  位 釘 鎚 錠 樫 止金具 環状金具 甚卜金具 把手金具 鉄輪 鎖 鉄格 人   計

0-17 Ⅱ 層 2 2

0-18 皿 層 2 2

P―-15 Ⅱ 層 ユ 1

P-17 Ⅲ 層 コ 4

Q-15 I 層 1 1

Ⅱ 層 2

Ⅲ 層 1 ユ

Q-16 I 層 10

Ⅱ 層 2

Q-19 Ⅱ 層 2 2

R-15 I 層 1 1

Ⅲ 層 1 1

R-17 Ⅱ 層 3 3

R-18 Ⅱ 層 7 1 8

Ⅱ 区 I 層 2 2

Ⅲ 層 1 l

J 計 1 1 l

造  構 層  位 釘 鑓 錠 楔 上金具 環状金具 掛金具 把手金具 鉄輪 鎖 鉄棒 イヽ  計
5号 濤 埋 1層 4 4

6号 土 競 埋 1層 1
1

埋 3層 3 1 4

埋 4層 ] 1

9号 土 嫉 埋 2層 6 6

10号 土 残 埋 2層 と 1

3号 竪 穴 埋 1層

4号 竪 穴 埋 1層 8 1 2 [ユ

埋 2層 3 l 2 6

石    敷 上  面 1 1

/1ヽ 1 ] 2 3 2

LI区 合 計  1891211111213121-十  一  11鋭 |

地   区 層  位 釘 鉱 錠 楔 止金具 環状金具 掛金具 把手金具 鉄輪 鎖 鉄 l.k イヽ 討
lll 区 表  採 1 1

」 討 1 l

L Ⅲ 区 合 計 111-|― |― |― |― |―
「
― | ―  111

地   区 層  位 釘 鑑 錠 楔 上金具 環状金具 掛金具 把手金具 鉄輪 鎖 鉄棒 ント 計
Ⅳ 区 〕, 土 1 1

| 計 1 l

I Ⅳ 区 合 計 |― |― |― |― |― |― |― |― 1 1 11J

I 総  計 1蜆 12 1 11213 2111 1 1型 坦

204



平折釘と合釘が 2点、不明 5点である。

a.折釘 (第 197図 3・ 4・ 5・ 7・ 8・ 9・ 17・ 18)

折釘は基部と同じ太さで頭の曲った釘とされている。ここで出土したものは、現状では、基

部と頭が同じ太さではないが、打撃が加えられることにより、手前がつぶれたものと考えられ

る (註)。 長さは 1寸、 1寸 5分、 2寸、 2寸 5分に相当するものがある。

b切釘 (第 197図 2・ 14)

頭のつくり出しの無い釘である。単純に切断されたものと、面とりのなされたものがあると

いわれるが、腐食しており、その判断は困難である。長さは 2寸 と3寸 に相当するようである。

c.平釘 (第 197図11,12・ 13・ 20。 21)

基部の扁平な釘の総称として把えられている。長さをみると1寸 5分から2寸のものに該当

する。

d.平折釘 (第 197図 10)

頭・基部ともに断面が長方形を呈している折釘で、薄く平たいものである。これも折釘同様

頭はつぶれている。長さは、 2寸 5分に近い。

e.頭巻釘 (第 197図 1・ 6・ 15。 16。 23)

角釘の頭を扁平に鍛 き巻いたものである。長さからいうと、 1寸、 1寸 5分、 2寸 5分、 3

寸のものに相当しそうである。

f.合釘 (第 197図 22)

両端の尖った真直な釘で、板などを継ぐものである。長さでみると2寸 5分のものと思われ

る。なお、 a～ fに おいて長さは 1寸 =3 cmと して算出してある。

(2)環状金具 (第 197図 24)

Ⅱ区の 6号土竣から1点、 4号竪穴遺構から2点、計 3点出土した。鉄製である。図示した

ものは 6号土渡出上のもので長さ1寸 8分 (5.4cm)、 幅 2分 (0,7cm)、 厚さが最大で 2分 ④.5

cm)であり、長さ1寸 3分 (4 cm)の平釘に、環状の頭を付けたような形状である。これは、

つぼ金と考えられ、後述するを卜金具と一組で、扉などの蝶番として使用されたものであろう。

4号竪床遺構出土の 1点 もほぼ同じような寸法のものであるが、環状の頭に鉄釘片が通った状

態で付着しており、掛金具と対で使用したことを証明するものと思われる。これらも釘類とし

て把えられる。

(3)掛金具 (第 197図 25。 26)

広くは釘類に入れられるものであろう。前述の環状金具 (つぼ金)と 一対となつて、にじり

戸などに使用されたものと見られる。こ区の 6号土羨、10号土渡から1点ずつ出土した。鉄製。

平折釘といった】犬況のもので、脚部から基部は、断面が長方形を呈し、頭に当る部分は、断
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表討集釘鉄ヨ電29

地  区 層  位 折  釘 平折釘 平  釘 切  釘 頭巻釘 合 釘 丸  釘 不  明 小  計

C-22 4 層 ユ 1

月 計 1 1

進  構 層  位 折  釘 平折釘 平  釘 切  釘 頭巻釘 合  釘 丸  釘 不  明 おヽ  計
l号 濤 埋 1層 1 1

′Jヽ 1 1

I区 合 計  |― 十 一 |― |― 11 十 一 ‖ ― ‖ 1 ‖  2

地   区 層 位 折  釘 平折釘 平  釘 切  釘 頭巻釘 合 釘 丸  釘 不  明 ′卜 計
O-17 Ⅱ 層 ユ 1 2

O-18 皿 層 1 1 2

P-15 層 I 1

P-17 Ⅲ '薯 3

Q-15 層 2 2

Ⅲ  層 ユ 1

Q-16 I 層 4 5 1

E 層 2 2

Q-19 Ⅱ 層 2 2

R-15 1 層 1 1

m 層 1

R-17 層 2 1 3

R-18 Ⅱ 層 1 3 3 7

Ⅱ 区 I 層 1 〕 2

打 計 15 5 4 9 2

遵  構 層  位 折  釘 平折釘 平 釘 切 釘 頭巻釘 合 釘 丸  釘 不  明 卜 計

5 号  濤 埋 1層 I 3 4

6号 土 班 埋 1層 1

埋 3層 3 3

9号 土 鍍 埋 2層 2 2 2 6

3号 竪 穴 埋 1層 1 1

4号 竪 穴 埋 1層 2 1 5 8

埋 2層 2 1 3

石    欺 上  面 ] 1

′
Jヽ 討 8 2 6 I 2

地   区 層  位 折  釘 平折釘 平  釘 切  釘 頭巻 II 合 釘 丸 釘 不  明 おヽ 計
Ⅲ  区 表  採 I ユ

′
Jヽ 計 1 1

Ⅲ 区 合 計 |― |― |― |― |― 11 ‖ ― ‖ ― ‖ 1

総  計 1熔 1217141H12‖ 認 ‖ 5‖ 鬱

面が丸くなるように仕上げられている。環状金具と組み合う関係上、頭部は長く、頭部 :基部、

脚部は1:1.5～ 1.9の害1合になっている。

(4)楔 (第 199図 12)

長さ 1寸 5分 (4.4cm)、 背幅 6分 (1.8cm)、 刃幅 7分 (2.lcm)の 鉄製品で断面が三角形をな

し、楔ではないかと考えられるものである。刃角が約40度 とやや大 きい。 R-18区 2層出土で

ある。

(5)鍵

P-17区から2点出土した。これも大きな意味では釘類に入れられるものである。鉄製であ



る。長さが 4寸 (1lcmと 12cm)で 、両端が 1寸 (3 cm)折 り曲げられ尖 らしてある。基部の断

面は丸で、脚部断面は角に仕上げられている。近世のものではなく、昭和の陸軍第二師団に関

連するものである。

(6)そ の他

その他の建築用金属製品と考えられるものには、止金具・把手金具 。鉄輪と蟹と鉄棒が一体

となっているもの、錠がある。

止金具は陸軍第二師団の攪乱である第 4号竪穴遺構出土で、 1点 はボルト・ナットで、もう

1点は柱となり、胴差 しなどの組み合せを補強する短ざく金物である。

把手金具は、鉄輪の中央に断面長方形の鉄片が付くもので、何らかの把手と考えられる。Q

-15区 I層 (攪乱)か らの出土で、時期不明のものである。

鉄輪と鎖
・
と鉄棒が一体となっているものはⅣ区排土中からの採集である。錠の一部であろう

か。

錠としたものは、棒を横から通すように穴が2ヶ 所に開けられており、扉に固定するように

釘かネジの穴が3ヶ 所に穿れている。第二師団による攪乱である4号土羨出土のものである。

2.生 活用 品

生活用品に分類したものは、計21点ある。そのうち特に多いものはないが、煙管片が 7点く

火箸片が 6点で、他に、刀子・鉄瓶片・毛抜きなどがある (表 30)。

(1)煙管 (第 198図 1～ 7)

1,2,7は R-19区 6号土渡出土のもので、 1は雁首部、 2は吸口部、 7は羅宇の端金具

である。 3点 とも金の合金でできており、銀ロウ付されている。_括遺物と思われる。 3点 と

もロウ付の際の熱で、表面が溶解している。 1の雁首は肩付のもので、全体がつぶれている。

全長が6.5cmあ り、そのうち肩の部分が2.2cmで ある。火皿・首・肩がそれぞれロウ付されてい

る。火皿中央手前には径 2mmの小孔がある。火皿径は、つぶれているが1.5cム 肩径もつぶれて

いるが1.2cm位 とおもわれる。2の吸口は腰付のもので、全長11.3cm、 そのうち腰の部分の長さ

が2.6cmあ る。腰部径は0.7cm、 吸口端部径は0.3cmで ある。 7の羅宇端金具は、雁首側に付くも

のか、吸口側にくるのかは不明である。全長2.5cmで、そのうち吸口か雁首と接続するところは、

0.2cmのほぞになっている。ほぞの径は0.7cm、 金具径0,9cmである。金具内面には羅宇片が付着

しており、外面には、桐の線紋様を描いている。

3は C-21区 5層出土で銀か銀の合金製の吸口部である。全長6.7cm、 羅宇側の端部径0.8cm、

吸口端部径0.6cmで、その端部をさらに折りかえして0.2cmの 小孔にしてある。 2の吸口部が直

線的形状をしているのに対して、これは流線形を呈している。

4は 皿区 2層出上の肩付 き煙管雁首部である。全長5。 lcm、 そのうち肩の部分の長さが、1.8



cm、 火皿径1.6cm、 羅字側端部径が0,95cmあ る。人皿の中央手前には 1と 同様に径 2mmの小孔が

あり、肩の部分には蔦の文様が浮彫りしてある。材は銅の合金であるが、火皿・首・肩と部分

により材を使い分けしているようである。火皿と首の部分は、金色を呈するところもあり、合

金の種類としては類似 している。肩部は銅の色に近い。各部は銀ロウ付されている。

5・ 6は銅製の雁首と吸口でP-17区 Ⅲ層とV区 から出土したものである。雁首は人皿が欠

損している。両者とも緑青がふいており表面が腐食されているが、 6に おいては銀ロウ付の部

分が腐食されずに若千高く残っている。

(2)火箸 (第 200図 2～ 4)

6点 ともⅡ区出上のものであり、そのうちの 3点は 6号土墳埋 3層出上のものである。 6点

とも鉄製であり、 6号土渡出土の 2点 (2・ 3)を のぞいては、完形ではない。

2は、長さ34.7cmあ るが、先端が若干欠けている。頭部は丸く巻いてあり、 2本 1対 として、

本来、鉛のようなもので繋っていたのであろうか。断面形は、ほぼ円形に敲き造られているが、

表30 生活用品 (金属製品)集計表
地   区 層   位 煙  管 刀 子 鉄  瓶 毛 抜 き 匙 の 柄 鉤  手 人 審 卜  計

C-2ユ 5 用 1 1

F-20 2 1・・i 1 1 2

4 用 1 1

′
Jヽ 計 1 2 1

こ 臣 合 計  十 三 十 2 1 1 十 二 十 一 |― |― 1 4

地   区 層  位 煙  管 刀  子 鉄  瓶 毛 抜 き 匙 の 柄 釣  手 火  筈 月ヽ  計
V  区 2 将 1

/1ヽ 討 1 ユ

V区 合 計  1 1 1-|― |― |― |― |― 1 1

総  計  1 7 1 3 1 1 1 2 1 1 1 1 1 6 1 別

地   区 層   位 煙  管 刀  子 鉄  瓶 毛 抜 き 匙 の 柄 釣  手 火 筈 小  計

P m  層 1 l

Q Ⅱ  悪 1

Q Ⅱ 層

Q 9 Ⅱ 層

R Ⅱ 層 ユ

計 2 1 1

遺   構 層   位 lV 管 刀  子 鉄  瓶 毛 抜 き 匙 の 柄 釣  手 火  箸 ′卜 言|
5号 土 妖 埋 ユ層 ] 1

6号 土 城 埋 3層 2 3 5

埋 4層 1

3号 竪 穴 埋 1層 1 1

4号 竪 穴 埋 1層 ユ

′Jヽ 3 ] 5 9

Ⅱ 区 合 計  1 4 1 1 1-12 1 1 1 1 16 1 15

地   区 層   位 煙  管 刀 子 鉄  瓶 毛 抜 き 匙 の 柄 鉤  手 火  箸 ′卜 討
Ⅱ  区 2 唇 l

/1ヽ 1

Ⅲ 区 合 計  | ユ |― |― |― |― 十 一 十 一 1 1



先端部の方は、 6～ 7面 をみせる多角形を呈 している。

3は、長さ29。 6cmの もので、頭部は九く巻いてあるが、 2ほ どはきれいに造られていない。

これも鎖のようなもので繋って、 1対になっていたものであろう。断面形は上部約%が円形に

仕上げられており、上部%は、ほぼ正方形を呈している。握る部分だけが、握り易いように加

工されているようである。

6号土渡出土のもう1点は下半の折片であるが、ほぼ断面形が円形に近い多面形に仕上げら

れている。その他の折片は、 6号土渡出上のものに比較すれば粗雑で、断面正方形ないし長方

形のものである。

(3)刀子

刀子片と考えられるものは、 I区に 2片、Ⅲ区に1片 ある。鉄製の河ヽ破片で全容はわからな

ヤゝ。

(4)鉄瓶 (第 199図 15)

日縁部付近約%の破片で、推定口径 8 cmの小形のものである。肩がやや張っており、口縁が

約0,7cmの高さでほぼ直立するものである。F-20区 2層出土で、錆がひどく脆くなっている。

(5)毛抜 き (第 199図 11)

Q-16区Ⅲ層、Q-19区 Ⅱ層から各 1点出土した。両者とも銅製のものである。前者は長さ

7.5cm、 幅0.5cmの もので、つぶれて先端部の方が逆に曲っている。後者は図化されているもの

で、長さ6.9cm、 幅0。 5cmの ものである。先端は細 く仕上げられている。

(6)匙の柄 (第 198図 11)

Ⅱ区第 5号土羨から1点出土した。銀製のもので、匙か水滴の柄の部分である。

(7)釣手 (第 199図 5)

Q-18区 Ⅱ層出土である。長さ10.5cm、 最大径が中央にあり0.5cmを 計り、両端部に向って細

くつくられている。一端は鉄瓶か何かの穴に掛けるように曲げられている。鉄製のもので、全

体に高温で酸化されており、表面が鮫膚状を呈している。

3口 武器・武具

近世のものとしては、押え金具・切羽・腸差し・小柄 。鎧片がある。ここでは特に述べない

が、太平洋戦争時の子焼夷弾頭が5点出土した (表 31)。

(1)押え金具 (第 198図 12)

Q-19区 6号土羨出土の鉄製の金具である。径約 1寸 (3.3cll)、 幅約 2分 (0.6cm)で、槍先

などをオ「
の先端部で押える金具 (口金)と 考えられる。

(2)切羽 (198図 9。 10)

R-18区 9号土壊埋 2層 とC-21区 5層 から各 1点出土した。鍔の押えとなるもので両者と



地   区 層   位 子焼 芙弾頭部 押之金具 切  羽 脇 差 し 刀ヽ 柄 鎧 小  計
C-21 5 層 1 1

G-24 2 悪 ユ 1

3 層 2 2

」 ―- 25 3 層 1 ユ

′
Jヽ 計 4 l 5

表31 武器・武具集計表

Ⅱ 区 合 計  | ―  | ユ l l 1 1 1 3 1 2 1 8

地   区 層   位 子焼 夷弾頭部 押之金具 切  羽 脇 差 し ′卜 本丙 鎧 卜 計
不 明 表  採 1 1

/ト 計 ユ 1

不 明 合 計  | ―  | ―  | ―  | ―  | ―  1 1 1 1

総  計   1 5 1 1 1 2 1 1 1 3 1 3 1 15

も銅製である。大きさも約 1寸 3分 ×8分 (3.8cm× 2.3cm)、 約 1寸 3分 ×8分 (3.9cm× 2.3m

とほぼ同寸法である。

(3)脇差 し

P-17区Ⅲ層出上の鉄片で柄の破片である。木質は残っていない。日釘がlヶ 所残存してお

り、柄尻から2ヶ 口の目釘穴の部分で折れている。残存長9.3cm、 幅約 9分 (2.6cm)、 厚さ約 2

分 (0,6cm)の ものである。

(4)小柄 (第 199図 1～ 4)

Q-19区 5号土渡、R-19区 6号土渡、Q-17区 8号溝から各 1点出土した。 1は、残存長

11.5cm、 幅約 4分 (1,3cm)で 5号土装出土のもので、柄の部分が欠損している。軸は銅製、刃

身は、鉄製で、美的なものでなく、実戦的なものである。 2・ 3は 6号土羨出土のものである。

2は、鞘が銅で一部に鍍金痕があり、刃身は鉄製である。 3は 2に接続する柄の残片である。

2の鞘の部分の長さは9,8cm、 幅約 4分 (1.2cm)と 1と ほぼ同大である。 4は 8号溝出土の鉄

製の刃身片で6.5cmの残長である。

遺   構 層   位 子焼夷弾頭部 押之金具 切  羽 腸 差 し 卜 本丙 鐘 小  計
池 跡 埋 ユ層 1

′
Jヽ 計 1 1

I区 合 計  1 5 1 - 1 1 1 - | ―  | ―  1 6

地   区 層   位 子焼夷弾頭部 押之金具 切  羽 協 差 し /1ヽ   本丙 鎧 卜 計
P-17 皿  層 1 2

′
Jヽ 計 ] ] 2

迫   構 層   位 子焼夷弾頭部 押之金具 切  羽 脇 差 し ′ト オ丙 鎧 卜 計
8 号  濤 埋 1層 1

5号 土 城 埋 1層 1

6号 土 境 埋 3層 ユ 1

9号 土 残 埋 2層 1 1

2号 竪 穴 lP 3'喜 1 l

/1ヽ 計 1 ] 3 ユ 6



(5)鎧 (第200図 5・ 6)

P-17区 Ⅲ層、P-16区 2号竪穴遺構底面、表採品各 1点出土 した。 2号竪穴遺構のものを

除いて、鎧と断定するのはむずかしい。図化 した 5,6は 表採品で一括 1点 と数えた。厚さ0.2

ないし0.3cm、 幅2.8cm、 4 cmの鉄板を維横に組み合せてある。各鉄板を鋭止めしたのか、 5ヶ

所に径約 0。 7cmの穴が認められる。P-17区出土のものは、長さ約6.5cm、 幅約2.3cmの 鉄片であ

る。 2号竪穴遺構出土のものは小札と思われ、隅丸方形の薄い鉄板に黒漆 をかぶせたもので、

第10節-1の ところで触れたものと一括品である。

4.飾 り金具 (第 198図 8。 表32)

R-18区 9号土渡埋 2層出上の1片である。金の合金製で約%の破片となっており、長軸約

1寸の薄い楕円形のものである。裏面から表面に葡萄唐草文を敲き出している。唐物であろう

か。

5.計 量用具 (第 200図 1,表 33)

H-7区 3層上面から出土した分銅と思われるものである。 3層 は旧表土である。鉄製のも

ので、長さ約 1尺 4寸 (41cm)、 径約 1寸 (3.3cm)の丸棒の上端に、環状の釣 り下げ部がある。

重量は2,441gあ り、匁に換算すると約651匁 (1匁 -3.75g)と なり、斤に換算算すると約 4

斤 (1斤 -160匁)である。

6.蹄鉄 (第 201図 1・ 2・ 3)
P-17区 Ⅲ層から1点(lX F-21区 ,馬の墓渡から2点 (2・ 3)出土した。大きさは、 3点

ともほぼ同じ位である。 1は、接地面の釘打ち部分が溝になっていないもの、 2・ 3は溝があ

るもので、いわゆる有溝式と称されるものである。日本に有溝式のものがもたらされたのは明

治23年 (1890)で、明治27年 (1894)に は睦軍の蹄鉄として採用されている。

フ.古銭 (第202図 )

古銭は中国銭20枚、国内銭43枚出土した。そのうち、一分判金、十銭、不明を除く58枚の分

布をみると、 I区は2枚のみ、Ⅱ区は残りの56枚が出土しており、Ⅲ～V区では出土がない。

蹄鉄集計表表32 飾り金具集計表
違  構 層   位 飾 り金具

9号 土 墳 埋 2層 ]

小     計 1

Ⅱ 区 合 計  1 1

総  計   1 1

表33 計量用具 (金属製品)集計表
地   区 屠  位 分  銅

H-7 Ⅲ 層 1

小    計 1

Ⅱ 区 合 計  1 1

総  計   1 1

遺   構 層   位 蹄  鉄

墓   壌 2

刀 計 2

I区 合 計  1 2

地   区 層   位 蹄  鉄

P-17 3 層 1

小     計

Ⅱ 区 合 計  1 1

総  計  + 3
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(1)中国銭 (第 202図・表35)

20枚のうち18枚がⅡ区出土で、 2枚はI区出土である。コ区でもQ・ R-18。 19区から14枚

出土している。これら5・ 6。 9号土壊という17世紀初頭の遺構の存在と密着な関連があり、

中でも6号土渡からは11枚出土している。

20枚のうち唐銭が2枚、後周銭が1枚、北宋銭が7枚、南宋銭が1枚、明銭が9枚 となって

おり、北宋銭と明銭が多いことがわかる。個別的に見れば明銭の永楽通宝が8枚と一番多い。

(2)国内銭 (第202図・表36)

42枚出土 したうち、寛永通宝が38枚、一分判金が 1枚、十銭が 1枚、不明が 3枚である。

寛永通宝37枚は全部Ⅱ区出土である。 Q-17区で12枚 と一番多く出土している。寛永通宝

には銅銭と鉄銭があり、鉄銭は4枚のみである。古寛永 。新寛永の別でみると、古寛永は10枚

あり、Q-17区とR-18区に多い。古寛永とは寛永 3年 (1626)か ら寛文 8年 (1668)に鋳造

された寛永通宝を総称する。仙台でも鋳造されているが、仙台銭と思われるものはない。

一分判金はQ-16区 9号濤出土である。重さは4.45gあ り正徳後期一分判金と思われる。正

徳後期一分判金は正徳 5年～元文元年に鋳造されている。

十銭は昭和のものでアルミニウム製、第二師団の攪乱と考えられる3号竪穴遺構から出土し

た。

表35中 国銭集計表
地   区 層 位

開 元
議 宝

阿 通
元 宝

皐 宋 嘉 祐
通 宝 元 宝

元 豊
運 宝
フ〔 (和缶)
涌  宝

聖 宋
元 室

票 定
通 宝 通 宝

永 楽
通 宝 小 計

F-20 2層 1 1

4層 1 1

J 1 2

地   区 層 位
開 元
湧 宝 見豊

ユ 宋
通 宝 通 宝

事
宝
終
一ん

豊

宝
元

通
フこ (祐 )
涌 宝

聖 宋
元 宝

嘉 定
通 宝 燈奎

永 楽
通 宝 小 計

P-16 Ⅲ 層 1 1

R-17 Ⅱ 層
1

R-18 Ⅱ 層 1 l

′
Jヽ 計 1 1 3

遺  構 層 位 通 宝

同 通
元 宝
ユ末
通 宝

祐
宝
嘉
通

寧
宝
肥
曾死

元 量
通 宝

,こ (卒石)
通  宝

聖 末
元 宝

嘉 定
玉 宝

ぶ
宝
洪
通

永 楽
連 宝 卜 計

8 号  濤 埋 2層 ユ 1

5号 土 域 埋 2層 ユ I

6号 土 壊 埋 1層 l
1

埋 3層 1 1 2 1 I
10

9号 土 残 埋 2層 1 ユ

10号 土 城 埋 1層 1 1

/1ヽ      ‐4 2 ユ 2 ユ 1 8



表36国 内銭集 計表
進   構 層  位 寛永通宝 (銅 ) 寛永通宝 (鉄 ) 一分判 金 十   銭 不   明 」ヽ  計
No 9 4エ クて 埋 2層 1 ユ

J 1 ]

地   区 層  位 寛永通室 (銅 ) 寛 永通宝 (鉄 ) 一分判 金 十   霊完 不   明 月ヽ   計

O-18 lll 層

P-15 Ⅱ 層

P-17 Ⅱ 層

ll 層

P-18 Ⅱ 層

Q-15 Ⅱ 層

皿  層 1

Q-16 r 層 3

Q-17 Ⅱ 層 1

Ⅲ  層 1 ユ

Q 8 Ⅱ 層 2 2

R 5 I 層 1

8 Ⅱ 層 5 5

| 計 ]

逮   構 店  位 寛永通宝 (銅 ) 寛 永通宝 (鉄 ) 一分判金 十
´    字宝 不   明 ′卜    言「

6号 土 班 埋 1層 1

9号 土 班 埋 2層 ユ

2号 竪 穴 埋 2屑 1 1

3号 竪 穴 埋 1層 4 1 5

4号 F4_穴 埋 1層 3 3

埋 2層 8

9 号  海 埋 3層 1

石    敷 上  面 1 1

オヽ 計 1 1

Ⅱ 区 合 計  1 鵠  1 4 1 1 1 1 1 2 1 4

総  計  + 33 1 4 1 ユ 1 1 1 3 1 42

表37 その他の金属製品集計表
通   構 層  位 鉄  板 針  金 鉄  棒 鉛 円盤 鉄金 盤 /1ヽ  予「

池   跡 埋 1層 2 2

|
2 2

I区 合 計  |― 121-|― |― 12

地   区 厨  位 鉄  板 針  金 9〔  布ネ 鈴 円盤 鉄円盤 Bヽ  言十

Q-16 I 層 1 1

R-17 Ⅱ 層 ] ]

Ⅱ 地 I 層 l 1

おヽ 副 〕 1 3

逢   構 層  位 鉄  板 C十  金 鉄  棒 鉛 円憐 鉄 円盤 小  計

6号 土 城 埋 1層 ユ 1

8号 土 城 埋 1層 1 1

/1ヽ 1 1 2

こ 成 合 計  111-11121115

な  計  111211121117

表38 不明 (金属製品)集計表
地   |ス 層  位 不 明

C-20 3 屑 I

卜   言| 1

道   構 層  位 不 明

1  号  1善 理 1幡 1

月ヽ   言‖ 1

J区 合 ,十  12

地   区 層  位 不 明

Q-16 I 層 2

′」ヽ   計 2

造   構 層  位 不 明

4号 駐 六 埋 2厨 1

′卜   言| 1

Ⅱ 区 合 計  13

総  計   15
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8.そ の他 (表 37・ 30

今まで述べてきたものの他に、鉄板

14)、 鉄製円盤、不明品 (第 200図 7)

かとも考えている。

・針金 (第 199図 6～ 10)、 鉄棒・鉛製円盤 (第 199図 13・

である。不明品は薄い鉄板がゆがんだもので、鎧の部品

(註)切釘、頭巻釘の頭部が打撃により、手前へつぶれ曲ったものと考えられる。

第10節 その他の出土品

その他としては、小札・鋳造具・土製品・耳かき。土師器 。須恵器・縄文土器片 。骨・種子

がある。

1.′JttL

2号竪穴遺構北西角から集中して出土した。幾重にも重なった状態で出土し、折 りたたまれ

ていた状況を呈していた。一部に薄い鉄板も使用されており、一つ一つの小札は、皮に朱 と黒

漆で表裏面が塗られている。薄く景Jいていく段階で卍文と日の九の文様が観察された。兵卒用

の具足か馬の鎧が考えられたが、具足だとすると小札数が多量であるため複数の存在が考えら

れる。しかしながら、卍文や日の九文様が見られるなど兵卒の具足としては立派すぎるので、

馬の鎧を折りたたんで置いたものと理解している。

実測図は第203図 1～31に保存良好なものを掲げた。第85図は小札の基本形態と寸法で分類 し

た図である (追記はP220に あり)。

平面形によるI～ Ⅲに、寸法によって 1～ 4に分類した。 I類になるものは、平面形が直角

三角形で、寸法を合わせ見るとI-3、 I-4に分類される。Ⅲ類になるものは、平面形が正

方形で、その中に4つの孔をつなぐような略円形の高まりをもつものであり、寸法も見ると

Ⅱ-1～ Ⅱ-4に細分できる。Ⅲ類に属するものは、平面形が正方形で、その中に円形の高ま

りをもつものであり、寸法から更にⅢ-1～Ⅲ-3に細分されるものである。

これらの小札が一枚一枚組み合わさって′馬の鎧を形作っていたものと考えられる。

2.鋳造具
鋳造具には羽日、炉床、鉄滓、鉱滓、鉱石を含む。 (表39)

羽口は0-19区 Ⅲ層から2点、R-18区 9号土獲から3点 (第204図 1・ 2・ 3)出土 した。

9号土渡出土のものが破片として大きいので、それによって観察すると、径が 3点 とも約8.7cm

と同じである。また粘土を二重に巻いてつくってある点も同様である。

炉床 (第 204図 4)は I-19区池跡最上層出土である。胎土には砂混りの荒い粘土を使用し、



二重に塗ってあるようで、厚さ約4.5cmを 計る。底面には幅約 3 cmの輸の送風口が見られる。

ここで鉄滓としたものは、溶錬の際にでた滓で、まだ鉄分を含んでいるものであり、Ⅲ区か

らだけ出土 した。鉱滓としたのは、溶錬の際にでた滓で、鉄分がすっかり抜けた非金属性のも

ので、非常に軽いものである。これらは表採品である。鉱石としたものは石ではなく、おそら

く銑鉄の断片と思われ、これが、ここで行われたと思われる鍛治の原料となったものと考えら

れる①

鋳造具を全般的にながめてみると、羽口・鉄滓が、 6号土竣、 9号土獲というように17世糸己

初頭と思われる遺構から出土することから、仙台城初期の鍛治と関連付けられると思われる。

表39 鋳造用具・原料の集計表
遺   構 層   位 可男 口 炉  床 鉄  滓 鉱  滓 鉱  石 小   計

池 跡 埋 l ltr 1 1

′ト il 1 1

_ I区 合 計  | ―  | ユ  | ―  | ―  | ―  | ユ

地   EXT 唇   位 羽   口 炉  床 鉄  滓 鉱   1宰 鉱  石 /1ヽ    言十
O-19 Ⅲ  層 2 2

Q-16 I  層 2 2

R-17 Ⅱ  層 2 2

計 2 2 2 6

進   構 層   位 羽   口 炉  床 鉄  津 鉱   1宰 鉱  石 | 計

6号 土 jjp 埋 1層 ユ |

9号 土 班 埋 2層 3 ユ

10号 土 既 埋 2層 1 1

3号 竪 穴 埋 ユ層 1 1

烹| 3 4

Ⅱ 区 合 計  1 5 1 - 1 6 1 - 1 2 1 13

地   区 層   位 羽  口 炉  床 鉄   1字 鉱  滓 鉱  石 〕

不 明 表  採 ] 1

′
Jヽ 討 ユ ユ

不 明 合 計  | ―  | ―  | ―  | ユ  | ―  I I

L_ 総  計  1 5 1 1 1 6 1 1 1 2 1 15 1

3.土製品
土製品には人形4点、土玉 1点がある。(表40)

人形 Q-16区 I層出土の仏像が 3点 (第 205図 1・ 2,3)、 C-21区 5層 出上の猪 (?)が

1点 (第 205図 4)である。仏像は3.7cmか ら5,Ocmの 高さで、 3点 とも型おこし成形されており、

背面部破損 している。 2は無釉のもので、 1の底面には穴がある。 4の猪 (?)は 素焼 きの右

顔面片であり、やはり型おこし成形されている。

土玉 (第 205図 5)は Q-19区 6号土竣出土のもので、径約2.2cm、 重さ7.Ogで ある。穴はあ

いていな、ヽ。



4.耳かき
R-19区 6号土羨出土である。長さ10.6cm、 最大径0,4cm、 重さ0,6gの完形品で茶褐色を呈

している。角製品のようである。

5.土師器・須恵器・縄文土器片 (表41)

近世以前の遺物として、石製品のところで紹介した石鏃、フレークのほかに、土師器、須恵

器、縄文土器片がある。

土師器は堺片 2点、甕片が 7点出土 している。土師器片総数 9点のうち、 I区が 1点、Ⅱ区

が 5点、皿区が 2点、Ⅳ区が 1点であり、全体的に少量散布 している状況である。実測できた

第204図 5の部は高台付の回転糸切 り底で、内面は黒色処理 されており、ミガキもかろうじて観

察されるものである。

須恵器片は I区 に 1点、コ区に4点出土している。縄文土器片はШ区で 2点 (第 204図 6・ 7)、

V区で 1点 (第208図 8)出土している。縄文土器は深鉢の破片と思われ、胎土には砂粒 を多

含み、もろいものである。 V区出土の 4は羽状縄文が施 され、外面端部と内面にはカーボンが

付着 している。

これらの土師器、須恵器、縄文土器片を出土地点から総括すると①層位からみて各地区とも

下層から出土している、②出土遺構も5・ 6・ 9号土壊とニノ丸造営前か、12・ 14号溝とニノ

丸造営時と考えられる遺構から出土している、③全体的に少量出土している、とまとめられ、

このことから三ノ丸近辺には縄文から平安時代の追跡が存在していることが推定される。

6.骨
骨は I区の墓鍍とⅡ区の 6号土壊から出土 した。 I区墓渡出土のものは1馬 の骨で一頭分であ

る。Ⅲ区 6号土壊出上のものは、哺乳類 としてはイヌ、ウサギ、イノシシ (あ るいはブタ)、 ウ

マ、ネズ ミ、鳥類としてはオオハクチョウ、キジ、ヒンクイ、カルガモ、魚類としてはマグロ、

マダイ、スズキ、マルタ、貝類としてはアカニシ、オオタニシがある。 6号土羨出土の各種の

骨は埋 3層 ないしは埋 4層 からであり、多量の本製品、陶磁器などと共伴する。会席料理に使

用されたものがほとんどであろうと推察される。犬については鷹狩用の鷹の餌 となったもので

あろうか。大きな骨を除いては 6号土墳の上壌サンプルを水洗 して採取 したものなので、本来

はもっと多種の骨片を包合していたと考えられる。

なお、採取 した骨の詳細については付章 2・ 3・ 4に姻協医科大学の茂原信生、馬場悠男、

小野寺覚、東北大学文学部の高橋理の各氏の原稿があるので参照してほしい。

7.植物遺体
植物遺体は、大量に出土した 6号土壊からサンプリングし、東北大学農学部の星川清親教授

に鑑定を依頼した。その結果、多量の稲概殻、稲わらのほか、麦わらと思われるもの、キュウ



り、クルミ、モモ、ウメの種子、カリンの果皮、力やの実の殻破片が検出された。詳細は付章

5に原稿を掲載しているので、参照されたい。

表40 土製品集計表
地   区 層  位 土  玉 土人形

C-21 5 層 1

計 1

I区 合 計  |― 1 1

地   区 層  位 土  玉 土人形

Q-16 I 層 3

/1ヽ 計 3

遺   構 屑  位 土  エ 土人形

6号 土 城 埋 3層 1

′」ヽ 計 1

Ⅱ 区 合 計  1 1 1 3

総  計   1 1 1 4

表41 土師器・須恵器・縄支土器集計表

区

構

地

追

種別

層位

上  師  器 須恵
器
縄 文
土 器豚 甕

実測敷 破 片数 被片敷 破片数 実測数

C-22 3 屑

E-21 4 届

P-17 阻 層 1

Q-18 IV 層 ]

R-19 巨 層 1

M-7 3 層 1

lH 区 2 層 2

Ⅳ  区 3 層 1

V 区 2 1i 1

12 号  溢 埋 3層 l

14 号  溝 埋 4壻 1

5号 土 競 埋 2屑 1

6号 土 城 埋 4屑 1

9号 土 竣 埋 2晒 2

本
ロ 訂

〕 1

5 3
9

ト ー 約 1寸 7分一 引

5

(追記)   脱稿後、以下のような新たな知見を得た。 (佐藤 記 )

1,箸に漂白処理を行っても、なお黒色を呈する箸の存在を確認した。合計 8本存在する。(表 72に記載した)。

現在、これを黒漆塗りの警とすべきかどうか確証が得られない。

2.9号溝より出上した一分金は、日本銀行金融研究所郡司勇夫氏の御教示で正徳後期一分金と判明した。し

たがって、この海の年代は、18世紀後半 (Ⅲ期)以後となり、ここに訂正したい。

3 馬の鎧である小札は、その後の水洗作業で新たに、下図のような形態の存在が確認された。
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9 他に赤漆に金箔をはった細片があ
る。
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第 1節 仙台城三ノ丸跡出土の陶磁器

近世城郭は、政治、文化などの中心的役割をもつと同時に陶磁器等の一大消費地でもある。

ここでは、三ノ丸跡より出土した陶磁器の組成を明らかにし、その変遷や流通等の問題に若干

の考察を行ってみたい。

すでに述べたように、三ノ丸跡においては 1～ V期 までの変遷 を確認できた。今回ここで扱

うのは、 I期からV期前半 (およそ明治期)ま でとする。これらの陶磁器について産地や器種

の変遷が時期や調査地区でどのように変化するかをみることにしたい。なお、数量化にあたっ

ては、破片数を基準とし、Ⅱ区の拡張区や巽門の陶磁器は含めていない。

1.産 地別 の様相

まず、産地別の様相をみることにしたい (表 24)。 ここでは時期の特定できないものは省いた。

I期の様相

I期には、すでに述べてきたように、美濃・唐津・備前・信楽 。中国陶磁器・肥前磁器があ

る。総数327点で、陶器237点、磁器88点 となる。このうち、その主体となるものは、美濃、中

国陶磁器、唐津である。特に美濃製品は、全体の約43%を 占める。また、美濃製品のうち41%

が狭義の織部であり、全体的には登窯 I期の製品が主体となる。器種についても、茶陶類から、

日常の皿類や鉢類、調理具である橋鉢、そして大入など、最も器種が豊富である。ただ壷・瓶

類 。香炉がまったく含まれない。逆に、美濃に限られる器種は、天目茶碗、火入である。もっ

ともこの時期の国内における天目茶碗の生産の主体は、美濃であったことから当然の帰結であ

る。ただ、天目茶碗の出土品は少なく数点に過ぎない。

この美濃製品と器種組成が競合する形で唐津製品がある。全体の16.5%を 占める。この唐津

製品には、叩き唐津の小型の壺類や香炉が含まれること、逆に皿類が確認できない。つまり美

濃と唐津のそれぞれの不足器種については補完関係にあったように思われる。ただ、年代的に

はやや差を生じている。おそらく、当初は唐津製品が主体で、中国磁器、志野などの皿類がこ

れを補っていたが、しだいに織部を主体とする美濃製品に駆逐されたのではなかろうか。

備前は 4点で、全体の1.4%を 占め、信楽は11点で、全体の約 4%である。これらは、当時政

宗が京都に滞在中に買付けたり、あるいは進上されたものではなかろうか。特に、信楽の壷は

茶の容器として搬入された可能性もある。備前の製品は、大窯V期に、信楽は、槍崎・小沢編

年 (1984:槍 崎・小沢)の V期 にそれぞれ属するものである。

中国陶磁器は、全体の25,7%と 美濃に次いで多い。Illl卜・鉢が主体である。種類別にみた場合、



白磁の数量を明確に出せないのであるが、染付が約90%前後を占める。青磁は、Ⅱ区の拡張区

のものを含めてもわずか 2点に過ぎない。また中国製の可能性のあるものとして、自磁小郭が

1点ある。ところで、中国製品には、染付合子 (香合)が 2点ある。当時は、茶陶においては

しだいに国産のものが主流を占める傾向が強まちてきたが、台子などに飾る香合は唐物趣味が

以前として根強かったようである。香合は中国染付製品に限られる。

】巴前磁器は 4点で、全体の1.4%に過ぎない。生産がようやく軌動に乗った時期であって、遠

隔地にはあまり流通していないようである。器種は、すべて皿に限られている。仙台城 I期終

末に搬入されたものと考えられる。

土師質土器は、831点出土している。このうち、I期 に属するものは531点 で63.9%を 占める。

ただ、重複や攪乱があることから、本来はさらにI期 に帰属するものが多いと予想される。土

師質土器の内訳は I区が、皿 1点、焼塩壺 8点、コ区が皿470点、耳皿 1点、焼塩壷23点 (蓋 1

点)、 その他29点である。I期の土師質土器全体における各器種の比率は、皿88.7%、 焼塩霊5.8

%、 その他5.5%である。皿類の大部分は、燈明皿と考えられる生活必需品であることから、こ

の高い比率は当然であろう。焼塩壺以外は地元で生産されたものであろう。

瓦質土器は、136点出土している。このうち、 I期のものは83点で61%を 占めている。ただ

し、土師質土器と同様に、他の資料中にも、本来 I期 に帰属するものが多いと予想される。瓦

質土器の内訳は、鉢44点、悟鉢16点、捏鉢 1点、脚片 ?4点、その他18点である。このうち、

鉢の中には橋鉢の可能性のあるものが含まれ、また捏鉢として扱ったものも、本来悟鉢であっ

た可能性が強い。体類を一括して扱うと、 I期 の各器種の比率は、鉢類73.5%、 脚4.8%、

その他21.7%で ある。瓦質土器における主要な生産物は、鉢類にあったとみてよい。この瓦質

土器も、胎上の特徴などから地元生産と考えられる。例えば、構鉢などは、陶器のものに比べ

安価で必要に応じて直に手に入れることが可能であったのであろう。また使用頻度も陶器に比

へ材質の差を考慮してもはるかに高い。なお、表採品である京焼の色絵碗もこの時期のもので

あろう。

この I期の陶磁器類は、遺構の性格と関連して多種多様である。それは、生活必需品と共に、

当時の茶の湯の流行と相倹って一層複雑な様相を呈している。特に茶陶類を特徴とするほかに、

土師質土器や瓦質土器の出土比率が他の時期に比べはるかに高い。 I期の陶磁器の組成は、総

数941点に対して、陶器25.2%(237点 )、 磁器9.4%(88点 )、 土師質土器56.4%、 瓦質土器8.8%

となる。こうした、組成比における土師質土器の比率の高さは、近世の畿内を中心とする西日

本の城館と共通する現象 (1984:小野正敏)であると指摘できよう。
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Ⅱ期の様相

Ⅱ期には、それまでの性格とは大きく変化し、ここに三ノ丸 (米蔵)が造営される。この時

期には、当然のことながら、茶陶類がまったく姿を消す。また、陶磁器の出土数が激減する。

この時期の陶磁器には、美濃 。唐津・肥前磁器など合計23点がある。もはや I期 とは比較に

ならない。それまで主体を占めていた美濃製品は、黄瀬戸型打菊皿と織部鉄絵草文大平鉢の登

窯皿期からⅣ期にかけてのものがわずか2点に過ぎない。唐津製品も三島手大鉢など17世紀後

半のものが 7点で減少している。しかし、】巴前磁器は13点出土し、わずかながらI期より増加

している。調査区別の増減傾向はない。産地別の比率をみると、美濃8.7%、 唐津30.4%、 不明

陶器4.4%、 肥前磁器56.5%と なり、】巴前磁器が半数以上を占めている。こうした陶磁器の出土

傾向が仙台城全体にも言えるのかどうか不明である。この時期には、その主体が本丸からニノ

九に移っており、ニノ丸の調査が行われれば明確となろう。

むしろ、三ノ九は米蔵として機能したことから、少なくともⅢ期には三ノ九内部に、陶磁器

はほとんど持ち込まれることはなかったと理解したい。

なお、この時期の土師質土器、瓦質土器は明らかにできなかった。

Ⅲ期の様相

Ⅲ期には、再び増加傾向力壻忍められる。I期 とは比べるべくもないが、米蔵造営以後では263

点で最も出土数が多い。産地も多彩となる。この時期の産地には、陶器では美濃・瀬戸系、唐津、

相′焉、堤など磁器では肥前 。中国があり、東北産の可能性のあるものもある。この時期には

東北地方の陶磁器生産・流通と密接な関連を示していると言えよう。また、】巴前磁器の搬入も

最も増大している。この時期の組成は、陶器120点、磁器96点、土師質 。素焼き陶器38点、瓦質

土器 9点で、その組成比はそれぞれ45.6%、 36.5%、 14.4%、 3.4%と なる。ただし、大きな変

化はないと考えられるが、土師質土器と瓦質土器の比率は、時期を決定できないものがあって

流動的である。土師質、瓦質土器素焼き陶器を除いてみた場合、陶器では相馬約36.9%、 磁器

では肥前約40.6%で あり、両者で全体の77.5%を 占めてしまう。一方調査区別にみると、 I区

に集中傾向が認められる。この時期の陶磁器類の約60%を 占める。この理由については、充分

に説明できないが、おそらく、米蔵を管理運営していた「御蔵守居家」が I区のすぐ東側に存

在することと密接な関連があったと予想される。また、相`焉や瓦質土器の中に茶道具と考えら

れるものや中国製碗などが含まれるのも、このためではなかろうか。陶磁器の増加は、米蔵が

最もその機能を発揮 したことを物語るものであろう。

Ⅳ期の様相

Ⅳ期には、再び減少傾向を示す。陶磁器は、合計75点出土している。ただし、この時期に帰

属する土師質・瓦質土器などは明らかにできなかった。陶磁器は、陶器には美濃・瀬戸系、相,焉、
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Ｉ

　

期

I 区

Ⅱ  区 15.2

Ⅲ・Ⅳ区

Ⅱ
　
期

I  区 100.0 (5点 )

Ⅱ  区

Ⅲ・Ⅳ区

Ⅲ

　

期

区

Ⅱ  区
Ⅲ・Ⅳ区 85,7

Ⅳ
　
期

区 13.3 13 3

旺  区 97

Ⅲ・Ⅳ区 100.0 (1点 )

Ｖ
　
期

区 125 12.5

Ⅱ  区 51 5 12 1

Ⅲ・Ⅳ区
碗 皿 括 土 壷 甕 不
鉢 瓶 ・  明

碗 皿 鉢 括 重 不
鎌  明

碗 重 甕 香 不
炉 明
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堤、その他、磁器には瀬戸・肥前 。東北などがある。組成比は、陶器が70。 7%、 磁器は29.3

%である。陶器の増加は、東北地方における陶器生産・流通の盛行とよく一致 している。一方、

肥前磁器の減少については、充分に理解できない。まだ、生産力の低かった東】ヒ地方の磁器に

駆逐 される訳でもない。陶器を好んで使用したのか、三ノ丸の運営面で変化を生 じたものであ

ろうか。いずれにしろ、幕藩体制の衰退そして崩壊 という社会的状況と無関係ではないであろ

う。

V期の様相

V期は、明治新政府の成立以後、仙台城も大きな変化をとげている。仙台城には陸軍第二師

団が常駐 し、三ノ丸跡には、経理部倉庫が建てられた。Ⅱ区においては、直接 これと関わると

考えられる3号・ 4号竪穴遺構 (おそらく、建物の基礎事業跡であろう)がある。 したがって、

陶磁器もⅡ区が最も多い。この時期の陶磁器は合計54点出土している。Ⅳ期よりもさらに減少

する。産地については、陶器では堤、磁器では肥前、東北のもの以外は特定で きない。特に産

地不明の磁器は29点で全体の53.7%を 占めている。一方、堤の製品がわずかであるが、増加し

ていることは看過できない。全体の16,7%を 占めている。堤の陶器生産の最成期が明治であっ

たことを反映するものであろう。Ⅲ期の主流 を占めていた相馬は、 V期 として識号1で きるもの

がない。ただ、Ⅲ区の拡張区の調査において、それまで相馬藩の御庭窯として生産されていた

相′弓駒焼 (田代窯)の灰釉皿が出土 している。これは相′馬藩の解体に伴って、御庭窯としての

性格を失った結果であろう。

この時期には、東北地方における陶磁器の生産が増大し、各地に流通していた。仙台城ニノ

丸跡からも、ほぼ明治期の平清水 (山形県)な どの磁器、相′馬などの陶器が数多 く出土してい

る(註)。 しかし、第二師団の倉庫 (三 ノ丸跡)には、あまり搬入されなかったようである。

2.器種別の様相
ここでは器種別の変化、特徴について述べてみたい。ただし土師質・瓦質土器、素焼き陶器

は流動的で扱わないことにする。

器種を大別すると、供膳具、調理具、宗教・嗜好具、があり、また、排水用具とでも呼ぶべ

き土管がある。表43には、器種別の出土数を示した。これには、時期を識別できなかったもの

も、およその時期を示し掲載した。この表をみると、各器種の組成やその増減傾向がよくわか

る。特に、 I期 はⅡ区が、Ⅲ期には I区がピークを向えている。また、皿・Ⅳ区は、どの時期

にも出土数が極めて少ない。

さて、供膳具は、どの時期にも基本的な変化はなく、調理具や買宇蔵具にやや変化を生じてい

る。甕は、ほぼⅡ期に、土瓶・急須・焙烙・行平・鍋は、Ⅲ～Ⅳ期に出現している。蓋物 (段

重)や井鉢はⅣ期後半からV期に出現している。このようにみてくると、 I期の茶陶類を別に
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すれば、胆期以後に基本的な変化を示 し、それは調理具に顕著である。これは、江戸後半期に

は食生活の改善がかなり進行 したことを示すものであろう。また、Ⅳ期には、仏飯器があり、

この時期の建物内部に仏壇か神棚が設けられたのであろうか。

表44に は、大別器種の組成比を示 した。供膳具はどの時期や場所においても平均60%を 越え

る。 しかし、Ⅳ期のⅢ区は不自然なあり方を示 し、貯蔵具がこれを上回っている。 これについ

ては、どうも説明がつかない。一方、口期の組成は、ほぼ供膳具に限られ、その時期 とは全く

対象的である。こうした不規則な様相は、それまでとは大きく性格が異なったためであろう。お

そらく、米蔵造営当初は、陶磁器の数の少なさや、それがほぼ供膳具に限られることから、小人

数で管理・運営されていたことを示すのではなかろうか。その前後の時期に比べると、はるか

に生活感がない。Ⅱ・Ⅳ区は、コ期以後不規則な組成を示し、特に調理具がほとんどない。こ

れは、Ⅲ・Ⅳ区から、区画施設と通路が検出されたことと関連するようである。さらに、区画

施設という性格から宗教・嗜好具が I・ コ区に偏在することとも無関係とは思われない。 V期

には、それまでとは全く異なった組成を示す排水用具が出現する。

以上、思いつくままに列挙してきたが、今後さらに検討が必要である。それは、課題として

おきたい。

(註 ) 東北大学が調査を行った。筆者実見。

第 2節  I期の庭園と屋敷について

発掘調査を行うまで、三ノ九造営以前の遺構の存在をまったく予想することができなかった。

そうした意味からも、今回の調査は大きな成果を上げたと言えよう。ここでは、限られた資料

からI期の庭園と屋敷跡の特徴について想像を退しくすることを許していただいて論じてみた

ヤゝ (第90図 )。

1.庭 園

今回の調査において、 I区より池跡の一部が検出された。また、この池肋の西狽」には、南東

の妻柱を池の中に立てた、 2× 2間の建物 (1号)が検出された。この建物は四阿など庭園を

観賞するための休息所と考えられる。これには、さらに東辺に沿って塀か垣根 (2号柱列跡)

が付属していたことが確認されている。考古学的には、これ以上明らかにすることはできなか

った。

さて、この時期の庭園様式の特徴には、池泉式・枯山水・茶庭 (路地)の二つの基本形が存在

する。当時の大名たちは、城郭や邸宅内に盛んにこうした庭園を取り入れていたのである。仙



台城においても、それは例外ではなかったのである。一般的には、庭園様式のうち、 2種類以

上を組合わせて作庭する場合が多い。

池泉式には、さらに池の周囲を回わることができる池泉廻遊式の庭園が多い。その代表的な

例は、柱離宮や二条城ニノ九庭園などがある。これと対称的なものに、水を使用しない枯山水

がある。その代表的な例として、大徳寺大仙院庭園や竜安寺庭園などがある。一般的には寺院

の庭園に多いものである。そして、茶庭 (路地)は、茶室に伴 う庭であるが、代表的な例には

千利休好みの不審庵路地や古田織部の作と伝える兼庵路地などがある。

当時、政宗は京都滞在中に二条城に登城したり、柱離宮の主である八条宮家の智仁親王と親

交があったこと力浜日られる (「貞山公治家記録」)。 こうした記録などを考慮し、池跡の発見から、

池泉廻遊式の庭園であったことが予想される。ただ景石などは検出できず、どのような池であ

ったのか不明である。また四阿を除いて、周囲に単独の建物が存在したのか判断できない。と

ころで、枯山水の存在については、その有無を明らかにすることはできなかった。

一方、調査時に気づいたことであるが、後述する屋敷跡から庭園を眺めた場合、遠方に経ヶ

峯の崖面 (川 との比高差・約70m)が背景に存在し、まさに屏風としての効果がある。当時、

本来の借景とは異なるが、作庭時に考慮されていたのかどうか興味ある問題である。庭園の規

模は、その後の三ノ丸の範囲を越すとは考えられないことから、池も比較的小規模で、舟を浮

べることはできなかったであろう。路地については、その存在が考えられるが、これについて

は後述することにしたい。

2.屋 敦 跡の構成 と特徴

I期の建物跡のうち、Ⅱ区においては4棟の建物跡が検出された。このうち、東側の 3棟 (7

号～ 9号建物跡)は隣接して検出された。これらが、屋敷を構成する建物の一部である。 7号

建物跡は、東側に桓根と考えられる杭列が検出されたことから、杭列よりも西側で完結する建

物であるう。この建物の北東部には、 2号竪穴追構がある。この遺構の性格は充分に理解でき

ないが、馬鎧が出土したことは、注目される。 8号土羨は、一乗谷朝倉氏遺跡にみるごとく、

便所の可能性がある。内部にはややグライ化した土層が堆積し、西側底面には石組みの一部が

認められた。 7号建物跡に付属するものであろう。一方、 7号建物跡の北面に近接して、15号、

16号土墳が検出された。このうち、15号土城は規模が比較的大きいわりには浅 く、中央には大

型の河原石を埋め込んでいる。その周囲には、小型の河原石が散見される。柱穴や障堀の下部

構造と予想されるが、これと組むものがないことから、後者を指示したい。16号土残も15号土

墳と関連するものであろう。 7号土竣内の配石も踏嘱の可能1生があるかも知れない。

8号建物跡は、すべての柱穴を明らかにすることはできなかったが、南北柱穴列から西側に

展開する建物であることは確実である。おそらく、 6号土壊付近まで伸びる建物と予想される。
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6号土渡がすでに述べたように排水施設と考えられ、東側が深いことなどや他の追構の配置か

ら、この東側に台所の存在が予想される。したがって、 8号建物跡の西側部分に台所の施設が

あったものと予想される。この見方は、悟鉢や木鉢などの調理具が 6号土渡とその周辺に多い

ことからも、ほぼ妥当なものと言えよう。また、 8号建物跡は、】ヒ西部にゴミ穴と考えられる

9号土族があることから、これをさけるような建物配置であったのであろう。

9号建物跡は間数から考えて、 3棟の中では最も大きな建物と考えられる。一部の調査に留

ったため、その詳細は不明である。また、10号土羨との関連も充分に説明できない。

さて、これらの建物跡は、すべて掘立柱建物跡である。江戸初期における城郭あるいは邸宅

跡と比較した場合、これらの掘立柱建物跡を建築史上においてどのように位置づけられるのか

問題である。掘立柱であることと柱間寸法が不揃いであることは、いかにも中世的な感がある。

いずれにしろ、今後学際的な検討が望まれる。

3.茶 室

Ⅱ区において、最も西側にある6号建物跡は他のものよりやや離れている。 I期の建物跡で

は、現在唯一の礎石建物である。全体の規模は、直接明らかにすることはできなかったが、南

側を6号土壌、東側を9号土墳によって規制されている。また、北側はすぐ背後に土塁がある。

こうした周囲の状況から、この建物は他のものに比べると小規模で、およそ3X3間 あるいは

3× 4間程度のものであろう。

6号土茨との関係はすでに述べたように、この建物跡の方が新しい。しかし、それでもなお、

層位的にみてこの 6号土渡は、その機能をまだ呆していたと考えられる。

この 6号土竣や 9号土壊からは、水指・茶碗・灰器・風炉など茶室や茶座敷を想定するのに

充分な資料が出土している。現在知られている江戸時代の茶室が礎石建物であること、仙台城

より古く位置づけられる一乗谷朝倉氏遺跡の館跡からも、礎石建物 (茶室)が検出されている。

したがって、この 6号建物跡は茶室の可能性が強い。また、他の建物群から離れていることか

ら、草庵風の茶室であったかも知れない。建物の入口、つまり躙日は 6号・ 9号土羨の存在や、

北側に土塁が近接していることから西側にあったと考えられる。

ところで西辺には、時期不明として扱った13号 。14号 と呼んだ浅い土羨がある。これらの土

羨は、あるいは踏石の抜き取り跡かも知れない。また、 1号竪穴遺構も、この茶室に関連する

ものであるとすれば、炉壇跡とも考えられる。いずれにしても、これらは推定の域を出ない。

茶室の位置については、排水施設 (6号土壌)を台所と共通する目的で、この場所が選ばれた

と考えてよいであろう。当初は、屋敷内の座敷や「囲い」として茶の湯がなされ、その後に専

用の茶室をこの場所に設けたと考えられる。

さて、このようにみてくると、路地の存在が当然予想される。桓根の存在や降堀・踏石の存



在の可能性もその要素とみてよいであろう。また、 I区の 4号建物跡は、路地内の腰掛と考え

ることも可能である。したがって、茶室の建物に伴って路地が作庭されたことは、充分に考え

られる。遺物においても、幕・下駄などは、必ずしも裏付資料とはならないが、うかがい知る

ことのできるものであろう。

しかし、路地の特徴は、考古学的に論じることは今のところ不可能である。飛石や畳石など

路地特有の石は今のところ出土していない。ただ、後述する星川氏の報文を参照すれば、 6号

土装より広葉樹やモミなどの針葉樹と共にカリンの存在が報告されている。このカリンは、淡

い桃色の花が咲き、黄色の果実をつける。これは薬用として利用されることもあるが、一般的

には観賞用として植えられる。また、ウメやモモも可能性がある。こうした色物が路地に植え

られていたとすれば、それは古田織部やそれ以後の茶人の好みに一致するのである (1967:田

中正大)。 作庭に関しては、政宗が召し抱えた古田織部の弟子、清水道閑の存在が想起されるの

である。

4.文 献 との比較

仙台城は、伊達政宗の時代 (I期)には、本丸のみであった。ところが、『貞山公治家記録』

(以下『治家記録』と記す)慶長18年 10月 20日 の条には「巳刻、御下屋敷へ御出」とあり、政

宗はここで 1泊 している。つまり、本丸以外に「下屋敷」が存在したことがわかる。しかし、

「下屋敷」がどこに存在したのかは記録にない。おそらく、『治家記録』の他の記述などをみる

と、本九に近い場所にあったと考えられる。一般に下屋敷については、大名の別荘として

の性格をもつものが多いと考えられている (1984:太 田博太郎)。 まさに、 I期の庭園を伴 う屋

敷跡は、この性格とよく一致する。また、前述した茶人清水道閑も、同じ慶長18年 11月 9日 の

条に初めて登場する。

したがって、今回の調査で検出された庭園跡や屋敷跡は、この「下屋敷」と予想される。ま

た、その性格については、庭園の存在や茶人を召し抱えて茶の湯や饗応を行った私邸 (別荘)

であろう。作事の時期は、慶長 6年から同18年の間の可能性が強い。

一方茶室についてはどうであろうか。直接この「下屋敷」に茶室が存在したという記録はな

い。しかし問接的には『治家記録』元和 3年 4月 10日 の条に、

「 (前略)且又御数寄屋新シク相構ラル、御参勤前二御茶ヲ賜た度被 思召 ノ旨、著サル。」

とある。つまり、元和 3年に新しく茶室が設けられたことがわかる。調査成果から、屋敷に遅

れて茶室が設けられたことと予盾しないし、 6号土墳から出土した元和銘の木簡ともほぼ一致

している。本九の普請は慶長15年の大広間の完成をもって終了するといわれることからも、元

和 3年に設けられた茶室は、 6号建物跡に該当させてもよいのではなかろうか。また、路地の

存在についても、『治家記録』元和 4年 4月 10日 の条に南部 (現在の岩手県・青森県東部)か ら



上ってきた′焉買衆が仙台に路地用の石を持ってきている。すなわち、

「 (前略)又約束ノ路地ノ飛石百許 り、雪隠石モ引分ケ差置クル、其許御留守ノ時分、

留守居衆へ仰遣サルトイヘ トモ、請取ラレス、今二御屋敷ノ内二置キ玉フ間、公ノ御

留居方マテ仰遣サレ、請取アルヘキ旨、著サル。」

とある。路地用の石を受取る時に何か問題があったようであるが、ここに「御屋敷」という記

載がある。これは、どの場所にあったのか不明であるが、先の「下屋敷」のことを示すのでは

なかろうか。

以上、推定による仮説を呈示 したが、今後さらに文献との比較検討が必要であり、課題とし

ておきたい。

5.屋 敷 内にお ける生活 の諸相

ここでは、城主 (政宗)の私邸における生活を、出土遺物をもとに若干ふれてみたい。

まず、数多くの陶磁器や漆器などの出土から、屋敷内において、会席料理や本膳料理が食さ

れたことや茶会が行われたことはすでに述べた。ここで注目したいのは、 6号土墳より出土し

た料理の材料である。種類については、後述する茂原 。小野寺・高橋・星川各氏の報文を参照

されたい。これらの材料のうち、鳥獣骨は、『治家記録』に記載された政宗の鷹狩の得物と一致

するものが多い。おそらく、鷹狩で得たものを持ち込んだのであろう。魚骨のうち淡水魚は、

川猟で得られたものではなかろうか。また、同じ6号土壊より、犬骨が不自然な出方をしてい

る。解体痕は認められないようである。この犬骨については、本遺跡と類似した出土状況を示

すものとして、東京都高西城址の例がある (1975:金子浩昌)。 金子氏によれば、犬は解体され、

その肉を鷹の餌として利用したと指摘している。したがって、本遺跡出土の犬骨も同様の利用

方法も考えられるし、屋敷内に、ある時期鷹を飼っていたことが予想される。ただ、鷹の餌は、

犬肉に限られるものではないことや、家犬として飼っていた可能性もある。

一方遊具として、木 トンボ・羽子板 (?)。 碁石があり、また子供用の下駄の出土から、子供

などの相手をしながら一日を過ごす日もあったようである。また、硯が出土していることから、

手紙を書いたり、和歌などを詠むこともあったのであろう。その他、耳掻。毛抜き
。煙管など日常

使用する生活品が出土している。政宗は愛煙家だったようで、金製煙管などの出土は、そのこ

とを象徴しているようである。いずれにしろ、調査で検出された屋敷跡は、私邸としての色彩

が強い。戦乱に明暮れた政宗にとっては、まさに休息の場としてふさわしかつたのであろう。

また裏方を務めた家臣の苦労が偲ばれるのである。

以上、今回の調査では、三ノ丸跡の調査と共に、それ以前の庭園と屋敷の存在を知ることが

できた。現在は、この地に博物館が新築されている。ちょうど、米蔵の中心部分であり、 I期

の池跡が存在する場所である。これらの全容を知ることは、もはや不可能となってしまった。



しかし、 I期の屋敷跡や茶室の全容を明らかにすることは可能である。今後、それらが保存さ

れることを望むと同時に、もし調査をする機会があれば、より以上に性格や構造が理解できる

ようになるであろう。どうも、充分に時間がなく、短絡的な推論になってしまった。今後、調

査結果をもとに、これらの諸問題の検討を行っていきたい。

慶長 6年

7年

8年

9年

10年

11有F

134F

15全F

16空F

17年

18年

194F

略年表 慶長～寛永年間の政宗の動行
1601 4月 14日 仙台城に移る。
9月 10日 仙台をたち江戸を経て伏見に向う。

1602 10月 上旬 伏見より江戸に向う。
1603 8月   江戸をたち仙台に着く。
1604 10月 10日 仙台をたち江戸に向う。
1605 2月 16日 秀忠の先駆として江戸より京都に向う。
5月 29日  京都をたち江戸に向う。
7月 中旬 仙台に帰着す。

1606 11月    仙台をたち江戸に向う。
1608 正月下旬 江戸をたち仙台に向う。
1610 3月   仙台をたち江戸に向う。
5月 14日 駿府におもむく。

1611 5月 14日 丑戸をたち仙台に向う。
11月上旬 仙台をたち江戸に向う。
12月   仙台に帰る。

1612 12月 10日 仙台をたち江戸に向う。
12月 17日 仙洞御所 修築の課役をつとめる。  ヽ

1613 4月 10日 駿府において家康に謁す。
7月 10日 江戸をたち仙台に向う。
11月 9日  清水道閑 (古田織部の弟子)このころ政宗に召し抱えられる。

1614 3月 16日 仙台をたち江戸に向う。
4月 1日  高田城営築のため江戸より越後に向う。
7月 21日  越後をたち仙台に向う。
10月 10日 仙台をたち征途につき大坂城を攻む。

1615 正月23日  大坂城垣堀の普請を終え京都に入る。
3月 6日  京都をたち江戸に向う。

元和元年



元和元年 1615 4月 9日

7月 23日

8月 28日

2年  1616  2月 10日

2月 22日

5月 4日

10月 24日

3年  1617  2月 18日

5月 16日

6月 6日

9月 18日

4年 1618閏 3月 26日

5年  1619

4月 18日

3月 18日

4月 26日

9月 28日

4月 16日

8月 20日

10月 16日

4月 17日

5月 16日

9月 3日

4月 15日

4月 11日

5月 20日

10月 16日

11月 10日

12月 13日

11月 1日

11月 30日

11月 13日

11ナ]12日

6年  1620

7年  1621

8有岳  1622

9年  1623

寛永元年 1624

2年  1625

3とF  1626

4勺■  1627

5年  1628

6年  1629

7年  1630

8勺畠  1631

江戸をたち大和国より大坂城を攻む。

京都をたち江戸に向う。

江戸をたち仙台に向う。

家康を見舞うべく仙台をたち駿府に向う。

駿府着。

江戸をたち仙台に向う。

仙台をたち江戸に向う。

江戸をたち仙台に向う。

江戸に向う。

秀忠の供奉として京都に向う。

●5月 8日 大坂落城

●4月 17日  家康死す

京都をたち江戸に向う。

江戸をたち仙台に向う。

領内北諸郡を巡察し、 5月 22日 、仙台城に帰る。

仙台をたち江戸に向う。

秀忠の先駆として京都に向う。

京都をたち江戸に向う。

江戸をたち仙台に向う。

仙台をたち江戸に向う。

江戸をたち仙台に向う。

仙台をたち江戸に向う。

秀忠 。家光父子の先駆と

京都をたち江戸に向う。

江戸をたち仙台に向う。

仙台をたち江戸に向う。

秀忠・家光父子の先駆と

江戸に向う。

江戸をたち仙台に向う。

仙台をたち江戸に向う。

江戸をたち仙台に向う。

仙台より江戸に向う。

江戸をたち仙台に向う。

仙台をたち江戸に向う。

して京都に向う。

して京都に向う。

。9年 正月24日  秀忠死す



寛永10年  1633

114F  1634

124F  1635

134F  1636

3月 24日  江戸をたち仙台に向う。

7月 23日  領内南諸郡 に遊び 8月 14日帰る。

3月 19日 仙台をたち江戸に向う。

6月 2日  家光の先駆 として京都に向う。

8月 19日  京都をたち江戸に向う。

6月 29日  仙台に向う。

正月19日 桃生郡に鹿猟におもむき2月 上旬帰る。

4月 20日 病をおして江戸に向う。

4月 28日  日光を経て江戸に着 く。

5月 24日 死去 (70歳 )

第 3節 三ノ丸造営と変遷

三ノ九の造営はニノ九と同時期であろうと考えられている。ニノ九の造営は寛永15(1638)

年～16(1639)年 にかけて行われたことが知られており、現存する最古の絵図『奥州仙曇城絵

図』(斎藤報恩会蔵)は正保 2(1645)年のものであるが、東西80間、南北65間で「蔵屋敷」の

存在を明示している。三ノ丸の呼称は、第 1章第 3節の内容と重複するが、現在する絵図を追

ってみると、上記正保 2年のものは「蔵屋敷」、寛文 4(1564)年の『仙魯御城下絵図』、寛文 9

(1669)年 の『仙魯城下絵図』 (各々宮城県図書館蔵)の ものでは「御米蔵」、天和 2(1682)

年の『奥州仙魯城並城下絵図』 (宮城県図書館蔵)の ものでは「東九」、元禄 4(1691)年の銘

が加筆されているものと考えられる『仙昌藩封内神社佛閣等作事方役所修繕二属スル場所調調

一寛文延宝貞享定書共』 (宮城県図書館蔵)では「三之御九御米蔵」宝永 7(1710)年の墨書力ち

る『御修覆帳』 (東北大学工学部蔵)では「三丸御米蔵」と記されている。

このことから、元禄 4年 には「蔵屋敷」「御米蔵」が「三之丸」と改称されていたことが知ら

れる。また寛文年間 (1661～ 1672)に「三之丸」の名称が与えられたことも推察されよう。「東

九」の呼称は「三之丸」と呼称されていたことが確実な享保15(1730)年の『陸奥国仙曇城普

請窺』 (宮城県護国神社蔵)に も見られることから、「三之丸」の別称として位置付けられ、天

和 2年の絵図の呼称も別称が記載されたものと考えられる。

ところで追営年代については、今まで考古学的調査がなされなかったため、ニノ九造営とほ

ぼ同時期と推察されていたにとどまっていた。今回の調査でⅡ区第 6号土羨に代表されるよう

に元和の銘のある木簡が出土し、茶会用と見られる陶磁器、漆器等が多数出土したことから考

えると、元和年間 (1615～ 1623)に は「蔵屋敷 (米蔵)」 がまだ造営されていなかつたものと考



えられる。また上記第 6号土羨から出土した古銭は中国銭がほとんどで、若干上層から古寛永

の国内銭も出土することから考え合せてみると、若千凹地として残っていた 6号土竣の痕跡

が、ほぼ1630年代以降、完全に埋められ、盛土整地されたものと考えられる。このことから、

三ノ丸の造営をニノ九造営とほぼ同時期と考えていた従来の見方は、ほぼ間違いないものと追

認できる。

次に蔵屋敷 (米蔵)と しての三ノ丸の変遷をたどってみよう。寛永15～ 16(1638～ 39)年 ご

ろ、本九太鼓部屋】ヒ東下に「蔵屋敷」が造営された。造営当時の範囲は明らかではないが、前

記の正保 2年の絵図によれば東西80間、南北65間の範囲を占めていたようである。この絵図で

は土塁が記載されているが、どのような建物配置になっていたかは不明である。この絵図で注

目したいのは、東側にあたる堀 (現在の長沼)と 土塁の形状である。これ以後の図面 (現在で

も)では、南北に長い土塁と堀が北端で西に折れまがって切れ、子ノ門に続いているのである

が、ここでは土塁も堀も南北一直線に描かれている。絵図に描かれている施設が、その形状を

ほぼ反映しているものとみた場合、正保 3(1646)年以降に、土塁、堀の改修を合めた「蔵屋

敷」の大改造を行ったものと考えられ、「御米蔵」へつながるものと考えられる。また上記南北

の上塁の高さに注目すると、子ノ門付近では「岸高七ケン半」、巽門付近では「岸高五ケン」と

記されている。今回の発掘調査で、盛土整地される以前の旧地表は、】ヒ西から南東へ 4m弱の

傾斜を示しており (Ⅱ 区とⅣ区で計測)、 また I ttKか らⅣ区C・ Dにかけて沢が存在したこと

が知られた。岸高で 2間半の差も、この旧地形を反映しているものと思われる。これから考え

られることは、造営から正保 2年ごろまでは、ほぼ原地形を利用したものであり、皿区、Ⅳ区

の11・ 12溝、 4・ 5。 6号暗渠、通路などがその遺構と考えられる。正保 3(1646)年 4月 、

大地震があり、その修復に慶安 2(1649)ま でかかっているという記録が残っており、この時

期に上記改修も行われた可能性が大きい。

寛文 4年 (1664)の絵図を見れば「御米蔵」の周囲は塀で囲まれており、「御米蔵」への入口

は東側塀のほぼ中央に描かれている。寛文 9年 (1669)の絵図からは北側土塁に沿った塀は消

えており、門の位置も子の問西脇になっている。これは寛文 8年 (1668)7日 の大地震の修復

を示すものであろうか。正保 2年の絵図ではなかった塀が、寛文年間の絵図で見られることは、

前述した原地形の沢地を盛土整地するなどの整備を行い、かなりの平坦面を形成していたもの

と考えられる。

天和 2年、享保15年の絵図を見ると、それ以前とは三ノ丸の形状が変って描かれている。三

ノ九西端部が整地されたらしく、すっきりと一直線になっている。天和 2(1682)年以前に南

端部の整地に着手したことを物語るものと思われる。三ノ丸は南東部ほど厚い盛土整地されて

いるが、その整地も合わせて行われたものと思われる。Ⅲ区 2層 から出土した三島手唐津の鉢



(第 106図 1)な どが、そのことを裏付けるものであろう。

その後、調査で明らかになったように、18世紀～19世糸己初頭の遺物を主体に含む I区のテラ

スが形成されていく。

略年表 記録に残る仙台城の建築と災害
慶長5年 1600 11月    家康より仙台城普請許可さる。

12月 24日 仙台城普請経始、千代を仙台と改む。
6年 1601 正月11日 仙台城御鍬立普請好。
7年 1602 5月 8日  仙台城成る。

8年 1603 8月    政宗岩出山より仙台城に徒り、わたましの式を行 う。
12年1607 9月    「花壇」初出

13年 1608 9月    柳生宗矩の斡旋により雲野又五郎を大和国極森より召下し、城内太

鼓部屋下に御城内定詰御酒御用を命ず。 (三 ノ丸の南に位置する)

15年 1610 正月   仙台城本丸大広間成る。
16年 1611 10月 28日 地震、城壁楼櫓破損す。
18年 1613 10月 20日  「下屋敷」初出

元和 2年 1616 7月 28日 地震、仙台城櫓、城壁崩る。

3年1617 4月 10日 御数寄屋を新しく構える。

寛永 4年1627 2月 23日  若林古城に屋敷普請を願出て許さる。

5年1628 11月 26日 若林城成り政宗わたましの祝儀を行う。

15年1638 7月 16日 幕府忠宗に仙台城ニノ丸普請を許可す。

9月 4日  ニノ丸鍬立普請始。

10月 14日 ニノ丸地祭。

12月 14日 若林城より焼火之間、虎之間、檜之間等十三室を二之九に移し上棟。
16年 1639 2月 27日 二之丸御座之間地祭。

3月 15日  若林城を破却す。

3月 28日  二之丸御座之間、寝所、奥方居間、寝所上棟。
5月 26日  以降12月 20日 までに二之九大手門、大書院、大広間、徒之間、舞台

上棟。

6月 25日 忠宗二之九わたまし式を行う。

正保 3年1646 4月 26日 大地震、仙台城本丸城壁崩れ楼櫓悉く倒壊す。
4年 1647 5月 19日 去年地震に破損せる本丸の修復を幕府に願出で許可さる。
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慶安元年1648 9月 13日

2年1649 正月 6日

2月 28日

寛文 8年1668 7月 21日

10月 12日

延宝元年1673 12月 2日

天和 3年 1683関 5月 21日

元禄 7年 1694 11月 29日

宝永 4年 1707 12月 13日

正徳元年1711 5月 11日

3年 1713  5月 13日

閏 5月 11日

享保元年1716 4月 18日

2年 1717  8月 16日

10月 3日

3年 1718  4月 19日

4年 1719  8月 28日

5年 1720 4月 6日

8年 1723  5月 16日

10年 1725 10月 弦1日

16至,1731  5月 28日

元文元年1736 3月 20日

6月 18日

4年 1739 8月 19日

宝暦元年1751関 6月 27日

文化元年1804 6月 24日

2年 1805  3月 10日

3年 1806 4月

6年 1809 4月 1日

天保 6年 1835 6月 25日

安政 2年 1855 7月 11日

仙台城修復成る。

本九石垣普請着工。

本九城壁修復成る。

大地震、城壁崩る。

本丸石垣修復許さる。

仙台城石垣普請許可さる。

仙台城本丸修復成る。

仙台城修築を許さる。

仙台城修補成り幕府に告ぐ。

仙台域石垣修築成り幕府に報ず。

夜大雨、本九太鼓部屋破壊さる。

本丸石垣復旧成るを幕府に達す。

仙台城修補成り幕府に告ぐ。

大雨洪水、城中諸所破害あり、

地震、城内一部破損。

本九、二之丸、追廻川前等の石垣土手普請成る。

大雨城内土居崩る。

仙台城修保成り幕府に報ず。

仙台城補修成る。

仙台城濠掘浚を幕府に願出づ。

本丸修造成るを幕府に告ぐ。

西亥より翌晩まで地震数10回、城中被害多く澱橋落つ。

城中地震破損復旧成る。

仙台城修補成る。

28日 まで大雨洪水、大手門の塀、石垣崩る。澱橋流失。

午后二時仙台城二之九、中奥ともに雷人のため全爆。

二之九再建地祭。

二之丸中奥造造成る。

二之九造営成る。

地震、本丸城壁崩る。

昼、三之九因縁殿火災。

二之九因縁殿並に城内愛宕神桐再建上棟。9月 3日
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文久元年 1861 9月 18日 地震、仙台城被害多く幕府より金三万両を借 る。

慶応 4年 1868 4月 11日 江戸開城。

9月 12日 仙台藩降伏、成長役終 る。

第 4節 三ノ丸建物群の特徴

ところで三ノ丸内の建物配置を知りえるものとしては、(1)『仙曇藩封内榊社佛閣等作事方役

所修繕二属スル場所調―寛文延宝貞享定書共』(宮城県図書館蔵)、 (2)『御修覆帳』(東北大学工

学部蔵)、 (3)『御修覆帳』 (宮城県図書館蔵)の ものがある。

(1)は「寛文延宝貞享」年間の調書を後にまとめたものと思われるが、この図面中「御役人衆

居所」の解説の一部に「此家元禄四年新キニ被相立候一式御勘定所四年石かけ長少□ふき□か

共二」と墨書され、元禄 4(1691)年以降にまとめられたものと考えられる。また寛文から元

禄 4年 ごろまでは、基本的な建物配置の移動はなかったものと考えられる。(2X(3)と 比べて、

蔵の間数が長かったり短かったり、建物の向きが変ったりしているものもあるが、基本的変化

はないものと解釈される。「御蔵守居所」「御役人居所」「御蔵守居家」「御帳蔵」の構造は(2X(3)

の図面に見られるものより立派であり、特に「御帳蔵」は瓦葺であり、他のものが萱葺である

のとは区別されるほか、(2X(3)の図から消失しているものである。

(2)は図面中に、「此御借長屋之類何後随分鹿相二土地縄結付、菅畳位二可仕由、宝永七年十二

月御奉行衆被仰渡候事」とあり、宝永 7年以降の図面であることがわかる。(1)よ り(2X(3)に お

いて「蔵守居所」等が簡易な造りになっていることを記したが、それは宝永 7年の奉行通達を

反映しているものであろう。

(3)は元禄年間のものと考えられているが、(2)と構造上の変化はほとんどないことなどから、

宝永 7年 12月 の奉行通達以後のものとも考えられる。

表塀の長さは53間で、(1)。 (2)。 (3)と も同じなので、建物が配置されている空間面積はほぼ同

じであったものと考えられる。ただ門の位置は、(2X(3)の 図において、合紋の位置に長さ21間

の蔵があったと解釈すれば、(1)よ り差し引き17間 息1)の図には長さ4間の蔵あり〕ほど北寄り

であったものと思われる。

(1)。 (2)。 (3)の図面とも17世紀末から18世紀初頭のものと思われるもので、前節でふれた、全

体的盛土整地及び西端部のテラス整備直前の状況と関連するものと推察される。これに先行す

る、また後出する建物の状況は不明である。ただ、調査結果から推して、Ⅱ区西側拡張部 (R

-20)で検出された 6号建物跡の礎石以外、礎石建ちの建物跡とみられるものがなく、検出さ

れたものは掘立柱建物跡がほとんどであること、 I区及びⅡ区の石垣、土塁寄りの地点では瓦
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の出土量が多かったが、 I・ Ⅱ区の中央寄り、及びIll・ Ⅳ区での瓦の出土量が少なかったこと

などから、造首から幕末まで、ほとんどが萱葺で簡便な建物であったろうと思われる。

第 5節 まとめ

1.三ノ丸造営以前の地形は、】ヒ西から南東側に緩かに傾斜していたもので、当敷地内では、

その比高差は約 4mも あった。

2.三 ノ丸造営以前(本報文では I期 )の庭園や屋敷跡と考えられる追構等と多量の遺物が発見

され、仙台城造営間もない城域の土地利用の一端が伺い知れた。

3.三ノ九の造首日寺期については、従来考えられていたように、ニノ九造営と同じ寛永15(1638)

年ごろと把えられた。

4.米蔵としての三ノ九は、造営後、何回か斜面を平面に改良する盛土整地がなされたことが

知られ、最終的には現在の地面高となっているようである。

5.米蔵としての建物群は把握できなかったが、絵図面及び瓦の出土傾向からみて、蔵そのも

のには終始瓦が利用されておらず、萱葺であったと考えられる。
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表45 陶器観察表
肺

哲

巧

図

番

物

号

逮

番 出 土 区 ・ 遺 構 ・ 層 器  形 法 量 (cm) 特 微 産  地
年  代 写真図版

番  号分  類

94--1 1102 C-22,1号土坂 ,埋 1層 碗

口径

底径

器高

灰釉 (貫入 )

高台内露胎

I類
本日  馬

18C後半
皿

100--1

94--2 C-22,1号土壌 ,埋 1層 碗

口径  98
底径  43
器高  65

灰/11(貫入)一部赤褐色に窯変

高台内露胎

Ⅲ 類
本日  `馬

18C後半
皿

100--3

94--3 E-20,6層 碗

口径

底径

器高

灰釉 (貫入 )

見込 目跡 あり

Ⅱ 類
本目   馬

18C～ 19C

Ⅲ

94--4 1115 C-22,4層 続

口径

底径

器高

灰釉 (貫入 )

高台内露胎

I類
本日  ,焉

18C～ 19C

皿
100--2

94--5 E-20,1号溝 ,埋土
碗

(掛け分け )

口径 112
器高 (53)

外面上部灰釉(貫入)下部鉄釉
内面 灰釉 (貫入)
高台内露胎 IV a類

本日  馬
18C後半
皿

100--5

左 上

94--6 1122 E-20,5層 碗

底径 38
器高 (22)

灰釉 (貫入)
高台内無釉
Ⅱ類か ?

↑日  ,焉
19C前半
Ⅲ～IV

94--7 巳-20,1号 溝,埋 1層 範

底径  36
器高 (20)

糖 自釉 ?

見込 目跡 あり 本日  ,焉
18C後半
Ⅲ

94--8 C-22,6層 娩

底径  42
器高 (19)

灰釉 (貫入 )

高台内露胎

I or Ⅱ類
本日  ′馬

18C後半
皿

94--9 E-20,2号溝 ,埋土
碗

(掛け分 け)

底径  40
器高 (35)

外面 鉄釉 ,沈線 あり
内面 灰釉 (貫入 )
高台内鉄釉  Ⅳ b類

本日  ,焉
19Cネ刀

Ⅲ期末

94--10 1125 F-20,3層 続

底径  41
器高 (39)

灰釉 (貫入 )

高台内露胎

Ⅱ 類
本日  馬

18C後半
皿

100--4

94--11 F-202層 続

底径  42
器高 (18)

灰 釉
高台内露月台

V 類
本日  `岳

Ｃ

Ⅳ

94--12 G-21,1号 溝,埋 1層 碗

口径 117
器高 (35)

藁灰釉 ?

青不由流 し掛け
18C後半
皿

100--5

上 中

94--13 G-23,3層 碗

口径 128
器高 (56)

灰釉 (貫入)
V 類 本目  .焉

Ｃ

Ⅳ

100--6

左 下

94--14 G-21,3層 腕

底径  40
器高 (31)

藁灰釉

高台内露胎

見込 目跡 あり Ⅱ類
相 馬 ?

18C～ 19C
皿～Ⅳ

94--15 G-24,2層 碗

径

径

高

口

底

器

灰TR(貫 入 )
高台内露胎

見込 目T71あ り VI 類
本目  馬

Ｃ

Ⅳ

94--16 I-24,2層 皿

径

径

高

口

底

器

11 2

65
22

長石釉,端反 り口縁
大窯 V期 末

美  濃
(志野 )

16C末～
17C初
I

98--1

上中

94--17 I-23,1層 皿

底径  58
器高 (18)

青緑釉糸,付高台か
見込 蛇 ノロ釉ハギ 唐   津

17C～ 18C
Ⅱ～皿

99--7

94--18 G-24,1層 皿

底径  70
器高 (18)

釉

面

込

灰

外

見

高台内露胎

鉄釉界線 あり ?

トチ ン痕 4ケ所 あ り

18C～19C
皿～Ⅳ

94--19 G-21,4層 皿

径

径

高

日

底

器

灰釉系

見込 に鉄絵、 1条の沈線
18C後半～
19C
Ⅲ

100--8

94--20 E-20,1号溝,埋土 皿

底径 104
器高 (16)

灰釉 ,花弁 に呉須 使用
高台内は露胎で墨書「□田」

見込 牡丹文鉄絵染付

美  濃
18C前半
皿

100--7

95--1 C-22,6層 鉢

径

高

底

器

127
(38)
灰釉 ,刷毛 目文 (白 化粧土 )
高台内露胎

内削 ぎ高台

唐   津
17C後半～
18C
Ⅱ

95--2 J-25,2層 鉢

底径  90 灰釉 ,刷毛目文
内面に 2ケ所の目跡
畳付無釉

唐   津
17C後半～
18C初
Ⅱ

99--6
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版

号

図

番
物

号

遺

番 出 土 区 ・ 遺 樗  層 器  形 法 量 (cm) 特 徴 産  地
年  代 写真図版

番  号分  類

95-3 1217 C-22, 6層 大 鉢

径

高

底

器

11 1

(29)
青織部

見込 鉄絵 (松文 )
美  濃
(織部 )

17C初
I

95-4 G-24, 2層 然

径

高

口

器

12 7

(42)
鉄釉 油注ぎ?
外面の体部下部は露胎 堤 ?

18C～ 19C
Ⅲ ～ Ⅳ

100--6

右 下

95--5 I-23,1層 匝 鉢

径

径

高

口

底

器

内外  ロクロロ
平 底

糸 切 底

17C初

I

95-6 E-20,1号溝,埋 1層 火  入  れ
口径  58
器高 (49)

糖 自 釉 ?
外面に緑青釉の流し掛け 本目馬 ?

18C後半
Ⅲ

95-7 」-24,1層 桶 ?

径

高

底

器

156
(725

面内

釉

形

憮
礫
立

鉄

外

切
堤 ?

Ｃ

Ⅳ

95-8 C-20, 2層 香 炉

口径 H2
器高 (53)

灰 釉
外面 施釉,内面 体部無釉
足付 か ?

19C前半
Ⅳ

95--9 1233
H-21
博物舘排水溝

大 甕

海鼠釉 (流 し掛 け)

粗砂 を含む 堤
19 C
Ⅳ ～ V

95-10 G-24, 2層 片 口

藁 灰 釉

白色粒子 を多 く合む

片口口唇部 に漆 ?

18C～ 19C
Ⅳ ?

100--6

右 上

95-H 1229
C-23,石 垣 ぎわ

黒青色土上面
C-22, 4層

香 炉

目径  125
器高 (102)

灰釉 (土灰 ?)全 面施釉
三 足 堤 ?

18C後 半～

Ⅲ ～ Ⅳ

96-〕 C-20, 5層 指 鉢

無 釉
胎土 石英粒 が目立つ

筋 目あ り

常 滑 ? ]

96-2 1111 C-21, 1層 播 鉢

釉
類
鉄
Ⅱ 堤

Ｖ

Ｃ
　
ヽ

‐９

Ⅳ

96-3 C-23, 3層 括 鉢

鉄釉か ?
外面 無THI,内面 施釉 I   ?

96-4 C-20, 1層 搭 鉢

鉄 釉
筋目 7本単位 堤

19 C
Ⅳ ～ V

96-5 C-21, 2層 悟 鉢

底径  119
器高 (50)

鉄釉    I類 ?

底面は回転糸切 りで無釉

腰部釉切 れ

堤 ?
19 C
Ⅳ ～ V

96-6 C-21,1号 溝,埋 1層 橋 鉢

口径 292
器高 (163)

鉄釉   I類
筋目単位15本

外面下部に重ね積み痕
堤
18C後半
Ⅲ

96--7 1103 E-20, 1号溝 悟 鎌 む合多

和
を
類
粒
鉄
砂
Ｉ

堤
18C後半
Ⅲ

100--5

右 上

96--8 G-24, 4層 ldr 鉢

鉄釉 (全面) I類
筋目10本単位
重ね積み痕あり,靱殻痕

堤
18C後 半
皿

96-9 F-21,石 敷, 6層 悟 鉢

鉄  釉
美 濃 ? I ?

100--5

右 下

97-] 1112 C-21, 1層 焙 熔

径

径

高

口

底

器

鉛 釉
口縁 は端反 り

底面は回転ヘ ラ切 り

堤 ?
19C中～

Ⅳ ～ V

97--2 E-20, 4層 焙 賂

径

径

高

口

底

器

鉛 釉
口縁部肥厚 堤 ?

19C前半
」V

97-3 1129 G-20. 2層 焙 烙 把 手

鉛  釉
堤 ?
19 C
Ⅳ ～ V

97-4 C-20, 2層 焙 熔 把 手

鈴 釉

堤 ?
19 C
Ⅳ ～ V



版

号

図

番
物
号
遺
番 出 土 区 ・ 遺 構 ・ 層 器  形 法 量 (cm) 特 徴 産  地

年  代 写真図版

番  号分  類

97-5 G-21 3層
手

９平

把

行

鉄 釉 Ｃ

Ⅳ

100--6

左 上

97-6 C-22, 2層 徳

口径  40 縁
釉
国
鉄

美  濃
(瀬戸 )

Ｃ

Ⅳ

97-- 7 F-20,2層 一笠

口径  76
器高 (60)

鉄釉 (内面の一部 にもあり)

砂粒 を多 く合む 堤 ?
19 C?
Ⅳ ～ V

100--5

左 下

97--8 1218 G-20, 2層 一霊

径

高

口

器

76
(44)
灰 釉 系

小  型
Ｃ

Ⅳ

97-9 C-21, 1号溝,埋 2層 藍

甲径  80
底径  63
器高 (20)

灰 THI
内は露胎
土瓶用か?

堤 ?
18C後半
皿

97-10 G-23, 4層 土 瓶

口径  80
最大径 (189)

器高 (105)

黒青rfI,(口 唇部 鉄釉 )

内面 日縁部 も,施釉 単孔
外面  露胎 に炭化物

18C中 ～

後 半

皿

97-H G-24, 2層 土 瓶

底径  64 内面 灰釉 ,底部無釉で
カーボ ン付着

五徳受けあり

本目 ,馬 ?
18C～ 19C
皿 ～  IV

97-12 F-21,2層 土 瓶

底径  87 内面 施釉,底部無釉で
カーボ ン付着

五徳受けあり

本日  ,帝
18C～ 19C
皿 ～ Ⅳ

97--13 1223 G-20, 2層 土 瓶

口径  83
器高 (42)

内・外面 施釉,糖白釉
胎調 青灰色
胎土 黒色粒子合む

本目 ′焉?
19C後半～

Ⅳ ～ V

98--1
R-18, 9号土羨 ,埋 1層
R-18,19,6号 土壌,埋 1層

続

口径 (95)
器高 (42)

鉄釉 ,筒型
胎調  青灰色 美   濃

16C末 ～
17C初
I

98-― ]

左 上

98--2 P-17,■ 層 碗

(天  目)

口径 114
器高 (50)

鉄釉 (黒色 )

茶渋 (?)付着
元和 ころ

美   濃
17C前半
I

98--2

左 上

98-3 Q-16,暗褐色土
(Ⅱ 層～Ⅲ層の間層)

碗

(天  目)

径
径
高

国
底

器

10 8

(36)
(50)

鉄 rHI
慶長年間 美   濃

17C前半
I

98--2

右 上

98-4 O-16, Ⅱ層 碗

底径  57
器高 (45)

銅 緑 釉

l要都以下露胎

度長～元和

濃

罰繊

美

聡
17C前半

I

95--5

98-5 O-18, Ⅱ層 碗

径

高

底

器

34
(24)

灰釉 (高台脇まで施釉)
高台内露胎 本目  ,時

，
　
Ⅲ
皿

Ｃ

98--6 R-18,9号 土残,埋 1層 鉢 ?

径

高

底

器

74
(23)

灰釉 ,底部 は回転糸切で
無釉 唐   津

16C後 半
～17C初
I

98-7 R-18,6号土羨,埋 3層 碗

径

径

高

口

底

器

126
52
78

灰釉 ,元和 か
単品生産

畳付 のみ無和

美   濃
17C初

I
95--1

98-8 1173 R-19,6号土羨 ,埋 3層 碗

径

径

高

口

底

器

長と 石釉

内面 線巻 き文様
元和 ころ

美  濃
(志野織著D

17C前半
I

95--3

98-9 Q-16, 4号竪穴 碗

底径  46
器高 (33)

灰釉系 内面に鉄絵あり

腰都以下露胎 唐  津
16C後半～
17C初
I

98--4

98-10 1202 R-15,Ⅱ 層 碗

径

高

底

器

56
(38)
長石釉系

腰部以下露胎

胎 土 目

唐   津
16C後 半 ～
17C初
I

98‐-5

98--11 Q-18,
混

皿層

入
碗

底径  39
器高 (16)

灰 和
底面無釉

Ⅱ類 か

相   馬
18C―-19C

皿 ～ Ⅳ

98-12 P-15, Ⅱ層 向 付

器高 (53) 長石釉 ,構座付
外面 に鉄絵 あり

大窯最末期

美  野
(志野 )

16C末

王
97--2

98-13 Q-15, ビット2 皿

径

径

高

口

底

器

長石和,外面は体部下半が
露胎,燈明皿に使用
見込 鉄絵笹文(?)

美  野
(志野 )

17C初

I
96--6
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98--14 R-18,9号土壌,埋 1,2層 皿

径

径

高

口

底

器

12 5

74
26

長石和  テ リ強 t
底面 に墨書 あ り

登窯 I期

濃

詢

美

は

17C初

I

96--8

98-15 Q-19,5号 土躾,埋 1層
R-18,9号 土壌

菊 皿

径

径

高

口
底

器

長石 TE

大窯最末期

高台断面 三角形

濃
⊃

美
は

16C末 ～
17C初
I

98--3

左 上

98-16 R-18,9号 土残,埋 1層 皿

底径  78
器高 (32)

御深井釉 ?

高台内,見込 にピン痕
内面 沈線 あり

美   濃
17C前半
l

98--1

右 上

98-17 R-18, 9号土羨 皿

口径  ■ 2
底径 (59)
器高 (23)

灰 釉
元和～寛永ころ 美   濃

17C前半
I

98--1

中 上

98-18 R-19,6号 土壌,埋 1層
折 縁 皿

(変  形 )

径

径

高

口

底

器

長磋石釉

内面に芦文の鉄絵 あり

付高台

濃
船織

美

億

17C初

I
96--5

98--19 1228 Q-19, 6号土嫉 皿

底径  54 長に石釉 付高台
高台内無釉,内面は革文の
鉄絵がある

濃

帥織

美

は

17C初

1

99--1 Q-19,5号 土躾 折 縁 皿
径

径

高

国

底

器

銅緑釉,外面,体都下半力渡胎
内面口縁と見込に沈線
見込に錘ピン痕あり

美  濃
(総織部 )

17C前 半
I

96--2

99--2 1169 Q-19,6号 土壌,埋 3層 折  縁 皿
径

径

高

口

底

器

銅緑釉 ,腰部以下露胎
内面,国縁部 と見込 に沈線

見込 に錘 ピン痕 がある

美  濃
(総繊部 )

17C初

I

99-3 R-19,6号 土壌,埋 3層 折 縁  皿
径

径

高

口

底

器

銅緑釉,外面,高台脇以下露胎

内面,日縁部 と見込 に沈線

見込 に錘 ピン痕 あり

美  濃
(総織部 )

17C初

I
96--1

99--4 R-19, 6号土装,埋 2層 皿

径

径

高

口

底

器

銅緑釉,EP花文外面日縁のみ

施釉,内面 日縁と見込に沈線
見込に錘ピン盾,燈明皿

濃

鋤織

美

鯰

17C初

1
96--3

99-5 1221 R-19, 6号土残 皿

底径  7]
器高 (25)

緑矛由,印 花文,腰部以下

露胎 ,内面 口縁 と見込 に

沈線,見込 に錘 ピン痕 あり

美  濃
(総織部 )

17C初

I
96--4

99-6 O-18,Ⅲ 層 皿

径

径

高

口

底

器

内外面 口縁部 銅緑釉
見込に重ね積み痕あり
見込は松文の鉄絵あり

美  濃
(青織部 )

17C初

1
95--6

99-7 R-18,9号 土崚,埋 1層 皿

径
径
高

口
底
器

内外面 日縁部 銅緑釉

見込 に重ね積み痕 あり

見込は松文の鉄絵 あり

美  濃
(青織部 )

17C初

I
95--7

100-1 P-15, Ⅱ層 菊 皿

底径  75
器高 (26)

外面露胎

型打 ち成形

見込 に菊印花文

美  濃
(黄瀬戸 )

17C後半
Ⅱ

99--3

100-2 1183 Ⅱ区, I層 皿

底径  76
器高 (15)

見込に重ね積み痕あり
見込は松文の鉄絵あり

美  濃
(青織部 )

17C初

I

100-3 Q-18, I層 向 付

径

高

口

器

10 6

(27)
内 外面 透明釉 ?
内面 木賊文

(武雄系)

唐  津
16C木 ～
17C初
I

98--2

下

100-4 P-17,皿 層 向 付  ?
灰釉 内面 に鉄絵 あり

唐   津
16C末 ～
17C初
I

98--6

100-5 1200 P-18, Ⅱ層 皿

底径  73
器高 (17)

面

面

り

外

内

あ

露胎
長准釉,松文の鉄絵

美  濃
(青繊部 )

17C初

1

100-6 l152 R-18,9号 土壌,埋 2層 向 付

径

径

高

長

短

器

14 3

90
(39)

四足 か ? 内外面 長l■石釉
蔦唐車文の鉄絵,型作り(布目)
一部に銅緑釉が施釉

美  濃
(青織部 )

17C前半
I

97--9

100-7 O-16,Ⅲ 層 向 付

器高  49 型作 り,三足付州浜形 か ?
見込  山水文 ? 鉄絵
一部 に銅緑釉

美  濃
(青織部 )

17C前半
I

97--6

R-18,6号 土躾,埋 1層 向 付

最大幅 160
器高  47

型作り,三足付扇面形か ?
内・タト面とも鉄絵,一部に

銅縁釉  元屋敷窯

美  濃
(青織部 )

17C前半
I
97--7

101-1
Q-18,6号土羨,埋 3層
Q-18,5号 土羨,埋2層

大 平 鉢
口径

底径

器高

外面体部 に重ね積み痕 あり

内面,日縁一部に銅緑釉 ,
見込 に鉄絵 (草花文)あ り

濃

詢

美

ｍ

17C前半
I

97--5
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101-2 R-18,6号 土残,埋 3層 大 外

底径 176
器高  65

仄釉 ,印 花文
内面 体部 と見込 に沈線
見込 に銅緑釉散在,ハ マ痕

濃

綱

美

懺

17C前半
I

97-― I

101-3 1162 Q-17,4号 竪穴,埋土 大 外

底径  150
器高 (32)

長碓石釉

内面 に葺草文の鉄絵 あり

高台内釉拭 き取 り

濃

鋤

美

触

17C後半
Ⅱ

99--4

102-1 R-18,9号 土壌,埋 3層 大 鉢

口径 246
器高 (46)

登窯製 ,一部半月状 に内弯
三足付 か ? 内面 口縁部
に2本の界線 と見込に秋草文

美  濃
(鼠志野 )

17C初

I
97--8

102-2 P-18,3号 竪穴,埋土 鉢

口径 141
器高 (32)

灰釉 ,内外面 施釉
口唇部 に凹部 (片 口 ?)あ り

油 1主 ぎか

本日  馬
18C～ 19C
皿 ～  IV

102-3 Q-15,皿層
鉢

(向 付 )

径

径

高

口

底

器

長石釉

碁筍底

大窯最末期

美  濃
16C末 ～
17C初
王

97--4

102-4 Q-19, Ⅱ層 大 鉢

底径 107
器高  30

見込重ね積み痕(ハマ?)あ り

内面の一部 に緑釉 がある 美 濃 ?
17C初

I

102-5 1204
Q-19,6号 土猿,埋 3層

R-19,6号 土渡,埋 4層

水

(共

子旨

蓋 )

口径 186
底径  183
器高 197
蓋径  122

糸切底 ,耳付三足水指
外面 ロクロ痕風横筋目がある

日縁から底部まで鉄釉を流している

双耳,左はロクロ痕風筋 目
右は筋目なし

蓋は筋目のあるつまみをつけている

元屋敷窯 底面ヘ ラ記号 ?

美  濃

(美潮升賀)

17C初

I

95--2

103-1 Q-15, Ⅱ層 向 付 ?

器高 (40) 筒形か 長と石釉
外面 鉄絵 (線巻き文と直
交する 維線文)あ り

濃
綱織

美

は

17C初

I

103-2 1150 R-18,9号 土装 ,埋 1層
他

水   指
(一重口 )

口径  123
器高 (64)

外面 ロクロロ 赤褐色
大窯 V期
割口に漆付着

備   前
16C木

I
98--11

103-3 1227 P-19,10号 溝,埋土 〓空

底径  168
器高 (90)

自然釉

水指の可能性 もあり

胎土 白色

信  楽
17Cネ刀

I
98--10

103-4 R-15.Ⅲ 層 重 ?

内外面 鉄釉
内面灰被り 美 濃 ?

17C初

I

103-5 O-16. Ⅱ層 徳

口径  43
器高 (64)

すず徳利 外面 黒釉
内面 鉄釉 本目 ′焉 ?

Ｃ

Ⅳ

103-6 1232 P-19,4号 土羨,底面 森 徳  利
器高 (83) 焼せ

土
面

伏
胎
内
赤掲色

しIFり 目

備   前
16C木 ～
17C初
I

98--12

103-7 Q-15, 4号竪穴 億

底径  116
器高 (57)

長石釉 ?

外面 に文字 あり

高田徳利 か ?

濃

向

美

鱒

19 C
Ⅳ ～ V

103-8 Q-19,5号土嫉,埋 2層 揺 鎌

口径 328
器高 (113)

無釉 内面は 5本 (7本 )
の筋目あり,横位筋 目あり
丹波 にも類似

不  明
(常沿 か)

17C前半
I

99--1

103-9 1177 Q-19,5号土渡,埋 2層 悟 外

口径 308
器高 (51)

内外面 鉄釉
内面は5条の筋目あり 美 濃 ?

17C前半
I

98--3

左

103-10 119「o R-18,9号 土羨,埋 1層 悟 鉢
鉄釉 片日あり
テリなし

美  濃
17C初
I 蜘獅

103-11 1195 R-18,9号 土装,埋 2層 悟 鉢
釉
な
鉄
テ

美  濃
17C初
I

103-12 O-17 Ⅱ層 他 福 鉢
鉄釉,片口あり
テリなし

美  濃
17C初
I

98--1
中 下

104-1 Ⅱ 区,  I 層 掻 鉢
釉

類

鉄

Ⅱ 堤 Ｖ

Ｃ

一

‐９

Ⅵ

104-2 P-18,3号竪穴,埋土 福 鉢

鉄 釉

片口あり

テ リ号蛮し

不   明
Ｃ

Ⅳ

104-3 P-18,3号竪穴,埋土 鉢悟

灰 釉
口縁部付近だけ施釉 唐  津

16C木～
17C初
I

98-ユ

右 下

377
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104-4 1155 P-17,4号竪穴,埋土 悟 鉢

内外面 鉄釉
筋目単位 22本 ?
Ⅱ類

堤
Ｖ

Ｃ
　
一

‐９

Ⅳ

104-5 P-19,5号 濤,埋上下部 悟 鉢

無釉 (軟質陶器)
内面 黒色
筋目5本 ?

県   内
Ｃ

皿

104-6 1172 R-19,6号 土崚,埋 2層 循 鉢

内・外面 灰釉
筋目 6本単位 唐   津

16C末 ～
17C初
I

98--3

左 下

104-7
P-16,17,2号 竪穴

最下層
厘 鎌

国径 150
底径 152
器高  77

無 釉
底面 回転糸切 り

平 底
不   明

17C初

I

104-8 R-18,9号 土墳,埋 2層 匡 鉢

底径 136
器高 (65) 切糸転

釉

回

底

部

無

底

平
不   明

17C初

I

104-9 Q-15, I層
区   鉢
(変  形 )

器高 (63) 無釉,片口あり
口縁～体部は方形

底部 は丸形で回転糸切 り

不   明
17C初

I
99--2

105-1 Q-16,4号 竪穴,攪乱 土  瓶 ?
口径 126
器高 (38)

外面 黒釉
内面 口唇部 無釉 不  明

19C～20C
V

105-2 Q-19, 5号土狭 鉢

底径 108
器高 (29)

鉄釉 ,底面は無釉で足がつ
いている。

胎土 目,水指 ?

唐  津
(黒唐津 ?)

I

105-3 Q-16,攪舌L 蓋

甲径  78
底径  60
器高 (19)

灰釉 ,裏面は無釉
返 りの内外 にカーボ ン付着

急須用か
相 馬 ?
18 C
ll ～ Ⅳ

105-4 Q-15,4号 竪穴,埋 2層 土 瓶

口径 106
器高 (17)

無釉 黒褐色
鮫肌

寄木型作 り

瀬 戸 ?
19C～ 20C
Ⅳ ～ V

105-5 R-19,6号 土族 ,埋 2層 /1ヽ 耶

口径

底径

器高

鋼緑釉

腰部以下露胎
濃
鋤

美
触

17C初

I
95--4

105-6 P-15,8号 土躾,埋 1層 鉢 ?

底径  78
器高 (37)

高台 ケズ リ出 し

美   濃
Ｃ

Ｉ

105-7 Q-16,4号 竪穴,攪乱 灰 落  し
径

高

口

器

12 2

(35)
無釉 ,胎土 ,灰 白色
体部 に孔が 2つ ある 不  明

19 C
IV ～ V

105-8 Q-19,6号 土装,埋 1層
Q-19,5号 土壌,埋 2層

大  入  れ
底径  58
器高 (36)

灰釉,腰部以下露胎
内面一部 施釉 美   濃

17C初

王
97～-3

105-9 1212 Ⅲ区   3層 碗

径

高

底

器

44
(32)

青緑釉

高台脇以下露胎 唐  津
17C後半
Ⅱ

99--5

105-10 1224 L-7, 3層 皿

底径  41
器高 (15)

込

面

見

内
目跡 あり

鉄絵 あり 不   明
Ｃ

Ⅱ

105-11 1208 皿区,  2層 皿

口径 135
器高 (28)

内外面 鉄釉
1由』■か? 不   明

Ｃ

Ⅳ

105-12 1209 Ⅲ区 , 2層 香 炉

底径 (92)
器高 (44)

鉄釉 ,腰部以下露胎
底面は回転糸切痕

胎土 目 4足 付 か ?
唐  津

16C木～
17C初
I

98--7

105-13 1206 Ⅲ区 . 表採 大 鉢

底径 ■ 8
器高 (48)

内面 灰釉

高台内 黒斑 ,親殻痕 あり 唐  津
16C木 ～
17C前 半
I

99--9

105-14 皿区 , 2層 大 鎌

底径 127
器高 (73)

二彩唐津 ,灰釉流 し掛 け
刷毛目文 (白化粧土 )

外面無釉

唐  津
17C後半～
18C初
Ⅱ

99--8

106-1 Ⅲ区. 2層 大 鉢

底径 ■ 2
器高 (58)

三島手,外面 鉄釉の刷毛
目文と灰釉の流し掛げ 砂・

胎土目,内面段花文等の象嵌
唐   津

17C後半～
18C初
Ⅱ

99--10

106-2 1222 皿区 , 攪乱 大  皿 ?
底径 129
器高 (44)

長石釉,外面 体部 下半は
露胎

内面 細線 による鉄絵

唐   津
16C木～
17C初
I

98--8
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106-3 1207 Ⅱ区 , 表採 福 鉢

鉄釉 (内面は口縁部のみ)
砂粒目立つ 堤 ?

19～ 20C
Ⅳ ～ V

106-4 1213 Ⅳ区 , 表採 甕
径

高

底

器

(288)

(55)

鉄 釉

底面,無/HI砂粒付着
桶の可能性 もあり

不   明
19～20C
Ⅳ ～ V

表46 磁器観察表

版

号

図

番
物
号
造
番 出土 区・ 遊構 ・層 器  形 法 量 (∽ ) 特 徴 産  地

年  代 写真図版
番  号分  類

107-1 1001 E-20,1号 溝,埋土
碗

(染 付 )

口径  114
器高 (49)

端反 り碗

龍 文 ?
国

，

中

ぐ

18 C
(乾隆年間)
Ⅲ

106--8

左 上

107-2
調査前 表採

陶 器
碗

(色 絵)
不 明

上 俗 付

外面草文 (緑・青・赤 )

胎土 白色

京   焼 Ｃ

Ｉ 98--9

107-3 E-20    5層 碗

(染 付)

径

径

高

口

底

器

外面 体部格子とんぼ文
内面 口縁部花菱文
見込 手描き五弁花 B-1類

肥  前
(京焼系)

Ｃ

Ⅱ
103--3

107-4 E-20,1号溝,最下層
碗

(染 付 )

径

高

底

器

38
(25)
外面 体部の文様 不明
B-1類 肥   前

Ｃ

Ⅲ

106--8

中 止

107-5 J-24, 3号 溝 ,
碗

(染 付)

口径 120
器高 (47)

くらわんか手

外面 体部 権樹支
肥  前
(波佐見系)

Ｃ

皿

106--8

左 下

107-6 C-21,   3層 碗

(染 付)

径
径
高

口
底
器

くらわんか手
外面 体部 梅樹文
高台内 文様 ?あ り

肥  前
(波佐見系)

Ｃ

皿
103--2

107-7 F-20,   2層 碗

(染 付 )

底径  48
器高 (44)

外面 体部 文様 不明
肥  前

Ｃ

皿

106--7

右 下

107-8 1061 F-21,   3層 碗

(染 付)

底径  42
器高 (20)

外面体をヽ 車花文,見込 予描き
五弁蓮花文,高台協・唐革文

高台内「大明成匠:」 銘

肥  前
106--5

左 下

107-9 F-21,柱付近,4層
碗

(染 付 )

径

高

底

器

59
(57)

くらわんか手,外面梅樹文
高台内文様?内面見込,界線2本

と五弁遵花(コ ンニャク印版)

肥  前
(波佐見系)

Ｃ

皿

106--7

左 下

107-10 C-21,   3層
広 東 碗
(染 付 )

底径  56
器高 (48)

外面 体部,縦線で6区画さ
れた内に草文 ?がある。
見込「寿」字?あ り

肥   前
19C前半
Ⅳ

103--8

107-11 C-20,   2層 碗

(染 付 )

径

高

国

器

12 4

(47)

くらわんか手

外面 九文 肥   前
18C後半～
19C初
lll

106--7

左 上

107-12 1007 D-21,   1層
碗

(染 付 )

径

径

高

口

底

器

外面 山水文 ?
見込「寿」銘 肥  前

18C後半～
19C初
皿

105--3

107-13
F-21,墓猿,埋上
F-21, 1号溝

続

(染 付 )

口径  76
器高 (52)

筒茶碗,外面 体部筋目 中
央に文様あり,B-2類 内面
口縁部,花菱文,見込に界線14

肥   前
18C～ 19C
Ⅲ ?

106--8

右 下

107-14
G-21,
F-21,

層

層

碗

(染 付 )

径

径

高

口

底

器

外面 草花文
内面 見込中央に花草文 不   明

19C中

Ⅳ
105--2

107-15 G-21,   1層 碗

(染 付 )

口径  91
器高 (39)

外面 渦巻 き文

日縁部 端反 り 不   明
19C中

Ⅳ

103--10

左

107-16 1067 F-21,   2層 碗

(染 付 )

径

径

高

口

底

器

外面 草花文
不   明

19C中
Ⅳ

105--4

107-17 1068
J-24,
I-24,

層

層

統

(染 付 )

口径 89
器高 (40)

外面 草花文
日縁部端反り 不   明

19C中

N
103--10

右

107-18 1002 G-21,1号 溝,埋 2層
碗

(ヨヒ 付 )

径

径

高

口

底

器

外面 火焔宝珠文
見込 花文 ?
B-3類

肥 前 ?
18C後半

lll

105--1



版

号

図

番
物
号
遺
番 出 土 区 ,進 構  層 器  形 法 量 (cm) 特 徴 産  地

年  代 写真図版

番  号分  類

107-19 G-20,   他
碗

(染 付 )

底径  34
器高 (40)

外 面 体部 九文が 5つ

月巴  前
Ｃ

Ｖ
105--5

107-20 1053 C-23,   2層
/1ヽ      ナ不

(白  磁 )

径

径

高

口

底

器
端反り口縁 月巴  前

17C後半
Ⅱ
103-1

108-1 1058 E-20,   6層 皿

(とイヒ 付 )

:口径 110
底径  56
器高 (27)

外面 体部文様 あり

内面 体部 草花文,見 込 五弁蓮
花文 (コ ンニャクEP辛 1)
高台内に文字あり, E-1類

肥   前
Ｃ

Ⅲ

106--5

中 止

108-2 E-21,   4層 皿

(染 付 )

径

径

高

口
底

器

13 2

80
(29)

タト面 体部文様あり,高 台内に
「大明年製J銘
内面 体部 山水文 見込 五弁蓮
花文 (コ ンニャタF「判)B類

肥   前
Ｃ

Ⅲ
102--3

108-3 F-22,   4層 皿

(染 付 )

口径 128
器高 (26)

タト面 体部梅樹文,底部界線
1本, 内面 牡丹文
C類

月B  前
Ｃ

Ⅲ

106--5

左 中

108-4 1057 E-20,   6層 皿

(染 付 )

底径  82
器高 (17)

面
込
類

内
見

Ｆ

体部界線 2本
界線2本 ,草花文 疼巴  前

Ｃ

皿

106--5

右 上

108-5 」-25,  2層 皿

(染 付 )

径

径

高

口

底

器

外面 文様あり,内面 体部
草花文,見込 界線 2本
E-1類

肥   前
Ｃ

皿

106--6

右

108-6 1016 G-24,   2層  他
皿

(染  付 )

径

径

高

口

底

器

外面 体部文様あり,高台内に文様
(?)あ り
内面 体部 梅花文, B類
見込中央に二弁蓮花文(コンニャクF,判 )

爵巴  前
Ｃ

皿
102-4

108-7
E-20,21
F-20,21

4層

4層 他
皿

(染 付 )

径

径

高

口

底

器

見込 蛇ノロ釉ハギ A類
内外面 体部 草花文(?)
見込 中央 五弁花文か

月巴  前
18C中～

後半

皿

102--2

108-8 C-22,1号 土躾 ,

皿

(染 付 )

底径 (90) 見込 草本文 ?
碁筍底,畳付のみ無釉
D類

据巴  莉
18C後半
Ⅲ

108-9 F-21,   2層 蓋

(染 付 )

口径 106
器高 (20)

外面 体部草花文,
内面 口縁部花菱文,体部
界線 1本

月巴  前
18C?
皿

105--5

右 中

108-10
E-20,   6層
E-20,2号 溝,埋 2層

皿

(とイと 付 )

底径  73
器高 (19)

内面 文様不明
F類 月巴  前

Ｃ

Ⅲ

106-5

左 上

108-11 G-23,   4層 皿

(染 付 )

径

径

高

口

底

器

外面 体部文様あり,
内面日縁部界線とホ,見込界線
2本と山水文がある。E-2類

月巴  前
18C後半～
19C

Ⅲ ～ Ⅳ

106--6

中

108-12 C-22,   1層 輪 花 鉢

(染 付)

口径 158
器高 (37)

外面 草花文
内面 口縁部,界線 2本 ,

体部 牡丹唐草文
月巴  前

18C中

皿

106--6

左

108-13 F-21,   2層 然

(青  磁 )

底径 107
器高 (42)

外面 体都 沈線有,畳付の
み無釉 蛇ノロ凹形高台 ガ巴  前

18C後半
皿

106--5

右 下

108-14 1055 D-22,   1層 蓋

(染 付 )

器高 (20)
径

外面文様あり,つ まみ外側
界線 2本 ,つ まみ内側界線
1本 ,内面 施釉

肥   前
18C後半
皿

106--7

右 上

108-15 1044 C-22,1号 土壌,埋 1層
香   炉
(青 磁)

底径  53
器高 (66) 外面 体部に隆線有り

三 足
月B  前

106--8

右 上

108-16 E-20,   4層 億  利 ?
(染 付)

底径  53
器高 (41)

外面 体部界線 1本 ,底部
界線 1本

内面 無イ由
肥   前

Ｃ

皿

108-17 G-21,   2層 小   重
(染 付 )

径

高

底

器

27
(32)
外面 体部 花文 ?
内面 無釉
香油壷か

月巴  前
18 C

Ⅲ
104--5

109-1 Q-17,4号 竪穴,
碗

(染 付 )

径

高

底

器

39
(54)
外面 菊花文,底部界線 3本
高台内「吉」銘
A-2類

肥   前
18C前半

Ⅲ
103--4

109-2 P-17,   Ⅲ層
碗

(染 付 )

径

高

底

器

44
(35)
くらわんか手,外面 梅樹文
底部界線 3本 ,高台内界線
1本 ,中央に「あ」?銘 Al類

月巴  前
(波佐見系)

18 C
皿

103--6

109-3 O-17,4号 竪穴,埋土
(染

碗

付 )

口径 103
器高 (52)

くらわんか手,外面 樹花文

底部界線 1本
A-1類

肥   前
(波佐見系)

18 C
皿

106--3

左 上



版

号

図

番
鷺物

番号
出 土 区 ・ 遺 構 層 器  形 法 量 (cm) 特 徴 産  地

年  代 写真図版

番   号
分  類

109-4 Q-16,  攪乱
広 東 碗
(白 磁)

底径  52
器高 (31)

文様有無不明

白磁扱いとする 月巴  前
19C前半
Ⅳ

109-5 1036 P-19,4号 土壌,最下層
/1、     ナ不
(染 付 )

底径  24
器高 (35)

外面 体郡 ,花笹文
高台脇 櫛 歯文

高台内「水川」銘

瀬 戸 ?
Ｃ

Ｎ
105--8

109-6
P-17,2号 竪穴,埋土
Q-16,9号溝  他

碗

(染 付 )

径

径

高

口

底

器

外面 草花文 (呉須十鉄絵 )

焼成不良

混入品

不  明
19C～20C
V

109-7 Ⅱ区 1層
碗

(染 付 )

径

径

高

口

底

器

外面 山水文 (祥瑞写 し)

銅版 プリン ト

高台内 文字 あり

不   明
Ｃ

Ｖ
105--6

109-8 P-18,3号 竪穴,埋土
腕

(染

底径  30
器高 (16)

外面 体部草花文(放射状)
内面 見込 草花文,中心に
渦巻文

不   明
19C～20C
V 103--11

109-9 R-18,9号 土羨,埋 2層
鉢

(染 付)

日径

底径

器高

外面体部文様あり

内面体部草花文,見込 水禽皮
端反り日縁

国

，明

中

で

16C後半～
17C初
I

101--2

109-10 1030 Q-19,6号 土族,
皿

(雰ヒ 付 )

口径

底径

器高

面
面
外
内
草文 ?

文様不明
国

＞明

中

く

16C後 半～
17C初
I

106--1

右

109-11 Q-18,6号 土渡,埋 1層
皿

(染 付 )

底径 108
器高 (14)

輪花皿 ?(型打ち?)花弁
見込 水禽文
高台内,体部に砂粒付着

国

ｊ明

中

＜

16C後半～
17C初
I

106-― ユ

左

109-12 1037 Q-15,   皿層
鉢

(染 付 )

底径  35
器高  14

見込 草花文

型打ち(花弁文)
輪花鉢 ?

月巴  前
17C前 半
I 木

106--4

右 上

109-13
P-16,17,2号 竪穴

最下層

皿

(染 付 )

底径  48
器高 (22)

内外面 瑠璃和

内面 白抜き 白花文
畳付 砂粒付着

月巴  前
17C前半
I 木

101-5

109-14 1021 Q-19,3号 竪穴,埋土
皿

(染 付 )

底径 79
器高 (28)

外面 体部 梅樹文

内外 牡丹文  C類
第 108図 3と 同 じ

肥   前
Ｃ

Ⅲ

106--4

中 上

109-15 O-16,    Ⅱ層
皿

(染

径
径
高

口
底

器

蛇ノロ釉ハギ皿 A類
外面文様あり,内面草花文見込

中央に五弁花文(コンニャクF「判)

掲巴  前
Ｃ

皿
102--1

109-16 Q_吼 檻層報 皿

(白  磁 )

底径  64
器高 (19)

腰部で屈曲

肥   前
Ｃ

皿

106--3

右 下

109-17 O」乳 選層大 大  鉢
(染 付)

底部  86
器高 (25)

半磁器

釉調は青磁風

木原系 ?

肥   前
18C後半
Ⅲ

103--7

109-18 Q-18,   Ⅱ層
鉢

(白 石弦)

口径 116
器高 (38)

外面 然部隆帯が1条

肥   前
Ｃ

皿

106--3

左 下

109-19 Q-16,   攪乱
角 皿

器高  25 手塩皿,瑠璃和
内面,見込 享花文
型打ち成形 八角形か

肥 前 ?
19 C
Ⅳ ～ V

104-… 8

110-1 Ⅱ区,
表採

大   皿
(染 付 )

底径 148
器高 (19)

外面 底部界線 3本 ,底面界

線 1本 ,内面 笹文 】巴  前
Ｃ

Ⅳ
103--12

と10-2 Q-17,    I層
皿

侍磁染10

径

径

高

口

底

器

17 2

92
28

型物,折縁 日縁
内面 口縁部 ,呉須 流水文

見込は牡丹文の陽刻

不  明
(月巴前か)

19 C
Ⅳ ～ V

106--10

右

110-3
Q-16,
2層上の攪乱

大   鉢
(色 絵)

径

高

底

器

11 0

(39)
外面円を呉須,内部赤の上絵付

内面界線3本 ,(黄緑,黄 青赤)
による文様(呉須以外は上絵付)

月巴  前
Ｃ

Ⅳ

106-10

左

4
R-18, 9号土壌

埋 2層

子

ケ

＞

合

付

香

染

合

＜

て

甲径 (60)
底径  95
器高  27

八角香合 (蓋)
外面 狽1と5文字 ?天部草木
文 ?内面一部施釉 (灰釉 ?)

国

，明

中

で

16C木 ～
17C初
I

10ユーー]

110-5 Ⅱ区, 表採
子

付染

ヘ
ロ
′
、

底径  54
器高 (24)

外面 体部 文様あり

底部 界線 2本,内面,無釉 中 国 ?
16C木 ～
17C初
I

110-6 1038 Q-15
香

(青

炉 ?

磁 )

径

高

甲

器

38
(32)

上面に陽刻の文様,蓋 か ?

型打成形か? 月巴 前
18C～ 19C
皿 ～ Ⅳ

381



版

号

図

番
遺物

番号
出土 区・ 遇構 ・層 器  形 法 量 (cm) 特 徴 産  地

年  代 写真図版
番  号鈴  類

110-7 1077 Ⅱ区, 表採
仏 飯 器
(色 陰)

径

径

高

口

底

器

外面 体部花文(赤 青・緑 )
界線 1本 ,141部 界線 1本
底部界線 2本,脚部内無釉

BB  前
Ｃ

Ⅳ 103--9

110-8 Q-18, 4号竪穴,
仏 飯  器
(自  磁 )

器高 (32)
脚は円柱状 月B  前

Ｃ

Ⅲ
104--7

110-9 1076 Q-18, 6号土躾
/1ヽ     ナ不
(白  磁 )

径

径

高

口

底

器

46
22
1 9

口縁部 は波状

外面  わずかに縦 に稜が見
られる 人角形 か

中  国
16C後
～17C初
I

101--4

110-10 Q-17,   Ⅱ層 紅 猪  口
(白  磁 )

径

径

高

口

底

器

型物 外面に浮き彫り風の
文様がある (蓮弁 ?) 刀巴  前

，
　
ｍ
“

Ｃ
104--2

-3

111-1 1049 lll区 ,    2層
続

(染 付 )

底径  43
器高 (32)

タト面体部唐革文,底部界線2本
内面見込界線1本 ,内に草花文
「鰻頭心」碗系

国

う明

中

‘

16C後 半
I

101--3

111-2 皿区 , 2層
碗

(染 付 )

径

高

口

器

9 6

(38) 外面 体部 丸文 (F口判 ) 月巴  前
18C前半
皿

106--9

右 上

111-3
皿区,   グライ層

(2層 )

碗

(染 付 )

国径 104
器高 (48)

タト面 体部草花文,界線 1本
菊印判

月巴  前
(波佐見系)

18C中

皿

106--9

左 上

4 1051 Ⅲ区 , 表採
碗

(染 付 )

底径  40
器高 (30)

外面 体部車花文,底部界絵
4本 ,内面 見込 界線 2本
中央に「寿」銘

月巴  前
18C～ 19C
Ⅲ ～ Ⅳ 105--7

5 皿 Ⅳ区 , 表採
皿

(白  磁 )

底径  34
器高 (14) 肥 前 ?

17C?
Ⅱ  ?

104--1

と11-6 1048 Ⅲ区,    3層 上面
皿

(染 付 )

外面 底部界線 3本 ,底面に
界線 1本 ,内面 見込 の文
様不明  中皿 ?

肥   前
17C～18C
Ⅱ ～ Ⅲ

106--9

左 下

111-7
Ⅳ区,     2層
F,C-7区

盃

(白  磁 )

径

高

底

器

28
(17) 】B  前

，
　
Ｗ
埋

Ｃ

104--6

111-8 皿区 , 表採
角   皿
(白 濁釉 )

器高  30 弄響『き落も孫往3豪庫ξ丑視面「Hfa
選錦脩罐表なで部
に青海波文,

不  明
(東北か)

19 C
Ⅳ ～ V

106--9

左 下

111-9 E-7,   2層 籠

付

鉢

食

染

器高  45 型物 ,外面 梅樹文
内面  日唇部無釉
角形

明

り前

不

９

19 C
Ⅳ ～ V 104--10

111-10 E-7,    2層 籠
絵

鉢
食
色

径

径

高

口

底

器

128
114
44

瑠璃釉,外面・花と唐草文,
緑の枝文 (釉下) 九形
内面 口唇部は無釉

肥 前 ?
Ｃ

Ｖ

106-9
中 下

11 皿区 , 表採
双耳花 瓶

(染 付)
器高 (62) 外面 頸部 llm子頭の耳が対

照に付く,体部 山水文 ? 肥   前
18C～ 19C
Ⅲ ?

104--4

皿区 , 表採
蓋

(染 付)

直径

高 さ

急須の蓋 ? 外面,界線 ユ
本列点文 ? つ まみ部 界
線 2本,孔有 り

東  耳ヒ Ｖ

Ｃ
　
一

‐９

Ⅳ
104--9

表47 土師質土器観察表

列版一番号
器  形
遺物番号

出土 区 ・違構
層

法 量 (伽 ) 徴特 写真図版

112-― ]
皿 (燈明皿 )

1341

E,E-20,21
4層

口径

底径

器高

全面にカーボン付着のため,色調は内外面とも黒色,
内面体部に灰白色あり,内外面ともにロクロ調整。
底部回転糸切。ほぼ完形。分類Ac

107--2

112-2 皿 (燈明皿)
1340

C-22
3層下部

日径

底径

器高

内外面の回縁部付近 にカーボ ン付着。

色調橙色。 内外面 ともにロクロ調整。底部回転糸切。
残存 歩 分類 AC

107--1

112--3
皿 (燈明皿)
1312

C-23  1号 土族
埋 1層

径

径

高

口

底

器

内外面にカーボン付着。色調 外面 浅黄橙,内面にぶい橙。
内外面ともにロクロ調整。底部回転糸切。ほぼ完形。
分類Ac

107--6

112-4
1303

皿 E-20  1号 溝
埋 土

径

径

高

口

底

器

色調 灰白色。  内外面ともにロクロ調整。底部回転糸切
の後ヘラナデ。残存歩
分類Ac



目版―番号
器   形
遺 物 番 号

出 土 区

層

遺構
位

法 量 (cn) 徴特 写真図版

112-5
皿 北壁

pit底
K-19

径

径

高

日

底

器

色調 夕1面 淡橙色 ,内面 浅黄橙色。
内外面 ともにロクロ調整。底部回転糸切。

残存 歩 分類 Ad

112-6
皿 (燈明皿 )

1343

I 区  】ヒ東部
表 採

口径 (128)
底径 (78)
器高  22

内面全体と外面底部にカーボン付着のため内面の色調は黒,

外面体部は灰白色。内外面ともにロクロ調整。底部回転糸切(

残存き 分類BC
108--8

左

112-7
皿 (燈明皿)
1338
C-21   2層

口径 (116)
底径 (78)
器高 285

色調 橙色。全体に灰褐色のカーボンが薄く覆っている。内

外面ともにロクロ調整。底部回転糸切。

残存昔 分類Bc

112-8
皿 R-1819 1層

口径 (130)
底径  76
器高 265

色調 浅黄橙。内外面ともにロクロ調整。底部回転糸切。

残存老 分類Bc 107--7

112-9 皿 (燈明皿 )
1344
O-17   Ⅱ層

日径  不明
底径 (90)
器高 (16)

内外面にカーボン付着。色調 浅黄橙。

内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。

残存 底～体部のみ■ 分類Bc

112-10 皿 (TEkttllll)
1347
Q-16   Ⅲ層

径

径

高

曰

底

器

12 8

88
2 55

内外面ともに口縁部にカーボン付着。色調 灰オリーブ色。

内外面ともロクロ調整。底部回転糸切。

残存考 分類Bc

112--11
皿

1346
O-19  皿 b層

径

径

高

日

底

器

色調 浅責橙。内外面ともにロクロ調整。庭部回転糸切。

残存春 分類Bc 108--1

112-12
皿 (燈明皿)
1350
Q-18  皿 b層

径

径

高

口

底

器

122
75
22

内外面とも国縁部の一部にカーボン付着。

色調 浅黄橙。内外面ともロクロ調整。底部 回転糸切。

残存参 分類Bc
108--2

112-13
皿 (燈明 Illl)

1345
O-18  Ⅲ b層

径

径

高

口

底

器

全面にカーボン付着し,特に内外面とも日縁から体部にかけ
て多い。そのため色調は黒色。内外面ともロクロ調4k。 底部

回転糸切cほぼ完形。 分類Bc
108--10

112--14
皿 (燈明皿)

1310

Q-16, 4号竪穴
埋 土

径

径

高

口

底

器

外面底部を除きカーボン付着のため,外面底部の色調は淡橙
その他は黒色。内外面ともロクロ調整。底部 回転糸切。

残存
= 
分類Bc

108--8

右

112--15
皿 R-18,9号 土壊

埋 1層

日径 (120)
底径 (74)
器高  26

内外面とも国縁部にわずかにカーボン付着。色調 外面 灰白

色,内面 浅黄橙。内外面ともにロクロ調整。底部回転糸切。
残存を 分類Bc

112-16
皿 (燈明皿 )

1307

R-18,9号 土残
埋 1層

口径 (142)
底径 (78)
器高  26

全面にカーボン付着のため色調は黒褐色。

内外面ともにロクロ調整。底部回転糸切。

残存■ 分類Bc

112--17
皿 R-18,9号 土壌

埋 1層

国径 (116)
底径 (72)
器高 215

色調 灰白色。内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。
残存■ 分類Bc

112-18
1305

皿 P-19,3号 竪穴
埋  土

口径 (120)
底径 (80)
器高 265

色調 浅黄橙。内外面ともロクロ調整。底部 回転糸切の後
ヘラケズリ。
残存 底～体部〕 分類Bc

113--1
(rak明 皿 )

1327

(燈明皿 )

1321

(燈明皿 )

1330

(燈明皿 )

1329

皿

皿

皿

皿

R-18,6号 土残
埋 1層

口径 (114)
底径 (72)
器高  26

内面 口縁部に少量のカーボン付着。色調 灰白色。

内外面ともにロクロ調整。底部回転糸切。

残存■ 分類Bc

113--2
R-18,6号 土躾
埋 1層

日径 (138)
底径 (90)
器高  24

内外面にカーボン付着。色調 掲灰色。

内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。

残存歯 分類Bc

113--3
R-19,6号 土嫉
埋 2層

径

径

高

日

底

器

内外面全面にカーボン付着のため,色調は黒色。
内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。

完形。 分類Bc
107--8

113-4
R-19,6号土壊
埋 2層

日径 (108)
底径 (70)
器高 265

内外面に少量のカーボン付着。色調 灰黄色。

内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。

残存歩 分類Bc

[13-5
皿 R-19,6号 土嫉

埋 2層

口径 (124)
底径 (74)
器高  26

色調 タト面にない黄橙,内面 灰白。内外面ともにロクロ調整。
庭部 回転糸切。
残存三 分類Bc

113--6
(燈明皿 )

1335

(燈明皿 )

1334

(燈明皿 )

1323

皿

皿

皿

Q-19,6号 土壊
埋 2層

125
73
2 25

径

径

高

口

底

器

外面上部と内面にカーボン付着。色調 灰白色。

内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。

残存 ほぼ完形。  分類Bc
107--9

H3-7 Q-19,6号土残
埋 2層 他

口径 (120)
底径 (80)
器高  25

外面 口唇部と内面にカーボン付着。色調 外面 浅黄色,

内面 灰白色。内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。

残存昔 分類Bc
107--4

113-8
R-18,6号 土羨
埋 2層

径

径

高

口

底

器

内外面 全体にカーボン付着のため,色調は黒色。
内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。

残存多 分類Bc
108……7



目版一番号
器   形
遺 物 番 号

出土 区・ 追構
層  位 法 量 (cm) 徴特 写真図版

113-9 皿 (燈明皿 )
1319

Q-19, 6号土接
埋 2層

口径 133
底径  79
器高  25

内外面 にカーボ ン付着。色調 灰 白色。内外面ともにロクロ

調整。底部 回転糸切。 ほぼ完形。
分類 Bc

107--11

113-10 邪 Q-18, 6号土嫉
埋 3層

日径 (114
底径 (71)
器高  23

須恵器。色調 外面 灰色,内面 灰黄色。
内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。
残存■

113-11
皿 (燈明皿)
1325

R-18, 6号土躾
埋 3層

口径 (110)
底径 (73)
器高  24

内外面全面にカーボン付着のため,色調は黒色。
内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。
残存孝 分類Bc

113-12
皿 (燈明皿)
1320

Q-19, 6号土羨
埋 3層

口径 (1

底径 (

器高

内外面にカーボン付着。色調 外面 黄灰色,内面 灰黄色。
内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。
残存■ 分類Bc

113-13
皿 R-19, 6号土羨

埋 3層

日径

底径

器高

色調 浅黄橙色,底部を中心に一部,にぶい橙色。
内外面ともにロクロ調整。底部に回転糸切。
残存】 分類Bc

113-14 皿 (燈明皿 )
1326

R-18, 6号土残
埋 3層

日径 (116)
底径 (62)
器高 275

内外面全面にカーボン付着のため色調は黒褐色。
内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。
残存名 分類 Bc

m3-15
1317

皿 Q-18, 6号土躾
埋 3層

日径 (142)
底径 (88)
器高  25

色調 外面にぶい橙色,内面 灰白色。内外面ともにロクロ調
整。底部 回転糸切。
残存■ 分類Bc

113-16
1356

皿 R-18, 6号土族
埋 3層

口径 (136)
底径 (85)
器高 245

色調 灰 白色。内外面 ともロクロ調整。

底部 回転糸切。

残存き 分類 Bc

113--17
皿 (燈明皿 )

1318

Q-19, 6号土羨
埋 4層

H05
72
2 45

径

径

高

口

底

器

内外面にカーボン付着。色調 灰白色。
内外面ともロクロ調整。底部 回転糸切。
ほぼ完形。  分類Bc

107--12

113-18
皿

1333

R-19, 6号土羨
埋 4層 (粘土)

目径 不明
底径 (80)
器高 (125)

色調 黄灰色。内外面ともにロクロ調整。
底部 回転糸切。
残存 底都 考 分類Bc

114-ユ
皿 (燈明皿)
1336

Q-19, 5号土嫉
埋 1層

口径 (113)
底径 (72)
器高  22

内外面にカーボン付着。色調 灰白色。
内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。
残存告 分類Bc

114-2
1337

皿 Q-18, 5号土羨
埋 2層

回径 (130)
底径 (76)
器高  26

色調 外面 にない橙色,内面 仄白色。
内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。
残存き 分類Bc

114-3
皿 (fEk明 皿 )

1357
Q-19, 5号土壌
最下層

径

径

高

口

底

器

内外面にカーボン付着。色調 灰臼色。
内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。
残存歩 分類Bc

114-4
皿 (rnk明皿)
1354

皿区 イヒ狽1東壁
2層下部

11 2

73
2 25

径

径

高

口

底

器

内外面 にカーボ ン付着。色調 灰 白色。

内外面 ともにロクロ調整。底部 回転糸切。

ほぼ完形。  分類 Bc
107--13

114-5
皿 Q-17, 8号溝

埋 1層

明

め

め

不

∈

歩

径

径

高

口

底

器

色調 浅責橙。内外面 ともにロクロ調整。

底部 回転糸切。 残存 底～体部のみ 告程度。
分類 Bc

114-6
皿 (燈明皿)

1309

R-18, 9号土媛
埋 1層

日径 (165)
底径  88
器高  26

内面にカーボン付着し,特に口縁部に多い。
色調 灰白色。内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。
残存今 分類Cc

108--5

114-7
皿 (燈明皿)
1324

R-18, 6号土壌
埋 3層

回径 (196)
底径 (110)
器高  40

内外面にカーボン付着。色調 灰白色。
内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。
残存を 分類Cb

108--3

114-8
1311

皿 O-16, 柱 穴
埋 土

日径 (173)
底径 (98)
器高 485

色調 灰白色。内外面ともにロクロ調整。
底部 回転糸切の後ヘラケズリ。
残存昔 分類Ca

108--4

114-9 耳皿 3層M― 8
1最大 鴨 2 色調 にぶい貢橙色。底部 回転糸切。
残存 底部 のみ。

108--6
芹

114-― 10
1348

耳 皿

Q-17

口径 (65)
底径 (48)
器高 (15)

色調 タト面 浅黄橙色,内面 灰白色。
底部 回転糸切。
残存】

108--6

右

114-11
焼 塩 壷
1313

K-20, 3号土壌
埋上下部

口径  54
底径  26
器高  76
最大径 64

色調 外面 明褐灰色,内面 淡赤橙色。手づくね成形。外面
口縁部ヨコナデ,体部ヘラナ五 底部ヘラケズリ,内面口縁
言5磨減のため不明,体部と底部ヘラナデ。残存3 1類

108--9

114-12
蓋(焼塩重 )

1352

R-17
Ⅱ 層

径

径

高

底

甲

器

色調 明掲灰色。内外面ともにロクロ調整。
天丼部 回転糸切。残存■
小 皿 の可台レ枠 ‡,あ る

109--2

右



図版一番号
器   形
遺 物 番 号

出 土 区 ・ 違 構

層  位
法 量 (cnl) 徴特 写真図版

114--13
焼 塩 壷
1351

R-17
Ⅱ 層

姥

明

ぉ

５

不

４

径

径

高

日

底

器

調

面

存

色

外

残

外面 浅黄橙色,内面 にぶい橙色。
格子の叩き目。内面ロクロ調整。

国縁～体部のみ±  3類

109--2

114--14
焼 塩 壺

1332

R-19, 6号土嫉
埋 3層

口径  52
底径  45
器高 845

色調 タト面 灰白色,内面 淡橙色。内外面ともにロクロ調整。
外面 底部にヘラケズリ。底部 回転糸切。

2b類  残存争
108--10

114--15
焼 塩 壺

1353

R-19, 6号土壌
埋 4層

口径  不明
底径 (52)
器高 (62)

色調 外面 明赤灰色,内面 灰自色。外面は磨減のため調整

不明。外面 底部ナデOrヶズリ,内面ロクロ調整。

底部 回転糸切。残存■程度。 2a類
108--11

114--16
小 型 壷 ?

1301

C-22,23,1号 土躾
埋  土

明

８５

①

不

炊

歩

径

径

高

日

底

器

色調 明赤灰。内外面ともにロクロ調整。

底部 回転糸切。残存 体～底部のみ。 109--6

114--17
士霊塩

‐３‐

焼 P-17, 2号竪穴
埋土下都

明

お

０

不

５

と

径

径

高

日

底

器

色調 淡橙色。内外面 ともにロクロ調整。外面 底部回転
ヘ ラ

ケズ リ,底部 回転糸切。
残存 底部のみ。  2c類

109--1

右

114-18
焼 塩  豆
1314

Q-18,19,7号 土渡
埋 土

口径 不明
底径 (50)
器高 (22)

色調 外面 灰白色,内面 淡橙色。外面 底部上半ナデ,下半
ケズリ,内面ロクロ調整。底部 回転糸切。
残存 底部のみ

=  2b類
?          ___

109--1

左

114-19
焼 塩  重
1860

Q-19, 5号土嫉
最下層

(60)
(36)
(73)

径

径

高

口

底

器

色調 タト面 灰白色,内面 1こぶい赤橙色。外面 日縁～体部ヘ

ラナデ,底部ナデ,内面 口縁～体部上半磨減のため不明,
体部下半～底部ナデ。残存 体～底部 4・   1類

109--2

中

115--1
鉢
鵬

C-21
5 層

口径 (236)
底径 不明
器高 (80)

色調 外面にぶい橙色,内面体部にぶい橙色,日縁部 灰掲
色。内外面ともにロクロ調整。外面国縁部ヘラナデ。

残存 日縁～体部き

109--5

左

115--2
甕

３４

Q-17
Ⅱ層より攪乱

口径 (266)
底径 不明
器高 (61)

色調 タト面 にぶい黄橙色,内面 にぶい橙色。
内外面ともロクロ調整。残存 口縁部のみ →

109--5

右

115--3
鉢

３０

E-20, 1号溝
埋 6層

口径  不明
底径 134
器高 (38)

内外面にカーボン付着。色調 掲灰色。

内外面ともにロクロ調整。底部 回転糸切。

残存 底部のみと

115--4
鉢 (火鉢)

1302

C-22, 2号 土壌
埋  土

明

の

０

姥

不

５

“

．

０

ぐ

径

径

高

高

口

底

器

脚

色調 外面 淡橙色,内面 にぶい橙色。
外面 磨滅,内面 ロクロ調整。脚は正三角形状に付く
残存 底部のみ 者

109--8

115--5
不   明
1355

Q-16
暗褐色土 (Ⅱ～Ⅲの間層)

器高

最小径

最大径

色調 褐灰色。外面 ナデ。

残存
= 
脚か? 109--3

表48 瓦質土器観察表

図版―番号
器  形
違物番号

出 土 区 ・ 遺 構

層  位
特 傲

写真図版
法  量 ・ 調  整 ・ 残  仔 色   調 胎   土 焼成

115-6
鉢

1402

F-21, 2号清

埋 1層

量

画

面

存

法

外

内

残

日唇部磨滅口径(160)cm,底 径(107)cm,器 高5 2cm

口縁部粘土貼付,体部ナデ 底部 回転糸切

ロクロ調整

口縁部～底部を

外面 :黒 色

内面 :黒褐色

2而程の石英

を微少に合む

曽

議
ゝ
110-11

115-7
鉢

1420

P-17, 4号竪穴

壁溝 埋土

法量 :不 明
外面 :日 縁部粘土貼付

内面 :不 明
残存 :口縁部の 1部

外面:黒 色
内面:黒 色

2価程の石英

を合t・

ム静P

熱
ヽ

110--7

左 下

115-8
鉢 (火鉾)

1413

R-19, 6号土娯

埋 4層

量

画

面

存

法

外

内

残

口径(710)cm,最 大径 (766)fll,器 高(151)cm

日唇都ヘラミガキ ロ縁部粘土貼付 ナデ付け
ナ デ
ロ縁部～体部も

外面:灰 色

内面:黒 色

黒色の粒子を

多く合む

やヽ

買婁
ゝ

1lo―-2

115-9
鉢 (火鉢)

1416

Q-19, 5号土嫉

底 面

法量 :口 径(420)帥 ,最 大径(458)cm,器 高(65)cm

外面 1日縁部 粘土貼付

内面 :す  デ
残存 :口縁書

`み

色

色

灰

黒

面

面

外

内

黒色の粒子を

多く合む

昔

慕肇
ゝ

116-よ
鉢

1418

Q-16
Ⅲb層

法量 :器高(78,cm

外面 :不  明
内面 :不 明
残存 :口縁部 1部

外面〔灰 色

内面 :灰自色

黒色の粒子を
多く合み2 mm
程の粒子を合
む

餅

116-2
鉢 (体をI'P花文

1424

R-18, 9号土羨

埋 1層

マ
一
　

み

花

　
　
の

明

印

滅

文

部

　

花

不

体

磨

印

量

面

面

存

法

外

内

残

外面 :黄灰色

内面 :不 朗

黒色の粒子を

多く合む
熟 ヽ
110--4

右
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コ版―番号
器  形
逮物番号

出土 区・ 遺構
層  位

特 鮨
写真図版

法 昌 言団 黎 色   調 胎   土 雄 成

1ユ 6-3
鉢体をヽこ,花⊃

1424

R-18, 9号土羨

埋 1層

法量 :不 明
外面 :体部F「花文

内面 :磨 滅
残存 :Fp花文のみ

外面:剣天色

内面:不 明

黒色の粒子を

多く合む
悪 い
110--4

左

116--4
鉢

1417

P-17

Ⅱ 層

量

面

面

存

法

外

内

残

口径 (160)cm,器高 (47)cm
口縁部～体吉I刻線文
不 明
日縁部～体部,

タト画:黄灰色

内面:黄灰色

黒色の粒子を

合tl・
良好
110--7

右 上

116-5
鉢 (火 鉢)

1421

E-20

4 層

法量 :口 径 (182)cm,器 高 (47)cm
外面 1体部に子[有 り,日縁部～体部ロクロナデ ?
内面 :ロ クロナデ? カーボン多量に付着
残存 1日縁部～体部 3L

外面:黒 色

内面I黒 色

黒色の粒子を

多く合む
良好
110--7

右 下

116-6
鉢 (風炉か)

1409

R-18, 6号土装

埋 3層

法量 :口 径(150)cm,底 経(160)cm,器 高(169)cm
外面 :磨 滅
内面 :ロ クロ調整 黒漆塗跡有り

残存 :日縁部～底部■

外面:灰 色

内面:灰 色

黒色の粒子を

合む
良好 110--1

116--7
悟 鉢 R-18, 9号土装

埋 1層

量

面

面

存

法

外

内

残

不 明
片口有り

筋目4本単位

日縁部～体部 1著 I

外面:灰 色

内面:灰 色

黒色の粒子を

合む
良好

116-8
悟 鉢 R-18, 9号土残

埋 2層

量

画

面

存

法

外

内

残

不明

不明

筋目5本単位
口縁部～体部 1部

外面 :灰 色

内面 :灰  色

黒色の粒子を

合む
良好

117--1
指 鉢 (片日)

1406

R-18, 9号土羨

埋 2層

法量 :不 明
外面 :同一個体と思われる個体に片口有り

内面 :筋目4本単位
残存 :口縁部～体部 1部

外面 :灰 色

内面 :灰 色

黒色の粒子を

多く合む
普通 109--9

117--2
婚 鉢 (片口)

1410

R-18, 6号土躾

埋 3層

量

面

面

存

法

外

内

残

日径(214)cn,器 高(55)cm
片日有り,ロ クロナデ
筋目5本単位 ,ロ クロナデ
ロ縁部～体部キ

外面 :

オリーブ黒色

内面 :灰 色
良  好 良好 109--7

117-3
婚 鉢 R-19, 6号土嫉

埋 3層

量

面

面

存

法

外

内

残

日径(224)cm,底 径(82)en,器高11 9cn
ロクロ調整後,体部のみヘラナデ
筋目4本単位 ,ロ クロ調整
口縁部～底音I与

外面:暗灰色

内面:灰 色
良  好 良好 109--10

117--4
担 鉢 Q-19, 6号土残

埋 3層

法量 i底径(102)卸 ,器高(52)cm
外面 :ナ  デ
内面 :ナ  デ
残存 :体部～底部き

外面:灰 色

内面:灰黄色
良  好 良好

117-5
脚付鉢 ?

1419

Q-19,

Ⅱ 層

量

面

面

存

法

外

内

残

器高(29)cm
体部～底部にかけて脚がつけられている
ロクロ調整

底部 1部

外面 :黒褐色

内面 :灰 色

2晒程の粒子

を合む
良好

117-6
脚

1415

Q-19, 5号土羨

埋 1層

法量 :脚部径(50)em,器高(54)cm
外面 :ナ デ

内面 :ナ  デ
残存 :脚部と

外面 :褐灰色

内面 :灰褐色

2噸程のll子

を含む
良好

117-7
脚

1403

R-18, 9号土躾

埋 1層

量

画

面

存

法

外

内

残

器高 (30)cm
ナ デ
ケズリ

脚書11部

外面 :灰 色

内面 :灰 色
良  好 良好

117--8
不 明 R-19, 6号土残

埋 3層

法量 :器高 (52)cm

外面 :箱形に成形されている。ナデ

内面 :ナ  デ
残存 :日縁部～底部 1部

外面:灰自色

内面:黒 色

2耐程の石英

を合む
良好
110--5

左

117-9
不 明 Q-19, 6号土残

埋 3層

法量 :器高 (57)cm
外面 :箱形に成形されている。ナデ

内面 :ナ  デ
残存 :日縁部～底部 ユ部

外面:黒 色

内面:黒 色

2m耳程の石英

を合む
良好
110--5

右

118--1
不 明 R-19, 6号土壌

埋 3層

法量 :器高 (77)cm

外面 :日縁部ヘラ】大工具で施文,体部ケズリ後ナデ 底
部ケズリ

内面 :ナ デ  残存 1回縁部～底部 よ音I

外面:暗灰色

内面:灰 色
良   好 普通 110--3
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図版―番号
器   形
遺 物 番 号

出 土 区 ・ 遺 構

層  位
特 徴

写真図版
法 量 調 整 残 存 色   調 胎   土 焼成

118--2
不 明 R-18, 6号土壌

埋 2層

法量 :日 径(62)cm,器高(40)c ft
外面 :日唇部体部に孔有り,日 唇部ヘラ状工具で施文,

日縁部～体郡ナデ

内面 :日縁部～体部ナデ 残存 :口縁部～体部 1部

外面 :黒褐色

内面 :掲灰色
良   好 普通 110--8

118-3
獣 足 片

1407

Q-18, 4号竪穴

埋  土

法量 :脚部高4 6cn,器 高(82)cm
外面 :獅子顔面を陽亥」し,脚部としている
内面 :ロ クロナデ

残存 :脚部 1足

外面i暗灰色

内面:暗灰色
良  好 普通 110--6

118--4
三足付鉢

1401

E-20, 1号溝

6層

法量 :底径(176)em 風炉か
外面 1体部に窓を有す,獅子顔面を陽刻し脚に足形を用い

ている  内面 :ロ クロ調整,円状に亥」線有り
残存 :体部～底部脚部 1足 三獣足

外面:暗灰色

内面:暗灰色

2誌程の石央

を多く合む
普通
110--9

-10

表49 軒丸瓦観察表
圏版一番号 文 様・遺物番号 出土 区・ 遺構・ 層 瓦当面直径(cn 特 徴 分類 写真図版番号

119--1 九 曜  イー 6 C-21,1層 13(133)
瓦当 表面裏面共磨耗力Чよげしぃ。焼成悪く
断面部黄褐色を呈している。 I 111-4

119-2 九 曜   イー14 C-21, 4層下部
丸瓦表面に維方向のナデあり
裏面にナデ及一部布目痕あり。 ll

119-3 九 曜   イー22 C-22,3層 16(164)
瓦当 裏面にナデあり,
瓦当面に疱のズレがみられる。 ll

119-4 九 曜   イー39 C-21,22,4層 下部 16 3
九瓦表面 に維方向のナデ 裏面に布目痕及縄
目痕 あり。釘穴 あり。

瓦当面 に竜のズ レがみ られる。

皿
111-2
113--2

119-5 九 曜   イー23 C-22, 3層 16

丸瓦表面 に縦方向のナデあり,裏面 に布 目痕
あり。

瓦当面 に疱のズ レがみ られる。

皿

119--6 九 曜   イー60 F-22,1層
瓦当接合部に縦方向の工具痕あり。
瓦当面にたのズレがみられる。 皿

119-7 九  日逐  イー 94 Q-15, Ⅱ層
瓦当接合部 に円弧状の工具痕 あ り。

瓦当裏面にナデあり。 Ⅲ

119-8 九 曜   イ 107
P-19
4号土壊,埋 2層

152
瓦当裏面にナデあり。
瓦当面に適のズレがみられる。 Ⅲ

119--9 九 曜   イー64 C-21,4層
丸瓦表面に維方向のナデあり。
裏面部にはナデ及一部布目痕あり。 皿 116-1

119--10 九 曜  イ■17 C-22, 3層 16 2
九瓦表面に縦方向のナデあり。裏面全面に布

目痕 あ り。釘穴 あり。

瓦当面 にたのズ レがみ られる。

Ⅲ

120--1 九 曜   イー16 C-21. 4層 172
丸瓦表面 に縦方向のナデあ り。

裏面に布目痕及縄 目痕 あり。

屁当面 にたのズ レがみ られる。

Ⅳ

120--2 九 曜  イー20 C-22,埋 1層 17 0
瓦当裏面に円弧状の工具痕 あり。

瓦当面 に疱のズ レがみ られる。 IV

120-3 九 曜   イー18 C-21, 5層 172
瓦当接合部に円弧状の工具痕があり。
瓦当面に指ナデあり。
またたのズレがみられる。

IV 111-]

120-4 九 I選   イー57 F-21, 1号溝 169
瓦当面に指ナデあり。
また疱のズレがみられる。 Ⅳ

120--5 九 曜   イー15 C-21, 4層 167
丸瓦表面に縦方向のナデあ り。

裏面に布 目痕及縄 目痕 あり。

瓦当文 に池のズ レがみ られる。

IV

120-6 九 躍   イー74 G-24, 2層 170
九瓦表面にナデあり,裏面に布目痕あり。
瓦董面に指ナデあり,ま た池のズレがみられ
る。

Ⅳ



四版一番号 文 様  遺物番号 出土 区 ・遺 構・ 層 瓦当面直径(cm 特 徴 分類 写真図版番号

120--7 九 曜   イー17 C-21. 4層 17 2
丸瓦表面 に維方向のナデあり。

裏面 に布目痕及縄 目痕 あり。

釘穴 あり。

Ⅳ

121--1 九 曜   イー63
1号溝

F-21,埋土 17(166)
瓦当接合部 に円弧状の工具痕 あり。

瓦当裏面 にナデあ り。

瓦当面 に屯のズ レがみ られる。

Ⅳ

121--2 九 曜   イー 1 C-20, 1層 178
瓦当面 に竜のズ レがみ られる。

V

121--3 九 曜   イー30 C-22, 4層
九瓦表面に縦方向のナデあり。
裏面に布目痕及縄目痕あり。
瓦当接合部に円弧状の工具痕あり。

V 111-3

121--4 九 曜  イー58 F-21,墓 壊 瓦当裏面 にナデあ り。 V

121--5 九  I吾  イー67 G-20, 2層 17 5
九瓦表面にナデあ り。

裏面に布 目痕 あ り。

瓦当面 に竜のズ レがみ られる。

121--6 九 曜   イー25 C-23, 3層 17 5
瓦当面に指ナデあり。
また指オサエによる凹凸が一部みられる。
瓦当接合部表面に工具痕あり。

V

121-7 九 曜   イー10 C-21, 4層
九瓦表面に縦方向のナデあり。
裏面に布目痕及縄目痕あり。

121--8 九 H避  イー12 C-21, 4層 17 8 瓦当裏面にナデあり。

122--1 九 曜   イー32 C-22, 4層 瓦当面に指ナデあり。 Ⅶ

122-2 九 曜  イー 5 C-21, 1層 瓦当面 にたのズ レがみ られる。 Ⅶ

122-3 九 曜   イー50 F-20, 2層 19 6
瓦当接合部に円31R状の工具痕あり。
瓦当面に屯のズレがみられる。
瓦当裏面にナデあり。

Ⅶ

122--4 九 曜   イー13 C-21, 4層 19 2
瓦当面に指ナデあり。九瓦表面に縦方向のナ
デあり,裏面に布目痕及縄目痕があり,維方
方向にヘラキズがみられる。釘穴あり。

Ⅶ 113--1

122-5 九 曜   イー38 C-23,3層
九瓦表面に維方向のナデあり,裏面全面 に布
目痕及縄 目痕 あ り。

釘穴 あ り。

Ⅶ

123-1 巴十連珠 , イー 7 C-21, 2層
焼成悪い,断面部が黄褐色。
磨耗がは1デし、ゝ。 I

123-2 巴十連珠 , イー84 Q-16, Ⅱ層
瓦当裏面にナデあり。
巴文は尾長系。

123-3 巴十連珠 , イー97 Q-16,Ⅲ層
焼成悪 い。

瓦当接合部 に工具痕 あり。

巴文は尾長系。

皿

123--4 巴十連珠 , イ 170 Ⅱ 区,I層 16 6
瓦当裏面 にナデあ り。

巴文は尾長系。 ■l

123--5 巴十連珠 , イー 1] C-21, 4層 17 2

瓦当裏面 と九瓦表面 にナデあり。

九瓦裏面 に布 ロス リケシあり。 IV 111-8

123--6 巴十連珠 , イー42 :耽 究4層
瓦当裏面にすデあ 9。
瓦当接合部に円弧状の工具痕あり。 IV

123--7 巴十連珠 , イー85 Q-19, Ⅱ層 17 0
瓦当裏面 にナデあ り。

瓦当接合部 に円 lTk状 の 工具痕 あり。

巴文は尾長系

IV 111-7

123--8 巴十連珠 , イー83 R-15,I層 16 5

瓦当接合部に縦方向の工具痕あり。
巴文は尾長系。 Ⅳ



図版一番号 文 様 ・遺物番号 出土 区・ 追構
:層 瓦当面直径(cm) 特 徴 分類 写真図版番号

123-9 巴十連珠 , イー41
Q-18, 5号土坂
埋 1層

瓦当接合部に円弧状及縦方向の工具痕あり。

丸瓦表面に布目痕,裏面にナデあり。釘穴あ
り。巴文は尾長系。

Ⅳ

123-10 巴十連珠 ,イ ー40 C-22,   4層 17 0
瓦当裏面にナデあり。丸瓦裏面に布目痕・縄

目痕あり。九瓦表面にナデあり。

釘穴あり。

Ⅳ

124-1 巴十連珠 , イー86 Q-18,   こ層
瓦当表面上部の周縁あがり国のところに亀裂,

表面にすデあり。丸瓦裏面に布目痕,表面に
すデあり。巴文は右巻。

Ⅳ

124-2 巴十連珠 , イー89 R-15,   I層
焼成悪い。瓦当裏面にナデあり。

接合部に円抵状の工具痕あり。
巴文は尾長系。

IV

124-3 巴十連珠 , イ 144
Q-18,19,6号 土壌
埋 3層

16 7
瓦当接合部に縦方向の工具痕。
瓦当裏面にすデあり。
巴文は尾長系。

Ⅳ

124-4 巴十連珠 , イー11]
Q-16, 2号竪穴
埋 1層

17 0

瓦当表面上部の周縁 にたのズレあ り。

九瓦裏面に布 目痕 あり。

巴文は尾長系。

Ⅳ

124-5 巴十連珠 , イ■ 33
R-19, 6号土崚
埋 3層

16 6 丸瓦裏面に布目痕,表面にナデあり。 Ⅳ

124-6 巴十通珠 , イー164
R-19, 6号土壌
埋 3層

170
焼成悪い。

九瓦表面 にナデあ り。

巴文は尾長系。

Ⅳ

124-7 巴十連珠 , イー112 皿 区,   3層
瓦当表面の連珠部に疱のズレあり。

九瓦表面にすデあり。 V

124-8 巴十連珠 , イ 126
P-15, 8号土壊
坦 2層

Ⅵ

124-9 巴十連珠 , イー150
Q-18, 6号土装
埋 1層

焼成悪 く,断面の一部 が赤褐色 を呈 している。

瓦当表面が磨耗 している。

巴文は尾長系。

Ⅵ

124-10 巴+連珠 , イ 116 C-23,   3層
瓦当裏面にナデあり。
九瓦裏面に縄目痕,布目痕あり。
巴文は右巻。

lll 111-9

125-1 巴 G-24.   2層 152
瓦当接合部 工具痕 あり。

焼成やや悪 い。

色調黄灰色,巴文は右巻。

125-2 巴 Q-15,  Ⅱ層
瓦当接合部工具痕あり。
(接合部 黒灰色) Ⅱ

125-3 巴
Q-18, 6号土羨
青色砂質土

156
瓦当接合部工具痕あり。

裏面に指紋痕あり。
巴文は右巻で尾長系。

皿

125-4 巴 F-21,  4層 164
瓦当接合部工具痕あり。
巴文は右巻で尾長系。 Ⅲ

125-5 巴 C-22,   2層 Ⅲ

125-6 巴 Q-15,   Ⅱ層 裏面指ナデ(?)あ り。 Ⅳ

125-7 巴 R-18,  Ⅱ層 16 6 巴文は右巻で尾長系。 Ⅳ

125-8 巴 Q-15,  Ⅱ層
瓦当表面に本 目痕 あり。

瓦当接合部 にナデあり。

色調 灰 白色。

Ⅳ

125-9 巴
P-17, 2号竪穴
最下層

裏面ハケナデあり。 hf

125-10 巴
Q-19, 5号土羨
埋 1層

丸瓦裏面に布 目痕 あり。

巴文は尾長系。 Ⅳ



図版―番弓 文 様・遺物番号 出土 区・ 追構 ・ 層 瓦当面直径(cm) 特 徴 分類 写真図版番号

125-11 巴
R-19, 6号 土羨
埋 1層

17 2
裏面ハ ケナデ痕 あり。

巴文は尾長系。 Ⅳ

125-12 巴
Q-18, 5号土躾
埋 1層

17 0
九瓦裏面に布目痕あり。
瓦当と九瓦接合部下に工具痕あり。
九瓦表面にヘラケズリ,巴文は尾長系。

Ⅳ

125-13 巴 173 Ⅱ 区,   I層 174
瓦当接合部にナデあり。
巴文は尾長系。 Ⅳ

125--14 巴 Ⅱ 区,   I層 174
裏面ハケナデあり。

軒九型の中 に木 目痕 あり。

巴文は右巻で尾長系。

Ⅳ

126--1 巴 F射,聾摺 瓦当接合部にすデあり。 V

126--2 巴 G-24,   2層 18 4 巴文は右巻。 V

126--3 巴 C約,誕 17 7
色調灰自色。
瓦当接合部工具痕あり。 V

126-4 巴 G-24,  2層 17 9
瓦当接合部工具痕あり。
同縁と瓦当面のみ残存。
巴文は尾長系。

V

126--5 巴
R-19, 6号土壌
埋 2層

17 8 色調 灰白色 ,ナ デ痕 あ り。 V

126-6 巴 P-15,   Ⅱ層 180
焼成悪い。色調 灰 臼色。

瓦当接合部 にナデあり。

巴文は右巻で尾長系。

W

126--7 巴 132 J-24,  2層 176
九瓦裏面に布目痕あり。
瓦当接合部にナデあり。
色調 灰白色,巴文は尾長系。

V

126-8 巴 G-24,   2層 176
瓦当表面に木目痕あり,巴文は右巻で尾長系。
瓦当裏面にナデあり。
瓦当接合部に工具痕あり。

V 111--5

126-9 巴 Q-18, 6号土壌 18 4 巴文は右巻で尾長系。 V

126--10 巴 Q-19, 6号土接 175
瓦当表面にハケナデ?あ り。
瓦当表面周縁にゆがみあり。
九瓦裏面にヘラキズあり,巴文は尾長系。

V 111--6

126--11 巴 8 C-22,   3層 色調 灰 臼色。 Ⅵ

127-― ユ 巴 9 C-21.   4層
瓦当接合部工具痕 あり。

焼成やや悪い。

色調 黄灰色。
Ⅵ

127--2 巴 G-24,25, 2層
色調 灰 白色。
巴文は尾長系。 Ⅵ

127-3 巴 Q-18, 5号土躾
埋 1層

186 巴文は尾長系。 Ⅵ

127--4 巴 P-17.   Ⅱ層
瓦当接合部工具痕あり。
巴文は尾長系。 Ⅵ

127--5 巴
R-19, 6号 土残
埋 1層

瓦当接合部工具痕あり。
瓦当裏面ナデあり。
巴文は尾長系。

Ⅵ

127--6 巴
P-15, 8号土嫉
埋 1層

194 巴文は尾長系。 Ⅵ

127--7・ 巴
Q-19, 6号土躾
埋 1層

焼成やや悪い。

巴文は尾長系。 Ⅵ



図版一番号 文 様・遺物番号 出土区・遺構・層 瓦当面直径(cm) 特 徴 分類 写真図版番号

127-8 巴
R-19, 6号土躾
埋 3層

185
色調灰 白色。

瓦当接合部 に工具痕 あり。

巴文は尾長系。

Ⅵ

127-9 巴 C-22,   3層 212 周縁のみ残存のため文様不明。 Ⅷ

127--10 巴 Q-18,   Ⅱ層 20 2 巴文は尾長系。 Ⅷ

127-― ユ〕 巴
R-19, 6号土狭
埋 1層

瓦当接合部に工具痕あり。
巴文は右巻で尾長系。 Ⅷ

128-1 菊花文,  イー 3 C-20,  3層 120 瓦当裏面に円弧状のナデあり。 I
111-11

左

128--2 三引両, イー70 G肌,1藤 145 Ⅱ
111--12

右

128--3 三引両, イ■ 14 皿,Ⅳ 区,排土,表採 瓦当表面の周縁幅部分の磨耗力Чよげしい。 ]
111--12

左

128-4 三引両, イー46 E-20,  4層 瓦当裏面に円弧状のナデあり。 Ⅲ

128-5 三引両, イー47 E-20,  4層 155 瓦当裏面 に円弧状のナデあり。 111--10

128-6 三引両、 イー 4 C-21,  1層
瓦当裏面にナデあり。

瓦当面接合部 に工具痕。

九瓦裏面に布 目痕 ,表面 にヘラナデあり。
Ⅳ

128--7 巴     イー125
P-15, 8号土躾
底  面

不   明 巴文は尾長系。

128-8 巴十連珠 , イー68 G-22.   1層 不   明 巴文は右巻。

128--9 巴 ?  イ■53
R-19, 6号土竣
埋 3層

不   明
焼成悪い。胎上には0 1cm位 の石英及黒色粒

を合んでいる。
巴文は尾長系。

128-10 巴 イ -92 Q-15,皿層上部 不   明
瓦当裏面 にナデあり。

胎土 に0 1cm～ 0 2cn位 の黒色粒 を含んでいる。

巴文は尾長系。

128-11 巴     イ 142
R-18, 6号土躾
埋 1層

不  明
瓦当裏面にナデあり。
瓦接合部に工具痕あり。

胎土に小石を含んでいる。巴文は尾長系。

128--12 巴十連珠 , イー27 C-22,   4層 不   明

128-13 巴十連珠 , イ-76 」-24,  2層 不   明
瓦当裏面にすデあり。
九当接合部に縦方向に工具痕あり。

128-14 菊花文,  イー168 Q-16,  攪舌L 不   明 瓦当接合部に工具痕あり。
111-11

中上

128-15 九 曜, イー19 C-21,   6層 不   明



表50 軒平瓦観察表

コ版一番号 遺物番号 文   様 花弁 文様 出土区・追様・層 瓦当面・長さ×幅 特 徴 分  類 写真図版番号

129--1 ロー 8 均整唐草文 C-22,   3層 (120)× 56 A― ]

129-2 ロー87 均整唐車文 細 桔 榎 J-23,  1層 (117)× 60
焼成悪く,瓦当文様の磨耗が
1よ げし,N。

A-2
112--8

右

129--3 ロー15 均整唐草文 細  倍 榎 D-22,   1層 (148)× 62 瓦当表面周縁部
・裏面 にナデ

あり。平瓦表面にナデあり。
A-2

129-4 ロー90 均整唐草文 細  桔 榎 P-18,   Ⅱ層 (120)× (57) 焼成悪
い。

瓦当裏面にナデあり。
A-2

112--8

左

129-5 ロー109 均整唐草文 細  桔 梗 2号竪穴,埋土 (150)× 57
瓦当裏面にナデあり。
肥土に黒色粒あり。

A-2

129--6 ロー 2 均整唐草文 細  桔 梗 C-21,  4層 (9 1)× 56 焼成悪く,黄 tFJ色 を呈してヤ
る。

A-3
112--6

右

129-7 ロー 9 均整唐草文 細  桔 梗 C-22,   3層 (137)× 57 瓦当表面 に砂粒 を合む。 A-3
112--6

左

129-8 ロー21 均整唐草文 細  桔 榎 E-21,  5層 (150)× 56 瓦当裏面にナデあり。 A-3

129--9 ロー23 均整唐草文 細  倍 榎 F-21,  4層 (146)× (60) 瓦当裏面 にナデあり A-3

129--10 ロー113 均蜜唐卓文 細 桔 榎 Q-15,   Ⅱ層 (123)× (40) 瓦当裏面にナデあり。 A-3

129--11 ロー115 均整唐草文 貪」形 桔 榎
P-15,
8号土嫉,埋土 (95)× (40) A-4

112--4

右

129-12 ロー69 均整唐草文 剣 形 桔 榎 G-19,   2層 (80)× (51) 瓦当裏面にナデあ り。 A-5
112--4

左

129--13 ロー84 均整唐草文 剣 形 桔 榎
G-21,
1号溝,埋土 (H5)× 55 A-5

129--14 ロー107 均整唐草文 剣 形 桔梗 6号土壊,埋 1層 (170)× (36) A-5 112-5

130～一ユ ロー123 均整唐草文 剣 形桔梗
R-19
6号土嫉,埋 2層 (180)×

56 瓦当裏面,平瓦表面にナデあり A-5 112--1

130--2 ロー22 均整唐草文 桔 榎 E-21,  5層 (182)× 52 辛瓦表面にナデあり。 A-6 112--2

130-3 ロー112 均整唐草文 桔 IIE Q-15,   Ⅱ層 (125)× 55 平瓦表面 にナデあり

(02・ 03間 か くの線 )
A-6

130-4 ロー14 均整唐草文 梅
C-23,
2号土壌 (102)× 54 瓦当裏面にナデあり。 A-7

130--5 ロー 4 均整唐車文 C-21,   5層 (107)× 57 瓦当裏面 にナデあり。 A

130-6 ロー 6 均整唐草文 c-21,   6層 (127)× 50 瓦当裏面にナデあり。 A

130-7 ロー25 均整唐草文 F-21,
1号溝 ,埋土 (120)× (47) A

130-8 ロー68 均整唐革文 G-22.   4層 (90)× (40) A

130-9 ロー85 均整唐草文 K-20,
1号暗県,埋土 (100)× (43) 平瓦裏面,表面にすデあり A

130-10 ロー88 均整唐草文 G-24,   3層 (104)× (44)
瓦当裏面にすデあり。
胎上に黒色粒を含む。

130-11 ロー97 均整唐草文 Q-17,   Ⅱ層 (12 0)× (4 0) 焼成 ,良 好

130-12 ロー103 均整唐草文 P-15,
8号土城,埋土 (95)× 57 瓦当裏面にナデあり。 A

130-13 ロー106 均整唐車文 P-17,
2号竪穴,埋 ユ層 (137)× (43) 瓦当裏面 にナデあり。 A

130--14 ロー108 均整唐草文 Q-15,  Ⅱ層 (62)× (53) A

130--15 ロー111 均整唐草文 Q-15,   Ⅱ層 (135)× (55) A

130--16 ロー120 均整唐草文 Q-17,   Ⅱ層 (98)× 57 焼成 ,良 好。
瓦当裏面にナデあり。

A

131--1 ロー20 均整唐草女 笹 文 E-21,  5層 (160)× 53 瓦当裏面にナデあり。 B-1 112--7

と31--2 ロー17 均整唐草文 三 ツ葉藤桐 E-20,  4層 (7 7)× (4 0) B-2 112--9
左 下



]版―番号 違物番号 文   様 花弁 文様 出土区 ,遺様・層 瓦当面 ,長 さX幅 特 徴 分  類 写真図版番号

131-3 ロー16 均整唐草文 三 ツ葉藤桐 D-20,   1層
(cm)

(70)× (41) 平瓦表面・裏面にナデあり。 B-2

131--4 ロー19 均整唐草文 三 ツ葉藤桐 E-21,  4層 (83)× (30) B-3 112--9
左 上

131--5 ロー116 均整唐草文 三ツ葉藤桐
P-17,
2号竪穴,埋土 (73)× (45)

B-4

131--6 ロー27 均整唐草文 四 ツ会」菱
E-21,
石敷上,埋土 (1215)×

53 焼成悪 い。 B-5

131--7 ロー124 均整唐草文 四 ツ剣菱
Q-18,
6号土壌,埋 3層 (125)× (45)

B-6 112-3

131--8 ロー119 均整唐草文 四 ツ桔榎菱
G-21,
1号溝,埋土 (150)×

60 焼成悪
い。

瓦当文様部 の磨耗 力Чよげ し↓
B-7

131-9 ロー105 均整唐草文 菊 花
Q-19,
5号土壌,埋 1層 (127)× (57)

B-8

131-10 ロー104 均整唐草文
Q-17
6号溝,埋土 (97)× (33)

B-9

131-11 ロー94 均整唐草文
R-18,19
6号土羨,埋 1層 (120)× 50 B-9

131--12 ロー26 均整唐草文
F-21
4 層

(14 3)× 5 4 B-4 112-9

131-13 ロー 7 均整唐草文
C-22,
3 層 (138)X52 B-2

表51 平瓦観察表

図版―番号 遺物番号 出土区・遺構・層 法量(長さX ttX厚 さ)cm 特 徴 分 類 写真図版番号

132-1 ロー18 E-20,   2層 244× (190)× 165
婉曲が大きい。表面に横方向のナデ,裏面に荒い
ナデあり。
刻印あり。残存争

I

132-2 ロー57 G-23,   1層 245× (206)× 2 0
表面が■程IJ離,残存部分にはナデあり。
裏面は縦方向に荒いナデあり。
ほぼ完形。

I 113--6

132-3 ロー125 J-24,  2層 241× (115)× 19
表面の側部 は縦方向,そ の他の表面 に横方向のナ
デあり。焼成良好,色調は銀色 を呈 している。
残存 歩

I

132--4 ロー 11 C-22,   2層 256× (134)× 1 9
表面の側部は縦方向,そ の他の表面に横方向のナ
デあり。表面尻部に×印のヘラキズあり。
刻印あり。残存歩

132-5 ロー10 C-22,  4層 271× (137)× 20
表面の側部 に維方向,そ の他の表面 には横 方向の
ナデあり。裏面に縦方向のヘ ラキズあ り。

残存 2L

Ⅱ

132--6 ロー35 F-22,  4層 268× 241× 225
表面の側部 に縦方向,そ の他の表面 に横方向のナ
デあり。裏面に縦方向の荒いナデあり。

ほぼ完形。

Ⅱ

133--1 ロー48 G-20, 石敷
埋 1層

271× (179)× 19
表面の側部に縦方向,そ の他の表面に横方向のサ
デあり。裏面に縦方向の荒いナデあり。
残存告

lI

133--2 ロー50
P-17
2号竪穴,最下層

268× 240× 20
表面側部 に縦方向,そ の他の表面 に横方向のナデ
あり。裏面に縦方向の荒 いナデあり。

残存昔

Ⅱ 113--7

133-3 ロー126 Q-19, 渡
層
±
１
号
埋

(205)× (230)× 15
表面側部に縦方向,そ の他の表面に横方向のナデ
あり。裏面に縦方向の荒いナデあり。
残存歩

Ⅱ

133--4 ロー127
P-16,17

2号竪穴,最下層
27× (145)X19

表面側部に綻方向,そ の他の表面に横方向のナデ
あり。
裏面の周縁にL字 ,吠のケズリあり。
裏面側部に指頭圧痕あり。
焼成良好,色調は銀色を呈している。
残存歩

Ⅱ

133-5 ロー51
R-19
6号土壌,埋 3層

277× 253× 21
表面の側部に維方向,そ の他の表面に横方向のナ
デあり。裏面に維方向の荒いナデあり。
残存争

皿 113--5

133-6 ロー52
G-21,
1号溝,埋 土

301× (162)× 23
尻部に釘穴2個貫通している (九穴)
表面,裏面にナデあり。 V



表52 丸瓦観察表

図版一番号 違物番号 出土区 進構・層 法量(長 さX ttX厚さ)er 特 徴 分類 写真図版番号

134-1 ロー41 R-18,   Ⅱ層 260× 145× 20
表面 に縦方向のナデあり。裏面側部及頭部 は面取

りされ,布 目痕・縄 目痕及一部縦方向にヘ ラキズ
あり。焼成良好。色調は銀色 を呈 している。

I-1

134-2 ロー39 P-17, 2号竪穴 263× 155× 22
表面にナデあり。
裏面倒部及頭部は面取りされ,布目痕あり。 I― ] 113--4

134-3 ロー38 P-15,   皿層 295× 150× 26
表面 にナデあり。

裏面側部及頭部は面取 りされ,布目痕及一部ヘ ラ
キズあり。

I―〕

134-4 ロー37 C-20,   2層 287× 142× 29
表面 にナデあり。裏面側部及頭部は面取 りされ ,

布目痕及縄 目痕 あり。

王縁部の小日に刻即あり。

I-1

135-― ユ ロー61 G-24,   2層 330× 170× 23
裏面側部及頭部 は面取 りされ ,

布目痕 あり。 I-1

135-2 ロー129 G-24,   2層 295× 156× 21
裏面側部 は面取 りされ,布目痕・縄 目痕及一部 ヘ
ラキズあり。

胎土 に0 1crl位 の黒色粒 を含む。

I-2

135--3 ロー67 G-20,  石敷 320X160× 20
裏面側部及頭部は面取りされ,布目痕及縄目痕
あり。

135-4 ロー40 E-21, 埋 1層 335X166× 25
焼成良好,色調は銀色 を呈 している。
裏面側部及頭部は面取 りされ,布目痕及縄 目痕
あ り。

136-1 ロー62 E-21,  5層 338× 170× 24
焼成良好,色調は銀色を呈している。
裏面側部及頭部は面取りされ,布目痕・縄目痕
あり。

113--3

136-2 ロー64 G-21,   2層 325× 173× 27
表面ナデあり。

裏面側部及頭部は面取 りされ,布目痕・縄 目痕 あ
り。玉縁と焉の月ヽ 日に亥UF口 あり。

136--3 ロー128 C-21,   2層 332× 115× 20
焼成良好,色調は銀色 を呈 している。
表面ナデあり。裏面側部 は面取 りされ,布 目痕 及
一部縦方向のナデあり。

ll-2

136--4 ロー60 」-25,  2層 332× 180X28
表面ナデあり。

裏面側部及頭部は面取 りされ,布 目痕 あり。
尻部小日に刻 F口 あり。

Ⅱ-3

137-― ユ ロー83 K-20, 2号暗渠 380X174× 27
表面ナデあり。

裏面側部及頭部は面取 りされ,布目痕 あり。 Ⅱ-3

137--2 ロー132 J-24,  2層 340× (135)× 20
焼成良好,色調 銀色を呈している。
表面ナデあり。裏面‖」部及頭部は面取りされ,布
目痕あり。

Ⅱ-3

137--3 ロー63 G-24,   1層 342× (175)X30
表面磨耗している。
裏面側部及頭部は面取りされ,布目痕あり。 □

137--4 ロー131 G-23,   2層 (300)× 180× 23
表面ナデあり。焼成良好,色調は銀色 を呈 してい
る。裏面側部及頭部は面取 りされ,布 目痕及中央
に縦方向のヘ ラキズあり。

皿

表53 軒桟瓦観察表

図版―番号 遺物番号 出土区・造構 層 法量(長 さXtt X厚 さ)cm 持 微 分類 写真図版番号

138--1 ロー59 G-23,   5層 335× 343× 20
平凡表面に横方向のナデあり。丸瓦表面に紐方向
のナデあり。巴上面は九味 を帯び尾は長めである。
釘穴 3個 あり貫通 している。平凡表面頭部右角
全面が面取 りされている。

I-1

138--2 ロー31 C-22,  2層 330X340× 20
平凡表面に横方向のナデあり。九瓦表面 に縦方向
のナデあり。巴上面は平坦 になっている。

釘穴 3個 あり。平凡表面頭部右角 全面が面取 り
されている。

112--11

138-3 ロー36 G-23,   3層 32_5× 345× 22
平凡表面に横方向のナデあり。九瓦表面に縦方向
のナデあり。巴上面は丸味を帯び尾は長めである。
釘穴3個 あり。平凡表面頭部右角全面が面取りさ
れている。

112--10

138-4 ロ ー 43 E-21, 1号溝
埋 2層

330× 340× 20
平凡表面に横方向のナデあり。九瓦表面 に縦方向
のナデあり。巴上面は九味 を帯 び尾は長めである。

焼成良好,色調は銀色 を呈 している。



図版一番号 逮物番号 出土区・逮構 ・層 法量(長 さXttX厚 さ)cn 特 徴 分類 写真図版番号

138-4 ロー43 E-21, 1号 濤
埋 2層

330× 340× 20
釘穴3個 あり貫通している。
九瓦裏面に一部横方向にヘラキズあり。
九瓦表面頭部右角全面が面取りされている。

139-― ユ ロー46 E-21, 1号 溝
埋 2層

(322)× 337× 21

平瓦表面に横方向のすデあり。
丸瓦表面に維方向のナデあり。
小巴接合部に横方向のヘラ状工具痕あり,釘穴 3
個あり。九瓦表面頭部右角全面が面取りされている。

I-2

139--2 ロー55 G-23,   2層 328× 345× 20
平瓦表面に横方向のナデあり。九瓦表面に縦方向
のナデあり。小巴接合部に横方向のヘラ状工具痕
あり。釘穴3個 あり。九瓦裏面右頭部にヘラキズ
あり。九瓦表面頭部右角全面が面取りされている。

I-2

139--3 ロー29 C-20,  2層 315× (216)× 22
平瓦表面に横方向のナデあり。丸瓦表面に縦方向
のナデあり。巴上面は平坦になっている。九瓦裏
面に縦方向にヘラキズあり。平瓦尻部に釘穴 3個
中央に1個 あり。維方向のソリが大きい。

Ⅱ

表54 桟瓦観察表

表55 塀平瓦観察表

コ版‐番号 逸物番号 出土区・遺構・層 法量(長さXttX厚 さ)cm 特 徴 分類 写真図版番号

140--1 ロ ー 28 C-20,   2層 317× 338× 20

尻部 に釘穴 2個貫通 している。
尻部の左側 に切込みあ り。

頭部小口左端 に刻印あ り。

表面にナデあり。

I

ユ40--2 ロ ー 45 F-21,  1号溝
埋土

303× 368× 21
尻部 に釘穴 3個貫通 している。
尻部の左角に面取 りがされている。

表面 に維方向のナデあり。
Ⅱ 114-5

140--3 ロ ー 58 G-23,   1層 290× 332× 20
尻部に釘穴3個 あり, 1個 は釘が残存し, 2個は
貫通している。尻部左角に面取りされている。
表面の九瓦に縦方向,平瓦に横方向のナデあり。
裏面にヘラケズリ,ナデあり。

Ⅲ

140-4 ロー 30 C-22,   2層 302× 346× 22
尻部 に釘穴 3個貫通 している。

表面 にナデあり。 Ⅳ 114--6

140-5 ロ ー 56 I-24.   2層 302× 355× 22
尻部に釘穴3個 あり,中 に釘が残存している。

表面にナデあり。 14

140-6 ロ ー 47 C-21, 1号 溝
埋土

300× (283)× 22
尻部 に釘穴 3個 あり, 1個 は釘が残存 し, 2個は
貫通 している。 尻部右側 に釘穴 あり。
表面にナデあり。

図版一番号 追物番号 出土区・遺構・層 法量(長さXttX厚 さ)cm 特 徴 分類 写真図版番弓

141-1 ロー34 F-22,  5層 286× 381× 34
表面左右 に水切 りあり,ナ デあり。
尻部 に釘穴 3個貫通 している (角穴 )
ほぼ完形

1-1

141--2 ロー70 G-22,   4層 (217)× 382× 34
表面の左右に水切りあり。
表面にナデあり。 I■

141-3 ロー53
G-21,
1号溝,埋 1層

288× 871× 33
表面の左右 に水切 りあり。尻部 に釘穴 3個 あり。
2個 のみ貫通 している (丸穴 )
表面 にナデあり。

I-2
114-1
-3

141--4 ロー65 G-24,25, 2層 355X377× 34
表面の左右に水切りあり。尻部に釘穴 2個貫通し
ている (丸穴) 表面にナデあり。焼成 良好。
裏面にナデ,指圧痕あり。

I-3

142--1 ロー32 C-21,   3層 348× 375× 38

表面の右側に水切りがあり,左側に桟がある。

尻部に釘穴3個 あり, 1個のみ貫通 (九穴)し てい

る。中央部に釘穴あり。

表面にナデ,裏面にナデと縦方向のヘラキズあり。

Ⅱ

142--2 ロー135 G-21,   2層 351× (266)× 35
表面の右側に水切りあり。
尻部に釘穴 2個貫通している (丸穴)
表面・裏面にナデあり。

Ⅱ

142-3 ロー54 G-24,25, 2層 305× 377× 32
表面の右側 に水切 りがあり,左狽」に桟接合のヘ ラ
状工具痕 あり。尻部 に釘穴 2個貫通 している。儀
穴)  表面・裏面にナデあり。

皿
114--2

-4

395



図版一番3 遺物番号 出土区・遺構・層 法量(長 さX ttX厚 さ)cm 特 徴 分類 写真図版番3

142-4 ロ ー33
E-21,
石敷上面

292× (218)× 32
尻部に釘穴2個貫通している。 (角 穴)
表面 裏面にナデあり。 皿

143-ユ 口■ 33 I-24,  2層 299× 377× 30
表面の右側に水切りがあり,左側に桟接合のヘラ
ケズリあり。尻部に釘穴3個 あり, 2個のみ貫通
している。(九穴) 表面にナデあり。

皿

143--2 ロ ー 134 G-24,   2層 343× (230)× 34
表面の右側 に水切 りあり。尻部 に釘穴 2個 あり。
(角 穴)  中央部 に釘穴 1個 あり。
表面・裏面 にナデあり。

Ⅳ

143--3 ロー42
G-21,
1号溝.埋土

304X(330)× 32
表面の左右の水切 り部 IU離 している。尻部 に釘穴
3個 あり, 2個 のみ貫通 している (九穴 )
表面・裏面 にすデあり。

V

143--4 ロー49 E-21,  2号 溝 (190)× (340)× 35
表面左側 に水切 りあり。尻部 に釘穴 2個貫通 して
いる (角穴 )

表面 にナデあり。

表56 塀瓦観察表

表57 駒巴瓦観察表

目版―番号 遺物番号 出土区 遺構・層 法量(長 さX幅×厚さ)em 特 徴 分類 写真図版番号

143--5 ロー44 Q-18,   Ⅱ層 368× 322× 22

表面の右側 に水切 りあり。

左側 に桟があり,尻方向ケズ リあり。
尻部 に釘穴 3個貫通 している。
表面・裏面にナデあり。

焼成良好,色調は銀色 を呈 している。

115-7

144～-1 ハ ー 43 G-21,   2層 (120)× 85× 21 表面にナデあり。

144-2 -42 G-21,   2層 (170)× (133)× 2 表面 にすデあり。

144-3 ハ ー 45 J-24,  2層 (198)× (163)× 23 表面 にすデあり。

144-4 -46 C-24,   2層 (142)× (115)× 21 桟上面 に左狽」面に向ってケズ リあり。

]版一番号 逮物番号 出土区・造構・層 法 量 (残存長さ)cln 特 徴 分類 写真図版番号

145-― ユ -8 C-21,   4層
表面に縦方向のナデあり。裏面の背 に縦方向のナ

デツケあり。背 に釘穴が貫通 している (角穴 ) I

145--2 -10 C-21,   5層
表面に縦方向のナデあり。裏面の背に縦方向のナ
デツケあり。
背に釘穴が貫通している。(丸穴)

I

145-3 -17 G-24,25, 2層 31 2
表面に縦方向のナデあり。裏面の背に維方向のナ
デツケあり。
背に釘穴が貫通している。(丸穴)

1

145-4 -9 C-21,  5層
表面に縦方向のナデあり。裏面の背に縦方向のナ
デツケあり。
背に釘穴が貫通している。(九穴)

Ⅱ 115--2

145-5 ハ ー 12 C-23.   2層
表面に縦方向のナデあり。裏面の背 に縦方向のナ

デツケ,側部 に面取 りあり。
背に釘穴 が貫通 している。 (九穴 )

Ⅱ

145-6 -13 E-20,  4層
表面に縦方向のナデあり。裏面の背 に縦方向のナ

デツケあり。

背に釘穴 が貫通 している。 (九形 )

ll 115--1

146-4 -11 C-22,   6層
表面に縦方向のナデあり。裏面の背 に縦方向のナ

デツケがあり。周縁は面取 りされている。

背に釘穴 が貫通 している。 (丸形 )

115--4



表58 冠瓦観察表

表59 厚更斗瓦観察表

コ版一番号 遺物番号 出土区・追構・層 法量(胴の長さ×幅X厚 さ)研 特 徴 分類 写真図版番号

146-―  ] -16 1-24, 2層 238× 158× 24
表面に縦方向のナデあり。
裏面の狽j部 と頭部は面取りされている。

146-2 -15
G-24,
西部礫混り層

244× 164× 22
表面に縦方向のナデあり。
裏面の側部と頭部は面取りされている。
裏面の中央部に縄目痕あり。

146--3 -2 C-23,  3層
251× 140× 20
全長 288

表面の縦方向にナデあり。
裏面の頭部中央が三角形状に面取りされている。 115--5

畳版―番号 逮物番号 出土区・遺構・層 法量(長 さ×幅X厚 さ)cm 特 徴 分 類 写真図版番号

147-1 ハ ー 14 G-21,   3層 (236)× 105× 20
平瓦とするならば,裏面から切り込み,割った後
に専用其斗瓦として焼成されたもの。貫斗瓦の表

面にすデ,裏面に荒いナデあり。

113--8

左

147--2 -19 G-24,   2層 (192)× 114× 20
平瓦表面からのヘラキ リあり。

表面に横方向のナデ痕 あり。

147--3 -20 J-25,  2層 262× 1205× 16
平瓦表面からのヘラキリあり。
表面にナデ,裏面に荒いナデあり。

113--8

右

147-4 ハー 18 G-24,   2層 256× 118× 18
平瓦表面 からのヘラキリあり。

表面 に縦方向のすデあり。

147-5 -22 G-24,25, 2層 (216)× ■ 0× 2 1
平瓦表面からのヘラキリあり。
表面に維方向のナデ,裏面に荒いナデあり。

147--6 ハ ー 21 G-24,25, 2層 (100)× 108× 19
平瓦表面 からのヘラキリあり。

表面 に縦方向のナデあり。

焼成良好。色調は銀色 を呈 している。

147--7 -58 C-22,  2層 (83)× 124× 18
平瓦表面からのヘラキリあり。
裏面に荒いナデあり。

147-8 ハ ー 57 C-20,   2層 (105)× 115× 18
平瓦表面からのヘラキリあり。
表面に維方向のナデ,裏面に荒いナデあり。

147-9 -56 C-22,  2層 (148)× 13 2× 22
平瓦とするならば,裏面から切り込み,割った後
に専用災斗瓦として焼成されたもの。奥斗瓦の表

面に荒いナデ,裏面に布目痕と荒いナデあり。

148--1 ハ ー 55 C-20,   4層
平瓦表面 からのヘ ラキ リが上部 にわずかにある。

表面 にはナデ,裏面には荒いナデがある。

表60 隅切瓦観察表

コ版一番号 遺物番号 出土区 違構  層 法量(長 さ×幅X厚さ)帥 特 徴 分 類 写真図版番号

148--2 -30 」-24,  1層 厚 さ 20
塀瓦の隅切。表面の右側に水切り溝あり。裏面の

左側面が面取りされている。釘穴が1個貫通して
いる。表面にナデ,裏面にヘラキズあり。

116--3

右

148--3 -29
」,K-19
3号土壌,最下層

厚 さ 17
九瓦の隅切。表面に縦方向のナデあり。
裏面の同縁は面取りされ,ヘ ラキズあり。

116--3

左

表61 駒巴瓦+塀平瓦観察表

コ版一番号 遺物番号 出土区・違構・層 法量(長 さ×幅X厚さ)cm 特 徴 分類 写真図版番号

148-4 -40 G-21,
1号溝,埋 1層

塀平部分の厚 さ

3 5

表面に縦方向のナデあり。
駒巴の接合部に縦方向のヘラ状工具痕あり。

148-5 ハ ー 41 G-21   2層 塀平部分の厚 さ

34 表面に縦方向のナデあり。



コ版一番号 道物番号 出土区 通構・層 法量(長 さ×幅X厚 さ)cm 特 徴 写 真 図 版 番 号

149--1 -25
P-17,
2号竪穴,埋 2層

(88)(84)× 10
表面 磨耗している。
裏面 周縁は面取りされている。

149--2 -24 K-19,
東壁, Ⅱ層

(60)× (98)× 19
表・裏面共ヘラケズリあり。
裏面 周縁は面取りされている。

149-3 -27 F-21,
2号溝,埋 2層

(72)× 100× 19
表・裏面共磨耗 している。裏面 周縁 は面取 りさ
れている。焼成悪 く胎上 には0 1cn～ 0 3cm位 の石
英 を含む。

149-4 ハー 28
P-15,
8号土残.埋土

90× 150× 22 裏面 周縁 は面取 りされている。
116--4

左

149-5 ハ ー 26 O-17,   I層 (85)× 100× 17
裏面 周縁 は面取 りされている。
縄 目痕 あり。

150-ユ -52 E-21,  4層 (110)× (70)× 02
裏面 周縁 は面取 りされている。
布目痕 あ り。

116--5

右

150-2 -51 C-21,   4層 09X(95)× 24 裏面 周縁 は面取 りされている。

150-3 ハ ー 47 G-21,   3層 (80)× 82× 19
裏面 周縁は面取りされている。
胎土,0 1cm～0 3cm位の黒色粒を合む。
布目痕あり。

116--5

左

150-4 -53 C-22,  3層 (95)× 84× 19
裏面 周縁は面取りされている。
焼成悪く,胎土に0 1cm～ 03∽位の石英及び黒色
粒を合む。

150-5 -50 C-21,   3層 (58)× 72× 20
裏面 周縁 は面取 りされている。
表・裏面共ヘラケズ リあり。

150-6 ハー 54 C-22,   3層 (98)× 89× 21
表・裏面共磨耗 している。裏面 周縁 は面取 りさ
れている。焼成悪 く,胎土 に石英及び小石 を多量
に合む。

151--1 -48 F-21,   4層 (92)× 95× 22
裏面 周縁 に面取 りされている。
ヘラキズ及び布 目痕 あり。

151--2 -49 C-22,   4層 (140)× 90× 27
裏面 周縁 は面取 りされている。
胎土 に0 1cn～ 0 2clm位 の石英及小石 を合む。

116--4

右

表62 面戸瓦観察表

表63 袖瓦観察表

表64 左桟瓦観察表

図版―番
=
遺物番号 出土区・遺構・層 法量(長 さX ttX厚さ)cm 特 徴 写真図版番号

151-3 -59 E-20,  2層 (235)× 105× 20 表 裏面共ナデあり。 釘穴あり。 114--9

151--4 -60 C-22,  4層 (177)× (81)25 裏面 周縁に面取りされている。 114--10

畳版一番号 遺物番号 出土区・追構・層 法量(長さXtt X厚さ)clF 特 徴 写 真 図 版 番 号

152-1 -44 G-21,  2層 (155)× (90)× 28 平瓦部 欠損接合部に工具痕あり。

152-2 ハー 32 Q-15,   Ⅱ層 (107)× 97× 23
軒先 に使用 されたもの。

釘穴 あり。

116--6

中

152-3 -31 C-22,   2層 (154)× 97× 24 釘穴 あり。
116--6

右

152-4 -33 Q-17,  Ⅱ層 (85)× 98× 24 軒先に使用されたもの。
釘穴あり。

116--6

左



表65 鬼瓦観察表

図版一番号 遺物番号 出土区・遺構・層 部 位 特 徴 写 真 図 版 番 号

153-1 -37
P-15,
8号土壌,埋 1層

鬼板瓦裏面の把手 ? 把手部分の表面 に維方向のナデあ り。

153--2 -23
1号

G-21,暗渠上面 留   蓋
厚さ1 15cm,高 さ約9 7cm,直 径約20 8cmの半球

状と考えられる。

153--3 -36 Q-16,   I層 不   明
表面に横方向のナデ,表面上部の凹部に横と斜め
の沈線 (ヘ ラ)あ り。
裏面下端は面取りされている。

114--7

左

153-4 -35 Q-15,   I層 飾 り瓦 ? ヘラ状工具による連続刺穴 (鬼面瓦の一部 ?)
114--8

左

153--5 -34 Q-15,   Ⅱ層 師 り瓦 ? ヘ ラ状工具 による連続東U穴 (鬼面瓦の一部 ?)
114--8

右

153--6 -39 G-21,   2層 飾 り瓦 ? 棒状工具による縦方向のナデツケあり。
114--7

右

表66 軒桟瓦」ヽ巴観察表

コ版一番号 小巴文様 遺物番Б 出土区・遺鷹・層 小巴直径 (cln) 特 徴 写 真 図 版 番 号

154--1 巴   ロー 79
1号

G-21,暗 渠上面 巴上面は平坦で尾は短め。

154--2 巴  イー62 G-24,   1層 (87)
巴上面は平坦で尾は短め。

胎土 に石英粒 を含む。

154-3 巴  イー 2 C-20,   2層 87
巴上面は平坦で尾は短め,布目痕あり。
小巴裏面の周縁にすデあり。

154--4 巴   イー 49 E-21,  5層 91
巴上面は九味を帯び,尾は長め。小巴接合部に模
方向のヘラメ犬工具痕あり。
小巴裏面の周縁にナデあり。

154--5 巴   イー 31 C-22,  2層
巴上面は丸味を帯び,尾は長め。
小巴裏面の周縁にすデあり。

154-6 巴  イー35 C-23.   2層
巴上面は丸味を帯び,尾は長め。
小巴接合部に縦方向のヘラ状工具痕あり。

154-7 巴  イー52 F-21,  2層
巴上面は九味を帯び,尾は長め。
小巴裏面の周縁にすデあり。

154--8 巴   ロー 76 G-21,   2層 (87) 巴上面は丸味を帯び,尾は長め。

154-9 巴   ロー 73
G-21,
1号溝,埋 1層

87
巴上面は九味を帯び,尾は長めで先細。
小巴裏面の周縁にすデあり。

154-10 巴   ロー 77 〔-24,  1層
巴上面は九味 を帯び,文様の隆起が大 き

尾は長め。

154--11 巴   ロー 75
G-21,
1号溝,埋 1層

巴上面は九味 を帯び,尾 は長め。
沌のズ レあり。

154-12 巴  ロー78 G-24   2層 (90)
巴上面は九味 を帯び,尾は長め。
小巴裏面の周縁 にナデあり。

154--13 巴   ロー 74 G-21,   3層 95
巴頭部は破損,尾は九味を帯び,長め。
小巴接合部に円弧状のヘラ状工具痕あり。

小巴裏面周縁にナデあり。

399



図版一番号 種  別 澄物番号 出土区・遺構・層 刻 印 の 種 類 刻 印 の 位 置 特 徴 写真図版番号

154-14 平  瓦 ロ ー 71 G-21,1号溝,埋 1層 円 紋 頭  部  小  日

154-15 平  瓦 ロー100 P-15,8号土羨,埋 1層 鍵 形 頭部 小 口中央 116--10

154-16 塀  瓦 ロー 81 J-25,  2層 平 四 つ 目 頭 部 垂 れ 小 日 116--9

154-17 丸  瓦 ロー 37 C-20,  2層 屋 口万 玉縁 部小 口中央

154-18 平  瓦 ロ ー 11 C-22,   2層 屋 号 頭 部 小 口 右 端

154-19 九  瓦 ロ ー 64 G-21,   2層 屋 口巧 玉 縁 部小 口右 寄

154-20 九  瓦 ロー 60 」-25,  2層 屋 尻部 小 日右端 116--8

154-21 桟  瓦 ロー 28 C-20,  2層 屋 口盲 頭 部 小 口 左 端

154-22 平  瓦 ロー101 0-18,5号土壌.埋 2層 星 頭 部 小 日 左 端 116--7

154-23 平  瓦 ロー 18 E-20,   2層 六  つ  星 頭 部 小 日 右 端

154-24 九  瓦 ロー 82 K-19(東壁)]層 星 尻 部 小 口 左 端

154-25 平  瓦 ロー102 Q-19,6号土残,埋 1層 星 頭 部 小 口 右 端

154-26 平  瓦 ロー136 E-21,  5層 六   つ   星 環部小 口左端

表67 刻印瓦観察表

表68 下駄観察表
コ版一番号 遺物番号 出土区 遺構  層 長さ(cm) 幅 (伽 ) 特 徴 分   類 写真図版番号

155-〕 R-19, 6号 土躾,埋 4層 21 3 台表先端に指跡あり。         不明(広葉樹)2511と 同 I-1-A 118--5

155-2 R-19, 6号 土装,埋 3層 20 0 不明(広乗樹)2509と 同 I-1-A 118--3

155-3 2533 Q-18, 6号 土猿,埋 3層 台表 に漆 (黒色 )の痕跡 あ り。      ミズキ I-1-A 118--2

155-4 R-19, 6号 土族,埋 3層 87 台表先端 に指跡 あ り。      ヒノキ アスナロ I-1-A 118--6

155-5 R-18, 6号 土療,埋 3層 222 不明(広葉樹)2511と 同 I-1-A 118--4

155--6 2504 R-19, 6号 土族,埋 3層 18 7 台表先端に指跡あり,中央に焼印(輪 )あ り。  ヒノキアスナロ I-1-A 119-― ユ

156-1 2515 R-18, 6号 生装,埋 2層 (222) ヒノキアスナロ [-1-A 119--2

156-2 R-18, 6号 土残,埋 4層 197 92 ヒノキアスナロ I-1-B 117-― ュ

156--3 2503 R-19, 6号 土残,埋 3層 17 7 90
台表先端 に指跡 あり,後方の鼻緒穴の間に焼痕
(5点 )あ り。          ヒノキアスナロ I-1-B 117--4

156--4 2529 R-19, 6号 土壌,埋 3層 182 90 台表先端 に指跡 あ り。後方の鼻緒穴の間に焼痕(4点 )あ り。          ヒノキアスナロ I-1-B 117--3

156-5 2510 R-18, 6号 土族,埋 3層
'ギ
リ? I-1-B 118--1

156-6 Q-19, 6号 土羨,埋 3層 20 0 台表 に傷 あり。           ホオノキ I-1-B 117--6

157-1 2520 Q-19, 6号 土躾,埋 3層 216 105 台表 に傷 あり。            ホォノキ I-1-B 117--2

157-2 2502 R-18, 6号 土崚,埋 3層 台部に孔があり,埋本してある。  ヒノキアスナロ I-2-B 119--5

157-3 R-18, 6号 土崚,底 面 7 3 漆 (黒色 )が塗 られて
い る。台 表 先 端 に指 跡 あ り。 I-2-A 119-3

157-4 2512 R-18, 6号 土族,埋 3層 73 漆 (台表 茶鶴色,台 裏 歯  黒色 )が塗 られている。
台表 1こ指跡 あり。        ヒノキアスナロ I-2-A 119--4

158--1 2523 R-19, 6号 土羨,埋 4層 215 台表先端に指跡あり。          ケヤキ Ⅱ―B 119--6

158-2 Q-19, 6号土族,埋 3層 台表先端に指跡あり。          ケヤキ Ⅱ―A 120--3

158-3 2517 R-19, 6号土壌,埋 3層 ケヤキ Ⅱ―A 121-1

158-4 2530 R-18, 6号 土残,埋 3層 21 2 73 柄穴 2つ あり。             ケャキ Ⅱ―A

158--5 2526 Q-19, 6号土残,埋 3層 21 8 後方の柄に×の刻線あり。       ホオノキ Ⅱ―A 120--6

159--1 2534 Q-18, 6号 土狭,埋 3層 ケヤキ Ⅱ―A 120--1



図版―番号 遵物番号 出土区・追構・層 長さ(cm) 幅(cm) 特 徴 分  類 写真図版番号

159-2 2522 R-18, 6号 土躾,埋 3層 1) 台裏 に盲孔 あり。            ケヤキ Ⅱ―A

159-3 2524 R-19, 6号 土躾,埋 3層 (148) 7 95 ケヤキ Ⅱ一A

159--4 2528 0-19, 6号 土族,埋 3層 22 0 ホオノキ Ⅱ―A

159-5 R-18, 6号 土壊,埋 3層 (146) 8 55 台表 先端に指跡あり。         ケヤキ Ⅱ―A 120--2

159-6 2527 R-19, 6号 土装,埋 3層 (146) クル ミ属 Ⅱ一A

160-1 2535 R-19, 6号 土族,埋 3層 215 ケヤキ Ⅱ一A 120--4

160-2 2521 Q-19, 6号 土壌,埋 4層 (140) 76 トネリコ属 Ⅱ一A

160-3 2531 Q-18, 6号土残,埋 3層 ク リ
121--2
右

160-4 Q-18, 6号土躾,埋 3層 キハダ?
121-一 Z

左

160-5 2508 Q-19, 6号 土壊,埋 2層 210 73 釘穴 前に 3つ あ り。       とノキアスナロ Ⅲ一A 121-4

160-6 2507 Q-19, 6号 上羨,埋 3層 16 0 83
釘 穴 が前後 に各 々 2つ あ り。台表 に傷 あ り。 皿― A 121--3

160-7 2518 R-19, 6号 土族,埋 3層 1) (765) 釘穴が後に3つ あり。      ヒノキアスナロ 皿― A

表69 桶・鉢観察表

目版―番号 遺物番号 出土区・遺構・層 種  類 法    量  (cm) 特 徴 写真図版番
=

161-1 2118 R-18, 6号 土壌,埋 3層 桶 (側板) 高136幅 63厚 11 柾ロ タガ痕あり。内面の削りが明瞭である。 133-― ユ

161-2 2108 R-18, 6号 土羨,埋 3層 桶 (側板) 高118幅 98厚 11 柾ロ タガ痕あり。内面の削りが明瞭である。 133--11

161-3 2121 Q-19, 6号土族,埋 3層 桶 (lll板 ) 高188幅 76厚 12 柾目 133--7

161--4 2120 R-18, 6号 土壊,埋 3層 桶 (側板) 高115幅 41厚 11 柾目 133--6

161-5 2122 E-20 1号港 桶 (側板) 高(147)幅56 厚19 柾目 下端が破損している。 133--9

161--6 2124 R-18. 6号 土族,底面 鉢 日径586底径36器高14 考」り物 外面の削りが明瞭である。内面は磨滅している。ケヤキ 134--8

表70 板敷・蓋・柄杓他観察表

図版―番号 遺物番号 出土区・遺構・層 種  類 法   量  (cm) 特 徴 写真図版番手

162-1 2107 R-19, 6号土残,埋 3層 板 敷 径325   厚 15 板目 削りが明瞭である。中央部に焼け痕あり。半分欠損している。 134--9

162-2 2106 E-20, 1号 溝 桶 (底板) 径268   厚 12 柾目 木釘穴2ケ。木目の凹凸が明瞭である。一部欠損している 135--11

162-3 2105 畳三|& 6号土残,埋 3層 蓋 径256   厚 08 柾目 2枝の板を3本の木釘で継いでいる。削りが明瞭である。

漆力遊られている(内面黒色,タト面茶鶴色兆
と27--7

と62-4 2103 R-191 6号 土族,理 3層 柄杓(底板) 径(68) 厚 04 柾目 半分欠損 している。
135--12
右

162-5 2101 R-19, 6号 土羨,埋 3層 柄杓(底板) 径(73) 厚 04 柾目 半分欠損 している。
135--12
左

162-6 R-19、 6号土壌,埋 3層 柄杓(底板) 径(82) 厚 045 柾目 半分欠損 している。
135--12
中

163-1 2633 Q-19, 6号土残,埋 3層 柄杓(本丙) 長さ326 幅10

163-2 2619 R-19, 6号 土残,埋 3層 柄杓(柄 ) 長さ306 幅11 129--9

163-3 2673 R-18,9号土族,埋 3層 朽杓(柄 ) 長さ286幅08厚 さ045

163-4 2637 Q-19, 6号 土壌,埋 3層 柄杓(柄 ) 長さ283幅 10厚 さ04～0

163-5 Q-19, 6号 土壌,埋 3層 稿杓(柄 ) 長さ241幅 13厚 さ03～0



四版一番号 逮物番号 出土区・遺構・層 種  類 法   量  (cm) 特 徴 写真図版番号

163-6 2642 Q-19, 6号 土羨,埋 3層 柄杓 (柄 ) 長さ303,幅 08厚さ07

163-7 2634 R-19, 6号 土族,埋 3層 柄杓 (働 長さ312,幅 10 5角 形 に成形 して ある。

163-8 2639 Q-18, 6号土族,埋 3層 柄杓 (柄 ) 長さ228,幅 09厚さ05

163-9 2678 R-18, 6号 土羨,埋 3層 柄杓 (柄 ) 長さ145,幅 03厚さ07

表71 曲物・折致・箱物他観察表
コ版―番号 遺物番号 出土区 。遺構・層 種  類 法   量  (cm) 特 徴 写真図版番拝

164--1 R-181 6号土残.埋 3尾 山物 lgJ板 ) 柾目 とじ度が2ケ所にあり。変形している。 134--7

164-2 Q-19, 6号土茨,埋 3層 麹物(タ ガ) 厚02 板目

164-3 R-19, 6号土壊,埋 3層 曲物(狽 1板 ) 柾目 とじ皮が1ケ所にあり。欠損している 134--6

164--4 Q-19, 6号土族,埋 3層 折  敷 長(287)幅 (49 厚025 柾目 木釘穴4ケ ー部欠損している。削りが明瞭である 135--6

164-5 2115 O-19, 6号土狭,埋 3層 折  敷 長215 幅70  厚06 板目 木釘穴 3ケ  ー部欠損している。 136-14

164-6 R-19, 6号土壌1埋 3層 折  敷 長(185)幅 (50 厚05 柾目 削りが明瞭である。ほとんど欠損している。 135--10

164--7 R-19, 6号土族,埋 3層 折  敷 長(133)幅 (301厚 03 柾目 木釘穴 1ケ  ほとんど欠損している。 135--5

164-8 O-19, 6号土残,埋 3層 折  敷 長197 幅(885)厚 025 柾目 釘穴8ケ 半分欠損している。 135--4

164-9 2601 19, 6号 土崚,埋 3 折  敷 長228 幅(6.0 厚04 柾目 貫通孔が2つあり。半分欠損している。 左

165-1 2653 Q― 19, 6号 ■族,埋 3 箱物(側板 長143 幅(61)厚 03 柾目 側面に釘穴(?)が 4ケ ー部欠損している。

165--2

165-3

165-4

2612(A)

2612(B)

2612(C)

Q-19, 6号土壌,埋 3嬉

Q-19, 6号土壌,埋 3癌

Q-19, 6号土残,埋 3尾

箱物(側板)

箱物(側板)

箱物仰よ板)

長

　

長

　

長

幅18

幅19

幅19

剛
　

曰

　

駒 毒木胞鉤晦4と|‖与41駆 133-― ユ

165--5 O-19, 6号土躾,埋 3雇 箱物仰J板 ) 長187 幅54  厚095 板目 焼け痕あり。釘穴1ケ 貫通孔あり。2枚組み継ぎ。 136--15
165-6 Q-19, 6号土残.埋 3層 箱  物 長294 幅35  厚07 柾目 側辺に木◇J穴 2ケ 両端55卸の所に約0 7onの 貫通孔あり。 136--12

165--7 R-18, 6号土羨,埋 3層 箱  物 長224 幅18  厚05 柾目 側辺に本釘穴 3ケ所。

Q-19, 6号土族,埋 3層 箱  物 器高62長3281ヨ39,06

側板 柾目 黒漆力遊られている。本釘穴12ケ
底板 柾目 黒漆が塗られている。木釘穴13ケ

内面に傷が多数ある。

側板の継ざ合せは2枚組み継ざ 底板と側板の継ぎ合せは
打ち付け継ぎ。

133--2

130--8

167--1

167--2

2110

2636

Q-19, 6号 土嫉,埋 3層

R-19, 6号 土壊,埋 3層

箱 物

箱 物

長31  幅23 厚085

長(309)幅 (21)厚 06

柾目 本地蝦塗り。本釘穴 7ケ。

柾目 木地蝦塗り。本釘穴 1ケ。一部欠損している。

13ユーー3

13ユ ーー7

167-3 Q-19, 6号 土羨,埋 3層 箱  物 長316 幅6  厚06 柾目 側辺に本釘穴 1ケ。 135--8

167--4 R-18, 6号土族,埋 3 箱  物 長254 幅65  厚045
柾目 側辺に木釘穴2ケ。中央部に貫通孔あり。

幅18 6cm,深 さ3 5cmの 切り込みがある。
135--7

167-5 2666 R-19, 6号 土渡,埋 3層 加工痕
の

ある板材 長(173)幅 129 厚15 板目 削りが明瞭である。

167-6 R工 18, 6号土残,埋 3層 の
材
疾
板
工
る
加
あ

長255 幅107 厚10 阪目 一方の先端が薄くなっている。

168-― ユ R-18, 6号土羨,底面 箱 物
長622 幅182 厚14

幅72  厚10

底板 板目 鉄釘穴13ケ

側板 板目 釘穴 9ケ
136--8

168--2 2665 R-18, 6号 土残,底 面 箱  物 長63] 幅168 厚1よ 柾目 釘穴4ケ 136--3

168--3 2669 R-18, 6号 土躾,埋 3層 箱 物 長332 幅H3 厚24 柾目 釘穴8ケ ー部に傷あり相J面 に接着剤力竣 っている。

168--4 2667 R-19, 6号 土残,埋 3層
加工痕の
ある板材 長(389)幅 123 厚15 板目 鉄釘穴2ケ 肖」りが明瞭である。



表72 箸 観察表
四版―番号 遵物番号 出土区 違構  層位 長さ(cm) 径(cm) 特 徴 分  類 写真図版番拝
169-1 R-196号 土嬢 埋 3 24 8 0 55 A 122--1
169-2 2807 R-19,6号 土鍍,埋 3 264 05 娩痕有 り A
169-3 R-19,6号 土残,埋 3 27 6 055 A
169--4 2756 R-18,6号 土躾,埋 3 28 8 A
169--5 2813 Q-19,6号土躾,埋 3 29 7 A
169--6 R-18,6号 土坂,埋 3 29 2 06 黒塗 り ? A

169- Q-19,6号土頻,姓 3 29 7 A
169-8 2757 -186号 土娠 埋 3 31 0 A
169-9 2854 0-19,6号土媛,43 32 65 0 75 A
169-10 2834 Q-19,6号土躾,埋 3 28 9 0 65 断面が偏平 A
169-11 2767 Q-19,6号土躾,埋 3 29 4 0 65 LT面が偏平 A
169--12 Q-19,6号土残,埋 3 29 7 0 55 断面が偏平
169--13 2733 R-19,6号 土坂,埋 3 30 1 0 95 L「山が偏平 A

169-14 -19,6号土壊,埋 3 23 2 A-2 122--2
169--15 2702 -186号 土療 埋 1 24 4 06 A-2
169-16 2850 Q 6号土躾.埋 3 24 2 07 A-2
169--17 2806 6号土残,埋 3 24 5 A-2
170--1 2782 6号土残,埋 3 (263) 欠  損 A-2
170--2 9,6号土躾,埋 3 26 8 0 55 A-2
170-3 2780 6号土坂,埋 3 27 1 06 A-2
170-4 2848 0 6号土垢 埋 3 27 2 A-2
170-5 2798 6号土媛 避 3 27 9 A-2
170-6 R 6号土残.埋 3 27 55 0 65 焼痕有 り A-2
170-7 Q 916号土嫉,埋 3 27 9 0 65 A-2
170-8 2814 Q 9,6号土城,埋 3 27 7 06 ヒノキアスナロ A―
170-9 2800 R 6号土壊,埋 3 27 9 0 55 A

170-1 R-19,6号 土叛,遅 3 27 9 0 75 A-2
と70-11 2836 0-196号土霧埋 3 28 2 0 65 A-2
170-12 2755 -18.6号 土媛 埋 3 28 4 07 A-2
170-13 R-19,6号 土残,埋 3 28 4 07 A-2
170-14 2749 Q-18,6号土躾,埋 3 28 6 06 A-2
170--15 2778 R-19,6号 土羨,埋 3 28 7 06 A-2
170--16 Q-19,6号土嫉,埋 3 28 7 0 5 A-2
170--17 2732 Q-18,6号土狭,埋 3 28 9 0 6 A-2
170-18 R-18,6号 土坂,埋 3 28 8 0 65 焼 FFk有 り A-2
171--1 2841 0-196号土媛埋 3 29 1 0 55 A-2
171--2 R-19,6号 土城 埋 3 29 45 A-2
171--3 2726 @-18,6号 土残,埋 3 29 4 A-2
171--4 2754 R-18,6号 土残1埋 3 29 4 A-2
171--5 Q-18,6号土残,埋 3 29 5 0 71 A―
171-6 -19,6号 土竣,埋 3 29 5 0 55 A
171--7 2815 -19,6号 土坂,埋 3 29 7 07 ヒノキアスナロ A-2
17ユー8 2761 -196号 土垢 埋 3 29 7 A-2
171--9 2737 R-19.6号 土残 埋 3 30 0 A-2
171--10 R-18,6号 土残、埋 3 30 0 07 ところどころに焼痕有 り A-2
171 11 2773 R-19,6号 土嫉,埋 3 30 2 A-2
171--12 2833 Q-19,6号土狭,埋 3 30 5 0 65 A-2
171--13 2725 Q-18,6号 土矮,埋 3 30 5 A-2
を71--14 2741 Q-19,6号 土壌,埋 3 07 A-2
171--15 2764 Q-19,6号土娯,埋 3 31 5 A-2
171--16 2784 -186号 土媛 埋 3 327 0 75 焼痕有 り A-2
171--17 2709 R-18.6号 土壊.埋 2 31 5 0 85 A-2
171-18 R-19,6号 土残,埋 3 25 3 断面が偏平 A-2
172-― ] 2718 R-19,6号 土残,埋 4 277 Ll面 が偏平 A-2
172-2 2849 R-19,6号 土残,埋 3 28 15 0 75 断面が偏平 A-2
172-3 2729 Q-18,6号土躾,埋 3 28 1 0 76 断面が偏平 A
172--4 2840 Q-19,6号土媛,埋 3 29 1 06 断面が偏平 A-2
172-5 -19,6号 土装,埋 3 29 5 07 断面が偏平 A-2
172-6 2801 R-19,6号 土城 埋 3 29 6 0 45 断面が偏平 A-2
172-7 2730 @-18.6号土残,埋 3 29 6 06 断面が偏平 A-2
172-8 2832 Q-19,6号 土残,埋 3 30 4 0 65 断面が偏平 A-2
172-9 R-18,6号 土残.埋 3 30 8 09 黒塗 り ?  断面が偏平 A-2
172--10 2766 Q-19,6号 土躾,埋 3 31 5 0 6 断面が偏平 A-2
172-11 2719 Q-19,6号土残,埋 4 と, 09 方欠損   断面が偏平 A-2
172-12 2821 R-18,6号 土壊,埋 3 27 45 0 75 二ぼ全体 に焼痕有 リ      ヒノキアスナロ A-2
172-13 2786 -186号 土残 埋 3 27 8 0 9 先端部に焼痕有 り A-2
172--14 2727 9-18.6号 土班埋 3 27 85 07 A-3 122--3



コ版―番号 遺物番号 出土区 遺構・層位 長さ(cm) 径 (cm) 特 徴 分  類 写真図版番号
172--15 2822 R 6号土嫉,埋 3 27 95 0 69 裏 の ところ どころに焼痕 有 り A-3
172-16 2816 Q 6号土猿,埋 3 28 0 A-3
172-17 2817 0 6号土媛埋 3 28 6 07 ヒノキアスナロ A-3
173--1 2823 6号土壌,43 28 8 焼痕有 り A-3
173-2 2791 R 6号土残,埋 3 28 85 0 71 焼痕有 り A-3
173--3 2751 @一 6号土躾,埋 3 28 8 A-3
173--4 2731 O― 6号土残,埋 3 28 8 0 59 A-3
173-5 2799 R 6号土猿,埋 3 29 3 0 6 A-3
173--6 2804 6号土猿,埋 3 29 2 05 A-3
173-7 2759 6号土嬬埋 3 29 6 A-3
173-8 2818 6号土壌 43 (296) 欠 損          ヒノキアスナロ ? A-3
173--9 -19,6号土躾.埋 3 29 8 05 焼痕有 り A-3
173-10 2743 O 6号土残,埋 3 30 2 0 55 A-3
173-11 2826 R-18,6号 土躾,埋 3 30 1 焼涙有 り A-3
173-12 2797 R-19,6号土躾,埋 3 (305) 欠  損 A-3
173-13 2747 Q-18,6号土猿,埋 3 30 6 0 75 A-3
173--14 2753 R-18,6号土壊,43 30 9 A-3
173-15 2772 R-196号 上壌 埋 3 31 0 07 A-3
173-16 2762 0-19,6号土壌.埋 3 31 7 075 A-3
173--17 R-18,6号 土躾.埋 2 29 0 0 65 一方 (上端 )に 反 り有 り A-3
174-1 2742 @-19,6号土残,埋 3 26 5 0 55 断面が偏平 A-3
174-2 2787 R-18,6号 土残,埋 3 (270) 0 72 焼反 有 り 先端部 欠損     断面 が偏平 A-3
174--3 2746 Q-18,6号土猿,埋 3 27 65 08 脱向 が偏半 A-3
174--4 2788 R-18,6号 土壌,43 27 6 0 68 焼反 有 り     浙 画 が偏半 A-3
174--5 2802 R-196号 上壊 43 27 8 07 断面が偏平 A-3
174--6 2750 O-18,6号土壊、43 28 95 0 75 断面が偏平 A-3
174--7 2774 R-19,6号 土壌,埋 3 31 7 断面が偏平 A-3
174-8 2845 @-19,6号土躾,埋 3 21 9 07 焼痕有 り B-1 lZZ―-4

174-9 2722 O-18,6号土嫉,埋 4 30 2 0 62 B一 ユ
174--10 2715 E-20,1号 溝, 埋土 21 1 0 7 ヒノキアスナロ B-2 122--5

174--11 2739 R 9,6号土療,埋 3 23 6 07 B-2
174--12 2768 Q 9,6号土獲,43 24 2 0 65 B-2
174-13 2783 R 96号土壌埋 3 25 6 07 B-2
174-14 2779 R-196号 土壊.43 (276) 07 欠  損 B-2
174-15 2758 R-18,6号土壌.埋 3 28 5 B-2
175-1 2335 0-19,6号土羨,埋 3 29 4 0 55 B-2
175--2 2763 @-19,6号土嫉,埋 3 29 7 B-2
175-3 2794 R-18,6号土嫉,埋 3 29 7 0 51 黒塗 り B-2
175--4 2831 Q-19,6号土壊, 3 30 4 07 B-2
175--5 2827 R-186号土壌 3 0 69 黒塗 り ? B-2
175-6 2710 R-189号 土簑 42 0 65 一方欠損 B-2
175-7 O-18,6号土壌,埋 3 29 4 断面が偏平 B-2
175--8 2812 O-19,6号土猿,埋 3 30 2 07 断面が偏平  ヒノキアスナロ B-2
175--9 2771 R-19,6号上嫉,埋 3 318 07 B-2
175--10 2713 E-20,1号 溝, 埋土 20 5 ヒノキアスナロ -1 122--6

175--11 E-20,1号 溝, 埋土 20 6 C-1
175--12 E-20,1号 濤, 堰土 20 75 07 C-1
175--13 2712 E-201号 溝 埋土 20 89 ヒノキアスナロ C-1
175--14 -201号溝. 4土 20 9 0 65 C-1
175-15 2716 -201号溝. 埋土 213 0 65 ヒノキアスナロ C-1
175--16 2714 E-20,1号 溝, 埋土 24 0 07 ヒノキアスナロ -1

175--17 2752 O-18,6号土壌,埋 3 30 8 -1

175--18 2705 E-20,1号 溝, 埋土 0 65 xFr面 が偏平 C-1
176--1 Q-19,6号土嫉,埋 3 29 6 0 65 bT面 が偏平 C-1
176-2 Q-19,6号土坂′ 3 215 ヒノキアスナロ C-2 122--7

176-3 -186号土婚 3 23 5 C-2
176-4 -196号 土壊.43 (252) 欠 損 C-2
176--5 2819 -19,6号土残.埋 3 26 7 ヒノキアスナロ C-2
176-6 2777 R-19,6号土残,埋 3 26 9 -2

176-7 2765 @-19,6号土墳,埋 3 27 8 0 6 -2

176--8 R-19,6号土簑,埋 3 277 0 7 C-2
176--9 2853 Q-18,6号土猿,埋 3 28 1 0 65 C-2
176--10 2770 Q-19,6号土嫉,43 0 55 C-2
176-11 R-196号土壊埋 3 29 4 C-2
176-12 2748 O-186号土壊.43 29 55 0 65 C-2
176-13 2775 R-19,6号 土躾.埋 3 30 ] 05 C-2
176--14 2720 R-18.6号 土残.埋 4 30 4 C-2
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�版一番号 造物番号 出土区・遺構・層位 長さ(cm) 径(cm) 特 徴 分   類 写真図版番テ
176--15 R-196号 土壊 埋 3 05 C-2
176--16 R-19、 6号土媛.43 0 55 C-2
176-1 2839 O-19,6号土痰,埋 3 317 C-2
177--1 2829 R-18,6号 土躾,埋 3 06 ほぼ全体 に焼痕有 り C-2
177-2 2707 R-18,6号 土療,埋 2 0 5 C-2
177-3 2838 Q-19,6号土猿,埋 3 断面が偏平 C-2
177-4 R-196号土犠埋 3 LF が偏平 -2

177-5 -186号 土擬 埋 4 □が偏半

177-6 -19.6号土壊、43 0 5 C-3 122--8

177--7 2781 R 9,6号土墳,埋 3 25 3 05 C-3
177--8 2789 R― 8,6号土躾,埋 3 黒老占り ? C-3
177-9 2830 R― 8,6号土残,埋 3 0 6 黒塗 り? C-3
0 2825 R 8,6号土壌,埋 3 29 25 0 55 黒塗 り ? C-4 122--9

77 2828 R 8,6号土猿,埋 3 29 25 曇塗 り ? -4

77 2723 O 6号土霧 埋 4 (250) 先端 欠損     勘 力Ч属 -4

R 9.6号土矮.44 06 断 題力〔燻 C-4
2842 O 9,6号土猿,埋 3 警 ? その後二次加工 そ の 他

177- 2760 @― 9,6号土壌,埋 3 その他

177-16 2843 Q― 9,6号土壊,埋 3 22 0 焼痕有 り その他

177--17 2855 Q 9,6号土猿,埋 3 0 65 黒 4」 じ 121--5

177--18 2856 R 96号土嬢埋 3 065 黒 もじ 121--5

177-19 R 96号土娠埋 3 黒 も じ 121--5

表73 漆器観察表

図版―番号 遺物番号 出土区・遺構 層 器 高 口 径 底 径 器 形 又 様 特 徴 写真図版番号

178-― ユ Q-18, 6号 土残,埋 3層 (22) 62 椀

素本椀       ブナ
高台内 :ロ クロ爪跡が3

ケ所にあり。手持ち削り。

127-4

178-2 2204 R-19, 6号 土羨,埋 3層 (55) (182) 椀

外面 :鳥文

内面 :鶴亀文,草文,鳥文

高台内 :文様あり

ブサ

123--4

178--3 2213 R-19, 6号 ■族,埋 3層 (19) 椀

外面 :,島文

内面 :鶴亀文,草文,鳥文

高台内 1文様あり

ブナ

125--3

178-4 Q-19, 6号 土壌,埋 3層 (181 椀

外面:鳥文
内面:鶴亀文,鳥文

ブナ

123--1

178--5 Q-19, 6号 土族,埋 3層 (42) 椀

外面:鳥文
内面 :′島文,鋳亀文
高台内1文様あり

ブナ

123--3

178--6 2215 R-181 6号 土羨1埋 3層 7 (126) 椀

外面 :鳥文

高台内 :文様あり

ブナ

123--2

178-7 R-18, 6号 土族,埋 3層 (25) (138) (64) 皿 ?

外面:鳥文
内面:花文,鳥文

ブナ

126--1

178-8 R-19, 6号 土躾,埋 2層 椀 ?

外面 :か えで

内面 :蕪 文

高台内 :文様あり

ブナ

125--4

179-1 R-19, 6号 土残,埋 3層 (32) (4) 椀 ?

外面:三引両文(3+回 )笹
外底面:文様あり

しゃもじ転用

二次加工があり。

高台は自1り 駅られている。

127--3

179--2 R-19, 6号 土峡,埋 3層 (18) 5 皿 ?

‥

…

内

面

面

台

外

内

高

三引両文(3個 )

三引両文(1個 )

:文様あり

蓋の可能性もあリ  ブナ
125-― ユ

179-3 2214 R-18, 6号 土装.埋 2層 (18) 皿 ? ‥

内

面

面

台

外

内

高

三引両文(2+日)草文

三引両文(3個 )革文

:文様あり

高台内に傷あり。  
ブナ

見込み部分に焼け痕あり。
125--2

179--4 2208 R-18, 6号 土坂,埋 3層 (67) 椀

外面:三引両文,草文(?)
内面:三引両文(1個 )
高台内:文様あり

高台内に線亥」あり。
ブナ

124--3

179-5 2列 2 Q-18, 6号 土壌,埋 2層 (35) 57 掘
外面 :鳥文

高台内 1文様あり
127--2
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]版一番号 琶物番号 出土区・遺構 ・層 器 高 口 径 底 径 器 形 文 様 特 徴 写真図版番号

179-6 2203 Q-19, 6号土躾,埋 2層 75 131) 7 椀
外面I笹

高台内1文様あり

ブ す
124--4

179-7 2211 R-18, 6号 土躾,埋 3層 椀
外面 i文様不明

高台内 :文様不明

ブ ナ

179-8 2202 Q-19, 6号土崚,埋 2層 47 椀 124″
―Z

179--9 2206 E-20, 1号 溝, (184) 大皿
ブ ナ

126--4

179--10 R-19, 6号 上残,埋 3層
すつぎ

(片日)

トチノキ
127--5

179-11 2210 O-19, 6号土残,埋 4層
すつぎ

(片日)

不明 (広葉樹 )
127--6

表74 櫛・他観察表

図版―番号 造物番号 出上区・遺構・層 種 類 法   量  (帥| 特 徴

180-1 2301 R-19, 6号 土躾,埋 4層 櫛
長 さ81,幅 40
厚 さ13 棟はゆるい弧を積く。一言Ⅲ欠損。         ネジキ 141--3

180-2 R-19, 6号 上残,埋 3層 櫛
長さ(48)幅 (25)
厚さ12 棟はゆるい弧を描き丸味あり。欠損とヽ多し。     ネノキ 14ユーー5

右

180-3 2303 R-18, 6号 土残.埋 3層 櫛
長 さ645幅 375
厚 さ095 棟は直線。一部欠損。               ネブキ 14ユーー4

180-4 2304 Q-18, 6号土渡,埋 3層 櫛
長 さ(53)幅39
厚 さ095 棟はほぼ直線。一言I欠損。             ネジキ

141--5
左

180-5 2625 R-18, 6号 土壊,埋 3層 不 明
幅45 ―吉

`漆

残存。櫛目状の刻みあり(中′b部に向って孔及び溝あり) 141--7

180-6 R-18, 6号 土綾,埋 2層 人 形 長 さ193径 12 ヒノキアスナロ? 129--2

180-7 R-19, 6号 土残.埋 3層 人 形 長 さ133径 25 不明 (広葉樹) 129--1

180-8 R-18, 9号 土壊,埋 2層 本トンボ
長 さ121幅 165
厚 さ05 貫通孔1ケ。 132--6

181-1 Q-18, 6号土残,埋 2層
羽子板状

木 te品
長 さ231幅 81
厚 さ11 132--4

181-2 R-19, 6号土残,毛 4暑 長 さ319幅 95
厚 さ075 4J面に釘穴あり。片面木地」tH塗 り。 132--3

181-3 R-18, 6号 土躾,埋 3層 鍬 長 さ344厚 さ25 板目 134--3

181-4 2671 と二患鰐嵩赫 コ テ

全長1316 厚30
(身 )長410幅 99
(柄 )長906直 径55

身み翫採緒?檎落。                ミ属131--9

表75 木簡観察表

図版一番
=
遺物番号 出土区・ 遺構 ,厄 長 さ 幅 厚 内 容 特 徴 写真図版番号

182-1
E F-21
2号溝,埋 1層

22 2 32 0 55
表「卿年貢米四斗五升入」

裏「文化□年宮城郡賞沢村□」

裏面の墨がとんでいて痕跡のみ

ヒノキアスナロ
137-― l

182-2
E-20
2号溝,埋 1層

(163) 「米四十五升入」
ヒノキアスナロ

137--2

182-3 2407
E-20
2号溝,埋 1層

16 1 11 「米四十五升入」
木目の凹凸が明瞭である。

ヒノキアスナロ
137--3

182-4 2403
E-20
2号溝,埋 1層

275 0 7 「米四十五升入」
上部に貫通孔あり。

とノキアスナロ
137--4



図版一番号 追物番号 出土区 遺構・層 長 さ 幅 厚 さ 内 容 特 徴 写真図版番号

182-5
E-20
1号溝,埋 1層

(163) 29 0 55
表「仰買上米四十五升□」

裏「    □   」
ヒノキアスナロ 187--5

182--6 Q-19
6号土壌,埋 3層

(122 2 55
表 「 □□□  □
元和□年□  □□〕

一暴

ヒノキアスナロ 137-6

表76 板状木製品・杭他観察表

コ版―番号 追物番号 出土区・違構  層 種  類 法   量  (cm) 特 徴 写真図版番手

183--1 2663
R-19,
6号土残,埋 3層

反状木製品
長 さ331幅 (49)
厚 さ09 霧?霧署留鍵劉無晃疑鶴 1ヾ32--1

と83-2 2627 Q-19,
6号土渡,埋 3層

反状木製品
長 さ(168)幅 (2)
厚 さ07

柾目 片面に溝あり,焼け痕がある。
他方の面に傷あり。

129--8

183--3 2606
R-19,
6号土壌,埋 3層

反状木製品
長 さ147幅 (59)
厚 さ06 柾 目

135--3
右

183--4 2604
R-19,
6号土残,埋 3層 反状木製品

長 さ109幅 (49)
厚 さ085 柾目 焼 け痕 あり。

135--3
左

183-5 2605 R-18,
6号土残,埋 3層

周大木製品
長 さ112幅 (52)
厚 さ065 柾目 焼 け痕 あり。

135--3
中

と83--6 2648
R-18,
6号土接,埋 3層

反状木製品
長 さ313 幅 16
厚 さ01

柾目 釘穴3ケ あり,
その付近に斜めの刻線あり。

183-7 R-18,
6号土残,埋 3層

反状木製品
長 さ29 幅335
厚 さ015

柾目 一方の面に斜めの刻線あり。
他に黒い付着物あり。

135--9

184--1
R-18,
6号土残,埋 3層 朝

犬木製品 長さ(264)幅 17 両端 九 く削 られている。本釘穴 4ケ 。 129--7

184-2 R-18,
6号土躾,埋 3層 奉

状木製品 長 さ227径 14 一方端 より約 l cnの所 削 りによる括 れあり。 129--4

184-3 E-21,
1号溝,埋 土

打ヽ刀 or
刀子の柄

長 さ125幅 23 菖残存。 136--4

184-4 2624 Q-19,
6号土羨,埋 3層

小刀 or
刀子の柄

長さ148幅22 維割りよ。中心の痕跡あり。 133--4

184-5 Q-19,
6号土疲,埋 3層 竹  材 長 さ

220幅 20 傷あり。

184-6 2658 Q-18,
6号土猿,埋 3層 竹  材 長

さ107径 26 傷あり。

184-7 2655 Q-19,
6号土羨,埋 3層

竹  材 長 さ114径 25 132--8

184-8 E-21,
1号溝,底 面 竹  材 長 さ1445径 555 132-… 10

184--9
R-19,
6号土羨,埋 3層 竹  材 長 さ

172径 32 132--7

184--10 2656 Q-19,
6号上羨,遅 3層 竹  材 長

さ197径 30 132--9

185--1 2632
E-21,
1号溝,埋 土 奉状本製温 長 さ467幅 35 縦割 り材。貫通孔 2ケ。先端 より約 9 cr位 の所

に括 れあり。先端 を尖 らせてある。
129--5

185--2 2008
R-18,
9号上族,埋 2層

杭 長 さ323径 26

185--3 2006
R-18,
6号土壊,埋 2層 杭 長 さ278径 25

185--4 Q-19,
6号土羨,埋 3層 杭 長 さ268幅 17 縦割 り材。

185-5 2662 Q-19,
6号土羨,埋 3層

鳥形本製品
長さ192厚 さ16
幅68(08～58) 柾 目 132--2

186-1 Q-19,
6号土茨,埋 4層

不  明 長 さ
184幅 01

厚 さ02  ～ 153

186-2 2608 Q-19,
6号土渡,埋 4層 栓 長 さ104径 30 貫追孔 あり。 134--2

186-3 2664 R―ュ9,
6号土羨,埋 3層 縄 3本撚り。 141--6

187--1 Q-18,
6号土壌,底

杭 長 さ(792)幅 53 五角形 に成形 底面 に打 ち込む。
不明 (広葉樹 )

131--1

187-2 2007 」
一-20,

ピット配12 柱 長 さ(426)幅 136
六角形に成形。片端,鋸による切断。
1号建物跡           トネリコ属

128--9

188--1 2003
E-20,
2号溝,埋 土 束  柱 長 さ361径 120 九材を他目的に使用後,柄付柱に転用。傷あり。

クリ 128--1



図版一番号 遺物番号 出土区・遺構  層 種  類 法   量 (cm) 特 徴 写真図版番;

188-2 F-20,
2号溝,埋 2層 杭 長さ(356)径 98 ス ギ 128--4

188-3 2004 H-19,
3号日甘渠

杭 長 さ(323)径 68 底 に打 ち込む 128--6

188--4 2001
H-20,
池内柱穴配13

柱 長 さ(271)幅 115 1号建物跡 128--8

188-5 2002 R-18,
6号土壌,埋 3層 柱 長 さ(372)幅 113 八面取 リ              モ ミ属 128--7

189-1 2014 Q-19,
6号土嫉,埋 3層 抱

き束
長 さ308幅 82
厚 さ35

縦割り材。釘穴 1ケ。片端より5m位の所に
深さ3 5cm位の鋸による切り込みあり。

131--2

189-2 R T19,
6号土羨,埋 3層 恨 

太 長さ291幅57 七角形 に成形。柄 と柄穴 1ケ所づつあり。
釘穴 2ケ。

131--5

189--3
R-18,
6号土渡,埋 3層

根  太 長 さ126幅 62 ほぼ六角形 に成形。 128-3

189--4 2650
R-18,
9号土壌,埋 2層 不 明

長さ291幅 385
厚さ125 板 目 把手か

189--5 Q-19,
6号土残,埋 3層

長 さ300径 39 くの字に曲った九本の両端よりl cm位の所に深
さ2m日立の括れがある。

132--5

190-1 2649 Q-19,
6号土壌,埋 3層

楔
長 さ156幅 33
厚 さ23 130--1

190--2 Q-19,
6号土壌,埋 3層 楔 長 さ122幅 31 130--5

190--3
E-21,
1号溝, 5 層 楔

長 さ131幅 36
厚 さ265

130-4

190-4 2652
1 号溝 ,青色砂層

楔
長 さ114幅 60
厚 さ33

190--5 2643 Q-18,
6号土装,埋 3層 火鑽 臼

長 さ125幅 30
厚 さ16

側縁に2ケの穴があり。
1ケ の穴の中が焼けている。

134-1

190-6 R-19,
6号土壌,埋 3層

加工痕の
ある板材

長 さ14 4 中目2 8

厚 さ14
板 目 釘穴2ケ。焼痕少しあり。
両面カンナ削りか?

190-7 2018 Q-19,
6号土残,埋 3層

TPD 居
長 さ24 幅100
厚 さ41 焼痕 あ り。 131--10

190--8
R-18,
6号土羨,埋 3層 抱

き束
長 さ76 幅92
厚 さ46 多数の傷 がある。

191-― ユ 2602
R-19,
6号土猿,埋 4層

加工痕の

ある板材
幅585厚 さ220 柾 目 136--13

191-2 2609 R-18,
6号土躾,排土

加工痕の

ある板材
長 さ137厚 さ12 柾 目 柄 を切 っている。 136--1

191--3
R-19,
6号土残,埋 3層

の
材

痕

板

工

る

加

あ 長 さ157厚 さ05 柾目 峰透み卒冥§どう9橡がぁる。 136--10

191--4
R-18,
6号土壊,埋 4層

の
材

痕

板

工

る

加

あ
長 さ1855 幅475
厚 さ09 柾 目

191-5 2646 Q-19,
6号土壌,埋 3層

加工痕の

ある板材

長 さ170幅 54
厚 さ11 柾 目 130--7

191--6 2661 Q-19,
6号土壌,埋 3層

力]工痕の

ある板材
長 さ142幅 7
厚 さ11 柾目 両目に傷がある。カーボン?付着。

191-7 2501 Q-19,
6号土壌,埋 3層

加工痕の

ある板材

長 さ46 幅108
厚 さ11 柾 目

191--8
R-18,
6号土残,埋 3層

加工痕の
ある板材

厚04 柾 目

192--1 2626
R-19,
6号土壌,埋 3層

加工痕の

ある板材

長 さ71 幅 (47)
厚 さ07 柾 目 中央 に幅 l cm,深 さ0 3cmの濤 あり。 136--5

192--2 2622
R-18,
6号上壌.埋 3層

加工痕の

ある板材

長 さ77 幅 (55)
厚 さ11

板目 中央に幅08-0 9cnl,
深さ0 5cmの溝あり。

136--6

192-3 R-19,
6号土壌,埋 3層

方Π工反の

ある板材

長 さ82幅 (26)
厚 さ08

柾目 中央に幅1 8cn,深 さ0 3cmの溝あり,
その中に貫通孔 (釘穴)がある。

186--7

192--4 264コ
Q-19,
6号土壌,埋 3層

加工痕の
ある板材

長 さ107幅 25
厚 さ045 柾 目 133--3

192--5 2603
R-19,
6号土躾,埋 3層

加工痕の

ある板材
長 さ39 幅43
厚 さ065 柾目 木地崚塗。貫通孔 1ケ。 134--5

192--6 2645 Q-19,
6号土躾,埋 3層

加工痕の

ある板材

長

厚
幅355

柾目 端に幅0 1cm,深 さ0 25cnの溝あり。 134--4

192-7 Q-19,
6号土壌,埋 3層

加工反の

ある板材

長

厚
幅25 側面の両端 lm位 に釘穴と思われる貫追孔2ケ

あり。
136--9

192-8 2651 R-18,
6号土壌,埋 3層

をH工痕の
ある板材

長 さ73 幅36
厚 さ21

U字状の濤 がある。 133--10

192--9 2628
R-19,
6号土残,埋 3層

加工痕の

ある板材

長 さ63 幅29
厚 さ135



表77 石製品観察表 (砥石)

図版一番号 種類・違物番号 出土区 。道構 `層 長 さ(cm) 幅 (cm) 厚 さ(cm) 特 徴 写 真 図版 番 号

193-1
石

３

砥

３

C-20、

2 層
82 40

536 49

細粒凝灰岩
138--6

193--2
石

８

砥

３

P-15,
8号土壌,埋 2層

3 1 1 4
仕上砥       6419
珪質琵灰岩

138--9

193-3
石

４

砥

３

R-19,
I 層

28
152 69

安山岩
138--11

193--4
砥  石
3006

Q-19,
6号土壌,埋 3層

91 37 10 仕上砥       5249
珪質凝灰岩

138--12

193-5 石

５

砥

３

C-22,
3 層

18
93 59

流紋岩質凝灰岩
138--10

194-1
砥   石
3009

R-19,
6号土羨,埋 3層

70 09
57 19

頁 岩 138--7

194-2 石

７

砥
３

P-15,
9号土羨,埋 2層

47 19 酸化鉄付着     10449
安山岩

138--8

194-3 砥  石
3010

R-18,
9号土躾,埋 1層

11
荒 砥       4069

194-4
板

６

石

１

孔

０

有

３

R-18,
9号土躾,埋 1層

1 0
2ケ所孔有 り    9269
緑泥片岩

138--3

表78 石製品観察表 (硯 )

表79 石製品観察表 (石垣 )

表80 金属製品観察表 (鉄釘他 )

コ版―番
=
種類・違物番号 出土区・遺構・層 長 さ (cnl) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 特 徴 写真図版番号

195-1 硯
3011

G-21,
1号溝, 埋 2層

150
(5寸 )

6 1

(2寸 )
20

頁 岩       23459
裏面線刻 (文字 ?)

138-― ユ

195-2 硯

3014
Q-16,

Ⅱ 層
(98)

コウレン片岩 2点接合
墨と酸化鉄付着  15149

138--4

右

195-3 硯

3012
Ⅱ 区,

1 層 (63) 1 4
頁 岩       9869
駿化鉄付着

138--4
左

195-4 硯

3013
Q-19,
6号土羨,埋 4層

65
(2寸 ) (1寸 ) 09

岩

着付

頁

墨

29 49
138-… 2

口版一番号 種類 。遺物番号 出土区 追構 層 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 特 徴 写真図版番号

196-1
垣

３

石

３

C-21,
テラス 下 3層

50 7 34 5 25 2
「御本九J「小志」「文」の線刻
あり

140--1

目版一番号 種類・追物番号 出土区・遺構・層 長 さ (cm) 幅  (cI「 ) 特 徴 写真図版番号

197-1 鉄  釘
4067

E-20,
1号溝,埋 1層 頭巻釘       1299

197-2 釘

９

鉄

４
Q-15,   Ⅱ 層 切  釘        959 139--2

197-3 鉄  釘
4069 Q-16,   こ 層 7 4 折 釘       2219 139--3

197-4
釘

７

鉄

４
P-15,  Ⅱ 層 74 折 釘       1069

197-5 釘

９

鉄

４ Q-16,   I 層 折 釘       2299

197-6 釘

２

鉄

４
R-18,   こ 層 72 頭巻釘        519 139--2

197--7
鉄  釘
4081

R-18,
9号土羨,埋 2層

73 06 折 釘       1219

197-8 鉄  釘
4091 O-17.   Ⅱ 層 57 折 釘     1719

197-9 釘

３

鉄

４ Q-15,  皿 層 折 釘       1949

197--10
鉄  釘
4084 R-18,   こ 層 平折釘        319 139--3



図版一番号 種類 追物番号 出土区・遺構・層 長  さ (cm) 幅  (cm) 特 徴 写真図版番号

197-― ユ]
釘

２

鉄

４

R-18,
Ⅱ 層

平 釘        219 139--3

197--12
釘

１

鉄

４

O-17,
Ⅱ 層 54 07 平 釘        70g 139--3

197-13
釘

４

鉄

４

R-18,
] 層

56 平 釘        749

197-14
釘

８

鉄

４

O-18,
Ⅲ 層

61 切 釘        619 139--2

197--15
釘

２

鉄

４

R-18.
層

頭巻釘        209 139--2

197--16
釘

０

鉄

４

R-19,
6号土残,埋 3層

頭巻釘        109

197--17
釘

２

鉄

４

R-18,
3号竪穴,埋 1層

折 釘        169

197-18
釘

０

鉄

４

R-17
Ⅱ 層

折 釘       1059

197-19
釘

４

鉄

４

R-17
Ⅱ 層

折 釘       459

博7-20
釘

８

鉄

４

O-18,
Ⅲ 層

1 0 平 釘        1119 139--3

197--21
釘

９

鉄

４

R-19,
6号土羨,埋 1層 平 釘        609 139--3

197--22
釘

２

鉄

４
，
敷

一
石

Ｒ

埋 2層
72 10 合 釘      2609 139--2

197-23
釘

６

鉄

４

R-18,
6号土羨,埋 3層

頭巻釘        809 139--2

197--24
環状金具
4105

R-19,
6号土痰,埋 4層

07 つば金       499 139--1

197-25
具

８
金
Ｈ

甚

４

R-15,
10号土壊,埋 2層

63
頭33

139--1

197--26
具

７

金

‐‐

推

４

R-19,
6号土壌.埋 3層

61
頭40

139-1

表81 金属製品 (煙管 。その他 )

図版―番号 種類・遺物番号 出土区・遺構 層 長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (crn) 特 徴 写真図版番号

198-1
管

９

煙

４

R-19,
6号土壌,埋 3層

6 5 15 01
雁首部分      709
金の合金

139--8

198-2
管

１

煙

４

R-19,
6号土躾,埋 3層

113 09 01
吸口部分      959
金の合金

139--8

198-3
管

３

煙

４

C-21
5 層

67
銀製か銀の合金   669
吸口部分

139--9

右 上

198-4
管

３

煙

４

皿 区 ,
2 層

雁首部分,象眼    699
銅の合金 (Ior Ⅱ期)

139--9
左 上

198--5
管

０

煙

４

P-17,
層

0 1
内部に羅宇片付着  469
表面に緑青付着 雁首部分

一９
下

３９
左

198-6
管

８

煙

４

V 区 ,
2 層

鮫膚状 銅製    509
全体緑青付着 吸口部分

139--9
右 下

198-7
管

２

煙

４

R-19,
6号土坂,埋 4層

羅字の端金具 象眼 209
金の合金

198--8
飾り金具
4136

R-18,
9号土躾,埋 2層

1 5 0 05
葡萄唐草文     059
約告破片 金の合金 139--5

198--9
羽

４

切

４

R-18,
9号土壌,埋 2層

23 胴 製        159
139--10
左

198-10
羽

３

切

４

C-21,
5 層 01 銅製 緑青付着   319

139--lo

右

198--11
(是しの柄)
4146

Q-19,
5号土較,埋 1層

43 ユき審cr是ヒ珈  209
139--7

右

198-12
具

７

金

４

，た

・１

押

４
Q-19,
6号土躾,埋 3層

鉄製の輪
槍 ?押え 139--6



表82 金属製品 (小柄 。その他 )
コ版一番号 種類・遺物番号 出土区・追構・層 長 さ (cm) 幅  (cm) 特 徴 写真図版番号

199-〕
柄

４

小

４
Q-19,
5号土羨,埋 1層

115 1 3
朝鋼裂        224g
緑 青付着

199--2
柄

５

小

４

R-19,
6号土渡,埋 1層

12
鞘銅製,一部鍍金痕
緑青付着      2319

199-3
小  柄
4115

R-19,
6号土羨,埋 1層

71 2の柄部       359

199-4
」ヽ    本丙
4099

Q-17,
8号溝,埋 1層 刃身片       559 139--6

右 上

199-5 釣  手
4119

Q-18,
] 層

10 5 0 5
鮫膚状        969
鉄 製

139--7

左

199-6
金

２

針

４

H-19,
池 跡,埋 1層 混入品か      469

199-7
金

２

針

４

H-19,
池 跡,埋 1層 混入品か      170g

199-8
金

１

針

４

H-19,
池 跡,埋 1層 混入品か      459

199-9
金

１

針

４

H-19,
池 跡,埋 1層 混入品か      369

199--10
金

１

針

４

H-19,
池 跡,埋 1層 混入品か      35g

199--11
抜

１

毛

４
Q-19,

Ⅱ 層
緑青付着       699

139--7

中

199-12 (楔 )

4131
R-18,

Ⅱ 層

背

刃 弯角
製
翻々Ю度 路・ 9 139-― ュ

左 下

199-13 円
盤状金属製品
4150

R-17
Ⅱ 層

径

＆

厚

∈ 鉛  製

199--14
円盤状金属製品
4149

P-15,
8号土残,埋 1層

径

Ａ

厚

∈ 鉛 製

図版・番月 種類・追物番号 出土区・遺構・層 回  縁   径 特 徴 写真図版番号

199-15 (鉄  瓶 )
4155

F-20, 2 層 残存 口縁部 約■    4900

表83 金属製品 (火箸 。その他 )

図版一番号 種類・遺物番号 出土区・遊構・層 長 さ (cm) 幅 (cn) 厚 さ(cm) 特 徴 写真図版番号

200--1
(分   銅 )
4161

H-7.
3 層

43 7

(410)
径
開

九棒状,鉄製
2441 0g

139--16

200-2 警

９

人

４

R-18,
6号土壌,埋 3層

径
隔

一部赤色、青色付着

77 09

139--4

左

200--3
審

７

火

４

R-19,
6号土渡,坦 3層

頭部の断面は九 く,下部 は長
方形,青色付着    3999

139--4

中

200-4
審

０

火

４

R-18,
6号土壌,埋 3層

156
径

儀
頭部破損

1759
139--4

右

200-5 (武   具 )
4162 表   採 03 5ケ所穴 あり

鎧 ?       30009
139--11

200--6
(武   具 )
4162 表   採 22.6 鎧 ?      2369 139--11

200--7 (不   明 )
4160

C-20,
3 層 320 69 140--5

表84 金属製品 (蹄鉄 )
]版一番号 種類・遺物番号 出土区 遺構・層 長 さ(cm 幅 (cm) 厚 さ (cml 特 徴 写真図版番号

201--1
蹄 鉄

4159
P-17,

Ⅱ 層
119 12 1 溝 な し      19899

139--12

左

201-2 鉄

４

蹄

４

F-21,
墓 残 12 2 溝あり 前足用  27749

139--12

右

201-3 鉄

５

蹄

４

F-21,
墓 羨 12 1 12 5 溝あり 前足用  23559

139--12

中



図版―番号 登録番号 銭   名 グリット 追  構 層  位 初 鋳 年 西 暦 時代 書 体 重量(9' 備 考

202-1 4034 開 元 通 宝 Q一 8 6号土嫉 埋 1層 武 徳 4年 唐 真 1 9

202--2 開 元 通 宝 R 8 6号 土嫉 埋 3層 武 徳 4年 唐 真 31

202-3 4036 同 通 元 宝 R― 9 6号土嫉 埋 3層 顕 徳 2年 後 周 真 21

202--4 皇 宋 通 宝 F-20 2 層 室 元 2年 1039 北 宋 祭 11

202-5 嘉 格 通 宝 Q-18 6号土城 埋 3層 嘉 祐 元 年 北 宋 真 3 9

202-6 嘉 祐 通 宝 R-19 6号土 残 埋 3層 嘉 祐 元 年 1056 北 宋 真 26

202-7 興 寧 元 宝 F―-20 4 層 熙 軍 元 年 1068 北 宋 真

202-8 元 豊 通 宝 Q-18 6号土羨 理 3層 元 豊 元 年 北 宋 祭 1 9

202--9 4057 元 (祐)通 宝 P-16 Ⅲ  層 元 祐 元 年 1086 北 宋 祭 1 9

202-10 4041 聖 宋 元 宝 R-18 6号土 壊 埋 3層 建中靖国元年 北 宋 真 30

202--11 4042 嘉 定 通 宝 R-17 Ⅱ 層 嘉 定 元 年 208 南宋 真 19

202-12 洪 武 通 宝 R-18 Ⅱ 層 洪 武 元 年 明 真 20

202-13 4046 永 楽 通 宝 Q-18 5号土装 埋 2層 永 楽 6年 明 真

202--14 永 楽 通 宝 Q-15 10号 土 IBt 埋 1層 永 楽 6年 明 真

202--15 4048 永 楽 通 宝 Q-19 6号土羨 埋 3層 永 楽 6年 408 明 真

202-16 4049 永 楽 通 宝 R― 8 6号土 壊 埋 3層 永 楽 6年 明 真

202--17 永 楽 通 宝 Q一 9 6号土 塀 埋 3層 永 楽 6年 明 真

202-18 405ユ 永 楽 通 宝 Q一 9 6号 土鋲 埋 3層 永 楽 6年 408 明 真

202-19 4052 永 楽 通 宝 O― 8号溝 埋 2層 永 楽 6年 408 明 真

表85 古銭観察表 (中国銭)

表86 古銭観察表 (国内銭)
]版一番号 登録番号 銭   名 グリット 返  構 層  位 初 鋳  年 西 暦 時 代 重量(9) 備 考

202-20 4023 寛 永 通 宝 P-15 Ⅱ 層 寛 永 13年 江 戸 24 古寛永     (江 戸銭)
202-21 寛 永 通 宝 Q-17 4号 竪穴 埋 2層 寛 永 13年 江 戸 古寛永 水戸銭 )

202--22 寛 永 通 宝 Q-17 4号竪 穴 埋 1層 寛 永 14年 1637 江 戸 20 古寛永 吉田銭 )

202-23 寛 永 通 宝 Q-17 4号 竪穴 埋 2層 寛 永 14年 江 戸 35 古寛永 岡山銭)
202-24 寛 永 通 室 Q-17 4号竪 穴 埋 2層 寛 永 14年 1637 江 戸 25 古寛永 岡山銭 )

202-25 寛 永 通 宝 R-18 Ⅱ 層 寛 永 14年 江 戸 11 古寛永     (松 本銭)
202-26 4026 寛 永 通 宝 R-18 6号土装 埋 1層 寛 永 16年 1639 江 戸 15 古寛永    (井 の宮銭)
202--27 4017 寛 永 追 宝 Q-17 4号竪 穴 埋 2層 寛 永 16年 江 戸 34 古寛永    (井 の宮銭)
202--28 寛 永 通 宝 R-18 Ⅱ 層 寛 永 16年 江 戸 26 古寛永    (井 の宮銭)
202--29 寛 永 通 宝 Q― Ⅱ 層 明 暦 2年 江 戸 古寛永 沓谷銭
202--30 寛 永 通 宝 Q-17 4号竪 穴 埋 2層 寛 文 8年 1668 江 戸 新寛永 正字文

202--31 4029 寛 永 通 宝 8 Ⅱ 層 寛 文 8年 江 戸 31 新寛永 正字文 )

202-32 寛 永 通 宝 Q― 8 Ⅱ 層 寛 文 8年 1668 江 戸 5 新寛永 正字文 )

202-33 寛 永 通 宝 P一 2号 竪 穴 上  面 寛 文 8年 1668 江 戸 0 新寛永     (正 字文)
202-34 寛 永 通 宝 P― 9 3号竪 穴 埋 1層 寛 文 8年 江 戸 4 新寛永     (正 字入文 )
202-35 寛 永 通 宝 Q― 9 3号竪穴 埋 1層 寛 文 8年 668 江 戸 6 新寛永      (遅 点文 )

202-36 寛 永 通 宝 Q― 4号竪 穴 埋 2層 寛 文 8年 江 戸 0 新寛永      (退 点文 )

202-37 寛 永 通 宝 Q― E 層 寛 文 8年 江 戸 0 新寛永      (退 点文 )

202-38 寛 永 通 宝 Q― 3号竪 穴 埋 1層 延 宝 2年 江 戸 5 新寛永 亀戸銭  (広 永)
202-39 4001 寛 永 通 宝 R一 Ⅱ 層 元 禄 10年 江 戸 5 新寛永 江戸亀戸銭 (勤 永)
202-40 4006 寛 永 通 宝 P― 4号竪 穴 埋 1層 元 禄 10年 1697 江 戸 5 新寛永 江戸亀戸銭 (勁  永 )
202-41 寛 永 通 宝 R一 Ⅱ 層 元 禄 10年 1697 江 戸 0 新寛永 江戸亀戸銭 (勁 永 )
202--42 寛 永 通 宝 R― Ⅱ 層 元 禄 10年 江 戸 4 新寛永 江戸亀戸銭 勁 永
202--43 4028 寛 永 通 宝 P― Ⅱ 層 元 禄 10年 1697 江 戸 0 新寛永 江戸亀戸銭 勁  永
202--44 寛 永 通 宝 Q― 4号竪 京 埋 2層 元 禄 10年 江 戸 9 新寛永江戸亀戸銭 座 寛 )
202-45 4022 寛 永 通 宝 Q― Ⅱ 膳 元 禄 10年 江 戸 4 祈寛永江戸亀戸銭 座 寛 )
202-46 4054 寛 永 通 宝 Q一 4号 竪 床 埋 2層 元 禄 10年 1697 江 戸 新寛永 江戸亀戸銭 座  寛
202-47 寛 永 通 宝 Q-19 3号 竪 穴 埋 1層 享 保 13早 1728 江 戸 9 新寛永石巻銭 (重揮通無背 )

202-48 寛 永 通 宝 P-17 皿  層 元 文 2年 1737 江 戸 新寛永 藤沢銭  混入
202-49 寛 永 通 宝 P-17 4号 竪 穴 埋 1層 元 文 元 年 江 戸 4 新寛永′亀羽有来銭(遅永全き」去

202-50 寛 永 通 宝 Q-17 石   敷 上  面 元 文 元 年 江 戸 1 新寛永鳥羽有来銭 (退永全剖去

202-51 寛 永 通 宝 Q-17 石   致 上  面 元  文  期 江 戸 新寛永 木勘銭 (短 通)
202--52 4024 寛 永 通 宝 O-18 石   敷 上  面 元 禄 10年 1697 江 戸 5 新寛永 江戸亀戸銭

202-53 一 分 判 金 Q-16 9号 溝 埋 3層 正徳4～元文元年 江 戸 (正徳後期)
202-54 十 銭 P-19 3号竪 穴 埋 1層 昭 和 19年 1944 H召 和 4



表87 小札観察表 (2号竪穴遺構 )

図版一番号 追 物 番 号 法 量墨
漆 彩 色

分 類 写真 図版番 号
表 裏

203--1 2950-1 直 径   2 6cm 黒 黒 皿 ― 2 右上
203-2 2950-2 直 径   2 7cm 黒 黒 Ⅲ  ― 142-2 上

203--3 2950-3 直 径  2 7cm 黒 黒 皿 ― 142-2 上
203--4 2950-4 直 径   2 7cm 里

ヽ
黒 皿 ― 141-2 左上

203--5 2950-5 辺    3  cm 黒 黒 Ⅱ ―

203--6 2950-6 辺    3  cm 黒 黒 Ⅱ ―
203--7 2950-7 辺  3 cm 黒 黒 Ⅱ ―

203-8 2950-8 辺    3  cm 黒 黒 Ⅱ 一 141-1 下
203--9 2950-9 辺   3 3cm 黒 黒 Ⅲ - 2 141-1 下
203--10 2950- 辺   3 3cm 朱 黒 Ⅱ - 2 141-1 左下
203--11 2950- 辺   3 3cm 朱 黒 Ⅱ - 2
203--12 2950- 辺    4  cn 黒 黒 皿 - 3
203--13 2950- 辺  4 cm 黒 黒 皿 - 3
203-14 2950- 辺   4 2cm 黒 黒 皿 - 3 141-1 右下
203--15 2950- 辺   4 2cn 黒 黒 Ⅲ - 3
203--16 2950- 辺  4 cm 黒 黒 皿 - 3
203--17 2950- 辺   4 8cm 矢 果 Ⅱ - 3
203-18 2950- 辺  5 cm 未 黒 Ⅱ - 3
203--19 2950- 辺   4 8cm 朱 黒 Ⅱ - 3
203--20 2950-20 辺   5 cm 矢 黒 Ⅱ - 3
203--21 2950-21 辺  5 cm 朱 黒 Ⅱ - 3
203--22 2950-22 辺   不  明 黒 黒 Ⅱ - 4
203-23 2950-23 辺    7  cm 黒 畢 Ⅱ - 4
203--24 2950-24 辺   7 3cm 黒 黒 Ⅱ - 4
203--25 2950-25 辺    7  cm 黒 黒 - 4 141-1 右上
203--26 2950-26 高  さ  3 4cm 朱 黒 - 3 141-2 左中
203-27 2950-27 斜辺 5 cm  高さ 3 4cn 朱 黒 - 3 141-2 右中
203--28 2950-28 底 辺   6 8cm 未 黒 - 3 141-2 中中
203--29 2950-29 斜  辺   6 5cm 黒 黒 - 4 14ユ ー 2 右下
203--30 2950-30 高  さ  5 3cm 黒 黒 - 4 141-2 左下
203--31 2950-31 局 さ  4 8cm 黒 黒 - 4 141-2 中下

図版一番; 種類・遺物番号 出土区・遺構 ・層 長 さ(cm) 径 (cm) 厚 さ (cm) 特 徴 写真図版番号

204--1
口

６

羽

４

R-18,
9号土羨,埋 2層

破損 き      16349
140--2

右

204--2
羽   口
4176

R-18,
9号土嫉,埋 2層

ヘラケズリされている。
破損と      13549

140--2

中

204--3
口

６

羽

４

R-18,
9号土城,埋 2層

破 損      21259
赤褐色 溶融物付着

140--2

左

204--4
床

７

炉

４

1-19,
池 跡 .埋 1層 25 0 幅 230

炉壁底

鉱津が溶着
140--4

表88 土製品 (羽口 炉壁底)

表89 土師器・縄文土器観察表

図版一番号
種  別 1器  形 出上区 達 構

層  位 特 微 写真図版番号
遺 物 番 号

204--5

土 師 器 1高台付 17N
Q-18,

Ⅳ 層

量
面
面
調

法
外
内
色

底徒 7 7cm,残存高 30∽
ロクロ調整,底部回転糸切
黒色処理  ヘ ラミガキ
外面 灰 自色,内面 黒色,胎土 良好 ,焼成 良好、残存 き

140--71361

204--6
縄文土器 |1来  鉢 M-7,12号 溝

埋 3層
底部付近  ヘ ラケズ リ有 り

140-=9

中5010

204--7
縄文土器 1深  鉢 I-7,14号 溝

埋 4層
縄 文

140--9

左5009

204--8
縄文土器 1深   鉢 V 区 ,

2 層
羽状縄文 (RL)後 ～晩期

140--9

右5008



表90 土製品 (人形その他 )

雪版一番号 種類・遺物番号 出土区・遺構・層 長 さ (cm) 幅 (cm) 径 (cm) 特 徴 写真図版番号

205-― ユ
形

４

人

００

±

５

Q-16,
I 層

型 る こ し成 形  仏像  背部破
損  底 に穴 あ り,釉 部 分  オ
リーブ黒色 ,素焼部 分  にな
い黄橙色       2399

141--11

205-2
形

５

人

００

±

５

Q-16,
I 層

型 おこ し成形  仏像
頭部・ 背部破 損
繁焼部 分  橙色

23 69
14ユーー10

205--3
形

６

人

００

±

５

Q… 16,
I 層

37

型 おこ し成形  仏像
頭部・ 音部破 損
釉部 分  明 黄褐色 (灰和 )
素焼部 分  橙色    859

141--12

205--4
形

７

人

０ ０

■

５

C-21,
5 層

面顔
色
右
橙
？
焼
猪
素

31 59
141--9

205--5
玉

３

±

５
Q-19,
6号土羨,埋 3層

22 7 09

205--6
耳

５

R-19,
6号土羨,埋 3層

04 台角製 0 69 141-8

205-7
鏃

５

石

３

R-18,
Ⅱ 層

15 05
無茎 チ ャー ト(鉄石英 )

1 19
140--8

中

205-8 鏃

６

石

３

K-7,
12号溝,埋 1層

1 0 06
有茎 頂質頁岩

]

140--8

左

205-9
フレーク

3020
F-6,
12号溝,埋 2層

05
頁  岩 140-… 8

右

205-10
石

７

碁

３

R-18,
9号土羨,埋 1層

22 0 5
黒色頁岩 (粘板岩 )

3 59

138--5

右

205--11
石

８

碁

３

C-21
3 層

凝灰岩 138--5

中

205--12
円盤状石製品

3019
M-7,
12号溝,埋 3層

片面穿孔,貫通せず
凝灰岩       459

138-5
左

表91 1区西側拡張部出土遺物観察表 (土師質・瓦質土器・陶磁器・金属製品 )

コ版一番号 遺物番号 出土区・遺構 ,層位
種  別

法 量
(cm)

特 徴 産  地
年  代

写真図版番号
器  形 分  類

206卒-1 1号竪穴,埋 1層
土師質土器

皿

口径 (90)
底径 (55)
器高  25

ロクロ調整,底部 回転糸切
色調 :内外面とも灰色

残存÷

AC 107--5

206-2 1363 6号土羨 ,埋 1層
土師質土器

甕

口径 (112)
器高 (55)

ロクロ調整,内外面カーボン

付着, 内外面とも橙色
残存■

109--4

206--3 6号土壊 ,埋 2層
瓦 質 土 器

霜   鉢

ロクロ調整,内面スジメ有り,
色調:灰白色,胎土:1～ 2mnの赤い

粒子を含む,焼成:やや悪い,残存き

206--4 6号土羨 ,埋 3層
(混入 )

器

瓶

磁

花

口径 (158)
器高 (12)

外面 :日縁部波状文,頸部界
線 ?

内面 i口縁部草文
肥   前

Ｃ

Ⅳ

206--5 1083 6号土壌 ,埋 2層
磁 器

皿

底径 (140)
器高 (20)

外面 :畳付無fHI畳付高台内
一部砂付着
内面 !文様あり(魚文 ?)

中  国
明

Ｉ

206--6 I 層
陶 器

甕
鉄  釉

206--7 1236 6号土壌 .埋 2層 陶 器

皿

底径 (72)
器高 (15) 鉄 絵 (花弁文) 濃

鰤
美
は
17C初
I

206-8 5号土羨 ,埋 1層
陶 器

皿

底径 (62)
器高 (13) 灰釉 ,碁衝底 美   濃

17C初
I



]版―番号 遺物番号 出土区・遺構・層位
種  別

法 量 (cm) 特 徴 産  地
年  代

写真図版番号
器  形 分  類

206-9 I 層
胸   器
貧 乏 徳 利

底径 (109)

器高 (91)
灰釉,外面文字あり 美   濃

明  治
Ⅳ 木 ～ V

206~~10 1239 I  層
器

鉢

陶

播
鉄  釉 唐   津

16Cボ～

1 17C初

206-■ 1240 Ⅱ  層
器

鉢

陶

悟
鉄  釉 美  濃

17C初

I

206-12 1238 1号竪穴,埋 1層
器

外

陶

悟

底径 (112)

器高 (30)
鉄 釉
底部回転糸切

唐   津
16C木 ～
～17C初
I

週版一番号 遺物番号 出土区・遺構・層位 種  別 器  形
法 量

特 徴 写真図版番号
長 さ (cm) 幅 (cm) 重 さ (9)

206--13 4195-] 6号土残,埋 1層 金属 製 品 鉄   /21 1 00 種  別   不 明

206--14 4195-2 6号土装,埋 1層 金属製品 鉄   釘 35 04 種  別   不 明

206--15 4195-3 6号土羨 ,埋 1層 金属製品 鉄   釘 06 3 75 種  別   不 明

206--16 4195-4 6号土羨 ,埋 1層 金属製品 鉄   釘 47 1 55 種  別   不 明

206--17 4195-5 6号土羨 ,埋 1層 金 属 製 品 鉄   釘 06 種  別  切 釘

206-18 4195-6 6号土羨 ,埋 1層 金属製品 鉄   釘 2 75 種  別  折 釘

206--19 6号土残 ,埋 1層 金属製品 鉄   釘 05 2 35 種  別   不 明

206-20 Ⅱ 層 金属製品 鉄   釘 47 04 3 75 種  別  不 明

206-21 I 層 金属製品 煙   管 50 厚 さ02伽 残存羅宇端 金具

表92 Ⅱ区西側拡張部出土遺物観察表 (瓦 )

コ版一番号
器  種 1器  形 構

位

違

層
特 徴 写真図版番号

遺 物 番 号

207-― ]

瓦  1 軒九瓦 6号土壌 ,

埋 2層

文様 :巴文 瓦当面直径 :15 0cm分 類 よ
瓦当面下端のみ残存 色調 i灰白色

イー176

207-2
瓦  1 軒九瓦 1号竪穴

埋 1層

文様 :巴文 瓦当面直径 :16 8cm 分類Ⅱ
瓦当表面 :巴文 右巻 裏面 iヘ ラナデ

イー178

207-3
瓦  1 軒九瓦 6号土壌 ,

埋 2層

文様 :巴文 瓦当面直径 :17 5cm 分類 IV
瓦当表面 :巴文右巻 尾長系
丸瓦部外面 :ヘ ラナデ 内面 :布目痕有 りイー175

207-4
瓦  1 軒 九瓦

I 層
文様 :巴文 瓦当面直径 :17 0cn 分類 IV
瓦当表面 :巴文右巻 尾長系
裏面 :ヘ ラナデイー179

207-5
瓦  1 軒九瓦

Ⅱ 層
文様 :巴十連珠文 瓦当面直径 :不明
瓦当面上端 1部のみ残存
色調 :灰 白色イー181

207-6
瓦  1 軒平瓦

I 層
文様 :均整唐草文 花弁文様 :細倍榎  分類 A-2
瓦当面長 さ :(131)cm 幅 :6 0cm
瓦当裏面にナデ有 り 胎土 :砂粒 を合むロー 137

207--7
瓦  1 軒平瓦

I 層
文様 :均整唐草文 花弁文様 :細倍梗 分類 A-3
瓦当面長 さ :(143)cm 幅 :5 5cm
瓦当裏面にすデ有 り 胎土 :砂粒 を合むロー138

207-8
瓦  1 軒平瓦 5号土崚 ,

2 層

文様 :均整唐草文 花弁文様 :不明 分類 A
瓦当面長 さ :(90)m 幅 :5 0cn
残存瓦当面 子のみロー140

207-9
瓦 駒巴瓦

不  明
法量 :35 8cm

表面に縦方向のナデ有 り

内面の背に維 にナデツケ有 り-61



表93 Ⅱ区西側拡張部出土遺物観察表 (中国銭 )

表94 Ⅱ区西側拡張部出土遺物観察表 (漆器 。本製品)

図版―番号 登録番号 銭   名 グリット 遺   構 層  位 初 鋳 年 西 暦 時 代 書  体 重量 ) 写真図版番号

207--10 4188 開元通 宝 Ⅱ区剛則拡脚 6号 土羨 埋 2層 武徳 4年 ( 唐 真 16

207--11 皇宋通宝 Ⅱ区西側拡張部 6号 土 壌 埋 2層 宝元 2年 (1039) 北  宋 真

207--12 嘉祐 通 宝 Ⅱ区剛則拡螂 6号 土羨 埋 2層 嘉祐元年 (1056) 北  宋 真

207--13 熙 寧 元宝 Ⅱ区西側拡張部 6号 土猿 埋 3層 熙寧元年 (1068) 北 宋 真 22

207-14 元豊 通宝 Ⅱ区田助赫都 6号 土装 埋 2層 元豊 元年 (1078) 北  宋 祭 1 5

207--15 元豊 通 宝 Ⅱ区西十則拡榊 6号 土羨 埋 3層 元豊 元年 (1078) 北  宋 察 27

207-16 元祐 通宝 圧区酎則拡脚 6号土残 埋 2層 元祐元年 (1086) 北  宋 冥 26

207-17 紹 聖 元宝 Ⅱ区西側拡張部 6号 土壊 埋 2層 紹聖元年 (1094) 封ヒ 宋 祭

207-18 永楽通宝 E区西側拡張都 6号 土 残 埋 2層 永楽 6年 (1408) 明 真 17

目版一番号
器 種 1器 形

出 土 道 構 特 徴 写真図版番号
追 物 番 号

208--1
漆  器 1 椀 ? 6号土嫉,

埋 2層
法量 :残存高 1 7cn  口径 不明  底径 不明
文様,内面 :銀杏文

127--1
2240

208い-2
漆  器 1 椀 6号土壌 ,

埋 4層
法量 :残存高 6 3cfr  口径 不明  底径 不明
文様,外面 :草文蒔絵  高台内 :文様有り,刻線有り

124--1
224ユ

208--3
木製品 1 審 6号土羨 ,

埋 3層
法量 :長 さ (2355)cm  幅 0 6cm  厚さ0.55cm2858

208-4
本 製 品 1 箸 6号土渡 ,

埋 4層
法量 :長 さ (144)cm  幅0 75cn  厚 さ 0 5cm2857

208-5
木製品 1不  明 6号土抜 ,

底  面
法量 :長 さ16 92cm  幅 4 0cm  厚さ 1 lcm
板目使用2681

208-6
木製品 1不  明 6号土茨 ,

埋 3層
法量 :長 さ 8 9cn  幅2 09cm  厚 さ135釦
箸置 きか

130--62679

208--7
本製品 1不  明 6号土羨 ,

埋 3層
法量 :長 さ26 3cm  幅6 85cn  厚 さ0 65cm
本釘 3ケ残存  柾 目

135--2
2680

208--8
本 製 品 1下  駄 6号土接 ,

埋 2層
法量 :長 さ210伽   幅 7 5cm  厚さ 0 65cm
下駄連歯,両 目欠損    I-2B 117--5

2536

209--1
木製品 1折敷 ? 1号竪穴 ,

埋 2層
法量 :長 さ31 9cm  厚さ 0 7cm  板目あるいは膳か
金釘残存,綴じ皮残存,両面 ケズリ調整,裏面 傷 多数

135-― ]
2125

209--2
本製品 1柱  根

柱 穴 1
法量 :長 さ31 8cm  直径12 2cm
加工痕 2ケ所有り

128--2
2020
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三ノ丸跡全景 (Ⅳ区からI区 をのぞむ)

写真 2 三ノ丸跡西側石垣
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写真39 Ⅱ区(P105号溝断面 (E→ W)
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写真40 Ⅱ区(P196号溝断面 (E→ W)



Ⅱ区 (Q-17)8号 溝断面 (S→ N)



写真43 Ⅱ区 9号溝全景 (S→ N)

ざ竜ゝ巡 I群
|

ざギ

=撼
こヽd

∬
騨
ぷ

＝
与
十エ
ド

】
　
Ｉ
゛
碑
い

ｒ
“4・ ,

写真44 Ⅱ区 9号溝一分全出土状況
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写真45 Ⅱ区6号建物跡と1号竪穴遺構 (E→W)

写真47 Ⅱ区 (R20掘立柱痕
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写真56 Ⅱ区10号土境全景 (E→ W)
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写真57 Ⅱ区10号土媛断面 (S→ N)
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写真58 Ⅱ区10号土境付近 (Q■の出土厘鉢

写真59 Ⅱ区15号土境 (010の状況
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写真61 Ⅲ区5,6号土垢全景 (E→ W)
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写真67 6号土境水指出土状況
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写真69 6号土媛底面出土木
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写真71 6号土娠漆器 (家紋入り)出土状況
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肇 6号土境漆器 (カ ブラ)出土状況

写真73 6号土境漆器出土状況



写真74 6号土媛懐中硯出土状況 写真75 6号土境金製煙管出土状況

写真76 Ⅲ区調査風景 (N→ S)
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Ⅲ区 4号暗渠の検出状況 (E→ W)

写真82 4 の状況 (E→ W)



写真83 4号暗渠の状況 (E→ W)

写真84 Ⅲ区11号溝コテ出土状況(w→ E)



Ⅲ区 (L,M7,8)の状況 (W→ E)

写真86 Ⅲ区 5号暗渠の状況 (W→ E)
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写真88 Ⅲ区 (M4～02層上面の状況
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写真92 Ⅳ区 6号暗渠の状況 (S→ N)
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写真93 V区土塁断面

写真94 仙台城跡違景 (SE→ NW)経ヶ峰より
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写真98 1期陶器 (美濃・唐津・信楽・備前・京)
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写真100 Ⅲ期陶器 (相馬・美濃 )
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写真101 1期磁器 (中国 。肥前 )
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Ⅲ～V期磁器 (肥前など)写真104
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写真10691～ V期磁器 (中国
・R巴前など)
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写真108 土師質土器 (皿・焼塩壺 )
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写真109 土師質・瓦質土器
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写真112 軒平・棧瓦
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写真115 駒巴・冠・塀瓦
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写真116 隅・面戸 。刻瓦片など
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写真117 下駄 (連歯 )
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写真123 漆 器 椀
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写真124 漆 器 椀
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写真125 漆器皿など
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写真126 漆器 (椀・皿)
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写真127 漆器 (椀 。片国 。しゃもじ・蓋 )・ 索木椀



写真128 柱 。杭
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写真129 人形・棒状木製品など
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板状木製品
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写真131 杭・コテなど
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写真132 板状木製品 。木とんぼ・竹製品など
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写真134 火鑽臼・舗・鉢 など
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写真135 折数など
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写真136 その他の木製品
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写真137 木製品 (木簡 )
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写真138 硯・砥石など
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写真139 釘・煙管・古銭など
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写真141 ′J鮒し・櫛・耳かき。人形など



付章 1日 三ノ丸巽門跡 (Ⅵ区)の調査

1.は じめに

巽門跡の調査は、新博物館建設に伴 う外構整備工事に先行し、戦火で焼失した巽門の構造を

明らかにし、環境整備の資料を得るR的で、昭和59年 5月 17日 に着手し、 7月 11日 まで行った。

さらに排水管工事で掘削を受ける部分について、同年11月 19日 から12月 24日 まで追加調査を実

施 した。

これまで巽門の建築形状について論及したものには、昭和 5年の大手門実測調査の報告書で

ある『仙台城の建築』 1/Jヽ倉強)がある。これは大手門に関する記述が主ではあるが、巽門につ

いても実測成果および若子の見解を述べており、これによると、巽門の建築形状は、木造三階

建、切妻屋根で棧瓦葺である。 1階は43.61尺×17.14尺、 2階は43.61尺 ×19,36尺、総素木造

で正面の装飾金具は取剖がされている。規模は大手門より小さいが、間取りはほぼ同様である。

懸魚、破風、人燈窓等の意匠的部分は大手門に比べてはるかに劣り、形態も異なる。用材は杉

材を主とし、扉は棒である。建築年代は不明であるが寛永のニノ九造営以後の感がある、とし

ている。

また、東北大学建築学科佐藤巧教授が旧伊達家の棟梁職にあった千田家所蔵の建築姿絵図を

用い、『近世武士住宅』 (昭和54年)および「仙台城の建築と姿絵図」 (『東北大学建築学報』第

21号・昭和56年)の中で考察を加えており、正保 2(1645)年奥州仙台城絵図および各時期の

城郭図からみて、巽門等は三階建ての楼門形式に描かれており、この形式を幕末期まで踏襲し

ていたとし、さらに規模、屋根形状は本九中の門に近いことを指摘している。

2.調 査経過

調査はまず地表面に表出していた 4個の礎石を中心に、石垣、土塁に1予さまれた約180∬ に調

査区を設定し、礎石まわりの表土を剣がし、焼土面までの深さを確認した。次いで巽門南西に

ある境界杭を基準点とし、外構工事用に設置された巽門東側土塁上のT,14木杭とを結ぶライ

ンを基準線 (E-32° 一S)と し、 3mメ ッシュを配した。調査区は、前年に行われた三ノ九跡

発掘調査に引き続き、Ⅵ区と呼称した。

表土は重機を用いて掘削し、次いで人力で戦災による焼土を除去し、整地層上面で11個の礎

石を検出した。西側礎石列については北側に調査区を拡張し、さらに2個の礎石を検出した。

また東側礎石列については、攪乱土を掘り上げ、新たに耳ヒ側で礎石を1個検出した。しかしな

がら、調査区内は耳ヒ西方向からの湧水を流す暗渠や水道管、排水管等によってかなりの掘削を

受けており、遺構の遺存状況は惨憎たるものであった。          /

瓦や門扉 。壁材等の炭化材を取り上げながら、焼土・炭を除去し、礎石基部の根石を検出し
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た。さらに、調査区の中央部では整地面の下部にもう一面の整地面が存在することが半」明した。

上部と下部の整地面の間層は、レンガや漆喰を含む厚さ2 cm前後の薄層が瓦層をなし、瓦の他、

磁器や釘等の鉄製品を含んでいた。下部整地面の上面では、所々で斑状に焼け面が観察でき、板

ガラスの破片を多く出土した。

巽門の南面では、南側礎石列の南約1.5mに平行して並ぶ間知石列を検出したため、調査区を

南側に5m幅で拡張しン、攪乱部分を除き、上幅35～40cmの雨落溝を検出した。雨落溝の東端部

では、雨水管工事の際に積み直しが行われている。

礎石西側梁列では、 7個の礎石が並んで検出したが、そのうち3個は基部に玉石をもたず、

やや浮いた状態であったことから、チェーンブロックを用いて動かして下部を精査したところ、

第 1図 調査区位置図

原位置を保つ礎石の脇に移設したものである

ことが判明した。また、南側桁夢Jの礎石縦断

エレベーションの検討により、南面東側 2個

の礎石は柄穴底面のレベル高が20cm程低 く、

排水管工事の際に置き直 していたことがわか

った。南側中央東脇の礎石については、柄穴

の方向が桁列よりも南に偏れており、かつ礎

石基部に融解したガラス片を敷いていること

から、巽門の焼失以前に礎石位置がずれ、ガ

ラス片が下に入 りこんだものと考えられる。

また、礎石西側梁列の耳帥Jl.2mでは、雨落溝の

底部玉ヽ石 および縁石 と考 えられる切石を検

出したぅ

現地説明会を開催 し、遺構の復元、環境整
: 、,

備に侮え、遺構上に山砂 2々0～40cmの厚さで

敷いた.宇や土砂を導っ戻し、調査を終了した。

その後、営繕課と外構工事について打合せ

を重ねたが、博物館の排水管については巽門

内部を横断せざるを得ないとの見解が出され、

新たに掘削を受ける幅 lm× 長さ10mの トレ

ンチ 2本について追加調査を行った

その結果、北側桁列の北1.2m、 中央通路部

のやや西寄り、通路として調査区外としてい
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た箇所で、キ うじて掘削をまぬがれた雨落溝を長さ60cmに わたって検出した。また、門の内側、

通路部分、整地面の 1層下面で、東西1.2m、 南北0.8m以上の攪乱に切 られる半円形のプラン

を検出した。堆積土には 5～ 8 cmの円礫 を多量に含んでおり、数点の瓦片も出土 した。プラン

上面で径30× 25cmの 円礫を検出したが、礎石列とは組み合わず、かつ上面のレベルも20cm程低

く、その性格は不明である。

門の下部整地地業の断面図および周辺地形実測図を作成 し、調査を完了した。

なお、昭和60年度から外構工事に着手し、その際、巽門跡の環境整備も行われる予定である。

3.発見遺構
く礎石配置) 巽門は、三ノ九の周囲をめぐる土塁、石垣で構成された桝形に南面して建つ。

現存する礎石配置から、南側の桁行5間、総長13.06m、 西側梁行3間、総長5,12mの 東西棟建

物である。梁行列方向はN-32°一E、 各梁間は芯々で168～ 172cm、 正面中央間は芯々で496cm、

東側脇間は198,206cmで あるが、調査の結果、南側桁列の東側 3個の礎石 (N09。 10。 13)は

原位置を保っておらず、その礎石間寸法は参考にならない。東側梁列については、 3個 の礎石

(N013・ 14・ 15)を検出しているが、原位置から動かされており、原寸法を示さない。西側梁

行列上で検出した 7個の礎石の中の 3個 も同様である。

(礎  石〉 検出した14個の礎石は人を受けて欠損 しているものもあるが、一辺が60～ 130

cmの 不整方形で、厚さは30～ 60cmであり、材質は安山岩質である。うち、 6個の礎石には、一

辺が14～ 16cm× 18～ 25cm、 深さ 6～ 10cmの 長方体の柄穴が穿たれており、門の四隅および南側

07

06

□ ○ 現存し原位置にある礎石  □ □ 納穴のある礎石

11()現存するが原位置にない礎石 。 。 れ穴のない礎石
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桁列中央両側の位置に配されていたと推定できる。

(誰)礎 石配10については、裏面が上に向けられている可能性があったので、下面を調べた結果、柄は

なく、欠損している礎石配 5も 同様と考えられる。また昭和 5年の実測調査で存在の明らかにな

っている礎石配 7・ 12の位置については礎石を検出せず、柄の有無については不明である。

また礎石N011の 上面では、30× 27cmの 長方形の焼失痕が認められ、柱材の痕跡と考えられる。

礎石配11か ら礎石N012の 方向にむけ、直径15～ 30cmの 人頭大の円礫 を5個、すき間なく一列に

並んで検出しており、布石の役目を果たしていたと考えられる。

礎石は、おのおのその周囲 5～ 40cm程の範囲で、深さ40cm程土渡状に掘 り凹め、直径 5～ 15

cm大の円礫 を黒掲色シル トとともに詰める、玉石地業をその下部に行っている。

(整地地業〉 門の建つ部分は、三ノ丸内部から門の外側へと緩やかに傾斜しており、固く

しまっている。この整地層は、黒褐色粘上の旧表土ないしは褐色粘上の地山上の上面に、旧地

形にしたがい、検出面からの厚さで10～100釦程にぶい黄褐色ないしは褐色系の礫混じりの砂

質粘土を積み上げたものである。

(雨落溝〉 門の南側では南側桁列の全幅にわたり、北側では中央通路部の西側で一部を検

出した。南側の溝は、桁列から芯々で180～ 200cm離 れ、縁石に間知石もしくは栗石を用いてい

る。西側では 1段、東側では 2段積みとなっており、石積みの間および掘り方埋め土には瓦片

が含まれている。東端部では雨水管布設により破壊されているが、その一部は積み直されてい

る。門の焼失後に礫混じりの黄褐色砂質粘土で整地されており、この整地層の下部で溝跡を検

出した。溝は、上端幅35～ 40cm、 深さ10～ 30cm、 断面形はU字形ないしは逆台形を呈し、堆積

土には炭、焼土を含み、所々でレンズ状を呈す。底面には砂が堆積し、瓦、鉄製品等の遺物を

含む。耳し側の溝は、北側桁列の北1.4m、 中央通路部のやや西寄りで、掘削をまぬがされた長さ

60cmを検出した。間知石を縁石とし、上端幅45cm、 深さ25cmで、底面には径10cm前後の玉石を

敷きつめている。堆積土には多量の炭・焼土 。瓦を含み、底面には堆積している。また、西側

梁列の北、この雨落溝の想定ライン付近には、切石や玉石がまとまって出土した。縁石は原位

置を保ってはいないが、雨落溝に用いられた石材と考えられ、玉石は溝の底面の敷石と考えら

れる。

雨落溝は、門の基礎となる整地地業の後、溝の前後を掘り凹めて間知石を設置し、砂質シル

トないし粘土を埋めて整地し、造りあげている。

(土  媛) 門内側の通路部分、整地面の 1層下面で、東西1.2m、 南北0,8m以上の攪乱

に切られた半円形のプランを検出した。堆積土には 5～ 8 cmの円礫を多量に合んでおり、数点

の瓦片も出土した。プラン上面中央では、径30× 25cmの 円礫を検出したが、礎石列には並ばず、

かつその上面レベルも20cm程低 く、その性格は不明である。
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4.出土遺物
出土した遺物には、陶器・磁器・土師質土器・瓦質土器・瓦。本製品。金属製品。その他が

ある。

(1)陶磁器

出土した陶磁器は、294点 である。しかし、出土した状況は、巽門焼失時の堆積層、およびそ

れ以後の再整地、攪乱土中からのもので、遺構の構築時を裏付ける資料として促えられるもの

はなかった。出土した陶磁器の産地は、中国産 (明)の ものから、国内産では肥前・唐津・瀬

戸・美濃・常滑 。相馬・会津・平清水・堤・切込と各地にわたり、その時期も16世紀末から20

世紀にまたがる。

ここでは、三ノ丸の変遷の時代区分に沿って、主な遺物について述べていく。なお、個々の

遺物の詳細については、実測図、観察表をか照されたい。

(I・ Ⅱ期〉

第 6図 20は、天目茶碗の破片で、日縁部の切立ちの途中から外反 してくびれを作 り出してい

る。腰部の露胎部には化粧がけはなく、回転ヘラケズリされている。釉薬は光沢のある鉄釉を

内面と、外面は腰部から口縁端まで施 している。美濃の製品で、17世紀前半と考えられる。こ

の他、 I期からⅢ期にかけてのものとしては、明 (17世紀初め頃)の染付碗・肥前の染付碗、

美濃の灰釉皿、常滑の悟鉢などが出土している。

(Ⅲ期〉

第 6図 7は、染付の碗または鉢の破片で、肉厚の高台が付き、高台に2本、体部下端に 1本

の界線がめぐる。18世糸己の】巴前の製品であろう。第 6図 8は、染付の輸花小皿で、体部タト面に

は草文、内面には唐草文が描かれ、両面に貫入がみられる。18世糸己の月巴前の製品である。第 6

図17は、青磁花瓶の口縁部で、釉薬は薄く、明緑灰色である。18～ 19世紀の肥前の製品であろ

う。第 6図 18は、灰釉陶器の坑で、高台と高台内は無釉である。18世糸己後半から19世紀前半の

相馬の製品である。第 6図 19は、灰釉陶器の婉で、体部は内弯気味に立ち上がる。色調は、外

面は青灰色の相馬の製品である。

この他、肥前の製品としては、網目文や鶴文のある染付碗、菊花文のある染付重、白磁重な

どがあり、瀬戸 (?)の草花文のある皿、相,馬の灰釉皿、美濃の灰釉碗なども出土している。

また、17世糸己から18世紀にかけて、 Ⅱ期から皿期に属するものとして、唐津の灰釉大鉢や、

美濃の灰釉菊皿なども出土している。

(Ⅳ期)

第 6図 10は、青磁染付の皿で、薄手の高台がつき、内面口縁部には鉄釉がめぐり、見込には

透明釉と緑灰釉で菊花文が描かれている。19世紀 (幕末)の】巴前の製品であろう。第 6図21は
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灰釉陶器の皿で、明緑灰色を呈し、口縁部付近は釉が厚く、灰白色を呈している。18～19世紀

の相J馬の製品である。第 7図 6は、灰釉陶器の行平で、内タト面に貫入がみられる。体部外面下

半は無釉で、カーボンが付着しているb碁荀底で、五徳受けをもち、見込には錘ピン痕がある。

幕末から明治にかけての相J弓の製品である。第 7図 8は、内外面に光沢のある鉄和 を施 した油

壺と考えられる破片で、頸部の基部に径 7 mmの空気孔があいている。幕末の堤の製品と考えら

れる。第 6図 3は、染付の碗で、体部には草花文 。界線・薄手の削り出し高台には 2本の界線、

見込には界線と「寿」の字が描かれている。19世紀の平清水であろう。第 6図 15は、大型の染

付徳利の口頸部で、国縁は肉厚になり、内反している。頸部には、格子状の文様が描かれてい

る。幕末から明治にかけてのB巴前の製品と考えられる。第 6図 16は、染付徳利の体部から底部

にかけての破片で、体部下半に2本、下端に 1本、高台に2本の界線がめぐり、体部内面には

ロクロロが明瞭に残る。底部はきわめて薄く、前者と同一個体の可能性もある。第 7図 2は、

灰釉の土瓶の注目部である。にぶい黄褐色の釉薬で、貫入がみられる。19世紀頃の製品とみら

れる。産地は不明である。第 7図 4は体部に灰釉系の釉を施 したロクロ成形の土瓶の底部で、

体部下端から底部は無釉で、カーボンが付着している。明治期前半の相馬の製品である。第 7

図 3は、土瓶の体部片である。灰釉系の釉薬が施 され、体部には鉄絵で文様が描かれている。

第 6図 23は 、陶器の蓋で、灰釉系の釉薬と緑色釉が施され、鉄絵で文様が描かれている。内面

は無釉で、回転糸切り痕がみられる。第 7図 1は、土瓶の注目部である。これら4点は、同一

個体となる可能性が高い。第 6図 1は、染付の碗で、口縁部に口銹が施 され、体部には文様が

描かれ、付高台である。体部に補修痕がみとめられる。19世紀の平清水の製品と考えられる。

第 6図 2は、染付の碗で前者とセットになるものであろう。見込にも文様がみられる。第 7図

7は 、外面に自濁釉、口端から内面にかけて鉄釉の施された甕の破片で、19世紀頃の製品で

あろう。産地は不明である。第 7図 9は、外面に鉄釉、内面に灰釉の施された徳利で、底部は

無釉である。19世世紀の相馬の製品であろうか。

この他、肥前の色絵碗がある。これは図示したかったが、日縁部と高台の基部に各々界線を

1本めぐらし、体部には全金彩でひょうたん形の緑どりをし、その内側に青海波文などの文横

赤い招絵をしている。底部には ロコ屋」のスタンプもみられる。肥前の招絵付蓋、染付皿、徳

徳利、青磁蓋や、瀬戸美濃の灰釉壷、相 ,焉の灰釉坑 。重 。行平 。白釉壷 (ま たは瓶 )、 青釉大鉢

。会津本郷の青釉・灰釉鉢 (ま たは甕 )、 平清水の染付碗などがある。

また、19世紀前半、Ⅲ期かⅣ期に属するものとして、美濃の鉄釉皿などがある。

(V期〉

第 6図 4は、染色の筒形茶碗で、体部全体にロクロロが残り、人物文が描かれている。産地

は不明である。第 6図 5は、色絵筒形茶碗で、体部に富士山と海岸を描いた山水文があり、肉



厚の高台には段がある。19世紀の肥前であろう。第 6図 6は、染付の碗である。釉薬は透明で

貫入がみられ、口縁部に 2本、高台の内外の基部に 1本ずつ青色の界線がめぐる。高台内には

緑色の文様が描かれ、見込にも青色の文様がある。東北地方 (平清水か)の産と考えられる。

第 6図 9は、染付の皿で、内面に松竹梅と思われる文様が描かれている。産地は不明である。

第 6図 11は、色絵の外で、体部外面には飛飽が施 され、さらに鉄絵と緑色釉で木ノ葉文が描か

れている。産地は不明である。第 6図 12は、染付の鉢で、口縁に2本、高台の基部に1本の

界線がめぐる。東北地方 (平清水)の産であろう。第 6図 13は 、染付蓋で、外面は百人一首を

題材とした招絵が描かれ、つまみの内外基部には界線がめぐらされ、内側には「常」の字のス

タンプがあり、内面口縁部には「卍」を方形で囲った文様が描かれている。19世紀の】巴前と考

えられる。第 6図 14は、染付の蓋で、つまみ基部に 1本 と体部に2本の界線がめぐる。第 6図

12と セットになる可能性も高い。第 6図 22は、内外面に光沢のある鉄釉を施した鉢 (?)で、

内外両面にロクロ痕が残り、体部下端には回転ヘラケズリの痕跡がみとめられる。第 7図 5は、

無釉の急須で、瀬戸の製品と思われる。把手の下には「富仙」の刻即がみられる。第 7図10～

21は、鉄釉または黒釉の施 された悟鉢の破片である。第 8図 1は、七輪の底部と風口火力調節

蓋である。カーボンが付着しており、堤の製品と思われる。

この他、堤や相馬の産と思われる破片を出土している。

以上、実測可能な遺物を中心に述べてきたが、筆者の浅学さ故に産地の同定 。年代観に誤ま

りがあるかもしれないことをつけ加えておきたい。

(2)土師質土器

土師質土器は、10点出土 している。器種のわかるものは 2点あり、皿である。灯明皿 と考え

られる。口縁部から体部にかけての破片と、体部から底部の破片で、ロクロを使用し、回転糸

切 り底である。図化はできなかった。

(3)瓦質土器

瓦質土器は、12点出土しており、その中 2点を図化している (第 8図 2・ 3)。 器種は不明で

あるが、底部から外反して立ち上がり、外面下半には飛飽状の刺突痕があり、その上に一条の

沈線がめぐり、鍵形の沈線で文様が描かれている。内面は回転ヘラケズリされている。

(4)瓦

出土した瓦は、全点燻 し瓦で本葺型と日本型が混在する。形による分類でみると、平瓦 。九

瓦・軒平瓦・軒丸瓦 。棧瓦・軒棧瓦・塀瓦・駒巴・冠瓦 。その他の道具瓦類がある。

軒丸瓦 出土した軒丸瓦は、全て瓦当部だけの破片で17点あり、九瓦部と接合した資料はな

く、全長のわかるものはない。瓦当文様でみると、九曜文・巴文・三ッ引両文に分類でき、さ

らに巴文は、単に巴文だけのものと、その周囲に連珠を配したものとに分けられる。瓦当直径



は、推定ではあるが 5寸 5分～ 6寸前後となり、本文第 6節の分類によればⅢ・Ⅳ類にあたる。

瓦当の周縁は、内区文様とほぼ同じ高さの中高縁で、直立する直立縁である。寸法は 3 cmを 1

寸として計算してある。

九曜文軒丸瓦 (第 9図 1～ 8)は、焼失面から2点、その他表土、攪乱土中から6点出土し

ている。瓦当の周縁の幅は 5～ 6分である。内区に配された珠文の円径はほぼ 6分、中房の円

径は 1寸 4分～ 1寸 5分である。

巴 (連珠)文軒九瓦 (第 9図 9～11)は 、表土、攪乱土中から3点出土している。周縁の幅

には、 4～ 5分と8分の 2種類ある。巴文は左巻き、尾の長さは普通で、他の巴の尾や周緑部

には接していない。円径 2～ 3分の連珠を20～ 26個 (推定)、 巴の外側に配している。

巴文軒九瓦 (第 8図12)は、南側雨落溝堆積± 2層 から1点、焼失面から2点、表土から1

点出土している。周縁の幅は 7分である。巴文は左巻きで、尾の長さは普通で、他の尾や周縁

部には接していない。

三ツ引両文軒丸瓦 (第 9図 13)は、表土から2点出土している。周縁は平縁で、文様は 5分

の幅の凸帯で表現している。

軒平瓦 (第11図15) 出土した資料には、完形の瓦当面をもつものはなく、棧瓦と明確に判

別はできないが、三ノ九出土資料と瓦当文様が類似したものが 1点あり、ここでは軒平瓦とし

て捉えておく。攪乱土から出土したこの破片は、均整唐草文である。中央花弁は、先端の花弁

がやや剣形を呈する「桔榎文」で、第 1唐草は小さく、直立気味で上方に巻き、第 2唐草は長

く、波のようなカーブを描き、下方に巻いている。花弁および唐草は、隆線によって表現され

ている。このような特徴をもつ資料は、三ノ九出土の軒平瓦の分類によれば、A-5類 に該当

する。

平瓦 (第12図 1～ 3) 平瓦は大きな破片が少なく、棧瓦や奥斗瓦との区別がつきにくく、

その出土数は不明であるが、幅または長さがわかり、実測できたものは 5点で、焼失面から2

点、表土、攪乱土中から3点出土している。

これらの観察によれば、凹面の調整は、まず横方向にナデた後、両側辺にそって縦方向にナ

デられている大型の瓦と、縦方向の後、横方向にナデられている刻ヽ型の瓦とがある。凸面は、

縦方向に荒くナデつけられている。

大型の瓦は、長さ9寸 5分、頭幅 8寸 5分、尻幅 9寸 3分のもので、 2点 ある。

小型の瓦は、長さ8寸 3分～ 8寸 5分、頭幅 7寸 4分、尻幅 7寸 3分で、全形は正方形に近

く、やや薄手である。 3点が該当し、釘穴のある瓦も1点合まれる。

丸瓦 (第 12図 4) 出土した破片の中で、実測できた資料は攪乱土から出土した 1点のみで、

他は小破片で、幅 。長さともにわかるものはない。



凸面は縦方向にナデ調整が施 され、凹面には布目痕がみられる。全長および丸瓦部の長さは

不明で、幅は 5寸 5分、玉縁部の長さは 1寸 3分である。

軒桟瓦 (第 10図 1～ 7。 11図 1～14) 軒九瓦にあたる小巴と、軒平瓦にあたる垂れとが接

合した資料 3点は、瓦当部分のみで、全形がわかるものはない。その他34点は、各部いずれか

の破片として出土している。これらの一部は、軒丸瓦または軒平瓦となる可能性もあるが、三

ノ丸出土資料に類例のない瓦当文様については、ここでは軒棧瓦として捉った。また、小巴の

位置により、軒の左端に使用されたと考えられるものは左軒瓦とした。

小巴についてみると、文様は 2種の巴文に分けられる。巴文は全て左巻きであるが、三ツ巴

のものと、ニツ巴で巴の頭部に3枚の花弁状の突起のつくものとがある。前者の小巴の直径は

2寸 4分、 2寸 7分、 3寸 1分の 3タ イプあり、尾は直径が大きくなるほど長くなる傾向をも

つ。後者の小巴の直径は、推定で 3寸 1分である。

垂れ部の瓦当文様は、均整唐草文である。中央花弁には、「三枚笹」と三ツ引両文があり、唐

草文には、飛雲形と、渦状の隆線が中央花弁から外方に走るものがある。中央花弁と唐草文の

組合せで4タ イプある。

第 1類 中央花弁が「三枚笹」で、唐草文が飛雲形のもの。 3点が該当し、 うち1点は南側

雨落溝堆積± 2層 から出土しており、瓦当面はほぼ完形で、全幅は 1尺である。小巴文様は三

ツ巴で、直径は 2寸 7分である。

第 2類 中央花弁が「三枚笹」で、唐草文が渦状の隆線のもの。 1点のみで、南側雨落溝堆

積± 2層 から出土しており、小巴文様は三ツ巴で、直径は 3寸 1分である。

第 3類 中央花弁が三ツ引両文で、唐草文が飛雲形のもの。 2点あり、表土および焼土から

出土している。左軒瓦である。

第 4類 中央花弁が三ツ引両文で、唐草文が渦状の隆線のもの。 1点のみで、攪乱土から出

土しでいる。

以上、分類できた 7点以外は、中央花弁または唐草文だけの破片で、分類不能である。

小巴と垂れ部の組み合わせについては、接合資料が 3点 しかなく、類型化できない。

これらの他、小巴の外面が平らで、小巴にも垂れ部にも模様がない石持軒瓦が焼土から1点、

小巴の形が銀頭に似た万十軒瓦が焼失面から1点、出土している。

棧瓦 (第 13図 1・ 2) 小破片が多く、棧瓦と判別でき、実沢1し たものは 2点だけである。

全長、全幅は欠損のため不明である。尻部先端の切込み幅は 1寸 7分～ 1寸 9分で、尻部頭部

の切込み長さは不明であるが、残存長から推定すると、利足は 4寸 5分～ 4寸 6分以下となり、

軒棧瓦の残存長 4寸 2分～ 4寸 5分 ともほぼ一致する。利足は、重ね合わせて葺 く瓦の有効長

さであり三ノ九出土棧瓦の利足と比較するときわめて短くなっており、全長が短 くなつている。
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袖瓦  小破片ではあるが 1点、攪乱土から出土している。袖瓦は、切妻屋根の破風に使う

瓦である。屋根の平に向かって左側に使い、袖瓦の尻を上にしたとき、左側に袖が付いている

左袖瓦の破片である。

塀瓦  板状で、葺き継ぎに必要な、棧の付いた塀瓦は、板塀瓦とも呼ばれ、表上、攪乱土

から2点出土している。

駒巴  塀平瓦と組み合い、塀や腰庇に使用される。駒巴と考えられる小破片を表土から1

点出上している。

更斗瓦 (第 13図 6～ 8) 英斗瓦は、棟積用および屋根と壁とが接する部分の水切り用とに

使われる。表土、攪乱土から各 2点づつ出土している。

棟込瓦 (第 13図 3～ 5)棟 の奥斗瓦の間に組み込む瓦を総称して棟込瓦といい、棟込瓦を

組み込んだ棟を組棟という。棟込瓦のうち、輪違いを3点、攪乱土から出土している。

刻印瓦 (第 11図 2) 刻 E「 が押されている瓦は 2点出土している。軒棧瓦では、垂れ部の瓦

当文様が飛雲形の破片で、垂れ部の右上隅に直径16mmの九切刻F「 がみられる。もう1点は、平

瓦で、小口に直径1lm�呈の九切刻 E「 に一文字のある小破片で、各々表土から出土 している。

(5)木製品

焼失した門扉、杭などの板、柱材を出土したが、遺存状態が悪く、図化はできなかった。

(6)金属製品

金属製品は、建築用品 。生活用品 。古銭 。その他を出上している。

建築用の金属製品として分類したものは265点で、そのうち釘が232本 と約88%を 占め、他は、

飾り釘・鉱・板状金具などである。

釘 (第 14図)は鉄製のもので、角釘122本 と丸釘110本 とに分けられる。ここでは「洋釘」と

呼ばれる丸釘を除き、啄日釘」と呼称される角釘について、頭部の形状で分類すると、小形のも

のは基部の扁平な平釘、または頭のつくり出しの無い切釘などに分けられる。しかし頭部には

打撃が加えられており、変形しているために的確な分類は困難である。大形のものは平釘、切

釘のほか、頭・基部ともに断面が長方形を呈している折釘で、薄く平たい平折釘、釘の頭が犬

の頭に似た犬釘などがある。

飾 り釘 (第 15図 1～ 4)は 9点出土 している。頭部は尖った四角錐形で、その基部に角釘が

つき、角釘の部分にはリング状の金具がさしこまれている。_長 さは6.8～ 8 cm程 である。

錠 (第 15図 10・ 16図12)は 9点出土 している。銑製で大形と小形の 2種類ある。

板状金具 (第 17図)は 21点出土 している。そのうち門の八双金物 と考えられるものは、厚さ

0.1～ 0.7cm、 幅5,4～ 7.8cm、 長さは不明で、釘穴が穿たれており、一部の穴には釘片も付着 し

ている。鉄製である。



生活用品 (第15図 11。 13・ 14、 第16図 8)と しては、手斧・把手・短剣 (鑢 ?)。 煙管・火箸

などが各 1点ずつ出土している。

吉銭 (第 16図 1～ 3)は、国内銭が 3枚出土 している。寛永通費が 2枚、文久永費が 1枚で

ある。

その他、名称・用途の不明な追物を出土 している。

(7)そ の他

これらの他に、布・紐・骨片・概などを出土してぃる。

5.ま とめ

今回の調査結果から次のことが判明した。

1.巽門の礎石14個 を検出し、その中の 6個は原位置を保っている。

2.巽門の正面 (南側)および背面 (北側)で雨落溝を検出した。この雨落溝は、門の整地面

を切って造られている。

3.巽門の焼失は、昭和20年の 1回で、建物は正面 (南側)か ら背面 (北側)にむけて倒壊し

ている。焼失後に盛土、整地を行って、雨落溝などの遺構を埋めている。

4.出土遺物の年代は、最古のものは16世紀末～17世紀前半にまで遡るが、その点数はわずか

であり、殆んどのものが幕末以降の遺物であり、巽門創建の時期を裏付ける資料は出土 しな

かった。

5.出土した瓦には、本葺型 (本瓦)と 日本型 (棧瓦)と がある。棧瓦葺き以前に本瓦葺 きで

あつたことも考えられ、葺き替え、修理が行われた可能性もあり得る。
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表 1 陶器器形別集計表     ※実……実測敷・破……破片数

追  構
器形 碗 皿 鉢 向付 香炉 空 徳利 蓋

土瓶
甕 焙烙写橋鉢 匝鉢 雅じ

その刊 不明 /1ヽ

計

合

計
層位 実 破 実 吸 実 家 実 実 実 実 実 破 実 実 実 破 実 実 積 冥 破 実 機

攪  乱 2 5 4 6 2 10 2 45

/1ヽ 計 4 ユ 10 18 5 31 〕 5 11 13 9

合 計 1

表 2 磁器器形別集計表     ※実……実測数・破……破片数

違 構
器形

層位

続 皿 郭 鉢 一霊 llI 徳 利 香 炉 蓋 その他 不 明 小
計

合

計
実 破 実 破 破 実 破 実 破 実 破 実 破 実 破 実 破 案 栗 破

表 土 2 1 4 】 ] 3 1 2 2 2 2 31 31(5)

焼 失 面 2 2 4

焼 土 層 2 11 ユ 1 〕 ] 3 6 28(2)

整 地 層 1 1 1 10 15(1)

整地層 ユ～ 2 5 5 5

雨 落 ち 濤 2

14
封rfHl雨落ち溝 ユ ユ

商倒雨落 ち溝 1 1

耳ヒ倒集石遺構 ユ 1 1 3 3

傾  斜  面 1 ユ 2

攪 乱 2 9 5 1 1 ] 3 33(2)

不 明 1 2 1 ユ 1 6

打 計 17 2 2 3 2 3 6

計 19 6

表3 中国(明)磁器集計表   表 4 土師質土器集計表
器形

再付

染 付 続
合 計

実 破

表   土 1 1

器形

薯待

庁明)皿 その他
小 計 合 計

実 破 実 破

焼 土 層 2 2 2

整 地 層 5 5 5

攪  乱 1 1 1

不   明 1 1 2 2

計 2 8

表 5 瓦質土器集計表
器形

喜作

鉢 不  明
小 討 合 計

栗 破 実 穣

表   土 2 3 5 5

焼 失 面 3 3 3

焼 土 層 2 2 2

不   明 1 2 2

/1ヽ    言十 1 9
12

計 1 11

表 6 金属製品 (建築関係)集計表
層  位 鉄 釘 かざり釘 かすが, 板】夫金具 丸 釘 合 計

表   土 2 3

焼 土 層

焼 失 面 2

整 IIL層

攪    舌t 2 よ

不   明 3 3

計 9 3 21 365

表7 金属製品 (生活関係)集計表
層  位 手 斧 把 手 短 剣 煙 管 火 箸 合 計

表   土 1 1 1 3

焼 土 層

焼 失 面

整 地 層

攪  舌[ 1 2

不   明

合  計 1 1 5

表 8 金属製品 (その他)集計表
層  位 弾 九 針金 ピン状金具 ヘラ】夫金具 板状金属 ボルト 鉄棒 合計

表   土 2 2 1 1 1

焼 土 層 1 2

焼 失 面

整 地 層 1 3 5

階    舌し 2 1 3

不   明

計 3 2 1 1 6 3 1 17

表 9 古銭集計表
地  区 層 位 支久永安 寛永通寮 合 計

東  区 整地層 1～ 2層 1

傾 斜  面 1 1

不 明 ユ 1

計 1 2
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表10 Ⅵ区 (巽門)陶磁器観察表
版

号

図

番

物

号

遺

番 出土区・遣構・層位
種  別

法量 (cm) 特 徴 産  地
年  代 写真 ,図版

番   号器  形 分  類

6-1 1002 束区   焼土層 磁  器
続

r逸  ィャゝ

径

径

高

口

底

器

回紅有 り

補修痕有 り

体部 源氏香支 ?

東 北 地 方

(平清水 ?)

19c

Ⅳ末～ W 3-5

6-2 東区   整地層中 器

　

ω

碗

磁
　
　
傑

口径 79
底径 31
器高 41

口紅有 り

体部 文様 あり
見込 源氏香文 ?

東 北 地 方

(平 i青水 ?)

19c

Ⅳ末～V

6-3 表 土 器

　

〔

続

磁
　
　
盛

底径 36
器高 (38)

体部 草花文、界線
高台 界線 2本
見込  界線、「寿」

平 清 水 ? 19c

Ⅵ～V 3-3

6-4 1009 磁  器
碗

(染 付 )

日径 65
器高 (66)

筒形茶続

体部 人物文
19c～

Ⅳ末～V

6-5 1003 東区   焼土層 TfF  器

碗

に 絵)

径

径

高

日

底

器

7 2

40
73

筒形茶碗

体部 山水文
高台 段有 り

肥  前 19c

V

6-6 東区 攪舌し 磁  器
碗

r挫  イ寸ヽ

径

径

口

底

器高 42

口縁部  界線 2本 、高台 界線
高台内界線 (緑色 )

体部 文字か

東 北 地 方

(平 清水 ?)

19c

V 3-4

6-7 1008 東区 橙 乱 器

鉢

０

磁

碗

傑

径

高

底

器

55
43

見 込 文様

高台 界線 2本
前 18c

El

6-8 東区 攪舌[ 磁  器
皿

(染 付 )

輪花小皿

外面 草文
内面 唐草文

前 ８ ｃ

田 3-1

6-9 磁  器
皿

(染 付 )

底径 66
器高 (12)

見込 松竹梅文 ? 19c～

V

6-10 表 ■ 磁  器
皿

(吉磁染付 )

回径 165
底径 110
器高 25

見込 菊花文
内面口縁部 鉄釉施釉

前 19c

Ⅳ

6-11 表土 磁  器
鉢

(色  絵 )

口径 157

底径 66
器高 62

外面 飛飽、本ノ葉文 19c^-20c

V

6-12 東区   焼土層 磁  器
鉢

(柴  付 )

口径 160

底径 68
器高 79

縁

台

口

一局

界線 2本

界線

東 北 地 方

(平清水 ?)

6-13 表土 磁  器
蓋

(染 付 )

口径 100

7え  41
器高 29

外面 摺絵、つまみ内「常」
つまみ界線

内面 口縁部 招絵

前 19c

Ⅳ木～V

6-14 東区 表土 磁  器
蓋

甲径 121

雰注 47
器高  35

つまみ界線、体部 界線 2本 東 北 地 方

(平清水 ?)

6-15 磁  器
徳  利
(染 付 )

口径 24
器高 (112)

頸部 下垂文様あり 肥 前  ? 19c

Ⅳ～W

6-16 東区 表土 器

利

０

磁

徳

傑

底径 94
器高 (61)

体部 界線 3本
高台 界線 2本

肥 前  ? 歯

Ｖ

6-17 1007 東区 攪乱 磁  器
瓶

(青 磁 )

花瓶口縁部

明緑灰色釉

肥 前  ? 18c～ 19c
Ⅲ～IV

6-18 東区 攪乱 陶  rf
碗

底径 36
器高 (17)

灰釉

高台、高台内無釉

本目    馬 18c―-19c

田～Ⅳ

東区 表土 陶  器
碗

底径 40
器高 (30)

灰釉・高台、高台内無釉 本目    馬 18c^-19c
El～ Ⅳ

6-20 東区 麗舌t 陶  器
碗

天目茶娩

鉄釉 光沢有 り
体部 下端回転ヘラケズリ

美 濃 17

I

6-21 東区   整地層中 陶  器
皿

日径 126

器高 (22)

灰釉 (ワ ラ灰 ) 相    馬 18c～ 19c

Ⅳ

6-22 1108 東区   焼土層 陶  器
鎌 ?

底径 104
器高 (48)

鉄釉 光沢有り 19c～

V



憮
燃

白
万

図

番

物

号

遺

番 出土区・追構・層位
種  別

法量 (cnl) 特 徴 産 地
年  代 写真 図版

番   号器  形 分  類
6-23 1109 東区   焼土層 陶  器

蓋

径
ま
径
一局

口

つ
み
器

79
1 4

1 5

面

面

外

内

施釉、文様あり、鉄絵十緑釉

無釉、回転糸切

1焉 19c

Ⅳ末～V

7-ユ 攪 乱 器

瓶

陶

土

施釉、鉄絵 相 馬  ? 19cヽ
V

7-2 東区 攪乱 器

瓶

陶

土

釉

面

灰

内 多孔式 (6孔 )

19c?

Ⅳ～V

7-3 東区   整地層中 器

瓶

陶

土

口径 80
器高 (47)

灰釉系、鉄絵

内面 無釉
相 19c

Ⅳ末～V

7-4 東区   整地層中 器

瓶

陶

土

底径 76
器高 (24)

体部 灰釉系
外面底部、内面無釉、カーボン付着

本目    馬 19c

Ⅳ～V

7-5 表土 須

須

急

急

底径 58
器高 (53)

無釉

体部  刻 F口有 り「富仙」
体部下端 段有 り

瀬 戸 ? 19c～ 20c

V

7-6 中区 器

平

陶

行

口径 167
底径 64
器高 80

外面 灰釉、体部下端 無釉
カーボン付着、碁筍底、五徳受け

内面 灰釉、見込 垂 ピン痕

19c

Ⅳ 3-8

東区   雨落 ち溝
1層

陶  器
甕

外面 白濁釉
内面～口縁 鉄釉

19c

Ⅳ～V

7-8 1113 東区   雨落ち藩
2層

器

壷

陶

油

口径 22
器高 (57)

鉄釉 光沢有 り 堤 19c前 半

Ⅳ 3-10

7-9 1105 東区   焼失面 器

利

陶

徳

底径 93 釉

釉

鉄

灰

面

面

外

内

本目 ′馬 ? 19c

V

7-10 東区 表土 器

鉢

陶

播

鉄釉 19c～

V

-11 東区 表土 器

鉢

陶

播

鉄釉 19c～

V

7-12 器

鉢

陶

播

黒釉、筋日無示山 19c～

V

7-13 東区 攪舌[ 器

鉢

陶

播

鉄釉 19c～

V

7--14 東区 表土 器

鉢

陶

播

鉄釉 19cヽ

V

7-15 東区 表土 器

鉢

陶

梧

鉄釉 19c～

V

7-16 1117 東 区 表土 器

鉢

陶

括

鉄釉 19c～

V

7-17 1120 東区 表土 器

鉢

陶

搭

鉄釉 19cトー

V

7-18 1122 東区 表土 器

鉢

陶

播

鉄釉 19c～

V

7-19 1125 東区 表土 器

鉢

陶

矯

鉄釉 19c～

V

7-20 表土東区 器

鉢

陶

種

鉄釉 19c～

V

7-21 表土 器

鉢

陶

播

底径 168
器高 (28)

鉄釉

畳付無釉

19c～ 20c

V
3-9
下



版

号

図

番

物

号

遺

番 出土区・遺構 層位
種  別

法量 (cm) 特 徴 産 地
年  代 写真 ,図版

番   号器  形 分  類
8-] 1126 東区 攪乱 陶

七

器

輪

底径 206

器高 (90)

施釉

カーボ ン付着

堤 ? 19c～

V

8-2 東区 表土 瓦質土器 色調 内外面とも灰色
胎土 良好
焼成 良い

8-3 1402 表土 瓦質土器 色調 内外面とも灰色
胎土 良好
焼成 良い

表11 瓦 (軒丸瓦 )
図版番号 文様・遺物番号 出土区・連構 層 瓦当面直径 特 徴 分   類 写真・図版番号
9-1 ん 曜 文 b-15 表  土 16 5cn 瓦当裏面、ナデあり

Ⅳ

9-2 九 11 文 b-47 攪  乱 15 9cm 裏面 ナデあり
摩耗が激 しい

9-3 九 曜 文 b-26 攪 舌し 上 猿 17 cn 瓦当裏面に、円弧状のナデあり
Ⅳ

9-4 九 曜 文  b-14 表  土 18  cn 裏面にナデあり
V

9-5 九 曜 文 b-16 表  土 16 8cm 裏面 にナデあり
Ⅳ

9-6 九 曜 文 焼失面 不  明 裏面にナデあり

9-7 九 曜 文 b-3 焼失面 14 8cm 裏面 にナデあり

9-8 九 ]避  文  b-27 攪 乱 土 躾 17 cm 調整不明
IV

9-9 巴文 (連珠)b-30 整地層中 16 8cm 表面 円弧状のナデあり
裏面 ナデあり Ⅳ

9-10 巴文 (連珠)b-28 攪 乱 17 4cn 表面 円弧状のナデあり
墓面  ナデあり Ⅳ

9-11 巴文 (連珠)b-12 表  土 15 4cm 裏面 ナデあり
Ⅱ

9-12 巴   文  b-36 南側雨落ち濤

2層

17 6cm 表面 円弧状のナデあり
裏面 ナデあり

V

9-13 三 ノ身両文  b-41 ガ印1攪乱 16 6cm 瓦当表面に門弧状のナデあり

,半 嘉面に十デ払り

表12 瓦 (軒棧瓦 )
図版番号 遺物番号 出土区・遺構 層 法量 (長 さ×幅×厚さ)cm 特 徴 分   類 写真 図版番号
10- 1 b-50 南側雨落 ち溝

2層

(175)× (235)×18 凹両 ナデあり
丸瓦部 巴文、直径 9 4cm
平瓦部 均整唐草支 (三枚笹 )4 8cm

4-3

10- 2 b-46 南相1雨落 ち濤

雨落 ち濤掘 り方

2層

(58)× (295)×18 凹面 ナデ
凸面 叩 き→ ナデ 4-2

10-3 6層 (142)× (175)×19

4-1

10- 4 b-18 表土 (50)× (157)×19 唐草文 (三枚笹)5 1cm

10-5 b-63 (90)× (131)×19 唐草文 (三引両文)4 7cm
焼きが良く、銀色を呈している

凸面 ナデあり
凹面 ナデあり

10-6 b―■ 表上 (59)× (140)× 20 唐草文 (三引両文)5 0cn

10-7 b-31 焼土面 (106)× (150)× 20 唐草文 (三引両文)5 2cm

539



図版番号 遺物番号 出土区 遺構・層 法量 (長 さ×幅×厚さ)cm 符 徴 分   類 写真,図版番号

11 -- 1 b-45 不 明 (75)× (148)× 19 丸瓦部 巴文、直径 8 6cm
平瓦部 唐草 5 1cm

11- 2 b-48 傾  斜  面
4層

(63)× (120)× 21 均整唐草文

亥JF,あ り、九印 (直径 1 5cm) 4-7

11-3 b一割 攪  乱 (43)× (107)× (27) 唐草文 (?)

焼きがよい

11 - 4 b-24 表   土 (76)× (122)× 22 丸瓦部が破損 している

凹面 ナデあり

11 - 5 b-25 攪  乱 (72)× (119)× 20 面

部

面

凸

軒

凹

ナデあり
ハケメあり

ナデあり

H-6 b-42 攪  乱 直 径  94 ニ ッ巴文、花弁の文様がつ く

4-8

表13瓦 (軒棧瓦 。軒平瓦 )
図版 番 号 逮物番号 出土区 ,遺構・層 法量 (長 さ×幅×厚さ)cm 特 徴 分   類 写真 図版番号

11 -- 7 北倒雨落 ち濤

北 側 攪 乱

(159)× (105)× 18 凸面 凹面共にナデあり
丸瓦部 三ッ巴文、直径 8 7cm
巴が型ずれ

11 - 8 b-8 焼  失  面 (45)× (125)× 22 丸瓦部 三 ッ巴文、直径 8 8em
平瓦部 破損

11 - 9 b-7 表   土 (40)× (90)× (19) 丸瓦部  三 ッ巴文、直径 7 3cm

11 -10 b-9 表  土 直 径  87 丸瓦部のみ残存、三ッ巴ネ

b-35 南側雨落ち溝

2層
直 径  74 丸瓦部のみ残存、三 ノ巴文

11 - 12 b-40 不   明 (96)× (106)× 20 平瓦部 大部分破損
丸瓦部  三 ノ巴文、直径 8 6cm

b-29 攪  舌し 直 径  8 5cm 丸瓦部のみ残存、三 ノ巴文

凹面にサ ビが付着

11-14 b-34 商側雨落ち溝 直 径  9 5cm 丸瓦部のみ残存、三 ッ巴文

表14軒 平 瓦
図 版 番 号 追物番号 文  様 花弁文様 出土区 違構 層 瓦当面長さ×幅 特 微 分   類 写真,図版番号

11-15 b-43 均整唐草文 桔  梗 攪   乱 (127)× (42) 瓦当裏面にナデあり A-5

表15 瓦 (平瓦・丸瓦 )
図版番号 追物番号 出土区・逮構 層 法量 (長 さ×幅×厚さ)cm 特 徴 分  類 写真 図版番号

12- 1 ユ~2 攪  舌[ 285× 256× 21 表面、縦方行にナデあり、また、鉄さ

びが付着している。

裏面、横方行にナデあり。

Ⅱ

12- 2 -6 焼  失  面 250× 223× 23 上部中央に、直径 0 9cmの 釘穴あり、

表面様方向のナデあり。

%残存。

I

12-3 -8 深掘 り部東壁

2層 (南 )

255× (194)X16 表面、調整不明、裏面ナデがあるが、
殆んど摩耗。

%書 /1^

I

12-4 a-9 不   明 (242)× (163)× 25 表面、ナデあり。

裏面、布目痕あり、一部ヘラキズあり。

側音[は 面取 りされている。



表16 瓦 (棧・奥斗 。輪違い)
図版 番 号 違物番号・類種 出土区・遺構 層 法量 (長 さ×幅×厚さ)cn 特 徴 写真 図版番号
13-1 b  -  38

棧   瓦
擬 乱 (178)× (178)×22 凸面 ナデあり。

凹面 ナデあり。

13- 2 b  -  39

棧   瓦
攪 (144)× (149)× 19 凸画 面とりしてある。

凹面 ナデあり。

13- 3 c - 4
棟 込 瓦
(輪 違 い)

攪 (149)× 131×20 邑面 ナデあり。
凹面 ヘラナデあり、面とりしてある。

13- 4 c - 8
棟 込 瓦
(輪 違 い)

不 明 127× (135)×23 凸面 面とりしてある。
凹面 ヘラナデあり、面とりしてある。

13- 5 c - 7
道 具 瓦
(輪 違 い)

攪 103× (106)× 20 凸面 ナデあり。
凹面 布目痕あり、面とりしてある。

13- 6 ６

瓦
一
斗

Ｃ

奥

攪 乱 (169)× (138)× 21 凸面 円孤状 にナデあり
凹面 ナデあり。

13-7 ５

瓦
一
斗

Ｃ

叉

攪 乱 (186)× (144)×21 凸面 ナナあり

13-8 ２

瓦
一
斗

Ｃ

災

表 土 (100)× (102)×22 凸面 ヘラナデあり。
凹面 ナデあり。

表17 金属製品 (鉄釘)
図版 番 号 遺物番号 出土区。遺構 層 長 さ(cm) 幅 (cm) 備 考 写真。図版番号
14- 1 hlo4039-b 焼 失 面 03

14-2 ho4026 表 土 41 03
14- 3 No4039-d 焼 失 面 43 03
14- 4 No■021-d 焼 失 面
14- 5 No4046-b 整 地 層 03
14- 6 No401ユ ー f 表 土 46

14- 7 N譴015-a 焼  失 面 47

14- 3 No■015-d 焼 失 面 52
14- 9 Ne4015-1 焼 失 面 43

14-10 No4015-b 焼 失 面 52

14-11 No4031-b 焼 失 面 53
14-12 No4031-c 焼  失 面 5 1

14-13 No4015- 焼  失 面 52

14-14 No4032-c 焼 失 面 52

14-15 No401ユ ー 表 土 5 6 05

14-16 No4031- 焼 失 面 54
14-17 No4011- 表 土

14-18 No4021 焼 失 面
14- 19 No4015-― c 焼  失 面 03

14-20 N磁01ユ ー b 表 土 03
14-21 No4027-a 焼 失 面 03

14-22 攪

14-23 No4031-E 焼 失 面 05

14- 24 No4046-a 整 地 層 67 05

14- 25 No4013-a 攪 乱 05
14-26 No4014 攪 05

No3035 12 5 05
14-28 N靱017- 表 土 126 05

14-29 No4044 攪 13 1 05



表18 金属製品 (飾り釘・火箸ほか)
図版 番 号 遺 物 番号 出土区遺構 層 種  類 長さ(cm) 幅 (m) 厚さ(cm) 内径 (cm) 備 考 写真 ,図版番弓

5--1 No4023 攪 飾 り 釘 6 9 5-5
5--2 No4073-a 焼 失 面 飾 り 釘 71 5-5
5-3 No4073-b 焼 失 面 飾 り 釘 68 11 5-5
5--4 No4072 猾 飾 り 釘 08 5-5
5-4 N醜072 擬 同環状金具 15 01 06 5-5
5-5 Nod082 整 地 層 63 15

15- 6 No4094 整 地 層 切   釘 20 3

15- 7 No4068 表 土 平   釘 7 由がっている。 5-8
15- 8 No4088 攪 乱 平 打 釘 122 03

15- 9 No4096 表 土 犬   釘 1 47 6 と 6 5-8
15-10 No4066 表 土 鉄 140 ユ 07 5-8
15- 11 No4095 攪 火  箸 27 7 06 5-9 若
15- 12 No■058 整 地  層 78 03 5-6
15- 13 No4060 表 土 手   斧 129 09 5-7
15-14 No4064 把   手 9 0 96 5-1

表19 金属製品 (古銭)
図版 番 号 追物番号 銭  名 出土区・違構・層 初街 年 西暦 時代 書 体 重量 (g) 備   考 写真 。図版番号

16- 1 Ne■048 (新 )寛 永通賓 東 区 傾 斜 面 1737 2 85 4 --11

16-2 No4105 (新 )寛 永通寮 東 区 傾 斜 面 1 95 4-9
16-3 N醜047 支 久 永 密 東反整 lll層 ユ～ 2層 立久三年 真  書 裏面11波 4 -10

表20金属製品 (円筒型金属)
図版 番 号 遺物番号 出土区 遺構 層 種  類 外径 (帥 ) 内径 (cm) 厚さ(cm) 中目(cm) 備 考 写真 ,図版番号

16- 4 No4069 表 土 3 9 2 3 5-2 右
16- 5 No4070 表 土 30 2 1 12 5-2 た

表21 金属製品 (飾り金具ほか)
図版番 号 遺物番号 出土区 遺構 層 種  類 長さ(銅 ) 幅 (cm) 厚さ(cm) 備 考 写真 ,図版番号

16- 6 No4062 焼 土 層 99 08 5-9 左
16-7 No4075 整 地 層 9 9 0 2

16-8 Ne■076 表 土 短  剣 24 ヤスリか? 5-10
16-9 No4089 表 土 10 0 0 9

16-10 No407] 表 土 21 0 1 0 曲がっている、2点穴あり、1点欠損。

16-11 No■065 表 土 11 棒状であり、曲がっている。

16- 12 No4067 表 土 鍼 0 9 5-8
17- ] N秘052 表 土 飾 り金具 52 2 5 7 6ヶ 所に釘穴。 5-3
17- 2 No40団 表 土 飾 り金具 中央 2ヶ 所に釘穴 5-3 下
17- 3 No4054 焼 失 面 飾 り金具 22 0 61 6ヶ 所に釘穴、 2穴に釘片付着。 5-4 下
17- 4 N94055 焼 失 面 飾 り金具 21 5 6 1 01 3ヶ 所に釘穴。 5-4 上
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調査区全景 (S→ N)

写真 2 雨落溝検出状況 (W→ E)
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写真 4 瓦・古銭・金属製品
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付章 2日 仙台城三ノ丸跡出上の17世紀犬骨について

獨協医科大学第一解剖学教室

茂原信生・′よヽ野寺覚

IBは じめに

本犬骨は、昭和58年に仙台市教育委員会によって行われた、仙台城三ノ九跡 (仙台市川内三

ノ丸)の発掘の際に出土したものである。時代は17世紀初頭と考えられている。犬骨は個体別

に埋葬されていたものではなく、 6号土墳から出土したもので数体分が混ざっている。骨はい

ずれも暗褐色に着色されており、保存状態は良好なものが多い。

今回の報告はⅡ区 6号土竣から出上した頭骨を中心とする。計測方法は斎藤 (1963)に した

がった。

2.出上部位
6号土壊

3層 :第 1頚椎、左・右肩甲骨、左上腕骨、左尺骨、左大腿骨、左I.X骨、左緋骨

4層 :頭骨 (左・右下顎骨を含む)、 左上腕骨、左枕骨 2、 左大腿骨 3(う ち1本は近位端と

遠位端外側部が欠けている)、 左睡骨 2、 左踵骨、左IE骨

以下は幼犬骨である。第 4・ 5頚椎、下位胸椎 2、 左肩甲骨 (骨端欠)、 右上腕骨 (遠

位骨端欠)、 左上腕骨 (両骨端欠)、 左坐骨、左大腿 (両骨端欠)

なお、イヌの他に、ウサギの右下顎骨、オオハクチョウの左鎖骨片、イノンシあるいはブタ

の左上腕骨片 2片、マダイ上後頭骨片、マグロ頭骨片が出土している。

3.三 ノ丸犬骨の特徴

(1)頭骨 (写真 1)

完全な形で出土してぃる。咬合が上・下顎で道合するので、出土した頭骨と下顎骨は同一個

体のものである。性別は、後述のような頭骨の諸形質から、雄と考えられる。年齢は、前頭頭

頂間縫合 (冠状縫合)が完全には閉鎖していないが、切歯縫合などがほぼ閉鎖しているので、

若い成獣と推測される。計測値を表1に示す。

頭骨最大長は176.4mmと 比較的大きく、長谷部 (1952)の古代家犬分類の中級犬に相当してい

る。頼骨弓は頑丈で太く、頼骨弓幅も大きい。また、頼骨弓前方部の咬筋縁が、頌骨突起後端

まで鋭い稜線をもっていることなどは、咬筋がよく発達していたことを示している。頼骨弓幅

の大きさは頭骨示数にもあらわれており、現生シバイヌの同示数とほぼ等しい。矢状稜は比較

的発達しており、左右の外前頭稜が正中で合した後にも高まりをみせており、外後頭隆起にま

でつづいている。外前頭稜の下方の前頭骨は、一般の雄犬に多くみられるように膨隆している。



顎上 歯

表 1 三ノ丸犬骨の頭骨の計測値と示数、および比較資料

表 2 三ノ丸犬骨の歯の計測値と比較資料

(単位 I mml

(単位 :m→

(単位 i mml歯顎下

三 ノ 丸 淡 路 町 田

17世 紀 江   戸 現   生 縄  文

計 項 計  測  点 斉 藤 No G? G? む

1 頭 蓋 最 大 長 〕 176 4 83 0 159 5 163 0

2 基 底 全 長 169 4 150 6 152 4

3 頬 骨 弓 幅 8 105 5 108 6

頭 蓋 長 9 87 7 87 2

5 頭 蓋 幅 (1)

6 頭 蓋 (1) ho  ―― br

オ ン  ブ レ グ マ 高 ba  一 br 67 2 74 0 65 0 62 0

8 最 /1ヽ 一副 頭 幅 fs fs 31 2 33 2 29 5 31 7

9 前 頭 骨 頬 骨 突 起 端 幅 52 0 43 1

後 頭 角 幅 65 7 69 8 59 5

最 小 眼 宿 間 幅 29 9 28 7

12 顔 長 84 5 77 6

吻 長 (1) 76 0 66 9 68 3

吻   幅 (犬  歯 告め 36 3 31 3 34 5

吻 一島 35 5

鼻 骨 凹 陥 深 64 58 64

17 硬 口 蓋 長 87 3 76 5 78 5

硬 日 蓋 最 大 幅 65 5 59 2

下 顎 骨 全 長 (1) id  ― 寓oc 江ヽ1 133 5 115 8 5

下 顎 骨 全 長 (2) id 一 cm M2 132 5 116 9 1174

21 下 顎 技 一品 kr  ―― gov M7 53 6 44 7

22 下 顎 枝 M� lmum Mll 27 2

下 顎 体 一局 (1) M2後  部 1ヽ16 26 3 19 3

24 下 額 体 Ml中  央 M17 19 2

下 顎 体 一局 P4と Mlの 間 M18 23 9 18 9

下 顎 体 厚 Ml中 央下方 M25 11 3 10 9

27 咬 筋 奮 深 85 49 71

頭 骨 一不 数 3/1 59 81 59 34 61 12 55 05

頭 蓋 一不 数 5/4 59 23 54 04 56 49 58 98

長 一局 一不 数 7ッ/1 38 10 40 44 40 67 38 02

長 一働 一不 数 6/1 28 34 30 05 30 82

幅 数 7ッ/5 123 99 132 14 131 57 118 88

幅 一不 数 6/5 92 25 982] 99 82 94 60

横 顕 顔 一不 数 3/5 194 65 193 93 190 60 173 59

眼 宿 後 数 8/5 57 56 59 29 59 70 60 15

顔 面 一小 数 12/3 83 89 77 8] 82 52 90 28

吻 長 一ボ 数 13/1 43 42 41 53 41 92 41 97

鼻 骨 凹 陥 示 数 16/15 16 4] 14 18 04 12 66

口 蓋 一不 数 18/17 72 74 77 42 77 56 71 13

下 顎 体 高 厚 示 数 26/24 45 38 47 45 48 56

1 1 1 2 1 3 C P] P2 P3 P   4 M l M2

b-1 b-1 b-1 m―d b-1 m― d Max latと b-1 b一 I m― d b-1

三 ノ 丸 41 55 32 9 0 35 47 18 1 18 1 10 2 11 7 156 71

イ ヌ 59 52 50 52 36 35 10 7 17 5 166 11 2 147
田柄(縄文) む 41 50 60 45 53 50 35 82 3 5 10 5 17 6 174 90 163 60

1 1 12 13 C Pl P2 P3 P4 Ml M2 M3

m―d n― d b-1 b-1 m― d b-1 m― d m― d b-1 m― d b-1 n― d b― I m― d m― d b― I

三  ノ 丸 26 3 4 37 50 86 41 101 47 11 2 58 40

シバイス む 26 3 7 50 67 94 47 58 75

田柄 (縄文) む 25 43 54 70 87 41 78
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鼻骨後端 (ナ ジオン)は、上顎骨上端よりも後方に突出している。上顎骨の前頭突起部は、犬

歯につづく部分が左右とも犬歯宙状に凹んでおり、これによって、眉間から鼻先にかけての鼻

梁は他とは明瞭に区別される高まりとなっている。

左右の回蓋骨後端の位置は、左右の第 2大臼歯遠心端をむすんだ線よりも後方にあり、鈍い

台形の鼻棘を形成している。大後頭孔は横に広い楕円形である。

下顎体は厚く頑丈である。下顎骨の関節稜はよく発達しており、側頭筋の付 く筋突起の筋稜

の発達も著しい。また、これらにかこまれる咬筋宙はかなり深い (8.5mml。 これらの特徴と矢

状稜の形成なども合わせて考えると、かなり強力な咀疇筋をもっていたと推測される。

歯は全歯がそろっており、欠損はない。前歯部を除いて象牙質が露出するほどの磨耗はみら

れない。若いとはいえ、成獣であるにもかかわらず、また、かなり発達した口且疇筋をもってい

たにもかかわらず、自歯部にほとんど磨耗が見られないのは、食物がやわらかいものであった

ことを想像させる。若い個体でも、歯の欠損がみられ磨耗も著しい縄文時代のイヌとは対照的

である。上・下顎の裂肉歯 (P4と Ml)の 最大長はそれぞれ18.8、 20.Ommと かなり大きめで

ある (表 2)。

(2)四肢骨 (写直 2。 3)

ほとんどが、骨端線の閉鎖 した成獣のものである。 1部 に幼犬のものがあり、骨端の形成状

態から生後 2～ 3ヶ 月の個体と推定される。各骨には病変や解体されたような人為的な傷はみ

とめられない。成獣の骨では、奇妙なことに、右側のものは肩甲骨 1点だけで、他はすべて左

側のものが出土している。

上腕骨は 3層 と4層 から各 1本 (Hl・ H2)が出土している。 3層 から出土したもの (H

l)の方が4.lmm長 いが、ややきゃしゃである。税骨は同じ4層 から2本出土している (Rl・

R2)。 長さはほぼ同じだが、R2の方がはるかに頑丈で、上端最大幅はRlよ り2.硫mも大き

く19,6mmも ある。骨体のわん曲もR2の方が大きい (表 3)。

大腿骨は、 3層 から1本 (Fl)、 4層 から3本 (F2・ F3・ F4)の計 4本が出土してい

る。 4層 の完形の 2本 (F2と F3)は ほぼ同大であるが、F3のの方がやや頑丈である。 3

層のFlは、他のものより長い (181.6mlが、骨体はきゃしゃである。また、Flは 、骨頭が

大転子よりもかなり突出しているのが特徴で、骨軸にそって計測すると両者で5,8mmの ちがいと

なる。F4が もっとも頑丈である。怪骨は 3層 から1ホ (Tl)、 4層 から2本 (T2と T3)

が出土している。Tlは ,遠心端が欠けてはいるものの 4層 から出土したT2と T3よ りも明

らかに長い。T2と T3は同大だが、T3の方がやや頑丈である。

以上のように、四肢骨では少なくとも成獣 4頭分と幼獣 1頭分が出土している。成獣の四肢

骨のうち、 3層 から出土しているものは、どれも4層 出上の四肢骨よりも長くて、しかもきゃ
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表 3 三ノ丸犬骨の四肢骨の計測値
同一の列のものは、同一個体と推測されるものである。*は推定値。(単位 I mm)

三 ノ 丸 む

17 世 紀
項 目 斎 藤 No 3層 出 土 4  層 4  層 4  層 4  層

1 肩 甲 骨  全    長 ] キ 1273

2 下  部  幅 8

3 上 腕 骨  全    長 ユ (Hl)1625
4 中 央 最 小 幅

5 中 央 最 大 幅

4/5 中央断面示数 77 78

6 枕  骨  全     長 156 2

7 上 端 最 大 幅 2 196 17 1

8 体 中 央 部 幅 7 12 7

9 体 中 央 部 厚 8

3/9 中央 断 面 示 敷 59 56 64 57

10 下 端 最 大 幅 9 24 2 23 4

11 尺  骨  全     長 ] X11,1856

12 中 央 最 小 幅

13 中 央 最 大 幅

12/13 中央 LT面 示 数

14 大 jIIR骨  全    長 1 01814 :F2)1624
`F3)165515 体 中 央 横 径 9

16 体 中 央 前 後 径 8 13 1 13 3 13 5

15/16 中央 断 面 示 数 102 29 100 74

17 下 端 最 大 幅 10

艦  骨  全     長 ユ 0 166 5 (T3)1663
19 上端 最 大 横 径 5 32 0

上端最大前後径 33 0

体 中 央 横 径 8 130 12 1 14 1

体 中央 前 後 径 7 13 6

21/22 中央 断 面 示 数 95 59 107 63

下 端 最 大 幅 9 20 4

しゃな点が共通しており、関節の適合
′
陛などから、同一個体のものと考えてさしつかえなかろ

う (上腕骨 :Hl、 尺骨 :Ul、 大腿骨 :Fl、 B.W骨 :Tl)。 4層 からは 3個体分が出ている

が、頑丈さなどから税骨のR2と 大腿骨のF4が、また、膝関節での適合性や頑丈 さの程度な

どのちがいから大腿骨 F2と雁骨T2が 、さらに大腿骨 F3と BIVttT 3が同一個体 と考えられ

る。

山内 (1958)に よるイヌの体高推定式Ⅲを用いて、それぞれの骨からの推定体高を算出した

(表 4)。 これによると、推定体高の最大値は、F3の 大腿骨による50.5cm、 最大値はTlと T

2に よる46.Ocmである。これらは、現在の中型日本犬の体高に近い値である。同一個体と考え

られる 3層出土の 1個体の各四肢骨から推定された体高は50.5～ 47.8cmで、平均 したこの個体

の推定体高は48.6cmである。

3.他の古代犬骨との比較
江戸時代の犬骨の発掘報告は全国的に少なく、特に、東北地方のものは、三ノ丸犬骨が唯一

の例である。そこで、東京大学資料館所蔵の長谷部言人博士の資料にある江戸時代犬 (む と考

えられるもの、東京都千代田区神田淡路町出土)と 比較 してみる (写真 4)。 なお、三ノ九犬骨



はむと考えられるので、比較する資料は 6に限

定した。

図 1にみられるように頭骨最大長もほぼ同大

で、両者の偏差折線はかなり似たパターンを示

している。淡路町犬骨は下顎骨が出土 してぃな

いので不明だが、それ以外の点でニノ丸犬骨と

大きく異なっている点をみると、脳頭蓋長、バ

ジオン・ブレグマ高である。この両者の差は、

淡路町犬骨の矢状稜が著 しく発達 していること

によるものである。特に、外後頭隆記の発達が

表 4 三ノ丸犬骨の各四肢骨から算出した推定
体高。山内 (1958)のⅢの方法を用いた。なる、

山内の項目は斎藤 (1963)の 計測方法とは異な

るものがあるので、その項目は別に計測 した。

著しく、後方に突出している。三ノ九犬骨は淡路町犬骨よりやや小さい。

頭骨のプロポーションを見ると、先に述べた淡路町犬骨の矢状稜の発達が影響して、高径が

関係する示数は三ノ丸犬骨が小さく、長径が関係する示数は三ノ九犬骨の方が大きくなる傾向

がある (図 2)。 全体的にみると、三ノ九犬骨は同時代の淡路町犬骨にかなり似ていると言える

が、やや古い形質をのこしている犬であり、淡路町犬骨は、現生のシバイヌに近い頭部のプロ

ポーションをもっているといえよう。

一方、三ノ丸犬骨を縄文時代の犬骨に比べてみると、宮城県気仙沼市の田柄貝塚出上の大骨

のむよりかなり大きく、特に頼骨弓幅や硬口蓋幅での差が目につく (図 3)。 三ノ九犬骨は縄文

犬よりも顔の幅の広いイヌであったろう。この差は、東海地方の縄文犬である吉胡犬骨と比べ

るとよリー段と強調されることになる。三ノ丸犬骨は、むしろ宇賀崎犬骨とよぐ似た偏差折線

のパターンを示しているが、宇賀崎犬骨の方が吻は糸Hく 、きゃしゃな点がやや異なっている。

両者の形態的な類似性をみると、宇賀崎犬骨の属する時代についての再調査が必要かもしれな

い。

4.ま とめ
縄文時代は、東と西のちがいは認められるものの、比較的安定した形質の大が存在していた

らしい。しかし、鎌倉時代には、すでにかなりの大きさのちがう犬種が存在していたらしいこ

とは、東大資料館の長谷部資料にみられる材木座遺跡のイヌから明らかである。また、三ノ丸

犬の出上した江戸時代には、すでに外国からの犬の流入があったことが知られている。三ノ九

犬骨は、大きさ・形態 (特に幅径)な どで縄文犬とも大きく異なり、また、古代日本犬の系統

を引いているといわれる現生シバイヌよりも、かなり大きい。したがって、この三ノ丸犬には

それらの影響があった可能性も考えられる。

ともかく、仙台と江戸の遠く離れた地方で江戸時代犬骨がよく似ているのは興味深 く、どち

骨 名 推 定 体 高 (cm)

長

長

長

長
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らも大きさを除けば、形態的には縄文犬骨と現生シバイヌの間に位置しており、どちらかと言

えば現生シバイヌに近い。しかし、このような問題に立ち入るには中世から近世にかけての資

料はあまりに貧弱である。今後の資料の蓄積がまたれる。

また、ごく一部を除いて左側の骨格だけが 4頭分も出土 していることは非常に興味深いが、

その意味については、解体の痕跡もないので、今のところ不明である。
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第67集 (宮城県教育委員会 )、 P.167～ 182

茂原信生 (1984)「 田柄貝塚出土犬骨について」 人類学雑誌、93(3) (F「刷中)

写真の説明

写真 1 三ノ九犬骨の頭部骨格。1;上面観、2;左側面観、 3;底面観、 4。 4´ ;右下顎骨

外側面および内側面、 5。 5´ ;左下顎骨外側面および内側面

写真 2 三ノ九犬骨の四肢骨 (3層出土)。 Fl,左 大腿骨前面、ITl;左雁骨前面、Hl;

左上腕骨前面、Ul;左尺骨前面、Sl;左肩甲骨外面、S2;右肩甲骨外面、記号は、

文中および表でつかわれているものと同じである。

写真 3 三ノ九犬骨の四肢骨 (4層出土)。 H2;左 上腕骨前面、Rl;左枕骨前面、R2テ 左

椀骨全面、F2;左大腿骨前面、F3;左 大腿骨前面、F4;左大腿骨前面、T2;左

睡骨前面、T3;左怪骨前面、記号は、文中および表でつかわれているものと同じであ

る。

写真 4 三ノ九犬骨および比較資料の頭骨左側面観 (いずれもむである)。 1:田柄犬骨 (縄

文時代後期)、 2;三 ノ九犬骨、 3;淡路町犬骨 (江戸時代)、 4,シバイヌ (現代)

図 の 説 明

図 1 三ノ丸犬骨および淡路町犬骨の頭部諸計測値の偏差折線。M;シバイヌ合の平均値、 S

;標準偏差

図 2 三ノ丸犬骨、淡路町犬骨および田柄犬骨の頭部の諸示数の偏差折線。M;シバイヌ合の

平均値、S,標準偏差

図 3 三ノ丸犬骨および比較資料の頭部諸計測値の偏差折線、宇賀崎犬骨 (宮城県・縄文前期 )、

田柄犬骨 (宮城県・縄文後期)吉胡犬骨 (愛知県・縄文晩期)。 M;シ バイヌ合の平均値、

S;標準偏差

552
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付章 3.仙台城三ノ丸跡出上の動物遺存体

東北大学文学部 高橋 理
本報告は昭和58年の仙台市教育委員会による仙台城三ノ九跡の発掘調査において出土した動

物遺存体の分析である。これらの動物遺存体はすべて 6号土墳より出土しており、17世紀初頭

の遺物である。平箱で一箱分採集した 6号土羨の埋土を 3 mm、  l mmの 二つのフルイを使用し、

屋外で水洗を行い、フルイ上に残った遺物をすべて採集した。なお、 l mmの フルイを通過した

土壌は保管してある。その結果、以下の動物遺存体を同定した。

1.貝 類
①アカニシ Rapana thOmasttna

腹足綱 アクキガイ科
膳孔周辺を残す殻軸が 3点、殻の外側部分が景J離 したもの力弦00ccの カンビンに 1本分出土し

ている。殻軸はいずれも殻項を残しておらず、従って直接殻高を求めることができない。そこ

で現生の標本の膳孔と殻高の比を求め、その比率を出土した遺存体にあてはめ、殻高を推定し

た。推定できたのは3点中2点であり、①97mm、 ②106mmであった。いずれも10cm内外で、大き

さとしては普通である。アカニンは現在北海道南部～中国大陸沿岸の内海の潮間帯より水深20

mの砂泥底に生息する。殻は大形でよくふくらみ、ら塔は低 く体層の肩が広 く、ひれ状の突起

列がある。その突起部分も出土している。肉は食用となるので出土 したァカニシも食用にされ

殻が捨てられたのであろう。 (図 1)

②オオタニシ cゃangOpattdha japonLa

腹足綱 夕ニシ科
オオタニシと推定される皮膜が 1点出土してぃる。中世、近世の堀跡や溝などにおいて淡水

産のイシガイやォォタニシなどの貝類の皮膜だけが出土することはよくある。極 く一部である

ので確実とは言えないが、オオタニシの可能性が高い。本州～九州の湖沼に生息する、殻高60

m面呈に達する大型の巻貝で食用ともなる。

2.魚 類          、  ヽ

①マダイ Chrysophrys major

硬骨魚綱 スズキロ タイ科
右歯骨 1点、頭骨のうちの鋤骨・舗骨部 1点、下綿蓋骨 1点が出土してぃる (図 2)。 歯骨の

下半部には刃物によると推定される切痕がある (図 3)。 体長の判明している現生標本の歯骨と

比較して、体長52Fmmと 推定される。また鋤骨・舗骨分は体長42Chmの 現生標本の同部分とほぼ

同じ大きさであり、体長は40cm程であったと推定される。よって歯骨から体長を推定した個体



と同一個体とは認定し難い。この鋤骨・舗骨部にも左側面に鋭い刃物によるそぎ痕がある (図

4)。 下鰍蓋骨は全体の%が残存している。マダイは北海道以南に広く生息しており、体長は1.2

m程に達するものもあるが、普通は数10cmで ある。

江戸時代においてマダイは最上位クラスの食用魚であり、 6号土羨出土のこのマダイも歯骨

や鋤骨・舗骨に刃物による切痕 。そき取 のあることから、食用とされた後に廃棄されたのだろ

う。

②スズキ Lateobbrax japonに us

硬骨魚綱 スズキロ スズキ科

スズキの第 4、 第 5、 第 6椎骨が出土している。第 4椎骨はやや保存状態は悪いが、大きさ、

関節部分の道合性によって同一個体と認定される。第 6椎骨は横径17mm、 縦径15.6mmである。

体長550mmの 現生標本の第 6椎骨は横径13.7mm、 縦径12.2almで あり、これによって、出土した

スズキは体長約710mmと 推定される。スズキは耳ヒ海道以南に広く分布しており、沿岸に生息して

いることが多いが、汽水域、淡水域においても生′息できる (図 5)。 体長は lm程までに達する

が、大きさによって呼称が異なり、出世魚として親しまれてきた魚種である。江戸時代におい

てはマダイと同様高位の食用魚とされていた。出土した椎骨には切痕等の解体痕は見られない。

③ マルタ Trbobdon taczanowskii

硬骨魚綱 コイロ コイ科

形状に若子の疑間を残すが、右歯骨が完形で 1点出土している。長さが8.3mm、 幅3.7mmで あ

る。本州中部以】し、耳ヒ海道まで分布する。内湾や河口に生息し、産卵期に河川を遡上する (図

6)。

④魚鱗

種の同定までは至らなかつたが魚鱗 (ウ ロコ)が35点出上 している。形状によって二つのグ

ループに分類できるようである (図 7)。

3L鳥 類
①キジ Phasttnus co皓 httus

鳥綱 ジュンケイロ キジ科
キジの左中足骨が1点出土している。完形ではなく、近位端より骨体中央部まで残存し、遠

位端を欠落している。解体痕は認められない (図 8)。

② ヒンクイ Anser fabalis

鳥綱 ガンカモロ ガンカモ科

ヒシクイと推定される左中手骨が 1点、完形で出土している。最大長は107.5mmである。 6号

土壌においてはオオハクチョウの左鎖骨片が出土しているが、この中手骨はオオハクチョウの



中手骨よりはかなり小型で、形状も若干の相違があり、オオハクチョウとは認め難い。解体痕

は認められない (図 9)。

③カルガモ Anas poecWorhycha

鳥綱 ガンカモロ ガンカモ科

右上腕骨が 1点出土 している。遠位端と近位端を欠損 しているが、解体痕は認められない (図

10)。

4. 田市乳類

①イヌ Canと fam‖愴
“
s

哺乳綱 食肉ロ イヌ科

イヌの左上腕骨 1点、左尺骨 1点、左大腿骨が 1点出土している。保存状態は非常に良好で、

補強をまったく必要としない。上腕骨に近位端を欠いており (切断その他による折れではない)。

成長線のゆ着以前の幼体である (図 11)。 残存部最大長は148mmで ある。尺骨は最大長187mmで、

上腕骨と同様左側であるが、大きさや関節部の道合陛より、上腕骨より若干大型の個体のもの

と推定される (図11-③ )。 大腿骨は最大長178mmで ある (図11-① )。 三ノ九出土のイヌについ

ては別項に記述があるのでここに詳しく述べない。ただし最大長などはその報告の中のイヌと

それほどの差違はなく、同程度の大きさの個体と推定される。また 3点 とも左側であり、部位

の偏向性は興味深い。解体痕はない。

②ウマ Equus cabttus

哺乳綱 奇蹄ロ ウマ科

ウマと推定される助骨の破片が 1点出土している。最大幅は25.7mmである。両端とも欠落し

ているが、一方には刃物による切痕が5ヶ 所ある。そのうち3ヶ 所は、単に骨に切り込んだも

のである。いずれの場合も傷の同じ側がめくり上がっており同一方向から切り込まれたものら

しい。 2ヶ 所は骨を切断することを目的としていたと推定され、面を成し、しかも切り合いを

もっている (図 12)。

③ネズミ類

哺乳綱 署歯ロ ネズミ科

尾椎が 1点出上している (図 13)。
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付章 4.仙台城三ノ丸跡出上の馬骨

獨協医科大学第一解剖学教室

茂原信生 。馬場悠男

1.出土状況 と出土部位
馬骨は、右を下にした側臥位で、前・後肢 ともに強くおりまげられている。骨の保存状態は

良好とは言えず、表面の緻密質だけが紙状に残っていたり、逆にはがれたりしてぃる部分も多

い (例 えば骨盤や肩甲骨)が、部位によっては完形で残っているものもある。出土 したおもな
部位は図 1に示 したシャドウの部分である。その他に、仙骨下部、尾椎クケ、助骨約25本、右

膝蓋骨、および蹄種子骨 2ヶ を合む種子骨 8ヶ が出土 してぃる。

歯は、上顎の左右の第 1・ 第 2・ 第 3切歯と犬歯の 8本 と左の第 2小臼歯、および下顎のす
べての歯 (20本)の計29本 が残っている。

墓竣 (F-21区)よ り出土 した,弓骨は、攪乱はなく、出上部位は重複 していないので、出土

したのは一個体分の骨格であると考えられる。

2.性別・年齢
上・下顎に犬歯があり、とくに下顎のものは大きく発達しているので、雄と判定される。残

存する四肢骨の骨端はすべて骨幹と融合していること、また切歯の磨耗度にもとづく年推定法

(Bone,1982に よる)で、咬合面の黒富が舌側よりに位置して残存していること、などから
9歳前後と推測される。

3.大きさ
計測可能なおもな骨の計測値 を表 1に示す。計測方法はDuerst(1926)に したがった。これ

らの数値をもとにして、林田・山内 (1957:斎藤 ら1972に よる)の推定式を利用し推定体高を
もとめた。林田らの20項目のうちの11項 目が計測可能であり、それらの平均値による推定体高

は、144.05cmであった。この体高は日本在来′焉の木曽′焉 (133.07cm)や御崎 ,馬 (132.6cm)よ り

も大 きい。また、鎌倉時代 ,焉 (129.47cm)や縄文時代の平井 ,焉 (127.7cm)よ り大きく、弥生時

代の熱田,焉 (138.lcm)や田端 1馬 (140,4cm)よ りやや大きい。一方、現在のサラブレット種や

アラブ種の合の体高 (そ れぞれ153～ 162cm、 146～ 158cm)よ りはかなり月ヽ さい。

4.その他の特徴
下顎には、第 1乳臼歯に相当するいわゆる狼歯はない。上顎の同部位は破損している。また、

下顎の第 2小臼歯 (P2)の近心部には口輪の「はみ」によると思われる磨耗がみられる。
5口 蹄鉄

骨格にともなって、右前肢用と右後肢用の蹄鉄が出土してぃる。この蹄鉄は、接地面に溝の



表 1 三ノ丸跡出上の馬骨の計浪」値 (単位 :mm)

ある、いわゆる有溝式のものである。有溝式の蹄鉄様式が日本にもたらされたのは明治23年

(1890年)で、明治27年 (1894年)に陸軍で採用されている。

6`ま とめ
この,焉骨は、雄の中型′焉で、蹄鉄の様式から少なくとも明治23年以後の、比較的新しい時代

のものである。骨格の特徴も、この結論と矛盾することはない。
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図の説明

図 1 三ノ丸跡出土の馬骨の残存部位、シャドウ部分が出土している。対になった図は、左が

馬の右側の骨である。

1:肩甲骨背側面、 2:上腕骨前面、 3:枕骨・尺骨前面、 4:手骨格前面、 5:足骨

格前面、 6:睡骨前面、 7:大腿骨前面、 8:寛骨前面観、 9:下顎骨外側面、10:頭

骨上面観
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付章 5日 仙台城三ノ丸跡出上の植物遺体調査

東北大学農学部 星 川1清 親
N61～ No 5の土サンプルは全て木の葉や木の小枝、その他植物の腐植物を多量に合むもので、

6号土渡の底に堆積した植物など有機物が充分に腐りきらずに残ったものである。木の葉には

広葉樹の構葉、モミなどの葉が多く、周囲に生えていた庭木や自然木の本の葉などが土羨内に

自然に流れこみ堆積したものと思われる。

これらの他に作物は次のものが認められた。

配 1 831222 Q-18区 6号土羨 埋 2層

多くのイネ概殻とイネの葉、茎片、すなわち稲わら片が認められた (写真 1)。

配 2 831222   6号土渡   埋 3層

イネ概殻 (写真 2)と 稲わら (葉片)、 それに麦わらではないかと思われる片も混入してい

た。

配 3 831222 Q-19区 6号土羨 埋 3層

イネ概殻、稲わら、ウリの種子 (長さ 7 mm、 幅 3 nlmで 、キュウリではないかと思われる)

が多数混入していた (写真 3)。

配 4 831223 R-18区 6号土疲 埋 3層

イネ概殻、稲わら。

XT0 5 831224 Q-19区 6号土竣 水指 (美濃伊賀)内サンプル

粗殻が多く混入。

また植物遺体としては以下のものが認められた。

No 6 831223 Q-18区 6号土渡 埋 2層

クルミである。やや小型で表面突起が少いが、ヒメグルミではなく、オニグルミと判定さ

れる。

配 7 831227 Q-19区 6号土装 埋 3層

モモの種子である。小型 (長 さ25mm、 幅20mmlで あり、現在のモモ (水蜜系)と ちがって

在来の小型のモモである (写真 4)。

N08 831223 R-19区 6号土羨 埋 3層

ウメの種子 (長 さ15mm、 幅10mml。 小型のウメで、現在のようにアンズと交雑していない系

統と判定される (写真 5)。

Nb 9 831223 R-19区 6号土装 埋 3層

3ケ の破片は同じものから分割したものと見られる。これはカリンの果皮であろう。表皮



の形状、果皮が 9～ 10mmも 厚いこと、維管束の走行などから判定した。この果実は食用にな

らないが、香料などとして実用したものかは疑問。むしろ庭木として植えられたものの果実

が、初冬に土渡内に転り落ちて、腐らずに残ったものであろう。

ほかに、カヤの実の殻破片 1ケ が見出された。

考察

この土羨内より得たサンプルは生活廃物が多いところからみて、土壊は屋敷の台所に連るも

ので、その屋敷で調理した料理材料の廃物を捨てたものが堆積し、腐らずに残ったものと思わ

れる。この土壊からは陶磁器の食器や鍋、ボウル状の本器も同時に出土していることからも、

上記の推定は妥当と思われる。

概殻が多く見出されるが、これは、この場所の近くでイネの栽培があったとか、イネ概を脱

穀したりしたと推定するよりも、屋敷の性格から推定して野菜や果実、その他食糧や器具をこ

の屋敷に搬入する際の詰物などに使われていたものを捨てたものではあるまいか。稲わら片が

多いのも同じ理由によると見てよいであろう。

植物遺体のうち、作物関係のものは、イネ概殻、わら以外では別記のものが認められるが、

これらから、この屋敷でどのような料理が調理されていたかは判定が困難である。クルミ、モ

モ、ウメ、キュウリは、当時 (17世紀初頭)と しては平凡な食糧である。しかし、同時に多く

の狩 りの獲物と見られる獣骨や、多種類の

海産魚類の骨が出ているということなので、

これらとともに野菜類が調理 されたにちが

いない。キュウリの種子はその一つとも考

えられるし、モモやウメの種子も同じ目的

に用いられたと考えてもさしつかえないで

あろう。カヤの実などはナッツのような食

べ方をしていたのではあるまいか。

(1985.2.1)

第 1図 イネ糊殻とわら片



第 2図  イネ籾殻 第 3図  キュウリ種子

第 4図 モ モ 種 子
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